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古墳時代中期の土器群
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つ　ば市は　昭和謂年に筑波研究学園都市計画地域の指定を受けて

以来夕　日本の科学技術の研究開発の核としてのタ　さらにタ　国際交流の

拠点としての国際都市にふさわしい町づくりを進めております。

平成描年に開通予定の「つくばェクスプレス」はタ　新しい町づくり

の一環としてつくば市と東京圏を直結しタ　太の物◎情報の交流を盛ん

にするだけでなくタ　地域活性化の大きなカとなることが期待されてい

ます。そこでタ　平成6年7月に県夕　市夕　地権者の三者協議で新線開発

の合意に達したのを受けてから，新線建設と同時に，沿線開発を一体

的に進める土地区画整理事業を推進しています。

財団法人茨城県教育財団は　昭和翻年度に開催された国際科学博覧

会のための，地方主要道谷田部砂明野線バイパスの建設に伴いタ　茨城

県より埋蔵文化財発掘調査についての委託を受け　昭和沼牛にツバタ

遺跡の高山古墳群の発掘調査を実施いたしました。その成果の一部は，

すでに当財団の文化財調査報告第22集として刊行いたしました。

本書はタ　上河原崎◎中西特定土地区画整理事業に伴い　平成臓年度

に発掘調査を実施した島名ツバタ遺跡の調査成果を収録したものであ

ります。本書が学術的な研究資料としてはもとよりタ　教育車文化の向

上の一助として芦　御活用いただければ幸いです。

なお発掘調査及び整理を進めるにあたり，委託者である茨城県より

多大な御協力をいただきましたことに対し，心から御礼申し上げます。

また茨城県教育委員会，つくば市教育委員会をはじめ，関係各機関

及び関係各位から御指導，御協力をいただいたことに対しタ　衷心より

感謝の意を表します。

平成15年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎
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監謂

温　本書はヲ　茨城県の委託によ軋　財団法太茨城県教育財団が平成且3年度に発掘調査を実施した，茨城県つ

くば市太字島名に所在する島名ツバタ遺跡の発掘調査報告書である。

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は下記のとおりである。

調査　平成1叫㍉‖日日1＼平成「1年3月は‖1

整理　平成摘年4月温　～平成摘年12月3用

3　当遺跡の発掘調査はタ　調査第二課長鈴木美治の指揮のもとタ　調査第二課第2班長矢ノ倉正男夕　首席調査員

江幡良夫夕　主任調査員飯島一生夕　皆川修夕　飯泉達司夕　芳賀友博学　近藤恒重が担当した。

4　当遺跡の整理怨及び本書の執筆勝編集はタ　整理第一課長川井正一の指揮のもとタ　主任調査員皆川修が担当

した。、

5　本書の作成にあた軋　住居跡から出土した炭化種子（ひし）の同定分析についてはパリノ砂サーヴェイ株

式会社に炭化米の同定分析については佐賀太学農学部熱帯作物改良学研究室の和佐野喜久生民に委託した。

6　当遺跡から出土した須恵器の生産地及び時期についてはタ　静岡県浜松市立伊場遺跡資料館の鈴木敏則氏に

御教示いただいた、、

7　発癌調査及び整理に際しプ　御指導◎御協力を賜った関係機関並びに関係各位に対しタ　深く感謝の意を表し

ます。
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1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ軸＝＋6，040m，Y軸＝＋19，440mの交

点を基準点（Alal）とした。なお，この原点は，日本測地系による基準点である。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大

調査区を東西，南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，3

・・・とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，C・・・j，

西から東へ1，2，3…0とし，名称は，大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」のように呼

称した。

2　抄録の北緯及び東経の覧には，世界測地系に基づく緯度・経度を（）を付して併記した。

3　本文・全測図・実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

遺構　　住居跡－SI　土坑psK　方形周溝墓・古墳－TM　溝－SD　炭焼き窯TSY　ピットーP

遣物　　土製晶－DP　石器・石製品TQ　金属製品・古銭－M　瓦－T　拓本記録土器－TP

土層　　撹乱－K

4　土層観察と遣物における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業

株式会社）を使用した。

5　土層解説中の含有物については，各々総量で記述した。

6　遺構・遺物実測図の掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺跡の全体図は縮尺600分の1，各遺構の実測図は60分の1，または80分の1に縮尺して掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々に縮尺をスケールで表示した。

（3）遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

焼土・赤彩［＝⊃　炉・炭化物・繊維土器断面・煤 竃・粘土・黒色処理圏囲
土器・拓本土器●　　土製品○　　石器・石製品□　　金属製品△　　硬化面一一一一一

7　遺物観察表の作成方法については，次のとおりである。

（1）計測値の（）内の数値は現存値を，［］内の数値は推定値を示し，計測値の単位はcm・gで示した。

（2）備考の欄は，残存率，写真図版番号（PL）及びその他必要と思われる項目を記した。

8「主軸」は，炉・竃を通る軸線あるいは長軸（径）を通る軸線とし，その主軸が座標北からみて，どの方

向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例　N－100－E）。なお，現存値は（）で，推定値は［］

を付して示した。
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所　　 在　　 地
コード 北　 緯 東　 経 標　 高 調査期間 調査面積 調査原因

島名ツバタ遺跡
いばらきけん　　　　　　　　し　おおあざ
茨城県つくば市大字 08220 36度 140度 21 20010402

31，037．54I撼

上河原崎 e

しま　な　あざ　と　づらやま
島名字戸面山3211番 － 3分 3分 ′‾ヽ＿′ ～ 中西特定士

地の1ほか 068 18秒

／36度
i
i 3分

G 。秒

0秒

（140度l

（4：慧

23

m

20020331 地区画整理

事業に伴う

事前調査

所収遺跡名 種 別 i 主な時代 主な遺構　 ！　 主な遣物
特記事項

島名ツバタ遺跡 集 落 跡　縄　　　 文 竪穴住居跡　　 4軒 縄文土器 （深鉢） 古墳時代中期から

陥し穴　　　　 1基

フラスコ状士坑 1基

ピット群　　　 3か所

石器 （石鉄 e磨石） 後期にかけての集落

跡を中心とする複合

遺跡である。古墳時

代中期の竪穴住居跡古　　　 墳 竪穴住居跡　　 57軒 土師器 （杯◎椀 e高坪◎

土坑　　　　　 12基 器台◎増 e翠 ◎壷 e甑），

須恵器 （杯 ◎嚢◎施主

土製品 （支脚◎士玉主

からは，須恵器の大

形盛や 300 点を超え

る臼玉が出土してい墓　　 跡

生 産 跡

そ　の 他

古　　　 墳 方形周溝墓　　　 3基

古墳　　　　　 1基

中　　　 世 方形区画構　　 1条

石製品（臼玉◎勾玉◎管

玉 e双孔円板◎紡錘車），

石器 （砥石），鉄製品（鉄e

鎌），ガラス製品 （小玉），

炭化米，炭化種子

陶器 （賓）

る。また，焼失住居

からは，5，600 粒を超

える炭化米や炭化種

子 （ひし）が出土し

ている。

溝跡　　　　　 1条

近　　　 代　炭焼き窯跡　　 1基

土坑　　　　　 16基

旧　 石　 器

石造物 （五輪塔）

石器 （ナイフ）

時期不 明　土坑　　　　 110基

溝跡　　　　　　 4 条

ピット群　　 1か所
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

茨城県は，首都圏とつくば研究学園都市を結ぶつくばェクスプレスの早期開通をめざし，新線の建設とそれ

に伴う沿線開発に取り組んでいる。

平成6年8月18日，茨城県（都市整備課）から茨城県教育委員会教育長あてに，常磐新線沿線地域の開発地

内における埋蔵文化財の所在の有無とその取り扱いについて照会があった。これを受けて茨城県教育委員会は，

平成9年1月16・22～24日，6月12・13・25日に現地踏査及び試掘を実施した。平成10年1月9日，茨城県教

育委員会教育長から茨城県あてに，事業地内に島名ツバタ遺跡が所在する旨回答した。平成13年3月7日，茨

城県から茨城県教育委員会教育長あてに，文化財保護法第57条の3に基づく土木工事等の通知が提出された。

平成13年3月16日，茨城県教育委員会から茨城県あてに，工事により埋蔵文化財に影響が及ぶことから，工事

着手前に発掘調査をするよう通知した。平成13年3月26日，茨城県から茨城県教育委員会教育長あてに事業地

内における埋蔵文化財（島名ツバタ遺跡）について協議書が提出された。平成13年3月26日，茨城県教育委員

会教育長から茨城県あてに，発掘調査の範囲及び面積等について回答し，調査機関として財団法人茨城県教育

財団を紹介した。

茨城県と茨城県教育財団は，埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び，平成13年4月2日から平

成14年3月31日にかけて，島名ツバタ遺跡の発掘調査を実施することになった。

第2節　調　査　経　過

調査は，平成13年4月2日から平成14年3月31日までの1年間実施した。以下，調査経過について，工程表

で示す。

月

工　 程
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11月 12 月 1 月 2 月 3 月

調　 査　 準　 備

試　 掘 ・　 伐　 開 】

表土除去 ・遺構確認 1

遺　 構　 調　 査

－1一
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第1図　島名ツバタ遺跡調査区設定図
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島名ツバク遺跡は，茨城県／つくば市大辛島名ノ肯I南山3211酎也の1ほかに所在している、、

つくば市は芦　筑波山の南西に広がる標高約20～25mの平坦な台地上に位置している。この台地はタ　筑波昏稲

敷台地と呼ばれ，束を霞ヶ浦に流入する桜川，西を利根川に合流する小貝川と，南流する二つの河川によって

区切られている。、．それぞれの河川に上って大きく聞析された流域には，標高約5111ほどの沖積地が発達してい

る。、台地は，束から佗室川，蓮沼川，小野川，東谷出川，西谷田川などの中小f可川がほぼ北から南に向か／．〕て

流れて浅く間析され，谷津や低地が細長く入り組んでいる．

筑波の稲敷台地はタ　員化石を産する海戒の砂層である成田層を基盤としてタ　その上に竜ヶ崎層と呼ばれる斜

交層理の跡著な砂層。砂礫層，さらに常総粘1二層と呼ばれる泥質粘日商（0．3、5．0111），褐色の関東ローーム層（0．5′、

2。5m）が連続して堆積しぎ　最上部は腐植土層になっている1）。

当遺跡の所在する高名地区は，つくば市の南西部，旧谷帖紳町域に位置し．ている．、当遺跡は，西谷出川に面

した標高約2：3Illの台地縁辺部に立地している、、台地は‖二畑地として耕作され，両河川の沖積低地は水出とし

て利用されている。二．当遺跡の調査前の現況は，山林及び芝地であった。

′∴・∵　　＼′、－′・ソて　‾ノ′

当遺跡周辺の小貝川や東谷田川，西谷「仕川，蓮沼川沿岸の台地上には，縄文時代から中世にかけての遺跡が

数多く所在している。
しまなまえグひが　　　　　　し去な鉢い蓋／う

隙を紛時代跨温跡は』嵐谷田川右岸の島名前野東遥勝2）く2〉や島名境松遺跡3）く3〉ブ　東谷田川支流の蓮沼川左
かりまじんでん　　　　　　　　　　　　　　ねさき　　　　　　にしくりやま　　　　　　　　　　　　　なかはら

岸の苅間神田遺跡4）く4〉，西谷関川右岸の根暗遺跡5）く5〉や西栗山遺跡6）礪〉　花室川左岸の中原遺跡7）などがあ

り，ナイフ形有‾器や尖頭器などの遺物が出上している、、なかでも，中原遺跡からは石器の集中地点が！）か所確

認され，ナイフ形石器癖着刃などが出土している。

小貝川左岸及び東谷田川と西谷田川に挟まれた台地上で，集落跡が確認されるのは縄文時代中期以降の遺跡
さかいまつ

からである。西谷離職こ画した台地の縁辺部に立地してる境松貝塚8）〈7〉はタ　つくば市谷田部の代表的な貝塚
蓋せや去だ

でありタ　縄文時代中期から後期の土器や石器が出土している。小員川左岸の台地上に立地する真瀬山田遺跡9）
ませほりつきみなみ

く8〉からは，中期から後期の上器や石器が広範囲にわたって出上している。、また，隣接する真瀬堀附南遺跡
ませやまだきた　　　　　なべぬましんでんながみね

く9），真瀬l吊廿北遺跡く10〉，鍋沼新け恨峰遺跡くlDからも十器が仕l上していることから，大規模な集落跡の存

在が想定される。，束谷田川と西谷四川に挟まれた台地日二は，当財団が調査した島名前野束遺跡。島名境松遺
やたべうるL　　　　　　　しまなまえの

跡⑳谷田部漆遺跡10）く12〉秒島名前野遺跡11）く13〉が立地し，中期の竪穴住居跡や陥し穴が確認されている。これ

らの河川に臨む台地の縁辺部を中心にタ縄文時代中期から本格的な生活が営まれるようになったと考えられる。
しもかわらざきたか

弥生時代の遺跡は当地城では少なく谷田部地区では，中期から後期の遺物の出上した境松遺跡，卜河原崎高
やま

山遺跡く14〉などが確認されているのみである。

古墳時代になると遺跡数が増加する傾向にある。古墳群は，河川に面する台地上に存在している。古墳群の

ほとんどは，径10～20mほどの円墳であり，地域的な群集境の様相を示している。東谷田川に面する台地上には，
しまなせきのだい　　　　　　しまなおものい　　　　　　　しまなくまのやま　　　　　　やたべだいまち

北から島名関ノ台古墳群く15〉，島名面野井古墳群く16〉，島名熊の山古墳群く17〉，谷田部台町古墳群く18〉が，西
しもかわらざき　　　　　　しもかわらざきたかや姜　　　　　　　しまなえのきうち

谷田川に面する台地上には，北から下河原崎古墳群く19〉，下河原崎高山古墳群12）く20〉，島名榎内古墳群く21〉，
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表1　島名ツバタ遺跡周辺遺跡一覧表

番

。号

遺　　 跡　　 名

時　　　　 代
鹿

遺　　 跡　　 名

時　　　　 代

旧

看

縄　 弥　 古　 奈

e
文　 生　 墳　 平

中

世

近
世
●
近
代

日日

口号

旧

看

縄

文

弥

生

古

墳

奈

●
平

中

世

近
世
●
近
代

1 島 名　ツ バ タ 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 26 苅 間 六 十　日　遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

2 島 名 前 野 東 遺 跡 ○ ○ 27 島　名　 榎　 内　 遺　跡 ○

3 島　名　 境　 松　 遺　跡 ○ ○ 28 島名 タカ ドロ遺跡 ○ ○

4 苅　 間　神　 田　遺　跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 29 島 名 一 丁 田 遺 跡 ○

5 根　　 崎　　 遺　　 跡 ○ ○ ○ 30 真　瀬　 中　畑　 遺　 跡 ○ ○ ○

6 西　 栗　 山　 遺　 跡 ○ ○ 31 高 田 和 田 台 遺 跡 ○
i 7 境　　 松　　 貝　　 塚 ○ ○ ○ ○ 32 島　名　 薬　 師　 遺　跡 ○

8 真　瀬　 山　 田　遺　 跡 ○ 33 谷　 田　 部　 城　 跡 ○ ○

9 真 瀬 堀 附 南 遺 跡 ○ ○ 】34 南　 野　 井　 南　遺　 跡 ○ ○
l．ハ
lU 真 瀬 両　出 北 遺 跡

！ io l ！○ ！ ！＋ ！上㌣
Jb
鹿 名 本 田 料 跡！ 】 ！○ 1 lo ○

H 鍋 沼新 田長 峰遺跡 ○ ○ 36 谷 田部 台成井遺跡 ○

12 谷　 田　部　漆　 遺　 跡 ○ 37 谷 田部福 田前遺跡 ○ ○ ○

13 島　 名　前　 野　 遺　 跡 ○ ○ 38 真瀬 新 田谷 津遺跡 ○

14 下河原崎 高 山遺跡 ○ 39 水　 堀　 下　道　 遺　 跡 （⊃ ！

15 島名 関ノ台古墳群 ○ 40 島 名 関 の 台 遺 跡 ○ i

i16

17
18
回
阿
i21
！22i
i23
！24！
i25

島名面野井古墳群！
恒名熊の山古墳群

谷田部台町古墳群
下河原崎古墳群
下河原崎高山古墳群
島名榎内古墳群
真瀬新田古墳群
島名熊の山遺跡！
島名八幡前遺跡
真瀬堀附北遺跡！

！

！

！
！
i
i

！
！
i
！

i
！
i
i

i

i
i
i
i
！
i
i

○
○！
○
○
可
○
○！
○
○i
O j

i

i

i
○
○！

！
！

i

i
！
○
○！

ii
ii
ii
日
ii
ii
ii
〇日
目
ii

41
42i
43
44！
可

46
47i
48
49i
i

高　　田　　遺　　跡
水　堀　遺　跡！
柳　　橋　　遺　　跡
真瀬三度山遺跡！
上萱丸古屋敷遺跡！
水堀屋敷添遺跡
水城道後前遺跡！
平　　復　　遺　　跡
真瀬西原車

！

！

i

i

i
i

！

i
○

○i

i

i
i

i
i

i
i

！
○！
〇
〇
〇
〇

〇！

i

可
i
i
i
i
i
○
i
i

i

i
i
○i

i
i

Oi
i

Oi

〇

〇
〇

〇
〇

ませしんでん

真東新田古墳群く22〉が立地している。当遺跡から約1km北にある下河原崎高山古墳群では，当財団の調査によ

り方墳1基と帆立貝式古墳1基が確認されている。集落跡は，近年の発掘調査により西谷田川と東谷田川に挟
しまなくまのやま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しまな

まれた台地上から数多く確認されている。島名熊の山遺跡13）く23〉では前期45軒◎中期10軒◎後期338軋　島名
はちまんまえ

八幡前遺跡く24〉では後期11軋　島名前野東遺跡では前期10軒◎中期23軒◎後期20軋　島名前野遺跡では前期10

軒e中期3軋　谷田部漆遺跡では中期24軒の住居跡が確認されている。また，西谷田川右岸の台地から低地に
ませはりつききた

下りる緩斜面に立地している真瀬山田北遺跡，真瀬堀附北遺跡く25〉，真瀬掘附南遺跡は，当遺跡のほぼ対岸に

位置し，中期から後期の遣物が確認されている。これらの遺跡の分布状況から，前期は東谷田川に面する台地

縁辺部に，中期は両河川の台地縁辺部から低地にかけて小規模な集落を形成している。後期には，島名熊の山

遺跡を中心とする拠点的な大集落が形成され，台地の内陸部まで開墾されていく様子がうかがえる。
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奈良◎平安時代になると，律令体制の確立と共に，谷田部地区は常陸国河内郡に編入されることとなる。河

内郡街跡は，当遺跡から北東へ約6kmの距離に位置する桜地区の金田西坪B遺跡付近に所在している。『和名

類衆抄』によれば，谷田部地区は河内郡八部郷に属し14），仁徳天皇の妃完露巌のために八田部を置いた所

と言われており，地名の語源になっている15）。さらに，島名は『和名類衆抄』にある「嶋名郷」に比定されて

おり，島名熊の山遺跡がこの地域の拠点的な集落であった可能性が高い。この時代の遺跡は，当遺跡から約
かりまろくじゅうめ

5km北東の神田遣眺　苅間六十日遺跡16）く26〉，約上5km東の島名前野遺跡，島名前野東遺跡，島名八幡前遺眺

約9km南の西栗山遺跡夕　根崎遺跡などがあげられる。

中世になると，谷田部地区の大部分は田中荘と呼ばれることになる。鎌倉幕府の成立後，田中荘は小田氏の
ひらいで

支配下に入り，室町時代には小田氏配下の平井手氏が島名◎面野井に住んでいたと伝えられている15）。中世以

降の確認された遺跡は城館跡がほとんどであり，平井手氏の居城と伝えられている面野井城跡のほか，島名前

野東遺跡からは方形に巡る堀を伴う居館跡が確認されている。

※文中のく　〉内の番号は，第1図及び周辺遺跡一覧表の該当遺跡番号と同じである。

註
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3）註2）に同じ

4）成島一也「（仮称）葛城地区土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書目『茨城県教育財団文化財調査報告』第121

集1997年3月

5）渡遽幸雄「（仮称）萱丸地区土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書目『茨城県教育財団文化財調査報告』第119

集1997年3月

6）註5）に同じ

7）高野節夫他「中根0金田台特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅳ」『茨城県教育財団文化財調査報告』第

170集　2001年3月

8）久野俊度「主要地方道取手筑波線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書」『茨城県教育財団文化財調査報告』第41集

1987年3月

9）谷田部の歴史編さん委員会『谷田部の歴史』谷田部町教育委員会1975年9月

10）註2）に同じ

11）稲田義弘「島名弓畠田坪一体型特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅵ」『茨城県教育財団文化財調査報告』

第175集　2001年3月

12）佐野　正「科学博関連道路谷田部明野線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書」『茨城県教育財団文化財調査報告』

第22集1983年3月

13）稲田義弘「熊の山遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』第190集　2002年3月

14）池連　爾『和名類衆抄郡郷里騨名考護』吉川弘文館1981年2月

15）中山信名『新編常陸国誌』裾書房（復刻版）1978年12月

16）小澤重雄「葛城一体型特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ」『茨城県教育財団文化財調査報告』第160集

2000年3月

ー6－



第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

島名ツバタ遺跡は，便宜上第1～6調査区に分けて調査を実施した（第1図）。第1区は，昭和58年度に

調査された地方主要道谷田部・明野線のバイパス建設部である。2～6区が今回調査した部分で，総面積は

31，037．54I鋸である。調査前の現況は山林及び芝地であった。調査の結果，古墳時代中期から後期にかけての

集落跡を中心とする複合遺跡であることが確認できた。遺構は，竪穴住居跡61軒（縄文時代4軒，古墳時代57

軒），陥し穴1基（縄文時代），方形周溝墓3基（古墳時代），方墳1基（古墳時代），方形区画溝1条（中世），

炭焼き窯跡1基（近代），土坑139基，構5条，ピット群4か所などが確認された。遺物は，遺物収納箱（60×

40×20cm）に120箱出土している。主な出土遣物は，縄文土器，土師器，須恵器，陶器，土製晶，石製晶，石器，

ガラス製晶，鉄製品，石造物などである。

第2節　基　本　層　序

基本層序を確認するテストピットは，4区のH5b6区に設置した。テストピットの地表面の標高は22．9mで，

地表から3mほど掘削した。土層は10層に細分され，第1層は表土，第2層～9層は関東ローム層，第10層は

常総粘土層に対比される（第3図）。以下，テストピットの観察から，層序を説明する。

第1層は黒褐色の腐植土層である。ローム粒子をわずかに含み，粘性・しまりはともに弱い。層厚は40～

60cmである。

第2層は暗褐色のソフトローム層である。粘性・しまりは普通である。層厚は6～16cmである。

第3層は褐色のソフトローム層である。粘性・しまりは普通である。層厚は10～30cmである。

第4層は褐色のソフトローム層である。火山ガラス粒子を微量含み，粘性・しまりはともに強い。姶良Tn

火山灰（AT）を含む層と考えられる。層厚は12～28cmである。

第5層は暗褐色のハードローム層である。粘性・しまりはともに強い。第Ⅲ黒色帯に相当すると考えられる。

層厚は20～42cmである。

第6層は褐色のハードローム層である。粘性・しまりはともに強い。

層厚は24～58cmである。

第7層は暗褐色のハードローム層である。粘性・しまりはともに極め

て強い。層厚は26～52cmである。

第8層は褐色のハードローム層である。粘性・しまりはともに強い。

層厚は10～30cmである。

第9層は褐色のハードローム層である。粘性・しまりはともに極めて

強い。層厚は48～64cmである。

第10層はにぷい黄褐色の粘土層である。粘性・しまりはともに極めて

強い。層厚は20cm以上あり，下層は未梶のため本来の厚さは不明である。

遺構は，第3層の上面で確認した。
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第3節　遺構　と　遺物

1　旧石器時代の遣物

遺構確認調査の際，調査区域の5区南部，H317区の確認面から旧石器とみられるQlのナイフ形石器が

出土した。旧石器時代以降の遺構調査終了後，Qlの出土地点付近及び台地から斜面部にさしかかるI3C6区～

I4hl区の範囲に調査区を設定し，ローム層の掘り下げを行った。H3i7区付近及びI3C6区～I4fl区の範

囲は基本層序の第4層まで，I3h6区～I3CO区の範囲は第6層まで掘り下げたが，旧石器時代の文化層の把

握，石器等の出土は認められなかった。ここでは，出土したナイフ形石器について実測図（第4図）と若干の

解説を記載する。

腑冊。1
く＝⊃

第4図　旧石器時代出土遣物実測図

旧石器時代出土遣物観察表（第4図）

0　　　　　　　3cm

l　　十一一　‥l

番号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 さ 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q l ナイフ形石器 （4．1） 1．5 0．5 （1．7） 流紋岩
縦長剥片を素材とし，基部は主要剥離側から押圧剥離により，尖頭

状に加工されている。断面は三角形を呈する。 H 3i7 PL32

2　縄文時代の遺構と遣物

今回の調査で，縄文時代の竪穴住居跡4軒，フラスコ状土坑1基，陥し穴1基，ピット群3か所を検出した。

以下，検出した遺構と遺物について記載する。

（1）竪穴住居跡

第12号住居跡（第5・6図）

位置　調査2区中央部のB4d5区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　長径4．16m，短径3．41mの楕円形で，主軸方向はN－580－Eである。壁高は16～34cmで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　やや凹凸があり，土器埋設炉を中心にほぼ全体がよく踏み固められている。

炉　中央部から西寄りに位置する土器埋設炉である。土器は炉の北西に埋設され，掘り方は長径94cm，短径62

cmの楕円形である。確認できた堀り方の底面は，幅が30cmほどで北西側にやや傾斜している。埋設された深鉢

の上面からの深さは25cmである。炉床は火熱を受け，赤変硬化している。

炉土層解説
1　黒褐色　焼土ブロック・ローム粒子微量
2　暗褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック微量
3　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量
4　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子微量

5　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
6　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
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ピット　3か所。Plは深さ51cm，P2は深さ35～47cmで，主柱穴と思われる。P2からは柱の痕が2か所確

認されている。Pl・P2に対応する柱穴は確認されていない。P3は南東壁寄りに位置し，深さ12cmで出入

り口施設に伴うピットと思われる。

土層解説（各柱穴共通）
1　黒褐色　ロームブロック・炭化物微量
2　黒　　色　ローム粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子微量

4　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子微量

覆土　4層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　3　暗褐色　ロームブロック中鼠焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　4　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片57点（深鉢）が出土している。遺物は覆土中層から下層にかけて点在している。2

は深鉢の口縁部片で中央部から東側にかけての覆土中層から出土している。1は探鉢の胴部で，炉に正位で埋

設されている。

所見　時期は，埋設された土器から判断して，中期中葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第6園　第12号住居跡出土遣物実測図

第12号住居跡出土遺物観察表（第6図）

10cm

！　　　；　　　！

番号種別器種口径器高底径胎　土色調焼成 文　様　の　特　徴 出土位置備　考

1縄文土器深鉢－（21．2） 長石・石英・雲母橙普通縦方向のRLの単節縄文を地文とし，胴部には渦巻き状の沈胤炉40％　PL18

2縄文土器深鉢［16．0］（14．6）－長石・雲母にぷい褐普通
Lの無節縄文を地文とし，口縁部には2条の沈胤 中層10％

第22号住居跡（第7図）

位置　調査2区東部のB5f8区に位置し，平坦な台地上に立地している。約50m西側に第12号竪穴住居跡が

位置している。

規模と形状　遺構確認の際，床面まで削平しているため壁は遺存していない。炉及びピットの配列，確認面の

上層から縄文土器片が出土していることなどから住居跡と判断した。ピットの配列から，長径7．58m，短径6．52

mの楕円形と推定され，主軸方向はN－90－Eである。

床　床面まで削平されており，硬化面は認められない。

炉　ピットの配列から，中央部から南寄りに位置している。長径60C皿，短径52cmの楕円形で，床面を3cmほど

皿状に掘りくぼめた地床炉である。炉床は，わずかに赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量　　　2　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

ピット　8か所。Pl～P3・P5・P6は深さ20～25cm，P4・P7・P8は深さ30～35cmほどで，配列か

ら主柱穴と思われる。

ピット土層解説

Pl l　暗褐色
2　褐　　色

IJ2　1　暗褐色
2　暗褐色
3　褐　　色

P3　1　暗褐色
2　褐　　色

ロームブロック少量，炭化粒了・微量

ロームブロック中量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック中量

ロームブロック少量，炭化粒子微量

ームブロック中量

P4　1　暗褐色
2　暗褐色
3　褐　　色

P5　1　暗褐色
2　褐　　色

P6　1　暗褐色
2　褐　　色

ロームプロ

ロームプロ

ロームプロ

ロームプロ

ロームプロ

ロームプロ

ロームプロ

ック少量，焼土粒子微量
ック少量
ック中量
ック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ック中量
ック少量
ック中量



P7　1　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

2　褐　　色　ロームブロック中量

P8　1　暗褐色
2　褐　　色

3　褐　　色

ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック少量

ロームブロック中量

遺物出土状況　周囲の遺構確認面の上層から縄文土器片が出土している。本跡に確実に伴うと判断できる遺物

はない。

所見　本跡は，床面に炉の痕跡が認められることや，確認面の上層から縄文土器片が出土していることから判

断して，中期中葉の可能性が考えられる。
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第61号住居跡（第8図）

位置　調査5区南部のI3d9区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。西側に第62号住居跡が隣接し

ている。
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規模と形状　旧石器調査区のローム層の掘り下げ調査時に，上層面からピット及び遺物を確認した。壁及び床

面は遣存しない。ピットの配列から，長径5．72m，短径4．56mの楕円形と推定され，長径方向はN－420－W

である。

床　床面まで削平したため，生活面の確認はできなかった。

ピット12か所。Pl～P9は深さ11～30cmで，配列から主柱穴と思われる。PlOは深さ10cm，Pllは深さ19

cmで，主柱穴の内側に位置していることから補助柱穴と思われる。P12は深さ25cmで，性格は不明である。

ピット土層解説
Pl l　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　P7　1褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

2　褐　　色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　P9　1　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
P6　1　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　2　暗褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量　　　　　PlO l　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片1点（深鉢），礫片86点が出土している。TP9は探鉢の口縁部片で，Pl内の覆

土から出土している。礫片は焼けて赤変しているものや破片の状態のものがほとんどで，北西寄り上層面から

出土している。

所見　時期は，Pl内から出土したTP9の土器片から判断して，西側に隣接している第62号住居跡より古い

早期前葉の可能性が高い。
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第飢号住居跡出土遺物観察表（第8図）

番司 種 別 器 種 匝 径 器高 底径 胎 土 ！色 調 焼成 文 様 の 特 徴　　　 桓 職 尋　 備 考

TP9 桓文土器 深鉢 ！ 眩3） 長石稀英普 母匡ぷい褐 普通 撚糸文を縦位に施文〇　　　　　　 巨 可 pL30

∵一．，，＿∴、一ノ・′∴　　・こ，

位置　調査5区南部の‡3d8区に位置しタ　平坦な台地の南端部に立地している。東側に第飢号住居跡が隣接し

ている。

規模藍形状　旧石器調査区のローム層の掘り下げ調査時にブ　上層面から硬化面とピット及び遣物を確認したこ

とからタ住居跡と判断した。床面まで掘り下げているためタ壁は遣存していない。ピットの配列から，長径6言6

111，短径5．36111の楕円形と推定され，長径方向はNT16㌧－Wであるご

床　中央部の一部にブ　硬化面が認められる。

ぽッ睦15か所。P温～P9は深さ且9～38cmで，配列から主柱穴と思われる。P鼠0～P13は深さ13～17cmで，

主柱穴の内側に並んでいることから補助柱穴と思われる。P接は深さ18cmタ　P蛸ま深さ42cmで，性格は不明で

ある。

ピット土層解説

P4　1暗褐色　ロームブロック少数焼士粒子を炭化粒子微量　P9　1褐　　色　ロームブロック中鼠　炭化粒子微量
2　褐　　色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　PlO l　褐　　色　ロームブロック中量
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第10図　第62号住居跡出土遺物拓影実測図

遺物出土状況　縄文土器片2点（深鉢），礫片114

点が出土している。TPllは深鉢の胴部片で，中

央部の床面から出土している。礫片は焼けて赤変

しているものや破片の状態のものが多く，北東寄

りの床面から出土している。出土状況から，焼け

た礫片付近には焼土が認められないことから，住

居廃絶に伴い投棄している可能性が考えられる。

所見　時期は，TPllの土器片から判断して，東側に隣接している第61号住居跡より新しい早期後葉の可能性

が高い。

第62号住居跡出土遣物観察表（第10図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色 調 焼成 文　 様　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

T Pll縄文土器 深鉢 （5．8） － 長石・石英・雲母 橙 普通 内・外 面に貝殻条痕文を横位に施文。 床面 PL30

表1縄文時代住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（m）

長軸（径）×短軸（径）
壁高（cm） 床面 壁溝

内　 部　 施　 設
覆土 主な出土遣物 時　 期

備考

（旧→新）主柱穴田入口ピット炉偏 貯蔵穴

12 B 4 d5 N －588－E 楕円形 4．16　×　3．41 16へノ34 凹凸 － 2 1 炉1 自然 縄文土器 （深鉢）
縄 文中期

後菓
土器埋設炉

22 B 5 f 8 ［N －9J－E ］［楕円形］（7．5） ×（6．1） 不明 不明 8 不明
縄文時代
中期後菓ヵ

61 I 3 d9 ［N －420－W ］［楕円形］（5．34）×（4．06） 不明 － 9 不明 縄文土器 （深鉢）
縄文時代
早期前葉

62 I 3 d 8 ［N －460－W ］［楕 円形］（5．80）× （5．12） － 不明 9 6 不明 縄 文土器 （深鉢）
縄文時代

早期後菓

（2）フラスコ状土坑

第63号土坑（第11～14図）

位置　調査2区中央部のB4i2区に位置し，平坦な台地上に立地している。本跡の約20m南西に同時期の可

能性をもつ第3ピット群が位置している。

規模と形状　開口部は径1．2mの円形，底面は長径2．55m，短径2．38mのほぼ円形で，深さ95～105cmである。

底面は平坦で，壁は350～400内傾するフラスコ状を呈している。

覆土10層に分層され，不規則な堆積状況を示していることから人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量　　　6　暗褐色　ロームブロック・炭化物少量
2　暗褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量　7　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量　　　8　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量　　　　　　　　　9　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

5　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　10　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片234点（深鉢），石器2点（磨製石斧・磨石），礫片5点が出土している。出土遺物

の多くは，中央部の覆土下層から底面にかけて破片の状態で出土している。5・TP3・TP5は深鉢の口縁

部片，6は深鉢の胴部片，7は深鉢の底部片，Q3は磨製石斧で，覆土下層の中央部にまとまって出土してい

ることから，一括して投棄されたものとみられる。3はほぼ完形に接合した探鉢で，底面の北側に散在してい

た土器片が接合したものである。

所見　時期は，下層から底面にかけて出土した土器から判断して，中期中葉（阿玉台Ⅲ式期）と考えられる。

－14－



第11図　第63号土坑実測図
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第12図　第63号土坑出土遺物実測図（1）
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第14図　第63号土坑出土遺物実測図（3）

第63号土坑出土遺物観察表（第12～14図）

甘興
－C、I

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

番号種別器種口径器高底径胎　土色調焼成 文　様　の　特　徴 出土位置備　考

3縄文土器深鉢22．632．2 8．5長石・石英・雲母橙普通
口唇部にはS字状の隆帯を貼り付け，胴部に

は櫛状工具による波状文。 底面90％　pL18

4縄文土器深鉢［26．4］（31．6） 長石・雲母 明赤禍普通
口唇部直下に角押し文。口縁部から胴部に
は，2条と3条の沈線。 底面20％

5縄文土器深鉢［40．0］（12．5） 長石・石英・雲母にぷい褐普通
口綾部には，隆帯による区画文に沿って爪形
文。 下層5％

6縄文土器深鉢 （14．9） 長石・石英・雲母にぷい褐普通
頸部には沈線による横位の波状文，胴部には
隆帯による区画文に沿って爪形文。 下層10％

7縄文土器深鉢 （10．0）11．6長石・石英・雲母橙普通
縦方向のRLの単節縄文を地文とし，胴部に
は垂下する沈線。底部無文。 下層15％

9縄文土器探鉢 （11．2） 長石・石英・雲母明赤褐普通波状口縁。口縁部の隆帯に沿って爪形文。 下層5％

10縄文土器深鉢 （5．6）長石・石英・雲母暗赤褐普通
口唇部直下と口縁部には隆帯を巡らせ，区画
内に沈線を施す。 底面5％

11縄文土器深鉢 （9．4）長石・石英・雲母橙普通
縦方向と横方向のRLの単節縄文を地文とし，
隆帯に沿って沈線。 下層5％

TP3縄文土器深鉢 （6．4） 長石・石英・雲母橙普通
波状口縁。口綾部に貼り付けた隆帯に沿って，
半裁竹管による平行沈線文を施す。 下層

TP4縄文土器探鉢－（12．㊥ 長石・石英・雲母暗赤褐普通口縁部には，棒状工具による沈線。 下層

TP5縄文土器深鉢－（5．4）－長石・石英 暗赤禍普通口縁部には，棒状工具による沈線。 下層PL30

TP6縄文土器深鉢－（5．8）－長石・石英 赤褐普通口縁部には，棒状工具による沈線。 底面

TP7縄文土器深鉢 （4．9）長石・石英・雲母明褐普通
縦方向のRLの単節縄文を地文とし，口縁部

には縦位の沈線文。 下層PL30

TP8縄文土器探鉢 （7．4）長石・石英・雲母明褐普通
RLの単節縄文で，羽状構成をとり，胴部に
は沈線。 底面

番号器　種長　さ 幅 厚　さ重　量材　質 特　　　　　　 徴 出土位置備　考

Q2磨　　石（4．2）（1．8）（2．8）（258．6）安山岩自然礫を素材。凹石兼用。 底面100％

Q3磨製石斧（6．7）（6．6）（3．6）（17．7）安山岩側面部のみ遺存。 下層5％

（3）陥し穴

第1号陥し穴（SK123）（第15図）

位置　調査5区西部のDlh8区に位置し，斜面部のさしかかる台地上に立地している。

重複関係　北東部の上層を第5号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長径2．29m，短径1．85mの楕円形で，長径方向はN－730－Eである。深さは93cmで，壁は外傾

して立ち上がっている。底面はやや凹凸で，逆木を立てたと思われるピットを2か所検出した。各壁とも直立

－17－



第柑図　第温号陥し穴実測図

表2　縄文時代士坑一覧表

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

し　　　－　　　一　＿　　　＿

している、、I〕lは深さMml，l）2は深さ25clll

でタ　やや斜めに擦り込まれている。

覆豊　壌層に分層され，レンズ状に堆積した

自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロックも炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ロームブロック中量，廃土粒子微量

4　褐　　色　ロームブロック中量

遺物出藍状況　出土していない。

所農　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥

し穴と思われる。

番号 位 置
長径 方 向

（長 軸 方 向）
平面 形

規 模 （m）

長射 酢 噛 径㈲
深 さ（cm） 壁 面 底 面　　 覆 土　　　　　　　 主 な出土 遺物

備　　 考

（時 期 の新 → 旧）V

63 B 4 i2 － 円形 1。2　　×　 1．17 95へ－′10 5 フラスコ 平 可 人 為 恒 文 士 器 （深 鉢 ）腰 石 斧 腰 石
中期 中葉

123 D 1 h8 N －730…E 楕 円形 2 ．29　×　 1。85 93 外 傾 凹可 自然 画 器 片
（陥 し穴）本 跡 → Sり5

拍）ピット群

今回の調査でプ　縄文時代と思われるピット群を3か所検出した。いずれも，遺構確認面あるいはピット内か

ら縄文土器片が出土しているがタ　床面及び炉跡は確認できなかったので，まとまりごとにピット群として記載

する。

呈　γ・＝！ノ　了　は∴、、‥ぐノ

位置　調査2区北部のB3f7区～B3h9区に位置し，平坦な台地上に立地している。本跡の南東約20mに

S捕3のフラスコ状土坑が位置している。

規模藍形状　遺構確認調査の際，不規則に並ぶピットを確認した。床面及び炉跡は認められない。ピット群の

範囲は，南北11111，東西12111であるし．、

・－　＼、′I　　．　　　－ノ　　　　　　、　、く　　・　・・t－＼′　　　　′′　　一　i　車：′　′、ノ　ーー　ノ．；

居跡の柱穴の可能性をもっている。則0～㌘13は深さ2～購cmで　P　～P9の内側に位置している。P14～

Pl鋸ま深さ20～33cmでタ　P温～P9のやや離れた外側に位置している。

ツピ　
ー
　
リ
一

ト土層解説　‖†ヒット廿通）

褐

黒
暗
色　ローム粒子少量

色　ローム粒子中量
3　暗褐色　ローム粒子少量
4　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出豊状況　縄文土器片摘点　深鉢）が出土している。TP12は深鉢の目線部片でタ　PH内の覆土から出土

している。

一一一・一18　－11－



所見　本跡は，床面及び炉跡が確認できなかったため，竪穴住居跡の可能性をもつピット群と判断した。本跡

の南東約20mにフラスコ状土坑が存在し，ほぼ同時期の土器が出土している。時期は，出土土器から中期中葉

の可能性が高い。
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第16図　第1号ピット群・出土遺物拓影実測図
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第鼠号ピット群出土遺物観察表（第16図）

1’　　　　　　　　、．′、－、く－．

位置　調査2区中央部のB射　区～C4儲区に位置しタ　平坦な台地上に立地している。本跡の北西約20mに

SK63のフラスコ状士坑が位置している。

規模藍形状　遺構確認調査の際夕　不規則に並ぶピットを確認した。床面及び炉跡は認められない。ピット群の

範囲は　南北はm　東西摘mである。

、　′‾　′・；　　、、・　　′、＼・′　　、′、　－′　　′　一＼．、　′ノー・　′、・＼′、　・・′ノ　　　ー

㌘8密P14啓P22～P24はタ　深さ22～2翫mである。出土した土器を中心にタ　竪穴住居跡としてのピットの配列

を試みたがタ　推定するには困難である。
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第18図　第3号ピット群実測図（2）

ピット土層解説（各ピット共通）

1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック少量
3　暗褐色　ロームブロック微量
4　黒褐色　ローム粒子微量

Hチ
－　　　4　－

Pサ
－　　4　　－

l‥一一J十一・

旦　　5　一旦　4　一

‾‾二、＿＿‾　　‾‾　＿「

4　　　　　　　　5

5　暗褐色　ローム粒子微量
6　褐　　色　ロームブロック中量
7　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量
8　暗褐色　ロームブロック中量

K

‖－：‾‾

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
l　　　　　　　　．　　　　　　　1

遺物出土状況　縄文土器片11点（深鉢）が出土している。TP13～TP15は探鉢の胴部片である。TP13はP

17の覆土上層から，TP14・TP15はP17付近の確認面から出土している。出土したTP14・TP15は，SK63

から出土した7と同一個体と思われる。

所見　本跡は，床面及び炉跡が確認できなかったため，竪穴住居跡の可能性をもつピット群と判断した。本跡

の北西約20mにフラスコ状土坑が存在し，同一個体と思われる土器が出土していることから，中期中葉（阿玉

台Ⅲ式期）の可能性が高い。

戊1。
第19図　第3号ピット群出土遺物拓影実測図

第3号ピット群出土遺物観察表（第19図）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

番ロ種別器種口径器高底径胎　土 色調焼成 文　様　の　特　徴 出土位置備　考

TP13縄文土器深鉢－（3．6） 長石・石英・雲母橙普通縦方向のRLの単節縄文を地文とし，隆帯に沿って沈線。P17内PL30

TP14縄文土器深鉢－（6月） 長石・石英・雲母橙普通縦方向のRLの単節縄文を地文とし，隆帯に沿って沈線。確認面

TP15縄文土器深鉢－（5，1）－長石・石英・雲母黒褐普通RLの単節縄文で，羽状構成をとる。 確認面

一21－



二：－・．　　’㍉′：・′　く，

位置　調査2区南部のC4d3区～C射　区に位置し　平坦な台地上に立地している。

規模藍形状　遺構確認調査の際夕不規則に並ぶピットを確認した。床面及び炉跡は認められない。ピット群の

範囲はタ　南北7m　東西Hmである。

：　　　　　′、：　′　　　　ノ　　ノ　　　　　　　　　　　　ー　1　′・　一‾、′〉　ノ　　′J　、：　　こ　　　′、　＼：

蝕である。出土した土器を中心に，竪穴住居跡としてのピットの配列を試みたがタ推定するには困難である。

ビット土層解説　橘ヒット虹適）

1　黒褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量
4　黒褐色　ロームブロック少量

5　褐　　色　ローム粒子中量
6　暗褐色　ローム粒子中量

7　褐　　色　ロームブロック中量

遺物出立状況　縄文土器片29点（深鉢）が出土している。土器はラ　ビット群全体の確認面に散在している。TP

蟻は深鉢の胴部片で，Pmの底面から出土している。13魯TP膵は深鉢の目線部片でタ　P7の北東側の確認面

から出土している。

所農　本跡は，ピット及び確認面から縄文土器片が出土している。住居跡としての床面及び炉跡は遺存せずタ

ピットの配列も不規則であることからピット群と判断した。時期はタ　出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）

の可能性が高い。
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第21図　第4号ピット群・出土遣物実測図

第4号ピット群出土遣物観察表（第21図）

二一　K二一

」一一一・一　M二一

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一一一一一一一1－－一」

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴 出土位置 備　考

13 縄文土器 深鉢 （5．1） － 長石・石英・雲母 明赤橙 普通波状口縁。波頂部直下にキザミを有する隆帯の楕円形丈 確認面

TP16縄文土器 深鉢 － （6．1） － 長石・石英・雲母 橙 普通 RLの単節縄文を地文とし，隆帯に沿って沈線。 Pll内

TP17縄文土器 深鉢 － （6．3） 長石・石英・雲母にぷい橙普通波状口縁。口唇部直下の隆帯に沿って爪形文。 確認面 PL17

3　古墳時代の遺構と遣物

今回の調査で，古墳時代の竪穴住居跡57軒（中期48軋　後期9軒），土坑12基，方形周溝墓3基，方墳1基

を検出した。以下，検出した遺構と遣物について記載する。なお，第25・39号住居跡は昭和57年度に一部調査

し報告されているため，遺構の平面図は既報告分と合成した。遣物は今回出土したものだけを記載した。詳細

については『茨城県教育財団文化財調査報告』第22集を参照されたい。

（1）竪穴住居跡

第1号住居跡（第22～26図）

位置　調査2区北西部のB3f4区に位置し，平坦な台地上に立地している。また，本跡の北西側部分は，調

査区域外に延びている。

重複関係　南壁側の一部を第2号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸10．22m，短軸10．04mの方形で，主軸方向はN－130－Wである。壁高は15～24cmで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。暗褐色のローム土でややしまりはあるものの，硬化した部分はない。北東コーナー部と

南西コーナー部に，長径50～130cm，短径25～30cmの長楕円形の焼土塊が，壁と直交するように並んで確認さ

れた。焼土は，床面よりも硬くしまっている。

炉　中央部の北西寄りに位置している。長径59cm，短径47cmの楕円形で，床面を10cmほど皿状に掘りくぼめた

地床炉である。炉床は，火熱を受けわずかに硬化している。

炉土層解説

1　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

2　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量

3　にぷい赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量

123－
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第22図　第1号住居跡実測図（1）
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第23図　第1号住居跡実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L”－＿＿＿＿＿一十．＿＿．＿、＿l

ピット　3か所。Pl～P3は深さ87～91cmで，配列から主柱穴と思われる。Plと東西方向で対応する主柱

穴は，位置的に調査区域外に位置することから確認できなかった。

貯蔵穴　南壁際の中央部に位置している。長径113cm，短径85cmの楕円形で，深さ59cmである。底面は平坦で，

壁は外傾している。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
3　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

覆土　4層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説
1　極暗褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ロームブロック微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片1，784点，須恵器片10点，臼玉2点，紡錘車3点，砥石1点，鎌1点，石片444点，種

子（桃）1点のほか，流れ込んだ縄文土器片13点が出土している。これらの遺物は，主に壁際の覆土下層から

床面にかけて散在した状態で出土している。14～34は，各壁寄りの覆土下層から床面にかけて，30・32は床面

から横位の状態でそれぞれ出土している。26～28は北東部と南西部の対角するコーナー部付近の覆土下層から

出土した破片が接合したもので，投棄された状況を示している。Q4～8・10，Mlは覆土下層から，Q9

は貯蔵穴内から出土している。また，Q38は第9号住居跡の覆土中層から出土した破片と接合したものである。

所見　本跡は，一辺が10mを超える大形の住居跡である。時期は，壁際の覆土下層から床面の土器と北東コー

ナー部付近の床面から出土した34の須恵器から判断して，中期（5世紀後薬）と思われる。

二l㌻l
第24図　第1号住居跡出土遣物実測図（1）
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第25図　第1号住居跡出土遺物実測図（2）

一26－



隠25遽1日』
ー⑦－ 二三＿－‥l二‾＿「‾lll：：l‾ll：

くこ）二⊂7　　く□‾

‘壬．

。7　⊂⊃

◎　　◎

CD CD

l一‾－1二I　　て：－〕

刷　　　樋　9　　　2㌢

第26図　第1号住居跡出土遺物実測図（3）

第1号住居跡出土遺物観察表（第24～26図）

且
0　　　　　　　　　　　　　10cm

トー一一一一一一一一一一一十－－－1－」

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 士 色調 焼成 手　 法　 の　特　 徴 出土位置 備　 考

14 土師器 杯 13．9 5．6 － 長石・石英・雲母 にぷい赤褐 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面へラ磨き。
南東コーナー
部床面 90％　 PL18

15 土師器 坪 15．5 5．1 5．1 長石・石英・雲母 にぷい赤褐 普通 口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面ナデ。 南壁際床面 85％

16 土師器 杯 ［13．6］ 5．5 － 石英・雲母 にぷい赤褐 普通 口綾部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ。 北東コーナー
部下層 75％

17 土師器 杯 13．4 5．3 6．5 長石・石英 明赤褐 普通 口綾部横ナデ，体部内面剥私底部へラ削り。 南壁際床面 40％

18 土師器 坪 ［15．2］ （6．0） 長石・石英 明赤褐 普通 口綾部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ。 北東コーナー
部下層

30％

19 土師器 杯 14．0 （5．7） － 長石・雲母 にぷい橙 普通 ロ緑部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラ磨き。 南壁際床面 95％　PL18

20 土師器 杯 ［11．6］ 5．5 4．1
長石・雲母・赤色
粒子 にぷい褐 普通

口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ。底部へラ
書き有り。

北東コーナー
部床面 45％

21 土師器 椀 ［12．6］ 5．6 長石・石英・雲母 にぷい橙 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラ磨き。 北東コーナー
部下層

60％

22 土師器 椀 14．5 7．9 4．9 長石・雲母 明赤褐 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面へラ磨き底部へラ削り。 南東コーナー
部下層 75％　 PL18

23 土師器 椀 ［13．1］ 7．7 長石・石英 にぷい黄橙 普通 ロ縁部横ナデ，体部内・外面へラナデ。
南東コーナー
部床面 65％

24 土師器 椀 ［13．1］ 7．1 4．7 長石・石英 にぷい黄橙 普通 口縁部横ナデ，休部外面ナデ，内面へラナデ。 南東コーナー
部下層 35％

25 土師器 高杯 （7．1） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 脚部外面へラ磨き，内面輪積み痕。 覆土 20％

26 土師器 坤 ［9．3］14．3 4．5 長石・石英・雲母 にぷい赤褐 普通 口縁部内・外面剥馳底部へラ削り。
北東・南西部

床面
75％　PL18

27 土師器 互E （17．5） 7．1 － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 休部外面へラ削り，内面剥敗
北東・南西部
床面

55％

28 土師器 ∃互 ［16．6］（10．9） 長石・石英・雲母 橙 普通 ロ縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ。
北東・南西部
床面 35％

29 土師器 甑 ［22．0］（13．6） － 長石・赤色粒子 にぷい橙 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラナデ，内面ナデ・指頭痕。 東壁寄り下層35％
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番号 種 別 器 射 場 器可 底径 i 胎 士 i 色 調 極 可　　 手 法 の 特 徴
出十位置 備　 考

30 土師器
手捏土器極 り 3可 鮒 桓 儲 二　 巨 ぷい可 普通 桓 ㈱ 鮮 働 輌 ナデ。

南壁際床面 65％

31 土師器 千捏十器　 ～
梱 4・車 石e石英　 にぷい貴司 普通 高槻 舶 柚 面ナデ〇 北東コーナー

部床面
25％

32 幸師器
手軽土器「 舶 「 つ 長石受母　 匡ぷい黄橙匝 適 匝形鯛 紳 面へラ削鯛 諦 頭痕。

中央部床面 40％

33 須恵器 把手付椀 ［7．6］
餌 つ 長石　　 灰　 繍 凝 ㌘ 輌 口軽デ臓 体部内摘 こ自中央の南壁寄

り床面
30％

34 須恵器 大形魂　 la 2 18。0　　 …　 長石　　　　　　　 灰 北東コーナー
部床面 90％　 PL19

TPlS 土師器
庫　 「 持。幻上　 着藩英　　 暗赤褐 ！普通 恒 へラ書き有軌

覆土

番司　 器 堪‖ 長さ健）極 孔衝 巨 ㌫ き 恒 日 中 材 質 ！　 特　　　 徴
出十位置 備　考

Q 4　 臼玉　 巨 0添 い ・2　日 ・2日　 の‖　 滑石　 匝離 太鼓状誰面穿娠
東壁寄り下層

強 上 空 と ⊥ 」 聖 十 才 響 i 鋸言 「 五 可　 滑石　 桓 ま太紙 片面穿孔。
東壁寄り下層

Q 6　 紡錘車　 目 す中　 07　 日 02　日 40日　 滑石　 錐餓 無文。
西壁際下層 PL32

可　 紡断 つ　 4L L 埜 ⊥ 才 項 目 用 十 料 可 転
東壁際下層

Q 8　 紡錘車　　 （2．1）　 （4。8）　　 1．5　　　 山湖　　 滑石　 上面線乳下面多方向の研磨。 中央部下層

Q 9　 筋砥石　　 （5．7）　　 5。7　　　 4．1　 （10 。扇　　 凝灰岩　 断面は三角形。砥面2面。 貯蔵穴内

Q lO　　砥石　　　 （8。3）　 （2．7）　　 私4　　 （15。4）　 粘板岩　 断面は長方形。砥面1面。 南壁際床面
聖 」 黛 二 上 空 生 上 空 隼 恒 鋤 言 「 彿 可　 鉄　 恒刃鎌。基部は全体を折り返す。 東壁際下層 PIJ32

．一二　′　　　・∴．　′．了　　：く・

位置　調査2区中央部のC航速区に位置しタ　平坦な台地上に立地している。

規模髪形状・長軸説器mタ　短級数髭mの長方形でジ　主軸方向はN…㌢㌧Eである。壁高は21～3勤mで　各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦でタ　出入り口付近から中央部にかけてよく踏み固められている。出入り口部分には，馬蹄形に構

築されたローム土の高まりがある。また夢　各壁際の床面からタ　焼土塊とともに，北壁際と西壁際から壁と平行

に倒れている炭化材が検出されたしこ．

炉　3か所。炉且は中央部の北寄りに位置している。長径錮cm　短径飢cmの楕円形で，床面を魂cmほど血状に

擦りくぼめた地床炉である。炉2は中央部の東寄りに位置している。長径67cmタ　短径挽mの楕円形でプ床面を

9cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。炉3ほ中央部から南壁寄りに位置している。長径96cm　短径椚cm

の不定形でタ床面を7撒ほど血状に掘りくぼめた地床炉である。いずれも炉床面は凹凸で，炉床は火熱を受けタ

赤変硬化している。

炉1土層解説

1　暗赤褐色　焼士粒子中量，ローム粒子微量

炉2土層解説

1　暗赤褐色　廃土ブロック中量夕　炭化物少量

炉3土層解説
1　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，炭化物微量
2　極暗赤褐色　焼士粒子ゆ炭化粒子中量

2　暗赤褐色　廃土粒子のローム粒子少量

2　赤褐色　廃土ブロック少量夕　炭化物微量

3　暗赤褐色　廃土ブロック中量，ローム粒子微量
4　暗赤褐色　焼士粒子のローム粒子少量

ぽッ睦　3か所。P且～P3は深さ26～30cmで主柱穴と思われる。P且～P3と対応する主柱穴を精査したが

ピットは確認できなかった。

貯蔵宍　南東コーナー部に位置している。長径80cm　短径関cmの楕円形でタ深さ38cmである。底面は平坦で，

壁は外傾している。、

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量，焼士粒子の炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロックも炭化粒子微量

3　褐　　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量

…28…



覆土　9層に分層され，第1～6層はレンズ状に堆積した自然堆積である。第7～9層は焼土ブロックや炭化

物を少量から中量含んだ人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量

6　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
7　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物少量

3　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　8　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
4　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子少鼠炭化粒子微量　9　赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
5　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子・焼土粒子微量

第27回　第2号住居跡実測図（1）
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第28図　第2号住居跡実測図（2）

遺物出土状況　土師器片530点，炭化米246粒，炭化種子（ひし）287．4gのほか，流れ込んだ縄文土器片8点

が出土している。これらの遣物は，主に各壁寄りの覆土下層から床面にかけて出土している。35は床面から土

庄でつぶれた状態で出土している。41～43は覆土下層から床面にかけて出土した破片が接合したもので，投棄

されたものとみられる。37は貯蔵穴の中層から横位の状態で出土している。また，炭化米は第3層以下の覆土

を水洗選別し検出したものである。炭化種子（ひし）は，炉3上面の焼土塊の中からまとまって出土している。

ひしは殻の部分のみで，個体数は不明である。図示した以外にも，土師器嚢の1個体分の破片が出土している。

所見　本跡は，主に壁寄りの床面から焼土塊と炭化材が多量に出土していることや，出土土器の状況から焼失

住居と考えられる。時期は，床面及び貯蔵穴から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。

二三：

第29図　第2号住居跡出土遺物実測図（1）
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第30図　第2号住居跡出土遣物実測図（2）

第2号住居跡出土遣物観察表（第29・30図）

0　　　　　　　　　　10cm

l　　　　：　　　！

番号種別器種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

35土師器杯 14．2 6．1 －長石・石英・雲母 赤 普通口綾部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラ磨き。中央部床面95％　PL18

36土師器坪［14月］5．6
長石・石英・雲母

・赤色粒子
明赤褐普通
口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ・一部剥脱
底部砥石転用痕。 貯蔵穴下層55％

37土師器杯［14．0］（6，1）－長石・石英・雲母明赤褐普通ロ縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラ磨き。貯蔵穴中層40％

39土師器椀［12．6］7．7 －長石・石英・雲母 橙 普通口綾部横ナデ，体部内・外面へラ磨き，内面へラナデ。南東側下層80％　PL18

40土師器柑 8．5 14．7 4．3
長石・石英・雲母

・赤色粒子
橙 普通
口綾部外面ナデ，内面へラナデ，体部外面へラ磨き，内
面ナデ。 貯蔵穴底面100％　PL19

41土師器互E 16．7（16月） 長石・石英 にぷい褐普通口綾部横ナデ，体部外面パケ目調整，内面へラ削り。南東側床面25％

42土師器宝E ［19．0］（18．6） 長石・石英・雲母灰褐普通日録部横ナデ，休部外面パケ目調監内面へラナデ。東壁寄り床面25％

43土師器宜E 20．2（11．0）－長石・石英・雲母にぷい褐普通ロ縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ・輪積み痕。東壁寄り床面25％

番号器　種 径 孔　径厚　さ重　量材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

Qll 臼玉 0．43 0．15 0．28 0．08 滑石側面は太鼓状，片面穿孔。 覆土

第3号住居跡（第31・32図）

位置　調査区2区中央部のC3aO区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　長軸5．6m，短軸4．26mの長方形で，主軸方向はN－60－Eである。壁高は15～19cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。床面は褐色のローム土で，硬化した部分はない。

炉　2か所。炉1は中央部の北寄りに位置している。長径55cm，短径43cmの楕円形で，床面を9cmほど皿状に

掘りくぼめた地床炉である。炉2は中央部から西寄りに位置している。長径44cm，短径36cmの楕円形で，床面

を6cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。炉床は火熱を受け，赤変硬化している。

－31－



炉1土居解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量
炉2土層解説

1　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
2　暗赤褐色　焼土ブロック少量

3　赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
4　赤褐色　焼土ブロック中量

3　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子微量

ピット　Plは深さ26cmで，南壁際の貯蔵穴寄りに位置していることから，出入り口施設に伴うピットと思わ

れる。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置している。長径53cm，短径47cmの楕円形で，深さ22cmである。底面は皿状で，

壁は直立している。

覆土　4層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
4　褐　　色　ローム粒子少量，炭化物微量

」L22伽
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第31図　第3号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片1，072点，須恵器片1点，管玉1点のほか，流れ込んだ縄文土器片15点が出土している。

これらの遺物は，遺構全体の覆土中層から下層にかけて破片の状態で出土している。49・52・54・Q12は覆土

中層から，46～48・51・TP19・Q12は覆土下層からそれぞれ出土している。50は北壁寄りから南東コーナー

部の覆土中層から下層にかけて出土した破片が接合したものである。

所見　遺物は覆土中層から下層にかけて出土し，50のように覆土中層から下層の破片が接合していることから，

住居廃絶時に投棄されたものと推測される。時期は，出土土器から中期（5世紀後菓）と思われる。
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第32図　第3号住居跡出土遺物実測図
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第3号住居跡出土遣物観察表（第32図）

番号 種 別 器 種 口径 極 可 離 1 胎 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴　　　　　 出土位置 備　 考

46 土師器 杯 1－6・1 巨 4 巨 9 区 石の石英朝
橙 普通 臓 臓轄 体部外面磯 βへ棚 潤 げ 。 匝 壁寄り下層 95％　 pL19

47 土師器 捧 ［15．4］　 6．2　 説0　長石ゆ石英の雲母 明赤褐 普通
璃摘横ナえ 体部外面上位へラ磨きタ下位へラ削り憫 壁寄り下層
内面へラ磨き。 55％

48 土師器 捧 ［16．0］ （3．9）　 …　 長石の石英 明赤褐 普通 臓 臓ナデ誹 部楠 へラ削り誹 面轄　　 群 義一ナー
35％

49 土師器 高林 （6せ3）　 …　 長石の雲母 にぷい赤褐 普通 舶 外面へラ磨き）内面鰍 工具によるげ ご　　 蕾電 －ト
15％

50 土師器 二ま碧雲芝 1説8　 25。6　　 7。0　長石e石英 赤 普通 璃 部横ナデ瀾 外面磯 控へラ削。湖 へラげ 腰 譜 中層か 55％　 pL19

5＿1 十帖器 壷 15。5 （23。1）　 …　 長石の石英 明赤褐 普通 腺 臓ナデ磯 に外面へラ削り誹 面ナデ儲 み痕G 叢翠忘－ナー 35％　 PI。19

52 土師器 こ土ご貰E
［融 車 咄 「 つ 富 浦 英濱 母

にぷい赤褐 普通
［融 臓轄 内面へラナデ湖 軌面へラ削り湖 面北壁寄り中層

へラナデ弓旨頭痕。
20％

54 土師器 恵互巨 （7．3）　 6．3　長石e石英の雲母 にぷい橙 普通 体部楠 ナデ湖 面へラげ C　　　　 雷電 －ナー
15％

TP19 須恵審 婆 つ 絶2）「 つ 締
灰 普通 外面縦位の平研 き湖 面同心円状の当て娘　 匝 央部下層

番号 器　 種 長 さ i 径　 巨 L 径 重　 量 材 質 i　　 特　　　 徴 出土位可　 備 考

Q 12 管玉 2も9　 恒 潤　 い ・23
1．16 緑色凝灰岩軽 い竹管状茸面穿孔。 中央部禰 ‖

第梯号住居跡（第33～36図）

位置　調査2区中央部のC4d2区に位置し，平坦な台地上に立地している。

、：まC∴り・　　′　‥　　一′言ノ車、‾　il柚ノノ十′－、＼　＿・　　二∫′ノ．l・－‥　　t、l、　　　　′・て－　　　′ノ・′‥：一

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦でタ　出入り口付近から中央部にかけてタ　よく踏み固められている。壁藩はタ北壁際と酋壁際に認

められる。またタ　床面全体を覆うように焼土が確認されプ壁際から中央に向かって倒れた状態で垂木材と思わ

れる炭化材が出十している。

炉　2か所。炉且は中央部の北寄りに位置している。長径75cmタ短径51cmの不定形でタ床面を5cmほど皿状に

揺りくぼめた地床炉である。炉2ほ中央部のやや北寄りに位置している。長径65cmタ短径摘mの楕円形でタ床

面を6cmほど皿状に癌りくぼめた地床炉である。炉床は火熱を受けプ　赤変硬化している。

炉1土層解説

1　暗赤褐色　焼士ブロック少量ブ　炭化粒子微量

炉2土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量 2　に釦暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量

ぽッ睦　5か所。P　は深さ渕cm P2～P射ま深さ射～舶cmで，配列から主柱穴と思われる。P5は深さ射

cmでタ　南壁寄りに位置していることから出入り口施設に伴うピットと思われる。

ピット土層解説

Pl～P41褐　色　ロームブロック中亀焼士粒子微量　　3　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
2　褐　色　ロームブロック中量　　　　　　　　4　褐　色　ロームブロック少鼠炭化粒子微量

P5　　　1黒褐色　ロームブロック少数炭化粒子微量　　3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少数炭化粒子微量　　4　暗褐色　ロームブロック中亀炭化粒子微量

貯蔵究　南東コーナー部に位置している。径62cmほどの円形で，深さ48cmである。底面は皿状で，壁は外傾し

ている。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ロームブロックの廃土粒子の炭化粒子微量
2　褐　　色　ロームブロック中量ク　炭化物の廃土粒子微量

3　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

覆豊　8層に分層されタ　覆土全体に廃土ブロック及び炭化物を少量から中量含む人為堆積である。
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土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
3　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

5　暗褐色　焼土ブロック・炭化材中量，ロームブロック少量
6　暗褐色　焼土ブロック・炭化材中量，ロームブロック少量
7　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量

4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量　8　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片1，078点，臼玉14息　砥石1点，ガラス小玉1点，炭化米5，607粒，不明鉄製品1点の

ほか，混入した縄文土器片16点が出土している。遺物は細片が多く，壁際の覆土下層から床面にかけて出土し

ている。55・57・65は覆土下層から，56・62は床面からそれぞれ出土している。図示した以外にも，土師器杯

4個体分，壷1個体分の破片が出土している。また，遺構内に1mの方眼を組み，第2層以下の覆土を水洗選

凸I　　中　OI

第33図　第4号住居跡実測図（1）
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第34図　第4号住居跡実測図（2）

炭化米出土数一覧表
位 置 粒 位 置 粒

A l 0 D 2 1，9 78

A 2 0 D 3 7 2

A 3 6 D 4 6 5

A 4 0 D 5 8 8
A 5 0 D 6 3 4

A 6 0 E l 5

B l 1 4 E 2 37 5

B 2 4 2 7 E 3 36 0

B 3 2 4 8 E 4 5 0

B 4 7 9 E 5 8

B 5 1 10 E 6 2

B 6 0 F l 0

C l 34 F 2 1 5

C 2 2 47 F 3 3 7

C 3 29 F 4 7
C 4 6 09 F 5 4

C 5 1 8 1 F 6 1

C 6 23 G 2 0

D l 72 G 3 0

その他 4 27

0　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　I　＿‥　＿＿＿＿l

別し，臼玉・ガラス小玉・炭化米を検出した。炭化米は，西壁寄りの中央部からの出土が1，978粒と最も多く，

この付近に米が置かれていたと想定される。

所見　本跡は，床面全体から焼土が確認され，炭化材が壁際から中央に向かって横位の状態で出土しているこ

となどから焼失住居と考えられる。炭化米は，茶碗約1膳分の量であり，貯蔵量から考えると少ない。時期は，

覆土下層及び床面から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。

丁＿二ゴ‾：

第35図　第4号住居跡出土遺物実測図（1）
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第36図　第4号住居跡出土遣物実測図（2）

第4号住居跡出土遣物観察表（第35・36図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

55 土師 器 杯 12．7 （5 ．7） － 長 石 ・石英 ・雲 母 赤 普 通 口縁部横ナデ，体部内 ・外面へラ磨き。 北壁 際 下 層 6 5％　 PL 19

56 土 師 器 坪 14．0 5 ．5 4．5 長 石 ・石英 ・雲 母 明赤 褐 普 通 体部外面上位へラ磨き，下位へラ削り，内面へラナデ，
底部へラ削り。 南壁 寄 り床 面 60 ％

57 土 師器 坪 ［11．6］ 4 ．5 － 長 石 ・石 英 にぷ い橙 普 通 口緑部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ磨き。 北 壁 際 下層 35％

6 2 土 師器 宝E （28．1） 7．3 長 石 ・赤 色粒 子 にぷ い橙 普 通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラナデ・指頭痕。北 壁 ・南壁 寄
り床 面

45％

63 土師 器 宜E ［15．9］ （8．3 ） 長 石 ・石 英 ・雲 母 黒 褐 普 通 口縁部傾ナデ，体部外面パケ目調整，内面ナデ・指頭痕。覆 土 15％

65 土師 器 小 形壷 ［9．1］ 10 ．3 長 石 ・石 英 明赤 褐 普通 口縁都債ナデ，体部外面へラ削り後，ヘラ磨き，内面ナデ。北 壁 際 下層 70％

番 号 ・ 器　 種 長 さ（径 ） 幅 （孔 径 ） 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

Q 1 3 臼 玉 0 ．5 0 ．2 1 0．5 6 0．1 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ，片 面 穿 孔 。 覆 土 P L 3 1

Q 1 4 臼 玉 0．5 0．18 0．2 1 0．0 9 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ，片 面 穿 孔 。 覆 土 P L 3 1

Q 1 5 臼 玉 0 ．5 1 0．2 4 0．4 2 0．13 滑 石 側 面 は 太 鼓 状 ，片 面 穿 孔 。 覆 土 PL 3 1

Q 16 臼 玉 0．5 6 0．2 2 0 ．3 1 0．13 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ，片 面 穿 孔 。 覆 土 PL 3 1

Q 17 臼 玉 0．4 5 0 ．2 0．2 2 0．0 8 滑 石 側 面 は 太 鼓 状 ，片 面 穿 孔 。 覆 土 PL 3 1

Q 1 8 臼 玉 0．5 3 0．1 8 0．2 9 0．11 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ，片 面 穿 孔 。 覆 土 PL 3 1

Q 1 9 臼 玉 0．3 5 0．1 8 0，18 0 ．0 4 滑 石 側 面 は 円筒 状 ，片 面 穿 孔 。 覆 土 PL 3 1

Q 2 0 臼 玉 0 ．4 0．0 9 0．0 6 0．0 2 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ，片 面 穿 孔 。 貯 蔵 穴 覆 土 P L 3 1

Q 2 1 臼 玉 0．3 1 0，1 7 0．2 2 0．0 4 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ，片 面 穿 孔 。 貯 蔵 穴 覆 土 P L 3 1

Q 2 2 臼 玉 0．5 0．14 0 ．2 8 0．12 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ，片 面 穿 孔 。 貯 蔵 穴 覆 土 P L 3 1

Q 2 3 臼 玉 0．4 2 0．16 0．2 0．0 5 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ，片 面 穿 孔 。 覆 土 P L 3 1

Q 2 4 臼 玉 0．5 2 0．19 0．3 0．14 滑 石 側 面 は 太 鼓 状 ，片 面 穿 孔 。 覆 土 P 13 1

Q 2 5 臼 玉 0，5 0．18 0．2 4 0．0 8 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ，片 面 穿 孔 。 貯 蔵 穴 覆 土 PL 3 1

Q 2 6 臼 玉 0．5 2 0．1 7 0，3 2 0．15 滑 石 側 面 は 太 鼓 状 ，片 面 穿 孔 。 貯 蔵 穴 覆 土 PL 3 1
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番 口 器　 種 長 さ（径） 幅（孔径） 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 27 小∃三 0．7 0．16 0．69 （0．21） ガラス 濃いブルー。球状 ，両面面取 り。 覆土 PL31

Q 2 8 砥石 12．9 16．2 2．4 733，0 砂岩 断面は長方形。砥 面2 面。中央部がややくぼむ。覆土

第5号住居跡（第37・38図）

位置　調査2区南西部のC3j7区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　中央部を第3号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．57m，短軸4．36mの長方形で，主軸方向はN－2201Eである。壁高は16～20cmで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。暗褐色のローム土で全体的にしまりはあるものの，硬化した部分はない。ほぼ中央部と

北壁側に，径34cmほどの円形の焼土が，硬化した状態で確認された。

一38－

日干＿‾－

第37図　第5号住居跡実測図
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炉　2か所。炉1は中央部の北寄りに位置している。長径53cm，短径35cmの楕円形で，床面を5cmほど皿状に

掘りくぼめた地床炉である。炉2は中央部の北東寄りに位置している。長径46cm，短径37cmの楕円形で，床面

を6cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。炉床は，わずかに硬化している。

炉1土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

炉2土居解説

1暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少亀炭化粒子微量　　　2　暗赤褐色　焼土ブロック中鼠　ローム粒子少量，炭化粒子微量

ピット　主柱穴及び出入り口ピットの配列を考えて床面を精査したが，確認できなかった。

覆土　5層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
5　暗褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片54息須恵器片1点，臼玉6点，礫4点が出土している。これらの遺物は，西コーナー

部付近と南西壁際の覆土下層から破片の状態で出土している。66・67・TP20は覆土下層から，68は床面から

それぞれ出土している。また，Q29～34は西壁寄りの覆土下層から床面にかけて散在した状態で出土している。

所見　本跡は，複数の炉をもち屋内に柱穴を掘り込まない住居跡である。時期は，南西壁際から出土した土器

から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。

／j‾‾二も
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第38図　第5号住居跡出土遺物実測図

第5号住居跡出土遣物観察表（第38図）

0　　　　　　　　2cm

」　　＿　ユ　　　1

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

番号種別器種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

66土師器杯［15．2］6．0 4．6長石・石英・雲母赤褐普通口縁部横ナデ，体部外面ナデ，内面へラ磨き。 南東壁際下層60％

67土師器坪［14．9］5．0 －長石・石英・雲母赤普通
ロ縁部横ナデ，体部外面上位へラ磨き，下位へラ削り，内面

へラナデ。
南東壁際下層60％
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番司 酎可 器種 巨径 器高 底可　 配り つ 色 調 i焼可　　 手 法 の 特 徴　　 恒 城 中　 備 考

招 土師審 餐 巨2ザ朝
絡。1．）
小 楯 臓 恒 可 普通 日掛 潮 痛へラナデ酔 デC　 漂㌃ ナ一部i5％

T犯0 須恵器　 婆 i （7滴 一 区石　 i 灰 i普通桓 斜位の抑 酬 面同心円状の当て娘　 匝央部下層 ！

番司　 器 種 径　 巨 L 径 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出十位 置 備　 考

Q 詣　　 臼玉
065 1 恒 82

0．38 0．1リ 滑石 側面は太鼓状，片面穿孔。 酋壁寄り床面

Q 灘　　 臼玉
0049 i o e21

私4 0．10 滑石 側面は円筒状誹一面穿孔。 酋壁寄 り床面

Q 凱　　 臼玉
052　 い せ2

0．43 0．19 滑石 側面は円筒状夕片面穿孔。 西壁寄 り下層

Q 霊　　 臼玉
005　 日 ・摘

0．42 0．18 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 西壁寄 り下層

Q 33i 臼玉 005　 恒 ヰ2
私4 0．13 滑石 側 面は円筒状，片面穿孔。 酋壁寄り下層

璧 4　 臼玉 004 5 i oも15
0．3 0．08 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 西壁際下層

第6号住居跡（第39の40図）

位置　調査2区北東部のÅ5翻区に位置しタ　平坦な台地上に立地している。またタ　本跡の東側部分はタ　調査

区域外に延びている。

規模磨形状　東側部分が調査区域外に延びているため　南北軸は。瞞m　東西軸は最大で2。29mだけ確認され芦

N一拍0－Eを主軸とする方形または長方形と推定される。壁高は27～35cmで，各壁とも外傾して立ち上がっ

ている、・、

床　ほぼ平坦でタ　炉を中心に中央部がよく踏み固められている。酋壁寄りから，焼土塊を確認した。

炉　ほぼ中央部に位置していると推定される。長径44cm，短径38cmの楕円形で，床面を24cmほど皿状に掘りく

ぼめた地床炉である。炉床面はやや凹凸があり，炉床はわずかに赤変硬化している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

だッ紅．主柱穴及び出入り口ピットの配列を考えて床面を精査したがタ　確認できなかった。

貯蔵飛　南西コーナー部に位置している。長径鍼cm　短径22cmの楕円形でタ　深さ24cmである。底面は血状で，

壁は外傾している。

貯蔵穴土層解説

1　褐　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

覆土　5層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子e焼土粒子の炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック中量，焼士粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器片73点，炉石1点，礫2点が出土している。これらの遺物は，南西コーナー部から炉付

近にかけての床面から出土している。69070の73◎Q35はそれぞれ床面から出土している。71は貯蔵穴の覆土

上層から，逆位のつぶれた状態で出土している。図示した以外にも，土師器嚢の1個体分の破片が出土している。

所見　本跡は，遺存している部分が少なく，本来の形状を把握することができなかった。時期は，床面及び貯

蔵穴から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。
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第6号住居跡出土遺物観察表（第40図）

番 口 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

69 土 師器 ∃互 （13．7） 長 石 ・石英・雲母

・赤色粒 子
にぷい黄橙 普通 体部外面へラナデ，内・外面輪積み痕。 中央部床面 20％

70 土師 器 褒 15．2 （12 ．6） 長 石 ・石英 ・雲母 にぷい橙 普通
口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ・輪積

み痕。
中央部床面 40％

71 土師 器 襲 （5．9） 6．4 長石 ・石英・礫 灰 褐 普通 体部外面へラ削り後，ヘラ磨き，内面へラナデ。
中央部・貯蔵
穴 上層 40％

73 土師 器 甑 21，9 23 ．9 7．5 長 石 ・石英・雲母 にぷい褐 普通
口縁部横ナデ，体部外面へラ磨き胤 へラナデ，内面へ

ラナデ，内・外面輪積み痕。

南西 コーナー
部床面

90％　 PL20

74 土師 器 甑 （2．1） 3．7 長 石 ・石英・雲母 にぷい橙 普通 体部内・外面へラ削り。 南壁際下層 5％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 35 炉 石 （9．5） 7，8 5．8 （516 ．9） 安 山岩 断面は二角形。火熱による赤変部分有 り。 西壁際床面

第7号住居跡（第41・42図）

位置　調査2区北西部のB3e7区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　長軸3．36m，短軸2．68mの長方形で，主軸方向はN－32。－Wである。壁高は10～21cmで，各壁

とも緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。中央部の南壁寄りに，長径129～135cm，短径85～90cmの不定形で，深さ8cmほどの緩や

かな落ち込みを2か所確認した。

炉　中央部の北西寄りに位置している。長径50cm，短径38cmの楕円形で，床面を5cmほど皿状に掘りくぼめた

地床炉である。炉床は火熱を受け，わずかに硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量

ピット　主柱穴及び出入り口ピットの配列を考えて床面を精査したが，確認できなかった。

④奄′

上22．6m

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　　仁　　　」
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覆土　4層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量
4　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片125点，礫1点が出土している。これらの遣物は，主に覆土中層から下層にかけて破

片の状態で出土している。75は覆土下層から，77は床面から出土している。図示した以外にも，土師器杯・聾

の1個体分の破片が出土している。

所見　本跡は，屋内に柱穴を掘り込まない小形の住居跡である。時期は，覆土下層及び床面から出土した土器

から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。

第42図　第7号住居跡出土遺物実測図

第7号住居跡出土遺物観察表（第42図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　 考

75 土 師 器 j不 （4．0） 4．7 長石 ・石 英 ・雲 母 明赤 褐 普 通 体部内・外面へラ磨き，底部へラ削り・ヘラ書き有り。 北 コーナ ー部
下層 3 0％

77 土 師器 互E 17．3 （27．2） 長石 ・石 英 ・雲 母 にぷ い赤 褐 普 通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り・砥石転用痕 内面へラナ

ア。
中央 部床 面 5 0％

第8号住居跡（第43・44図）

位置　調査2区中央部のC4a2区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　遺構確認の際，ほとんど削平され壁溝のみが遺存している。壁溝間で長軸5．96m，短軸5．2mの

隅丸長方形で，主軸方向はN－280－Wと推定される。

床　壁溝のみが遺存のため床面は不明である。壁溝は，東コーナー部を除き方形に巡っている。

壁溝土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

－43－



ぽッ睦　主柱穴及び出入り口ピットの配列を考えて床面を精査したが，確認できなかった。

遺物出藍状況　土師器片錆点が出土している。79は北西側の壁構内から38鵬北東側の壁溝際から出土しタい

ずれも本跡に伴うものと考えられる。

所農　本跡は，壁溝のみの遣存のため住居形態は明確にできないが，出土した土器片及び周囲の住居から判断

してタ　時期は中期　摘世紀復業）の可能性が考えられる。

、売．ノ

第超3園　第8号住居跡実測図

／〆

／

第朋園　第8号住居跡出土遣物実測図

第8号住居跡出土遣物観察表（第44図）
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番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 士 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

79 土師器 壷 ［16．6］ （4．3） － 長石 e石英 e雲母 にぷい赤褐 普通 口縁 部横ナデ。 北西側壁構内 5％

80 土師器 婆 ［17涌］ （2．6） … 石英を雲母 にぷい赤褐 普通 目線部横ナデ。 北東側壁藩際 5％

…44－
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位置　調査2区西部の可∵圧9区に位置し，、伸一け汗汗虹上に立地している。、

重複関係　北コーナー部を第4号土坑に揺り込まれている。

規模と形状　長軸6．89I′ll，短軸5．86111の長方形で，主軸方向はN－28㌧Wrである、つ塗高は17～35cIllで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。暗褐色のローム土でややしまりはあるもののタ　硬化した部分はない。

炉　ほぼ中央部に位置している．∴　長径70cl11，短径52elllの楕「甘形で，床面を5cnlほど［1山根こ掘りくぼめた地床炉

である。炉床はタ　わずかに赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　廃土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

ピット　5か所．l）1＿、P一日ま深さ59′一、75し－111で，配列から主柱穴と思われる．P5は深さ50cIllで，貯蔵穴の北

西側に位置し，中央部に向かって斜めに掘り込まれていることから出入り口施設に伴うピットと思われる。

ピット土層解説　路ヒ、、ノト具適）

1　暗褐色　ロームブロック少量夕　炭化粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック中量

3　暗褐色　ロームブロック中量

貯蔵穴　南東壁際のほぼ中央部に位置している．、、律85（1Illほどの円形で，深さ60mlである。底面は平坦で，壁は

外傾する。

貯蔵穴土層解説

1　黒褐色　ロームブロックの炭化材の焼土粒子少量　　　　　　　4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロックの炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　5　褐　　色　ロームブロック中量
3　暗褐色　ロームブロック少量夕　炭化粒子微量

覆豊　5層に分層されプ　レンズ状に堆積した自然堆積である。覆土中層から下層の北西壁際から南西壁際にか

けてタ　焼士粒子を主体とする焼士と炭化材の小片が広がっている。

土層解説

1　黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロックの焼土粒子微量　　　4　褐　　色　ロームブロック中量，廃土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子0炭化粒子微量　　　5　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼士粒子微量
3　暗褐色　ロームブロックの焼土ブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　　日紬器片685点，須恵器片2点，日工1点，石製紡錘車3点，砥石1点，磨石1＿点のほか，流

れ込んだ縄文土器片2点が出土している。これらの遣物は，南壁寄りの覆土下層から床面にかけて破片の状態

で出土している。81◎87⑳TP22◎Q39⑳Q姐はそれぞれ床面から出土し，TP21は床面とP2内から出土し

たものが接合している。82◎86⑳90は貯蔵穴付近の床面と貯蔵穴内の破片が接合したものでタ　投棄された状況

を示している。また，Q38は第1号住居跡の覆土下層から出土した破片と接合したものである。図示した以外

にも，土師器杯3個体分。用1個体分。壷1個体分の破片が出上している、、

所見　本跡は，遣物の出土状況や焼土の広がりから，廃絶に伴う焼失住居の可能性が考えられる。また，Q38

は，第1号住居跡から出土した破片と接合していることから，両住居跡はほぼ同時期に廃絶されたと推測され

る。時期は，床面から出土した土器から判断して，中期（5世紀後薬）と思われる。
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第46図　第9号住居跡出土遣物実測図（1）
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第47図　第9号住居跡出土遣物実測図（2）

第9号住居跡出土遣物観察表（第46・47図）

；－‥千二
Q40

番ロ 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　調 焼成 手　 法　の　 特　 徴 出土位置 備　 考

81 土師器 杯 ［13，2］ 5．8 6．3 長石・石英・雲母 にぷい橙 普通 口縁部横ナデ，休部外面・底部へラ削り，内面へラナデ。
東コーナー部

床面
65％　 PL19

82 土師器 杯 14．2 5．6 4．3 長石・石英・雲母 黄橙 普通 口綾部横ナデ，体部外面・底部へラ削り，内面ナデ。
南東壁床面・
貯蔵穴内

95％　 PL19

86 土師器 椀 16．4 8．6 －
長石・石英・雲母

・赤色粒子
赤 普通

口縁部横ナデ，体部外面へラナデ後，ヘラ磨き，内面へ

ラ磨き。

南東壁床面・
貯蔵穴内 30％　 PL20

87 土師器 椀 ［17．5］ （5．2） 長石・石英・雲母 赤褐 普通
ロ縁部横ナデ．休部外面上位へラ磨き，下位へラ削り，

内面へラ磨き。

東コーナー部

床面
35％

90 土師器 窺 （15．1） 6．7 長石・石英 にぷい赤禍 普通 体部外面ナデ，内面へラナデ，内・外面輪積み痕。
南東壁床面・

貯蔵穴内
65％

TP21 須恵器 聾 － （11．7） － 長石 灰 普通 外面斜位の平行叩き，内面同心円状の当て具痕。
中央部床面・

P 2内

内面自然軸付
着

TP22 須恵器 賓 － （10．3） － 長石
灰 普通 外面斜位の平行叩き，内面同心円状の当て具痕。

南東壁寄り床

面

番号 器　 種 長さ（径） 幅（孔径） 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 36 臼玉 0．45 0．15 0．3 0．09 滑石 側面は円筒状，片面穿子し 覆土

Q 37 紡錘車 5．0 0．7 1．0 37，9 滑石 円錐台形。上面線刻，下面多方向の研磨。 北西壁際下層 PL32

Q 38 紡錘車 5．1 0．9 1．4 33．2 粘板岩 円錐台形。無文。
北西壁寄り・

SI－1
PL32

Q 39 紡錘車 （4．2） （0．7） 1．2 （15．5） 滑石 円錐台形。上面線刻，下面多方向の研磨。1／2欠損。
南東壁寄り床

面

Q 40 砥石 （7．5） 3．9 3．9 （147．4） 粘板岩 断面は四角形。砥面2面。 覆土

Q 41 磨石 （6．3） （5．4） 6．6 （280．3） 砂岩 自然礫使凧側面に敲打痕有り。
南コーナー部
床面

第10号住居跡（第48～50図）

位置　調査2区中央部のB4i6区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　一辺6mほどの方形で，主軸方向はNr20TWである。壁高は14～27cmで，各壁とも外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，南西コーナー部から中央部にかけてよく踏み固められている。

－48－
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炉　北壁寄りに位置している。長径96cm，短径76cmの不定形で，床面を9cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉で

ある。炉床面は凹凸があり，火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量 2　暗赤褐色　焼土ブロック中畳，ローム粒子・炭化粒子微量

ピット　4か所。Pl～P4は深さ56～63cmで，配列から主柱穴と思われる。P3・P4は，逆台形状の土層

断面が確認でき，覆土の状況から柱を抜き取ったときの形状と思われる。

ピット土層解説（各ピット共通）
1　黒褐色　ロームブロック少量
2　暗褐色　ロームブロック中量

3　暗褐色　ロームブロック中量

貯蔵穴　南東コーナー部に位置している。径83cmほどの円形で，深さ57cmである。底面は平坦で壁は外傾して

いる。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ロームブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　暗褐色　ロームブロック微量

覆土　5層に分層され，不自然に堆積した人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量

4　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器644点，勾玉1点，双孔円板1点，砥石1点，礫30点のほか，混入した縄文土器片15点

が出土している。これらの遺物は，主に南東コーナー部付近の覆土下層から床面にかけてと，貯蔵穴内から出

土している。93・95・98は，貯蔵穴の覆土中層から一括投棄された状態で出土している。91は床面から横位の

状態で出土している。図示した以外にも，土師器壷・嚢・甑の1～2個体分の破片が出土している。

所見　本跡は，炉が北壁寄りで貯蔵穴が南東コーナー部に位置し，この時期に多い住居形態である。時期は，

床面及び貯蔵穴から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。

第49図　第10号住居跡出土遺物実測図（1）
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第50図　第10号住居跡出土遺物実測図（2）

第10号住居跡出土遺物観察表（第49・50図）

（互）

俊圏Q42

9　　　　　2fm

翻
ロヒ「

9　　　　3㌣

圏
Q44

10cm

ト・－・十　一“＿」

番号種別 器種 口径 器高底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

91 土師器 杯 13．3 5．5 5．3 長石・石英・雲母 明赤褐 普通口綾部横ナデ，体部内・外面上位へラ磨き，下位へラナデ。
北東コーナー

部床面
90％　PL20

92 土師器 杯 13．1 6．1 － 長石・石英・雲母にぷい橙 普通口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラ磨き。 南壁寄り下層60％　PL20

93 土師器 坪 ［12j］ 6．4 5．1 長石・石英・雲母 明赤褐 普通体部内・外面へラ磨き，底部へラ書き有りト」。 貯蔵穴内 60％

95 土師器 土甘 9．4 13．3 5．4 長石・石英 橙 普通口縁部・体部外面へラ磨き，休部内面ナデ。 貯蔵穴内 95％

96 土師器 虚 （6．5）－長石・石英・雲母 赤褐 普通
体部外面へラ磨き，内面ナデ，底部に指頭ほどのくぼみ
有り。

南東コーナー
部床面 65％　PL21

98 土師器 ∃互 － （23．0）7．9 長石・石英・雲母 黒褐 普通体部外面へラ磨き，内面へラナデ・輪積み痕底部へラ削り。貯蔵穴内 40％

103 土師器 甑 － （3．7）－ 長石・石英・雲母にぷい黄橙普通体部内・外面へラ削り。
南東コーナー

部床面 5％

番号 器　種 長さ（径）幅（孔径） 厚　さ 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

Q42 臼玉 0．6 0．15 0．21 0．11 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q43 双孔円板 2．1 2．2 0．3 2，82 滑石 孔径0．1。両面斜位の研磨。 覆土 PL32

Q44 砥石 （7．7） 3．2 3．2 （142．7） 砂岩 断面は四角形。砥面2面。 中央部床面

第11号住居跡（第51～54図）

位置　調査2区中央部のC4f7区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　長軸7．55m，短軸7．28mの方形で，主軸方向はN－10－Wである。壁高は26～44cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，出入り口付近から主柱穴の内側にかけて，よく踏み固められている。貯蔵穴及び出入り口施

設に伴うP5とP2との間には，ローム土を貼った高まりがある。また，間仕切り溝が5条確認された。長さ

93～145C恥　幅15～36cmで，深さ9～15cmである。東壁に1条，南壁に2条，西壁に2条で，いずれも壁際か

ら中央に向かって延びている。東壁の間仕切り溝はP2と連結している。

51－



炉　3か所。炉且は中央部の北寄りに位置している。長径67cmタ短径43cmの楕円形でブ床面を5cmほど皿状に

鋸りくぼめた地床炉である。炉2は炉鼠の東側に位置している。長径鱒cm　短径鍾cmの楕円形でタ床面を6cm

ほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。炉3ほほぼ中央部に位置している。長径77cmプ短径43cmの楕円形で，

床面を8cmほど皿状に擦りくぼめた地床炉である。炉283の炉床面は凹凸で，火熱を受け赤変硬化している。

炉且は炉2◎3より5cmほど高い位置で確認されタ　炉2魯3は炉且の調査後の精査時に確認された。いずれの

炉も近接していることから，炉鼠は最も新しく使用期間は短かったものと思われる。

炉1土層解説
1　暗赤褐色　廃土ブロック少量ブ　炭化粒子微量
炉2土層解説

1　暗赤褐色　廃土ブロック中量夕　炭化粒子少量
炉3土層解説
1　暗赤褐色　焼士ブロック中量，炭化粒子少量

2　暗赤褐色　焼士ブロック中量，炭化粒子微量

2　暗赤褐色　焼土ブロックのローム粒子0炭化粒子少量

2　暗赤褐色　焼土ブロックの炭化粒子少量

ぽッ睦　5か所。Pl～P射ま深さ37～蟻mでタ　配列から主柱穴と思われる。P5は深さ51cmで，南壁際の貯

蔵穴寄りに位置していることからタ　出入り口施設に伴うピットと思われる。

ピット土層解説

Pl～P4　1　褐　　色　ロームブロック中量，焼土粒子の炭化
粒子微量

2　褐　　色　ロレ∵ムブロック中量，炭化粒子微量
P5　　　　1　暗褐色　ロームブロック中畳，炭化粒子微量

2　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

3　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

4　褐　　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

3　褐　　色　ロームブロック中量

貯蔵飛　3か所。貯蔵穴招ま北東コーナー部に位置している。長径1軌乳短径89cmの楕円形で彿深さ89cmである。

貯蔵穴2ほ南東コーナー部に位置している。長軸87cm　短軸酎cmの方形で　深さ飢cmである。貯蔵穴3は酋壁

際の中央部に位置している。長径摘転m　短径135cmの楕円形で，深さ55cmである。いずれも底面は平坦でタ壁

は外傾する。また，貯蔵穴3を囲むようにローム士のなだらかな高まりが確認された。

貯蔵穴1土層解説
ユ　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
貯蔵穴2土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量

2　黒褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子中量

覆土　H層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。第8⑳9層は貯蔵穴3の覆土　第膵層は貯蔵穴

3の周囲に堆積していたローム土である。

土層解説
1　黒　　色　ロームブロックの廃土粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック少量
5　暗褐色　ローム粒子中量
6　褐　　色　ロームブロック中量

7　暗褐色　ロームブロック少量

8　黒褐色　ロームブロック少量，焼士粒子微量
9　褐　　色　ローム粒子中量
10　褐　　色　ローム粒子多量
11暗褐色　ローム粒子少量，廃土粒子微量

遺物出藍状況　土師器片ら787息　須恵器片3息　臼玉20息　ガラス小玉1点，炭化米1粒のほか，流れ込ん

だ縄文土器片2点が出土している。土器は北東の南東コーナー部寄りの覆土下層から床面にかけて，石製晶は

中央部の覆土下層から床面にかけて出土している。北東コーナー部寄りの土器は，覆土下層から破片の状態で

出土し，投棄されたものとみられる。且04～106は床面から，104は逆位の状態で，105砂106は正位の状態で出

土している。131ぬ132◎Q45～62（臼玉）は中央部の床面に散在している。図示した以外にも，土師器坪車高捧啓

壷◎甑の破片がそれぞれ1～2個体分ほど出土している。

所見　本跡は，一辺が7mを超える大形の住居跡で，貯蔵穴をコーナー部及び壁際の3か所にもつ特徴がある。

貯蔵穴3は，焼土の炭化粒子を含まないローム士が周囲に堆積していたことや，ローム土直下の床面から臼玉

が出土していることなどから，住居廃絶の間際に掘りこまれ，周囲に士を積んだ可能性も考えられる。時期は，

南東コーナー部寄りから出土した土器から判断して，中期（5世紀復業）と思われる。
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第51図　第11号住居跡実測図（1）
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第54図　第11号住居跡出土遺物実測図（2）

第11号住居跡出土遺物観察表（第53・54図）

㊦㊤◎㊥㊥㊦㊥

曜日瑠〔D Gコにコ　G〕q
Q45　　Q46　　Q47　　Q48　　Q49　　Q50　　Q51

①　◎◎＠◎◎㊥

こ⊃：＝〕しこ1⊂〕に〕亡コ〔コ
Q53　　Q54　　Q56　　Q57　Q59　　Q62　　Q63

①　㊥　㊦◎◎◎◎

喝〔口　G〕ロ　に□　ql q
Q64　　Q65

喝　圏日田　一喝＝喝
Q52　　Q55　　Q58　　Q60　　Q61

9　　　　2㌣

番□ 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

104 土師器 杯 14．4 5．2 4．2 長石・石英・雲母 赤 普通 口縁都債ナデ，体部外面へラ削り・砥石転用痕，内面ナデ。
南東コーナー
部下層 95％　 PL21

105 土師器 坪 14．4 5．8 5．2 長石・石英・雲母 赤褐 普通
口縁部横ナデ，体部内・外面へラ磨き，外面砥石転用痕。
底部へラ書き有り「＝」。

南東コーナー
部床面 90％　 PL20

106 土師器 杯 14．1 6．3
長石・石英・雲母

・赤色粒子
にぷい赤褐 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ。 南東コーナー

部床面 65％

108 土師器 杯 ［13．0］ 6，1 ［4．4］長石・雲母 橙 普通 口縁部横ナデ，休部外面へラ削り後，ヘラ磨き，内面へラ
磨き，底部へラ削り。 中央部下層 35％
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番号 種 別 器 種 璃 座 高 匝 径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴　　　　　 出土位 置 備　 考

1摘 十師器 杯 （2．6）　 も7 長石せ雲母 赤 普通
体部外面ナデ滴 面へラ磨きタ底部へラ削り0ヘラ書き有

り「壬ム 北壁寄り下層 25％

111 土師審 杯 巨 1。8）
5。0 長石の石英の雲母 にぷい赤褐 普通 体部外面へ封鵬 誹 面ナデ遽 部へラ書き有り「＋」。 覆土 15％

112 土師器 椀 1385 巨 2
－ 長石e石英ゆ雲母 明赤褐 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ。 中央部床面 95％　 pL2 0

H 3 土師器 高輝 1河 沼 自0．3］長石の石英0雲母 赤 普通 口綾部横ナデ，捧部内面欄 部外面へラ磨き。 北壁寄り床面 70％　 pL20

H 4 土師器 高林 ［15。3］ la 6 転6 長石の石英 にぷい褐 普通 口縁部横ナデ誹 部内面へラナデ牒 部外面パケ目調監 南東コーナー
部下層 75％　 PL20

115 十師器 高捧
［15・2］序 4）

－ 長石 0石 英も雲母 橙 普通 口縁部横ナデ，坪部外面パケ目調整夕内面へラ磨き。 北壁際床面 50％

119 十師 器 川 匝 2）
3．8 長石0石英の雲母 赤褐 普通 体部外面へラナデや砥石転用痕誹 面ナデ。 中央部床面 80％

120 十師器 てこ土ご夏E ［11．3］ （4．2） 長石も石英の雲母 明赤褐 普通 目線部横ナデ。 北東 コーナー
部下層

5％

12 1 土師器 ＝まご宣E 圧1．5」 五 日 － 長石の雲母 にぷい橙 普通 口縁部横ナデ。 南壁寄り下層 5％

124 土師器 小形寮 13．2　　 汲4 長石・石英・雲 母 灰褐 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ帥 誹 面へラナデ。 南東コーナー
部下層 100％ PL21

125 土師器 小形聾 13．7 11．8 5．2 長石 の石英 の雲母 にぷい赤褐 普通 ［磯部横ナデ，体部外面e底部へラ削軋 内面へラナデ。南コーナー部

下層
50％

12 6 十師器 小形婆
［9・車 2・3

－ 長石0着英 にぷい赤褐 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り誹 面ナデ。 中央部下層 66％

12 7 土師器 甑 20．9　　26．0 ？。5 長石の石英の雲母 にぷい黄橙 普通
日録部横ナデ，体部外面へラ磨きOへラ削り，内面へラナ
デe輪積み痕。

北東コーナー
部下層 90％　 pL22

129 土師器 小形椀
［669〕巨 5

2．9 長石ゆ石英の雲母 にぷい赤褐 普通 日録部横ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ。 南壁寄り下層 95％　 pL21

131 土師器 丁捏十器
5可 m

4．4 長石ゆ石英0雲母 橙 普通 壷形。目線部横ナデ，体部外面へラナデ弓旨頭痕。 中央部床面 100％ pL21

132 土師器 手捏土器
巨 摘 ［3．2］石英 の雲母 明赤褐 普通 壷形カ。体部外面ナデき指頭痕 内面ナデ欄積み痕 中央部床面 50％

番号 器　 楯 径 乳　 径 厚　 さ 重 義 i 材 質 特　　　　　　 徴 出土位置 ！ 備 考

Q 45 臼玉 私4 0．1日 0．45
… つ　 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 中央部床面 ipL 31

Q 4 6
i　 rlT
i　 日工

い さ4 ！　 ハn
l　 U・⊥ 0。32

！　 ハ＿1n
U．†二
！ 滑石 ！側面は円筒状誹葡 穿孔。 i中央部下層 IpL 31

Q 4 7 日工 0．h 0。25 私4 ．凱＿ 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 中央部下層 PIJ3 1

Q 4 8 日工 私4 私2 0．38 0．09 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 中央部下層 PL31

Q 49 臼玉 私43 0．2 0．3 0．07 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 東壁寄り下層 PL31

Q 50 臼玉 0．5 私2 0．3 私08 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 中央部床面 PL31

Q 51 臼玉 私45 0。2 0．22 0。05 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 中央部下層 PL31

Q 52 臼玉 0．48 私2 0ヰ32 0．08 滑石 側面は太鼓状，片面穿孔。 中央部床面 PL31

Q 53 臼玉 0．48 0．18 0．22 0．07 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 中央部床面 PL31

Q 54 臼玉 私48 0．3 0．18 0．08 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 中央部床面 PL3 1

Q 55 臼玉 0．44 0。2 0．3 仕07 滑石 側面は太鼓状夕片面穿孔。 中央部下層

Q 56 臼玉 0．48 0．2 0．35 0」 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 中央部床面

Q 57 臼玉 0。52 0。2 0．4 0．16 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 南壁寄 り下層

Q 58 臼玉 0．4 0．18 0．28 0。05 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 中央部床面

Q 59 臼玉 私4 0．2 0．32 0」 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 中央部床面

Q 60 臼玉 私42 0，18 0．24 （0．06） 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 中央部床面

Q 61 白玉 0．48 0．18 0．4 （0．13） 滑石 側 面は円筒状，片面穿孔。 中央部床面

Q 62 臼玉 0．42 0．18 0．4 0．13 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 中央部床面

Q 63 臼玉 0．5 0．21 0．5 0」5 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 64 臼玉 0．45 0．18 0．48 0．1 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 65 小玉 0．4 0．2 0．35 0．09 ガラス ブルー。側面は円筒状。 中央部床面

第柑考住居跡（第55◎56図）

位置　調査2区中央部のC4i5区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　北西部を第26号土坑に振り込まれている。
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規模と形状　長軸4．35m，短軸3．58mの長方形で，主軸方向はN－390－Wである。壁高は4～9cmで，各壁

とも緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。中央部から南コーナー部にかけてと，北東壁寄りから焼

土塊を確認した。

炉　中央部の北西寄りに位置している。長径46cm，短径38cmの楕円形で，床面を3cmほど皿状に掘りくぼめた

地床炉である。炉床は火熱を受け，わずかに赤変硬化している。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量　　2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化物微量

ピット　主柱穴及び出入り口ピットの配列を考えて床面及び遺構の外側を精査したが，確認できなかった。

貯蔵穴　南コーナー部に位置している。長径70cm，短径61cmの楕円形で，深さ32cmである。底面は平坦で，壁

は外傾している。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック少量
3　褐　　色　ロームブロック中量

覆土　2層に分層される。覆土は薄く明確に断定できないが，含有物から人為堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・炭化粒子・焼土粒子中量　　　　　2　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片913点，臼玉16点が出土している。これらの遣物は，ほぼ床面から土圧でつぶれた状

態で出土している。133・135は正位の状態で，134は逆位の状態で，136～138は土庄でつぶれた状態でそれぞ

れ出土している。また，Q66～81は北コーナー部の床面からまとまって出土している。

可　　Ul可
1　　　　2
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第55図　第13号住居跡実測図
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所見　上層が削平され覆土は薄いが，遣物の遺存状態は良好であった。本跡は，屋内に柱穴を掘り込まない小

形の住居跡である。時期は，床面から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。

Tl轟＿1「‾＿lI一
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第56図　第13号住居跡出土遣物実測図

第13号住居跡出土遺物観察表（第56図）

9　　　　　21m

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　調 焼成 手　 法　 の　特　 徴 出土位置 備　 考

133 土師器 杯 14．3 6．6 3．5 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面ナデ。
南コーナー部

床面
95％　PL21

134 土師器 杯 13．0 5．5 4．2 長石・石英・雲母 橙 普通 口綾部横ナデ，体部外面・底部へラ削り，内面へラ磨き。
北コーナー部
床面

90％　PL21

135 土師器 椀 9．6 6．3 4．2 長石・石英・雲母 にぷい橙 普通
口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラ磨き・底部

へラ書き有り「＋」。

南コーナー部
床面 85％

136 土師器 互E 12．0 （17．8） － 長石・石英・雲母 にぷい橙
普通 口綾部傾ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ・指頭痕。 中央部床面 65％
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番号極 別！器種巨径 器高極可　 胎 士 i 色 調 匝可　　 手 法 の 特 徴 出土位置 ！備 考

壷 桓 （12車 桓 雲母磯 巨ぷい橙回 臓 腑 繍掛 ラ削摘面へラ轄 蔑㌃ナ一部il5％

138 土師可 壷 巨 約5）つ 長石傭 雲車 ぷい橙！普通頭部横轄 体部内㈲ ラ削り瀾 積み痕0 南コーナー部15％
床面

141 土師可 小形牽巨 1 賂0 608 露賢雲母魂 にぷい赤褐回 口縁部積丹 榔嫡酬 膀内面轄 莞㌃ナ一部i60％ PL22

番司　 器 種 径 孔　 径 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出十位 置 備　 考

Q 症　　 臼玉 0。4 私2 0。25 0。06 滑石 側面は円筒状夕片面穿孔。 北コーナー部床面 PL31

Q 鮮　　 臼玉 0。45 0．．18 0。22 0．08 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 北コーナー部床面 PL31

Q 楢　　 首玉 私43 0．16 私4 0．0リ 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 北コーナー部床 面 PL31

Q の　　 臼玉 0。43 0。15 私3 0．08 滑石 側面は太鼓状，片面穿孔。 北コーナー部床 面 PL31

Q 閥　　 臼玉 0．49 0。18 0。16 0．01 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 北コーナー部床面 PL31

Q m　　 臼玉 0。46 0．12 0．1リ 0．0寸 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 北コーナー部床面 PL31

Q 花　　 臼玉 0．45 0．18 私25 0．07 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 北コーナー部床面 PL31

Q 招　　 臼玉 私44 Op19 0．3 0。07 滑石 側 面はやや太鼓状プ片面穿孔。 北コーナー部床面 PL3 1

Q 74 i 臼玉
私4 0．18 0．15 0．04 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 北コーナー部床面 PL3 1

Q 花　　 臼玉 0。45 私2 私3 0．09 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 北コーナー部床面 PL31

Q 閥　　 臼玉 私45 0．18 私4 0。13 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 北コーナー部床面

Q 司　 臼玉
α42 0の18 私3 0．0リ 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 北コーナー部床面

Q 閥　　 臼玉 私48 0．18 私凱 0。09 滑石 側面は円筒状ブ片面穿孔。 北コーナー部床面

Q 閤　　 臼玉 0．45 0．1バ 私3 け‖ 滑石 側面は円筒状夕　片面穿孔。 北 コーナー部床面

Q 舗　　 臼玉 私4 0．15 私31 0。08 滑石 側面は円筒状プ　片面穿孔。 北コーナー部床面

Q 81i 臼玉
0．45 0。16 0．25 私08 滑石 側面はやや太鼓状，片面穿孔。

l

北コーナー部床面

第摘号住居跡（第57～59図）

位置　調査2区西部のC3i9区に位置し，平出な台地上に立地しノている∴

規模と形状　長軸こ1∴12111，短沌［把」7111の長方形で，再軒ノ月六日まN1－－－27J一一I二である、、つ勘吊ま甘、lt）し・Illで，各哩

とも緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦でタ　炉を囲むように中央部がよく踏み固められている。また夢　床面全体に焼士が広がっている。

炉　中央部のやや南寄りに位置している。長径57cm　短径媚cmの楕円形で，床面を4cmほど皿状に掘りくぼめ

た地床炉である。炉床は火熱を受けタ　赤変硬化している。

炉土層解説

ユ　暗赤褐色　ロームブロックぁ焼士ブロック少量 2　暗赤褐色　廃土ブロック少量，ロームブロック微量

ピット　ロi三穴及び出入り［日工∴ソトの配列を考えて床面と遺構の外側を精査したが，確認できなか／一二）た、、

貯蔵穴　北東コーナー部寄りの壁際に位置している。長径60eIll，短径56clllの円形で，深さ22elllである．∴．底面は

肌状で，壁は緩やかに外傾している。、

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量 2　黒褐色　ローム粒子中量

覆土　1層（二分層され，多量の上器片と焼土プロ、ソクを中量含′していることから人為堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ロームブロック0焼土粒子の炭化粒子少量　　　　　3　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子の炭化粒子微量

2　暗赤褐色　焼士ブロック中量，ロームブロックの炭化粒子少量　4　暗褐色　ロームブロックゆ炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片1，857点，礫6点，炭化米8粒が出I二している。、上器は，壷e薬類の破片が多く，南

西壁側の覆土下層から床面にかけて集中している。Ⅲ　の摘ほ中央部の覆土下層から投棄された状態で出土し
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ている。143・145～147・151は，床面から土圧でつぶれた状態で出土している。また，炭化米は最下層の覆土

を水洗選別し検出したものである。図示した以外にも，土師器壷・嚢の4個体分の破片が出土している。

所見　本遺跡の小形の住居跡の中では，極めて良好な遺物出土状況である。本跡は，床面の土器がつぶれた状

態で出土し，覆土全体に焼土が混入していることから焼失住居と考えられる。時期は，床面から出土した土器

から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。
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第57図　第14号住居跡実測図
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第58図　第14号住居跡出土遺物実測図（1）
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第59図　第14号住居跡出土遺物実測図（2）

第14号住居跡出土遺物観察表（第58・59図）

0　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿－⊥＿　　　！

番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

142土師器杯［15．4］4．5 3．8長石・石英・雲母にぷい赤褐普通口縁部横ナデ，体部内・外面へラ磨き，底部へラ削り。中央部下層65％

143土師器高杯 （9．6）18．1石英・雲母 赤褐普通脚部外面へラ磨き，内面へラナデ，裾部内・外面ナデ。西コーナー部
床面 40％

144土師器互E 18．530．6［7．8］長石・石英・雲母明赤褐普通口綾部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ。中央部下層80％　PL22

145土師器互巨19．334．3 7．1長石・石英・雲母赤褐普通
日録部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラナデ・一部
剥離。 南東壁際床面70％　PL22

146土師器宝E 19．5（14．4）長石・石英・雲母橙普通口綾部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラナデ龍頭痕。
西コーナー部
床面 25％

147土師器聾［19．6］27．3 7．9長石・石英 明赤褐普通口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面剥離・輪積み痕南東壁側床面55％

151土師器褒20．5（13．7）－長石・石英・雲母にぷい橙普通口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラナデ・指頭痕。南東壁側床面20％

第15号住居跡（第60～62図）

位置　調査2区中央部のD4b6区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　長軸5．71m，短軸4．31mの長方形で，主軸方向はN－210－Wである。壁高は21～25cmで，各壁

とも外傾して立ち上っている。

床　中央部がよく踏み固められており，硬化した部分は凹凸である。

－61－



炉　3か所。炉1は中央部のやや北寄りに位置している。長径78C恥　短径69cmの楕円形で，床面を8cmほど皿

状に掘りくぼめた地床炉である。炉2は中央部のやや東寄りに位置している。長径47cm，短径40cmの楕円形で，

床面を6cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。炉3は中央部の西寄りに位置している。径56cmほどの円形

で，床面を8cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。いずれも炉床は火熱を受け，赤変硬化している。

炉1土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

炉2土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量
炉3土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量

3　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子微量

2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子少量

ピット　2か所。Plは深さ45cInの楕円形，P2は深さ47cmでどちらも性格は不明である。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は南東コーナー部に位置している。長径67C恥　短径60cmの楕円形で，深さ60cmであ

る。貯蔵穴2は北西コーナー部に位置している。長軸73cm，短軸64cmの隅丸長方形で，深さ56cmである。どち

らも底面は平坦で，壁は外傾している。

第60図　第15号住居跡実測図
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貯蔵穴1土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
貯蔵穴2土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

2　褐　　色　ロームブロック中量

3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック少量

覆土　5層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　褐　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片1，034点，須恵器片2点，不明土製品1点，臼玉5点，種子（桃）1点が出土している。

これらの遣物は，北東コーナー部から南東コーナー部の覆土下層から床面にかけて出土している。153・154・

158・159・161は，壁際の床面から，153・154は正位の状態で，158・159・161は斜位の状態で出土している。

163は貯蔵穴の覆土上層からほぼ完形で出土したものである。Q82～86（臼玉）は，覆土中層から床面にかけ

てと貯蔵穴内から出土している。図示した以外にも，土師器杯・椀の1～2個体分の破片が出土している。

所見　本跡は，炉を複数もち柱穴を掘り込まない中形の住居跡で，杯・椀類が多く出土している。時期は，壁

際から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。
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第61図　第15号住居跡出土遣物実測図（1）
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第62図　第15号住居跡出土遺物実測図（2）

第15号住居跡出土遺物観察表（第61・62図）

9　　　　　2fm

7　110㌣

番号種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

153 土師器 杯 15．0 6．1 4．2 長石・石英・雲母 赤 普通口縁部横ナデ，体部外面・底部へラ削り，内面へラ磨き。西壁際床面 90％　PL21

154 土師器 杯 14．3 5．8 4．6 長石・石英・雲母 橙 普通口綾部横ナデ，体部内・外面ナデ，底部へラ書き有り。 北西部床面 95％　PL21

155 土師器 杯 13．6 5．2 3，8 長石・石英・雲母 明赤褐 普通体部外面上位へラ磨き，下位へラ削り，内面へラ磨き。 北壁寄り床面95％

158 土師器 1不 14．4 6．4 － 長石・石英・雲母 赤 普通
口緑部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ磨き。 南東コーナー

部床面 80％

159 土師器 杯 ［14．0］6．0 3．2 長石・石英・雲母 明赤褐 普通口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ磨き。
南東コーナー
部床面 65％

161 土師器 椀 ［11．7］7．6 3．7 長石・長石・雲母 赤 普通体部内・外面ナデ，外面砥石転用痕。底部へラ書き有り。東壁際床面 40％

162 土師器 椀 ［9．7］8．0 3．5 長石・石英・雲母 橙 普通ロ綾部横ナデ，体部内・外面へラ磨き，底部へラ削り。 貯蔵穴中層 80％

163 土師器 増 9．5 14．2 － 長石・石英・雲母 赤 良好口綾部横ナデ，外面へラ磨き，体部外面へラ削り，内面ナデ。貯蔵穴上層 90％　PL22

164 土師器 壷 15．3 14．2 長石・石英・雲母 明赤褐 普通口綾部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ。
南東コーナー
部床面 50％

165 土師器 互E 13．8 （10．1）－ 長石・石英・雲母にぷい橙 普通口縁部横ナデ，体部外面へラナデ，内面ナデ・指頭痕。
南東コーナー
部床面 20％

166 須恵器 虚 ［12．0］（5．7）－長石 灰 良好口綾部ロタロナデ，頭部に12本の櫛歯状工具による波状文。東壁際床面 5％

167 須恵器 施 ［8．8］（4．3）－長石 灰 良好口縁部ロクロナデ。 中央部床面 5％

TP23須恵器 褒 － （7．3）－長石 灰 普通外面縦位の平行叩き，内面同心円状の当て具痕 覆土

番号 器　種 長さ（径） 幅（孔径） 厚　さ 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

DPl 不明土製品 10．7 7．4 4．4 187．1 土製 不定形。火熱を受け，一部煤付着。 中央部中層

Q82 臼玉 0．5 0．2 0．4 0．12 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 貯蔵穴内中層

Q83 臼玉 0．58 0．2 0．5 0．22 滑石 側面は太鼓状，片面穿子し 中央部床面

Q84 臼玉 0．5 0．19 0．25 0．08 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 中央部床面

Q85 臼玉 0．6 0．18 0．25 0．19 滑石 側面は円筒状，片面穿子し 東壁寄り下層

Q86 臼玉 0．68 0．2 0．3 （0．18） 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。一部欠損。 中央部床面

第16号住居跡（第63～65図）

位置　調査2区中央部のC4h2区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　長軸6．56m，短軸5．3mの長方形で，主軸方向はN－54。一Wである。壁高は20～36cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

ー64



床　ほぼ平坦で，南コーナー部付近の一部がよく踏み固められている。

炉　中央部の北西寄りに位置している。長径70cm，短径49cmの楕円形で，床面を3cmほど皿状に掘りくぼめた

地床炉である。炉床はわずかに赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量

⑥

第63図　第16号住居跡実測図
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ピット　4か所。Pl～P4は深さ58～65cmで，配列から主柱穴と思われる。

貯蔵穴　南コーナー部に位置している。長軸90cm，短軸68cmの長方形で，深さ43cmである。底面は皿状で，壁

は外傾している。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量

覆土　5層に分層される。第2層は焼土ブロックを中心とし，覆土の含有物から人為堆積と考えられる。

土層解説
1　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
2　黒褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック微量

3　暗褐色　ロームブロック・焼七ブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量

5　黒褐色　炭化物少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片688点，須恵器片3点，臼玉3点のほか，流れ込んだ縄文土器片13点が出土している。

これらの遺物は，南コーナー部と西コーナー部付近の覆土下層から床面にかけて出土している。169・171は

破片の状態で，173・176は横位の状態で，172・174は逆位の状態でそれぞれ床面から出土している。また，Q

87・Q88は覆土下層から，Q89は覆土から出土している。

所見　本跡は，炉が中央部の北西寄り，貯蔵穴が南コーナー部に位置していることから，南東壁側が出入り口

部であったと推測される。時期は，床面から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。

ノ
．

第64図　第16号住居跡出土遣物実測図（1）
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第65図　第16号住居跡出土遣物実測図（2）

第16号住居跡出土遺物観察表（第64・65図）

9　　　　　2㌣

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

168 土師器 杯 ［15．0］ （5．3） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面へラ磨き，外面へラ削り。 北西壁側下層 30％

169 土師器 坪 ［15．0］ 6．5 長石・石英 ・雲母 明赤褐 普通 口緑部横ナデ，休部外面へラナデ，内面ナデ。
南コーナー部
床面 30％

170 土師器 杯 ［13．9］ 7．5 － 長石 ・石英・雲 母 赤 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面へラ磨き，外面へラ削り。 北西壁側床面 45％

171 土師器 椀 ［14．7］ 7．9 5．8 長石・石英・雲母 にぷい橙 普通 口綾部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ磨き。 西コーナー部
床面 45％

172 土師器 互E 13．6 （21．2） － 長石・石英・雲母 にぷい褐 普通 口綾部横ナデ，休部外面へラ削り，内面ナデ・輪積み軋 北西壁際床面 65％　 pL22

173 土師器 互E 18．4 （19．6） 長石・石英・雲母 にぷい橙 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラナデ，内・外
面指頭軋

酉 コーナー部
床面 50％

174 土師器 褒 19．1 （17．1）
長石・雲母・赤色
粒子

にぷい橙 普通 口綾部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ・指頭痕・
輪積み痕。

南コーナー部

床面
50％

176 土師器 餐 13．0 （17．2） 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ。 北西壁側床面 65％

177 須恵器 杯 ［11．0］ Ll，いや 長石 黄灰 普通 口縁部ロクロナデ。 中央部下層 5 ％

番号 器　 種 径 孔　 径 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 87 臼玉 0．55 0．2 0．4 0．15 滑石 側面は円筒状，片面穿才」 東コーナー部下層

Q 88 臼玉 0．6 0．15 0．12 （0．06） 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。一一部欠損。 北東壁側下層

Q 89 臼玉 0．35 0．15 0．2 0．04 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

第17号住居跡（第66・67図）

位置　調査2区中央部のC4i6区に位置し，第11号住居跡の南側に隣接している。

規模と形状　長軸3．05m，短軸2．74mの長方形で，主軸方向はN－40－Eである。壁高は8～9cmで，各壁

とも緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，出入り口付近から中央部にかけてよく踏み固められている。南西コーナー部の壁際に長軸99

cm，短軸94cm，深さ16cmに掘りこまれている隅丸方形状の土坑がある。
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炉　中央部の南東寄りに位置している。長径62cm，短径41cmの楕円形で，床面を4cmほど皿状に掘りくぼめた

地床炉である。炉床は火熱を受け，わずかに赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

ピット　Plは深さ31cmで，北壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと思われる。

貯蔵穴　北西コーナー部に位置している。長径45cm，短径35cmの楕円形で，深さ19cmである。底面は皿状で，

壁は緩やかに外傾している。

覆土　6層に分層され，覆土に焼土粒子・炭化粒子を多く含んでいることから，人為堆積と思われる。第6層

はPlの覆土である。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子中量
2　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物少量
5　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
6　黒褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片289点が出土している。これらの遣物は，覆土下層から床面にかけて散在した状態で

出土している。178は床面から出土している。

所見　本跡は，炉・貯蔵穴及び出入り口ピット位置から，北側に出入り口施設をもつ小形の住居跡である。す

ぐ北側に位置している大形の第11号住居跡と本跡は，出入り口部分が向かい合うように配置されている。同時

期に廃絶された可能性を考えて両者の土器の接合を試みたが，接合するものはなかった。時期は，床面から出

土した土器から判断して，中期（5世紀後葉）と思われる。

第66園　第17号住居跡実測図
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第67図　第17号住居跡出土遺物実測図
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第17号住居跡出土遺物観察表（第67図）

番車 紺 器 種 ［］径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

178　土師器 餐 ［18．7］ （6．1） … 長石・有英・雲母 にぷい赤褐 普通 目線部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラナデ。 北西部床面 10％

第柑考住居跡（第68～70図）

位置　調査2区中央部のり4aO区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模起形状　一路輸狛弛勒　短軸8。2軸の方形で，主軸方向はN－40…Wである。壁高は摘～34cmで，壁はほ

ぼ外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。北壁寄りの炉付近の一部がタ　よく踏み固められている。またク　南壁際の中央部からタ粘

土塊が確認されている。

炉　2か所。炉lほ中央部の北寄りに位置している。長径105cm，短径62cmの不定形で，床面を1鹿mほど皿状

に揺りくぼめた地床炉である。炉床面は凹凸で，炉床は火熱を受け赤変硬化している。炉2は中央部の南西寄

りに位置している。長径54cm，短径30cmの楕円形である。炉床のみ確認でき踏み固められて硬化している。

炉1土層解説
ユ　暗赤褐色　ローム粒子の廃土粒子少量，炭化粒子微量
2　暗赤褐色　廃土ブロック中量，ローム粒子微量

3　暗赤褐色　廃土粒子少量，炭化粒子微量

ぽッ紅　5か所。Pl～P射ま深さ35～42cmで，配列から主柱穴と思われる。P5は深さ朝cmで，南壁の貯蔵

穴寄りに位置していることからプ　出入り口施設に伴うピットと思われる。

ビット土層解説　昌与ト、ノト軋適）

1　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック中量
3　褐　　色　ロームブロック中量

貯蔵飛　南東コーナー部に位置している。長軸1航m，短軸105cmの隅丸長方形で，深さ57cmである。底面は平

坦で，壁は緩やかに外傾している。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ロームブロック中鼠炭化物少鼠焼士粒子微量　　3　暗褐色　ロームブロック中鼠炭化粒子少量，焼士粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，焼士粒子も炭化粒子微量

覆豊　5層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1－黒褐色　焼土粒子少量，ロームブロックゆ炭化粒子微量　　　4　褐　色　ロームブロック中鼠炭化粒子少量，廃土粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック中最，焼士粒子e炭化粒子微量　　　5　暗褐色　ロームブロックの炭化粒子少量
3　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子の炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片1，779息　須恵器片7点，白玉38点，双孔円板1点のほか，流れ込んだ縄文土器片1

点が出土している。これらの遣物は，全体の覆土中層から床面にかけて破片が散在した状態で出土している。

179◎180e TP24は覆土下層から，182弓83は床面からそれぞれ出土している。181は床面と貯蔵穴内から出

土した破片が接合したものである。またタ　Q90～92（臼玉）のQ120（臼玉）は南西コーナー部の床面から，Q

93～119（臼玉）e Q122～126（臼玉）は北東コーナー部の床面から集中して出土している。

所見　本跡は，一辺が8mを超える大形住居で，複数の炉と南東コーナー部に貯蔵穴をもつ住居形態である。

覆土中層から下層にかけての土器片は，出土状況から住居廃絶後に流れ込んだものと思われる。時期は，壁際

の覆土下層及び床面から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。
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第68図　第18号住居跡実測図

第69図　第18号住居跡出土遺物実測図（1）
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第70図　第18号住居跡出土遣物実測図（2）

第18号住居跡出土遣物観察表（第69・70図）
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番号種別 器種 口径 器高底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

179 土師器 杯 ［15，0］6．7 3．8 長石・石英・雲母 明赤褐 普通口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ磨き。 南壁際下層 70％

180 土師器 杯 14．5 5．5 4．4 長石・石英 明赤禍 普通口縁部横ナデ，体部外面・底部へラ削り，内面へラ磨き。西壁寄り下層75％

181 土師器 坪 14．1 6．4 4．2 長石・雲母 橙 普通ロ縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面ナデ。 南西部・貯蔵
穴内 65％　PL21

182 土師器 椀 14．6 6．4 7．4 長石・石英 橙 普通口縁部傾ナデ，朴外面へラナデ。 北東コーナー
部床面 75％　PL21

183 土師器 高杯 － （6．0）－ 長石・石英・雲母 赤褐 普通脚部外面へラ磨き，内面へラナデ・輪積み痕。 中央部床面 10％

TP24須恵器 褒 （7．9）－ 長石 灰 普通外面縦位の平行叩き，内面指頭痕。 南壁寄り下層

番号　 器　種 径 孔　径 厚　さ 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

Q朕） 臼玉 0．44 0．2 0．35 （0．1） 滑石 側面は円筒帆 片面穿孔。一部欠損。
南西コーナー部床

面
PL31

Q91 臼玉 0．45 0．2 0．3 0．11 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。
南西コーナー部床

面
PL31

Q92 臼玉 0．5 0．2 0．28 0．08 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。
南西コーナー部床

面
PL31

Q93 臼玉 0．46 0．18 0．3 0．13 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。
北東コーナー部床

面
PL31

Q94 臼玉 0，48 0．18 0．3 0．1 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。
北東コーナー部床

面
PL31

Q95 臼玉 0．49 0．18 0．3 （0．11） 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。一部欠損。
北東コーナー部床

面
PL31

Qt枢 臼玉 0．5 0．2 0．34 0．13 滑石 側面は太鼓状，片面穿才し
北東コーナー部床

面
PL31

Q97 臼玉 0．45 0．2 0．3 0．09 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。
北東コーナー部床

面
PL31

Q98 臼玉 0．48 0．18 0．3 0．11 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。
北東コーナー部床

面
PL31

Q〔治 臼玉 0．5 0．18 0．35 0．16 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。
北東コーナー部床

面
PL31

Ql 臼玉 0．5 0．18 0．3 0．12 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。
北東コーナー部床

面

QlOl 臼玉 0．45 0．15 0．25 0．1 滑石 側面は円筒状，片面穿子」
北東コーナー部床

面

QlO 臼玉 0．5 0．15 0．25 0．12 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。
北東コーナー部床

面

Ql 臼玉 0．47 0．31 0．2 0．13 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。
北東コーナー部床

面

Ql 臼玉 0．5 0．18 0．26 0，1 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。
北東コーナー部床

面

QlO 臼玉 0．5 0．18 0．3 0．11 滑石 側面は円筒状，片面穿子し
北東コーナー部床

面

Ql 臼玉 0．5 0．2 0．3 （0．09） 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。一部欠損。
北東コーナー部床

面

QlO 臼玉 0．45 0．19 0．28 0．09 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。
北東コーナー部床

面

Ql 臼玉 0，55 0．18 0．35 0．11 滑石 側面は太鼓状，片面穿孔。
北東コーナー部床

面

Ql 臼玉 0．5 0．2 0．28 0．11 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。
北東コーナー部床

面
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番号 器　 種 径　 巨 L 径 厚 さ i 重 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q ユ10 臼玉
e5　 日 eほ 002 i oの07

滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 北東コーナー部床

面

Q lli． 臼玉
005 i oo16 0・3 i 鋸

滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 北東コーナー部床
面

Q l12 臼玉
・5　 日 02 0ゆ3 ！ 0008

滑石 側面は円筒状，片面穿娠 北東コーナー部床

面

Q l13 臼玉
005 i oe18 e3　 日 の13

滑石 側面は円筒状夕片面穿孔。 北東 コーナー部床
面

Q l14 日工 0・51 日 ザほ 03　 日 e瞞
滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 北東 コーナー部床

面

Q l15 日工
oe5　 日 eほ 0・28 i 膵

滑石 側面は円筒状ブ片面穿孔。 北東 コーナー部床

面

Q l16 白玉
0・45 i oo16 0 822 i o・08

滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 北東コーナー部床
面

Q l五 臼玉
む5　 恒 ・18 0・31 日 0・11） 滑石 側面は円筒状3 片面穿孔。一部欠損。 北東コーナー部床

面

Q l18 日工
005 i o・18 ・3　 日 の1

滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 北東コーナー部床
面

Q l19 日工
084 8 ！ 0616 0も25 日 の09

滑石 側面は円筒状プ片面穿孔。 北東コーナー部床
面

Q 120 臼玉
0も48 ！ 0・18 0035 i o・11

滑石 側面はやや太鼓状，片面穿孔。 南西コーナー部床

面

Q 12 1 日工
0・4 ！ 鋸 8 0 03　 い せ猶

滑石 側面は太鼓状，片面穿孔。 東壁寄 り床面

Q 122 臼玉
0め45 i oも18 e3　 日 ・1

滑石 側面は円筒状夕片面穿孔。 北東 コーナー部床
面

Q 123 日工
005 i oか15 0 025 日 も09

滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 北東コーナー部床
面

Q 12 臼玉
0・5 ！ 0・18 63　 日 80 9

滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 北東コーナー部床

面

Q 125 臼玉
0・5　 恒 Oは 02 5 巨 ・1

滑石 側面は円筒状　 片面穿孔 北東コーナー部床
面

Q 126 臼玉
0・5　 日 ・ほ 002　 日 0調

滑石 側面は円筒状ブ　片面穿孔。 北東コーナー部床
面

Q 127 日工
・5　 日 018 0・3 i o・12

滑石 側面は円筒状夕片面穿孔。 炉内覆土

Q 128 双孔閂板
284 i 融 ） 0・3　 巨 細 滑石 孔径 0．25 。両面縦位の研 磨。1／3遺存。 覆土

第調号住居跡（第71⑳72図）

位置　調査3区北部のl）5111区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　長軸4。62m，短軸3。18mの長方形で，主軸方向はN＋ぱ⊥Wである。壁高は6～16cmで，各壁

とも緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。褐色のローム士でややしまりはあるものの，硬化した部分はない。中央部と中央部の南

寄りから，焼土の範囲を確認した。

ぽッ紅　2か所。PHま深さ18cm，P2は深さ13cmである。北東コーナー部と南東コーナー部に位置している

がタ　どちらも浅く形状が明確でないため性格は不明である。

貯蔵宍　北西コーナー部に位置している。径73cmほどの円形で，深さ37cmである。底面は皿状で，壁は緩やか

に外傾している。

貯蔵穴土層解説
1　黒　　色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子中量

覆土　4層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロックを焼土ブロック微量

2　暗褐色　ロームブロック少量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック微量

遺物出藍状況　土師器片66点，臼玉1点，双孔円板1点，炭化米2粒が出土している。これらの遺物は，覆土

下層から細片の状態で出土している。土器は嚢の体部片がほとんどで，塔や椀の破片は数点である。いずれも

細片のため，図示できなかった。Q130（双孔円板）は南壁寄りの床面から出土している。

所見　本跡は，南北を長軸とする長方形で，貯蔵穴を北西コーナー部にもつ形態である。床面の2か所の焼土

は，炉床面としての硬化した部分がないことから焼士としてとらえた。時期は，覆土下層から出土した土器や

周囲の遺構から判断して，中期（5世紀後薬）の可能性が高いと思われる。
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第71図　第20号住居跡実測図
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第72図　第20号住居跡出土遺物実測図

第20号住居跡出土遣物観察表（第72図）
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番号 器　 種 径 孔　 径 厚　 さ 重　量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 臼玉 （0．45） （0．2） 0．2 （0．03） 滑石 側面は円筒状，片面穿才」 1／2欠損。 覆土

Ql 双孔円板 2．4 2．3 0．4 4．68 滑石 孔径0．2。両面斜位の研磨。 南壁寄り床面 PL32

第21号住居跡（第73・74図）

位置　調査2区西部のD3fO区に位置し，平坦な台地上に立地している。また，本跡の南西コーナー部は，

調査区域外に延びている。

重複関係　東壁が第18号土坑の西側を掘り込んでいる。

ー73－



規模と形状　一辺10mはどの方形でタ　主軸方向はN－80－Eである。壁高は43～68cmで，各壁とも外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，出入り口付近から主柱穴の内側にかけてよく踏み固められている。出入り口付近は，馬蹄形

に構築されたロームの高まりがある。壁溝はほぼ全周している。間仕切り溝が北壁に2条，東壁に2条夕南壁

に3条，酋壁に3条確認され，長さ90～185cmタ幅18～34cmで，深さ14～20cmである。いずれも壁際から中央

に向かって延びている。また，北西コーナー部と中央部の床面から炭化材が出土している。

炉　4か所。炉1から炉3は中央部から北壁に向かって連結した状態で確認された。炉且は径84cmほどの円私

炉2ほ長径錮cm　短径mcmの楕円私炉3は長径83cm　短径糾cmの楕円形でク床面を4～9cmほど皿状に擦り

くぼめた地床炉である。炉鼠と炉3は，覆土の状況から炉2よりも新しい。炉射まほぼ中央部に位置している。

径39cmほどの円形でタ床面を6cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。どの炉床も火熱を受けタ赤変硬化し

ている、、

炉1～3土層解説

1　晴赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量
2　暗赤褐色　廃土ブロック中量き　炭化粒子微量
炉4土層解説
ユ　暗赤褐色　廃土ブロック少量プ　炭化粒子微量

3　極暗赤褐色　廃土ブロック少数炭化粒子の廃土粒子微量

2　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量夕　炭化粒子微量

ぽッ紅　7か所o P温◎P2◎P射ま深さ65～挽m P3は深さ媚cmでき配列から主柱穴と思われる。P5ほ

深さ3艶m P6は深さ約mで　主柱穴の間に位置していることから補助柱穴と思われる。P7ほ深さ抽mで，

南壁の貯蔵穴寄りに位置していることからタ　出入り口施設に伴うピットと思われる。

ピット土層解説

Pl i　暗褐色　ロームブロック中量芦　炭化粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
3　褐　　色　ロームブロック中量

P2　1黒褐色　ロームブロック少数焼土粒子0炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　褐　　色　ロームブロック中量

P3　1暗褐色　ロームブロック少亀焼士粒子0炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　褐　　色　ロームブロック中最，炭化粒子微量

色
色
色
色
色
色
色
色

褐
褐
　
褐
　
　
褐

黒
暗
褐
暗
褐
褐
暗
褐

1

‥

′

一

つ

l

）

　

1

　

り

一

‥

J

 

l

　

リ

」

1

1

　

　

　

　

一

．

H

　

　

　

　

　

ハ

h

I
）
　
　
　
　
　
l
）
　
　
　
　
　
P

ロームブロック少量，炭化粒子微量
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

ームブロック少量，炭化粒子微量

－ムブロック中量夕　炭化粒子微量
－ムブロック少乳　炭化粒子微量
－ムブロック少量夕　炭化粒子微量
－ムブロック中義

一ムブロック少量，炭化粒子微量
－ムブロック中量，炭化粒子微量

貯蔵飛　南西コーナー寄りに位置している。長軸接触恥短軸粥欄の長方形で深さ鮎cmである。底面は平坦でタ

壁は直立している。

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック少鼠　ローム粒子の炭化粒子微量

4　黒褐色　ロームブロックの炭化粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック少鼠　焼土粒子微量

覆豊　6層に分屈されラ　レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ロームブロックの焼土粒子の炭化粒子微量　　　　4　黒褐色　ロームブロック0炭化粒子少量，廃土粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少亀炭化粒子微量　　　　　　5　暗褐色　ロームブロック少亀焼土粒子0炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少亀焼土粒子の炭化粒子微量　　6　黒褐色　ロームブロックe焼士粒子も炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器射撃301点夕須恵器片13息　臼玉33息勾玉1息双孔閂板2息ガラス小玉温息鉄

鉱1点が出土している。これらの遺物はタ主に壁際の覆土下層から床面にかけて出土している。185は斜位の

状態でタ188は士圧でつぶれた状態で出土しタ186⑳M2は床面からタ　摘鵬P5内から横位の状態で夢19鵬P

3内からQ摘6　双孔円板　は㌘2内からそれぞれ出土している。削3～摘2　臼玉　は南壁付近と北壁付近

の覆土下層から床面にかけて散在した状態で出土している。また　Q蟻4　ガラス小玉　は炉3の覆土を水洗

選別し検出したものである。
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第73図　第21号住居跡実測図
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所見　本跡は，一辺が10mほどの大形住居である。壁溝と間仕切り溝をもち，複数の炉は赤変硬化しているこ

とから，長期間使用された住居と推測される。床面の炭化材は，覆土の状況や出土位置から住居廃絶に伴い投

棄されたものとみられる。時期は，覆土下層及び床面から出土した土器から判断して，中期（5世紀復業）と

思われる。

0　　　　　　　　　　10cm

l i l
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の。166

第74図　第21号住居跡出土遺物実測図
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第別号住居跡出土遣物観察表（第74図）

鵬 極 別 器 種 口径 器高 底径 胎 土 ！ 色 調
焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出十位置 備　 考

185　 土師器 j不 13．9 6．1 5．0
長石痛 英 i 赤褐

普通 休部外面へラ磨き誹 面剥敵 底部へラ書き有り年」。 南壁際床面 100％ PL 23

186　 土師器 杯 13．6 6．1 4．2 長石 e石英や雲母　 明赤褐 普通 目線部横ナデ，体部外面へラ削り誹 面へラ磨き。 北壁寄り床面
85％　 pL23

188　 土師器 餐 14．1 23．0 私8
長石 か雲母藤 色　 にぷい褐
粒子 普通

日録部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラナデ 0輪積

み痕。
北壁寄り床面 95％　 p L23

外 面煤付着

19車 師器
ミニチュア 軋4 2．7 4．3

長 石菟 英普 可 頼 褐 普通 体部内湖 面ナデ，外面指頭痕。 P 5 内 9 5％

19 1 匝 恵器
杯 ［10。3〕 （2．8） －

長石　 i 灰 良好 口縁部ロタロナデ。 P 3 内 5 ％

192　 須恵器 魂 ［12誹 （1．ゴ）
長石　 巨 ブ黒

良好 口縁部ロタロナデ，頸部に4本の櫛歯状工具による波状文。南壁際床面・

S「受7
5％

TP2車 師器
杯 … （5．6） …

長石名 薬 i 赤 普通 目線部横ナデ，体部内0外面ナデ，外面砥石転用痕 東側壁構内

T P2車 師器 捧 － （1．7） －
長石濱 英 ！ 橙 普通 底部へラ書き有り「三」。 覆土

番 号 器　 楯 長 さ （径 ） 幅 （乳 径 ） 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

Q 131　　 臼 玉 0．4 8 0．18 0．36 0 ．1 滑 石 側 面 は 円筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 南 壁 寄 り床 面 P l．31

Q 13 2　　 臼 玉 0。4 5 0 ．18 私 4 0。12 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ，片 面 穿 孔 。 南 壁 寄 り床 面 P L31

Q 13 3　　 臼 玉 0。45 0 ．18 0．31 0．09 滑 石 側 面 は 円 筒 状 夕片 面 穿 孔 。 南 壁 寄 り床 面 P L31

Q 1 34 臼 玉 0 。48 0．18 0 ．35 0．0リ 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 南 壁 寄 り床 面 PL 31

Q 1 35 臼 玉 0 。45 私 は 0 。25 0。0 8 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 南 壁 寄 り床 面 PL 31

Q 13 6 臼 玉 0。45 0．18 0．5 0．13 滑 石 側 面 は 円 筒 状 テ 片 面 穿 孔 。 南 壁 寄 り床 面 PL3 1

Q 13 7 臼 玉 0．4 8 0．18 0．36 0．日 滑 石 側 面 は 円筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 南 壁 寄 り床 面 PL3 1

Q 13 8 臼 玉 0．5 0。18 0．32 0．1．4 滑 石 側 面 は や や 太 鼓 状 ， 片 面 穿 孔 。 南 壁 寄 り床 面 PL3 1

Q 13 9 臼 玉 0．48 0．15 0 ．3 私 08 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 中 央 部 床 面 P L31

Q 1 4 0 日 工 0。55 1 0も22 0 83 0。13 滑 石 側 面 は 太 鼓 状 夕片 面 穿 孔 。 中 央 部 床 面

Q 141 臼 玉 0．5 0。2 0 ．5 （0 。21） 滑 石 側 面 は 円 筒 軋 片 面 穿 孔 。 北 壁 寄 り床 面

Q l4 2 臼 玉 0 ．4 0。18 0．3 0．0 9 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 北 壁 寄 り床 面

Q l43 臼 玉 0．5 0．22 0 ．35 0 」I 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 北 壁 寄 り床 面

Q l司
臼 玉 0 ．58 0．15 0．2 5 0．09 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 北 壁 寄 り床 面

Q 145 臼 玉 0．4 2 0．18 0．2 5 0．05 滑 石 側 面 は 円 筒 状 言 †面 穿 孔 。 北 壁 寄 り床 面

Q 146 臼 玉 0．58 0 ．2 0．3 五 日 滑 石 側 面 は 太 鼓 状 ， 片 面 穿 孔 。 北 壁 寄 り床 面

Q 147 臼 玉 0。52 0 ．2 0．35 0．14 滑 石 側 面 は や や 太 鼓 状 ， 片 面 穿 孔 。 北 壁 寄 り床 面

Q 148 臼 玉 0 ．4 0 ．12 0．25 0 ．06 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ，片 面 穿 孔 。 北 壁 寄 り床 面

Q 14 9 臼 玉 0．48 0 ．15 0 ．32 0 ．1 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ，片 面 穿 孔 。 東 壁 寄 り床 面

Q 150 臼 玉 0 ．48 0 ．15 0 ．22 0．09 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 東 壁 寄 り床 面

Q 151 臼 玉 0 ．4 4 0．15 0 ．33 0．1 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 東 壁 寄 り床 面

Q 152 臼 玉 0．4 8 0．16 0．35 （0．1．） 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 南 壁 寄 り床 面

Q 153 臼 玉 0．5 0 ．2 0．2 0．09 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 南 壁 寄 り床 面

Q 154 臼 玉 0．5 0 ．2 0．26 0」 滑 石 側 面 は 円筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 南 壁 寄 り床 面

Q 155 臼 玉 0．5 0．2 0．3 0．16 滑 石 側 面 は 円筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 南 壁 寄 り床 面

Q 156 臼 玉 0 ．4 0 ．18 0．3 0 ．08 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ，片 面 穿 孔 。 中 央 部 床 面

Q 157 臼 玉 0 ．5 0 ．15 0 ．3 0 ．13 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ，片 面 穿 孔 。
南 東 コー ナ ー

部 床 面

Q 158 臼 玉 0．5 0．18 0 ．32 0 ．12 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 南 壁 寄 り床 面

Q 159 臼 玉 0．5 0．18 0．3 0．14 滑 石 側 面 は や や 太 鼓 状 ， 片 面 穿 孔 。 南 壁 寄 り床 面

Q 160 臼 玉 0．45 0．15 0 ．15 （0．0 3） 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 一 部 欠 損 。 中 央 部 床 面

Q 161 臼 玉 0．5 0 。2 0．3 0．13 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 南 壁 寄 り床 面

Q 162 臼 玉 0．5 0．18 0．3 0．12 滑 石 側 面 は 円筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 南 壁 寄 り床 面

P L31

Q 1 63 臼 玉 （0．48 ） 0．18 0．25 （0 ．05） 滑 石 側 面 は 太 鼓 状 ， 片 面 穿 孔 。 1／2 欠 損 。 覆 土

Q l司
小 玉 0．35 0 ．15 0．28 私 07 ガ ラ ス ブ ル ー 。 側 面 は 太 鼓 状 。 炉 3 覆 土
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番号 器　 種 長さ（径） 幅（孔径） 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 165 双孔円板 3，3 3．4 0．3 5．85 滑石 孔径 0．2 。表面横位 ・裏面斜位 の研磨。 西壁寄 り床面 PL32

Q l 双孔円板 （1．7） 2．3 0．2 （1．08） 滑石 孔径 0．1。両面斜位の研磨。一部欠執， P 2 内 PL 32

Q 167 勾玉 （4．4） （2．3） 0．6 （6．55） 滑石 基部欠損。C 字形。両面縦位 の研磨。 南壁寄り床面 PL32

M 2 嫉 （4．3） （5．3） 0．5 （7．8） 鉄 長三角形の短頸錬。腸挟有 り。 南壁寄り床面 P13 2

第23号住居跡（第75・76図）

位置　調査3区北部のD5j2区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　長軸5・76m，短軸4・35mの長方形で，主軸方向はN－90－Wである。壁高は22～40cmで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。南壁の貯蔵穴寄りに，馬蹄形状に踏み固められた部分を確認した。

可　　oi

A22．6m

一竃≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡＝三㌢
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第75図　第23号住居跡実測図
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炉　2か所。炉1はほぼ中央部に位置している。長径54cm，短径37cmの楕円形で，床面を13cmほど皿状に掘り

くぼめた地床炉である。炉床は火熱を受け，赤変硬化している。炉2は東壁際に位置している。径56cmほどの

円形で，床面を4cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。炉床は，わずかに赤変硬化している。

炉1土層解説
1暗赤褐色焼土ブロック少量，炭化粒子微量

炉2土層解説
1暗赤褐色焼土ブロック中量，炭化粒子微量

2　暗赤褐色焼土ブロック中畳，炭化粒子微量

ピット　主柱穴及び出入り口ピットの配列を考えて床面と遺構の外側を精査したが，確認できなかった。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置している。長径81cm，短径74cmの楕円形で，深さ56cmである。底面は平坦で，

壁は外傾している。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

覆土　5層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック微量
3　暗褐色　ロームブロック少量

4　褐　　色　ロームブロック中量

5　極暗褐色　炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片616点，須恵器片1点，球状土錘9点，刀子1点が出土している。これらの遺物は，

遺構全体の覆土中層から床面にかけて破片の状態で出土している。TP27は覆土下層から，193・194・M3は

床面からそれぞれ出土している。DP2～10は覆土下層から床面にかけて散在した状態で出土している。

所見　本跡は，屋内に柱穴を掘り込まない中形の住居跡である。南側に近接して存在する第24号住居跡とは規

模や形状が類似し，同様の球状土錘も出土している。時期は，床面から出土した土器から判断して，中期（5

世紀後菓）と思われる。

？　！　讐m

二、∴、

第76図　第23号住居跡出土遣物実測図

第23号住居跡出土遺物観察表（第76図）

く≦∋。，。

番 可 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

19 3 土 師 器 杯 ［14．0 ］ 4．7 4．0 石 英 ・雲 母 赤 褐 普 通 口綾 部横ナデ，休部外 面ナデ ，内面へラ磨 き。 中 央 部 床 面 65％
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番号 種別 極 種 恒 幻 翫 底可　 胎 士 i 色 可 焼成！　 手 法 の 特 徴 出土位置 i 備 考

194 蛸 可　 庫 「つ 鋼 可 拓 掛 軸　 赤 i普通桓臍面8底部へラ削頼 面へラ磨き。 中央部床面 桓

TP27 須恵器　　 婆　　　　　 （6J） …　長石　　　　　　　 灰　　 普通　外面綻位の平行叩き，内面指頭痕。 中央部下層　 登離 然酢

番号 器　 種 長さ（径中 綿 L径） 摩 可 重 量 材 質 ！　　 特　　　 徴
出十位置 備　 考

BP2 球状士錘
も5　 日 ・5 24　 巨 錮 土製　 匝 片面穿孔。′一部欠損。

北壁寄り下層 PL30

肝3 球状土錘
2e中　 05 203　 日 4・0 土製　 桓 片面穿孔。

中央部床面 PL30

PP4 球状士錘
2む6　 日 や5 205　 巨 ・1 土製　 匝 片面穿孔。

中央部床面 PL30

鮮5 球状士錘
3・0　 日 ・6 2も5　 い め4 土製　 匝 片面穿孔 上下面へラ削り。

西壁寄り床面 PIJ30

評6 球状土錘
2お目 ・5 2・4　 巨 4p8 土製　 巨デ 片面穿孔。

酋壁寄り下層 PL30

評7 球状士錘
キ5　 日 ・5 2・3 ！ 12や3 土製　 匝 片面穿孔。

酋壁寄り床面 PL30

DP8 球状士錘
2e中 ・5 2も4　 日 2・8 土製　 匝 片面穿孔。 酋壁寄り床面 PL30

PP9 球状土錘
（2・5） 「 錮 2・5　 「 囲 土製　 巨デ誹 面穿孔。1／3遺存。

中央部床面

りPlO 球状土錘
（3や1日 （1・3） 「 佃 ） 土製　 匝 片面穿孔。1／4遺存。

北壁寄り下層

M 3 ノ」子 賂糾　 い ゆ7 0・4　 「 舶 鉄　 匝先部空損誹 関0
東壁寄り床面

第2線考住居跡（第77～79図）

位置　調査3区北部のE5C2区に位置し，平坦な台地上に立地している。第23号住居跡の南側に位置し，出

入り口部は　それぞれ向かい合う位置に構築されている。

規模藍形状　長軸5。66mタ　短軸3。82mの長方形でト登酪方向はN＋鱈⊥Wである。壁高は34～射cmでタ　各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。北壁際の出入り口付近から貯蔵穴にかけて，踏み固められたローム士の高まりがある。

炉　2か所。炉招ま中央部の東寄りに位置している。長径鵬cm　短径53cmの楕円形で，床面を4cmほど皿状に

揺りくぼめた地床炉である。炉2は中央部の南寄りに位置している。長径95cm，短径77cmの楕円形，床面を6

cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。どちらの炉床もタ　火熱を受け赤変硬化している。

炉1土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，焼士粒子微量

炉2土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック中量，焼土粒子0炭化粒子微量　　　　2　暗赤褐色　焼士ブロックぁローム粒子少量

だッ睦　Plは深さ19cmで，北壁際の貯蔵穴寄りに位置していることから，出入り口施設に伴うピットと思わ

れる。

貯蔵究　北東コーナー部に位置している。径70cmほどの円形でタ　深さ29cmである。底面は平坦で，壁は緩やか

に外傾している。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量 2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

覆土　9層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒　　色　ロームブロック微量

3　極暗褐色　ロームブロック少量
4　黒褐色　ロームブロック微量
5　暗褐色　ローム粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子微量
7　黒褐色　ロームブロック。廃土粒子e炭化粒子微量
8　黒褐色　ローム粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子少量

遺物出立状況　土師器片3朋ノ民　須恵器片2点，臼玉1点，勾玉1点，球状士錘7点，鉄鉱1点のほか，流れ

込んだ縄文土器片1点が出土している。これらの遣物は，東側を中心とする覆土から出土している。覆土下層
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から床面にかけての土器は，破片の状態のものが多い。196は覆土下層から破片が散在した状態で出土してい

ることから投棄されたものとみられる。195は床面から土圧でつぶれた状態で出土している。DPll～16は覆

土下層から床面にかけての壁際に散在した状態で，DP17は貯蔵穴の底面から出土している。

所見　本跡は，出入り口部分を北壁側にもつ住居跡である。北側に近接して存在する第23号住居跡とは規模や

形状が類似し，同様の球状土錘も出土している。時期は，覆土下層及び床面から出土した土器から判断して，

中期（5世紀後菓）と思われる。

A22．6m

可　　uI

8　　」L22．。m

第77図　第24号住居跡実測図

第78図　第24号住居跡出土遺物実測図（1）

2m

トl－一・一十－1
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DPl6　　　　　　DP17

第79図　第24号住居跡出土遺物実測図（2）

第24号住居跡出土遺物観察表（第78・79図）

：ミ‾II

DP14　　　く］⊂ゝ

◎

⊂コ

⊂〕

Q168

Q169

「．　聖m

9　　　　2㌣

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

195 土師器 椀 15．8 6．9 － 長石・石英・雲母
にぷい赤褐 普通 ロ縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ磨き。

北東壁寄り床

面

90％　 PL23

196 土師器 餐 16．6 （6．4） － 長石・石英・雲母 にぷい橙 普通
口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ。

南東壁寄り下

層
5 ％

197 土師器 襲 （14．8） 7．1 長石・石英・雲母 にぷい橙 普通 休部外面へラ削り後，ヘラ磨き，内面へラナデ・指頭軋
中央部下層か
ら床面

25％

番 号 器　 種 長 さ（径 ） 幅 （孔 径 ） 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

DPll 球 状 土 錘 2．5 0．5 2 ．0 12 ．6 土 製 ナデ ，片 面 穿孔 。 南東 壁 際床 面 PL 30

DP12 球 状 土 錘 2．7 0．4 2 ．3 11．6 土 製 ナデ ，片 面穿 子し 南東 壁 際床 面 PL 30

DP13 球 状 土 錘 2，7 0．5 2 ．3 14 ．2 土 製 ナデ ，両 面穿 孔。 南東 壁 際下 層 PL 30

DP14 球 状 土 錘 2．5 0．5 2 ．8 14．0 土 製 ナデ ，片 面穿 孔。 南東 壁 際中層 PL 30

DP15 球 状 土 錘 3．4 0．5 3 ．0 30 ．7 土 製 ナデ ，片 面穿 孔。 東壁 際 下層 PL 30

D P16 球 状 土 錘 3．4 1．0 3 ．0 29 ．5 土 製 ナデ ，片 面穿 孔。 北壁 際 下層 PL 30

DP17 球 状 土錘 2．8 0．6 2 ．7 2 1．0 土 製 ナデ ，片 面穿 孔。 貯蔵 穴 底面 PL 30

Q l 臼玉 0．52 0 ．15 0 ．32 0 ．12 滑 石 側 面は 円筒状 ，片 面穿 孔。
北西 壁寄 り中

層

Q 16 勾 玉 3 ．3 2．1 0．6 6．0 5 滑 石 孔径 0．15 。 C 字 形 。両 面斜 位 の 研 磨。
西コー ナー 部

下層

M 4 嫉 （14．5 ） 0．8 0．2～ 0．4 （8．2） 鉄 柳菓 式 の長 頸 鉄 。株 箆 被 ，茎 部 の端 部 欠 損。 北 東 壁 際中層 PL 32
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第兆号住居跡（第80～83図）「第22集」参照

位置　調査3区北部のIて」把区に位置し，、出仕な台地上に立地している、なお，本跡の西仙部分は，昭和57

年度に第摘号住居跡として調査されている。

重複関係　東壁の一部を第87号士坑に揺り込まれている。

規模と形状　長軸軋（‖111，短軸7．58111の方形で，主軸方向はNl一一一一9㌧一Wである、、、壁高は・11ト封川で、糾桂と

も外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，炉の付近がよく踏み固められている。壁溝はタ　北壁を除き一部に認められる。また，北壁側

と東壁側の床面には焼土塊が広範囲に堆積し資　壁際から中央部に向かって倒れている炭化材が検出された。

焼土塊土層解説
i　暗褐色　焼士ブロックの炭化粒子中量

2　暗赤褐色　焼士ブロック中量，炭化物少量
3　にぷい赤褐色　焼士ブロック0炭化物中量

4　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子の炭化粒子微量
5　黒褐色　炭化物少量ブ　ロームブロックも焼上粒子微量

炉　3か所。炉はいずれも中央部の北寄りに位置している。炉　は長径花cm　短径飢cmの楕円形で，床面を6

cmほど皿状に揺りくぼめた地床炉である。炉床は火熱を受けタ　赤変硬化している。炉2ほ長径43cmブ　短径35cm

の楕円形夕　炉3ほ長径64cm言短径銅服の楕円形である。床面上を炉床としぎ　火熱を受け赤変硬化している。3

つの炉は隣接して確認されていることからラ　炉2の3ほ炉且に付随するものとみられる。

炉1～3土層解説
1　暗赤褐色　廃土ブロック少量，炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土ブロック中量プ　炭化粒子微量

3　暗赤褐色　焼土ブロック少量芦　ローム粒子の炭化粒子微量

ピット　7が所、、I）：「＼P7は既に1甘告済みである、．、Plは深さ70用，P2。3は深さ約5こhll，Plは深さ（＿う（）

撒で芦　配列から主柱穴と思われる。

ビット土層解説　廿l・L日日が
1　暗褐色　ロームブロック少量芳　炭化物微量
2　暗褐色　ロームプロッタ中量，炭化粒㌢微量

3　暗褐色　ロームプロッタ少量，炭化粒子微量

覆土　6層に分層される。、第10　2層は，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である、＿、第3el層は幸一ム

ゾ「トソクを，第5　0　6層は址上ゾロ、ソクや炭化材を多く含′／Lでいることから人ノ‰堆積である。＿、

土層解説

1　黒褐色　ロームブロックも焼士粒デーの炭化粒子微量　　　　　4　暗褐色　ロームブロックの焼土粒子少量ク　炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量夕　廃土ブロックの炭化粒子微量　5　褐　　色　ロームブロックの廃土ブロック多量，炭化粒子少量
3　暗褐色　ロームブロック中量夕　炭化粒子少量，焼土粒子微量　6　暗褐色　ロームブロックの廃土ブロックを炭化材中量

－　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　　　・・

礫付点のほか，縄文十器1点が出上している、二し　これらの遣物は，主に北壁際の床L症から集中して出上している、、

巨〕8＼20圧し198。巨・）9e202020：弓が斜位の状態で，2（）002011は日工で／つぶれた状態でそれぞれ床面から出上し

ている、＿一、．．七た，Q封7e Q218（双孔円板）は北東二卜一十一一部の床面から，Q17（ト17・1仕口1）は肘i一朝ミの床面

からそれぞれ出上している．、、Q175、215（日に），Q216（ガラス小口，炭化米（土　焼上部分から床面にかけ

ての覆土を水洗選別し検出したものである。

所魔　前回の調査でタ　北西魯南西コーナー部に貯蔵穴が確認されている。今回の調査では　北東側の壁際の床

面から炭化材や焼上が多量に出土した焼失住居であることが確認された∴圭た，北埴際から完彬の土器が多く

出土しタ　北寄りの炉と北壁の間には土器の保管場所があったものと推測される。時期はタ　壁際の床面から出土

した土器から判断して　中期　は世紀複葉）と思われる。

…83－



£

第80図　第25号住居跡実測図（1）
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第81図　第25号住居跡実測図（2）
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第82図　第25号住居跡出土遣物実測図（1）
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第83図　第25号住居跡出土遺物実測図（2）

第25号住居跡出土遣物観察表（第82・83図）

番 口 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

198 土師 器 坪 12．6 5 ，9 － 長 石 ・石 英 ・雲 母 にぷ い 橙
普 通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラナデ。 北壁 際 床 面 95 ％　 PL 23

199 土 師 器 杯 14．7 6 ．4 長 石 ・石 英 ・雲 母 にぷ い橙 普 通
口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面ナデ，底部へラ
書き有り。

北東 壁 際 床

面

100％ P L23

200 土 師 器 杯 14．8 5 ．5 4．4
長 石 ・雲 母 ・赤 色
粒 子

赤 普 通
口縁部横ナデ！体部外面へラ磨き，内面ナデ，底部へラ削り，

ヘラ書き有り。
北壁 際 床 面 85％

20 1 土 師器 坪 15．0 5 ．7 4．2 長 石 ・石 英 ・雲 母 橙 普 通 口緑部横ナデ，体部内・外面へラ磨き，底部へラ削り。 北 壁 際 床 面 80 ％　 PL 23

202 土 師器 椀 14．7 8 ．0 6．7 長 石 ・石 英 ・雲 母 にぷ い橙 普 通 体部外面ナデ，内面へラナデ，底部内面へラ書き有り「≠」。北 壁 際 床 面 1∝）％ PL 24

203 土 師器 椀 12 ．4 8．2 6 ．4
長 石 ・雲 母 ・赤 色
粒 子

赤 褐 普通
口縁部横ナデ，体部内・外面へラナデ，底部内面へラ書

き有り「＼」。
北 壁 際 床 面 100％ PL 24

204 土 師器 至E 15．3 3 1．1 6 ．8 長 石 ・石 英 ・雲 母 にぷ い橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面へラナデ。 北 壁 際 床 面 60％　 PL2 3

205 土 師器 小 形 餐 9．6 （11．4） － 長 石 ・石 英 ・雲 母
黒 褐 普通 ロ縁部横ナデ，体部内・外面へラナデ。

北 壁 ・南 東 部

下 層
50％

TP 28 土師 器 杯 （2．7 ） 長 石 ・石 英 に ぷ い黄 橙 普通 底部へラ削り・ヘラ書き有り。 北 壁 際床 面

番 ロ 器　 種 径 孔　 径 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

Q 170 臼玉 （0．42 ） （0 ．18） 0．2 （0 ．03） 滑 石 側 面 は円筒 状 ，片面 穿 孔。 1／2 欠損 。 東 壁 寄 り床 面

Q 171 臼玉 0．5 0 ．13 0．15 0 ．13 滑 石 側 面 は太 鼓 状 ，片面 穿 孔。 東 壁 寄 り床 面 PL3 1

Q 172 臼玉 0．48 0 ，18 0．32 0 ．12 滑 石 側 面 は円筒 状 ，片面 穿 孔。 東 壁 寄 り床 面 PL3 1
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番一に可　 器 種
i 径 巨 L 径 i 厚 さ i 重 量 ！ 材 質 i　　 特　　　 徴 目 地 位置 ！ 備 考

Q ユ7
3i 巨 e4 巨 か2 巨 ・4 巨 ・那 i 滑石 桓 冊 筒状誹 面穿孔。 匝 壁寄り床面 ipL3 1

Q 17
4！ 臼玉 巨 ・5 ！ 0・2 巨 935 i o・12 i 滑石 恒 は円筒状，片面穿孔 匝 壁寄娘 面 ipL3 1

Q 17
5！ 臼玉 巨 848 i o・16 巨 も35 巨 ・14

滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土 PL31

Q 17
6i 臼玉 巨 も32 i oe18

0．34 0」 滑石 側面は太鼓状，片面穿孔。 覆土 Pl．31

Q i77　　 臼玉 0．42 0．2 0．38 0．07 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土 PL31

Q 178　　 臼玉 私4 0．18 0．22 0．04 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土 PL31

Q 179　　 臼玉 0．4 0．2 0．32 0．07 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土 PL3 1

Q 180　　 臼玉 0．5 0．18 0．31． け1 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 18‾1　　 臼玉 私4 0」7 0．2 0．06 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 182　　 臼玉 0．5 0．2 0。31 0．1 滑石 側面は太鼓状プ片面穿孔。 覆土

Q 183 臼玉 0．52 0．18 0．3 0．14 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 184 臼玉 0．5 0．18 0．32 0．14 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 185 臼玉 0．45 0．18 0．35 0．13 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 186 臼玉 0．39 0．18 0．33 私08 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 187 臼玉 0．4 0．2 私2 0．05 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 188 臼玉 0．4 0．2 0．32 私05 滑石 側面はやや太鼓状，片面穿孔。 覆土

Q 189 臼玉 0．1 0．19 0．2 0．05 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q l蛸） 日工 私4 0．21 私4 0．09 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 191 臼玉 0．5 0．16 0．3 私09 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 192 臼玉 0．42 0．1＿8 0．3 0．07 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 193 臼玉 0．4 私18 0．3 0．1 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 194 臼玉 0．35 0．14－ 0．2 絶03） 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 195 臼玉 0．4 0．18 0．3 0．08 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q l抜i 臼玉 0。5 0．18 0．32 0．13 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 197 臼玉 私4 0．18 0．24 0．05 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 198 臼玉 0．38 0．16 0．2 0．04 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆 土

Q 199 臼玉 0．38 0．15 0．25 0．03 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 2可
臼玉 0．36 0．．15 0．28 0．04 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 201 臼玉 0．48 0．18 0．36 0．15 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 20 臼玉 0．5 0．18 0．3 0．12 滑石 側面はやや太鼓状，片面穿孔。 覆土

Q 20 臼玉 （0．4） （0．14） 0．25 （0．02） 滑石 側面は円筒帆 片面穿孔。1／3 遺存。 覆土

Q 2 臼玉 0．32 0．12 0．2 0．03 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

PL32

Q 20司
臼玉 0．36 0．14 0．26 0．04 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 2尋
臼玉 0．4 0．13 0．2 0．04 滑石 側面はやや太鼓状，片面穿孔。 覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

北東 コーナー
部床面

Q 204
臼玉 0．32 0。12 0．3 0．06 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。

Q 20司 臼玉 0．4 0．18 0．16 0．05 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。

Q 2司
臼玉 0．41 0．14 0．3 0．09 滑石 側 面は円筒状，片面穿孔。

Q 210 臼玉 0．4 0．2 0．3 0．06 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。

Q 211 臼玉 0．55 0．18 0．2 0．11 滑石 側面は太鼓状，片面穿孔。

Q 2ほ 臼玉 0．42 0．18 0．3 0」 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。

Q 213 臼玉 5．3 0．16 0．35 0．15 滑石 側面は太鼓状，片面穿孔。

Q 214 臼玉 0．5 0．2 0．41 0．11 滑石　　 イ則面は円筒状，片面穿孔。

Q 215 臼玉 0．48

1．8

0．2

2．0

0．35 0．14 滑石　　 イ則面は円筒状，片面穿孔。

Q 216 小玉 － （0．07） ガラス　 享炎いブルー。細片のため重量のみ記載。　　 ス

Q 217 双孔円板 0．2 1．5 滑石 孔径 0．15。両面横位の研磨。　　　　　 、

Q 218 双孔円板 1．8 2．1 0．3 2．1 滑石　　 子L径 0．15。両面斜位 の研磨。　　　　 ∃ヒ東 コーナー p
部床面 L32

ー87－



第邦号住居跡（第8射85図）

位置　調査3区南部のI十王が区に位置し，平坦な台地上に立地している、

規模と形状　一辺6。9mはどの方形でタ　主軸方向はN－20－Wである。壁高は35～53cmで，各壁とも外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，主柱穴を結んだ中央部と出入り口付近が，よく踏み固められている。壁溝は，南西コーナー

部と北壁中央部を除いて巡っている。、また，南西コーナー部付近の床面から焼土塊が出土しているJ

炉　中央部の北寄りに位置している。長径75clll，短径5二IcIllの楕円形で，床面を8eIllほど皿状に掘りくぼめた地

床炉である。炉床は火熱を受け，わずかに硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック8炭化粒子少量 2　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

ピット　5か所。I）1。1－）2。l）二日ま深さ5「、6：：1clll，I）3は深さl：－10clllで，配列から主柱穴と思われる．I）5は

深さ60cmで，南壁寄りの中央部に位置しタ　斜めに堀り込まれていることから，出入り口施設に伴うピットと思

われる。

ピット土層解説（各ヒ、、′卜虹通）

1　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子中量

3　黒褐色　ローム粒子ゆ焼土粒子の炭化粒子微量

貯蔵穴　北壁際の中央部に位置している。長軸89cm，短軸76cmの隅丸長方形で，深さ49cmである。底面は

平坦で，壁は外傾している。

貯蔵穴土層解説

1　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量　　　　　　　　　　4　極暗褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子も炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　極暗褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
3　極暗褐色　炭化物少量，廃土ブロック0ローム粒子微量　　　　6　暗褐色　ローム粒子少量

覆豊　8層に分層される。レンズ状に堆積した自然堆積であるがタ　第4◎5層は焼士粒子や炭化材を含んだ層

であり，埋没過程において土器片とともに投棄された人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼士粒子微量

2　黒褐色　ロームブロックe焼土ブロック微量
3　黒　　色　焼士粒子少量8ロームブロック微量
4　極暗褐色　ロームブロック少量

5　黒褐色　ローム粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子少量，炭化物微量
7　暗褐色　ローム粒子少量

8　黒褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片321点，臼玉6点，礫1点が出土している。これらの遣物は，主に南西コーナー部付

近の覆土中層から床面にかけて破片の状態で出土している。210は覆土下層から，208◎209は床面から，206は

貯蔵穴内からそれぞれ出土している。207は床面と貯蔵穴内から出土した破片が接合したものである。Q220～

224は南西コーナー部の床面からまとまって出土している。

所見　本跡は，ほぼ南北に主軸をとり南壁側に出入り口施設をもち，貯蔵穴が北壁際の中央部に位置する住居

形態である。南西コーナー部付近から検出された焼士及び土器は，出土状況から住居廃絶に伴い投棄されたも

のとみられる。時期は，床面及び貯蔵穴から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。

…88…
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第84図　第26号住居跡実測図
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第85図　第26号住居跡出土遣物実測図

第26号住居跡出土遣物観察表（第85図）

‾‾：‾‾ll：l：＿l

0　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　；＿　　」

・き－　卜三・・薫や

⊂）（D Cココ　①汐
Q222

1二、l．．‥l Cフ
Q219　　Q220　Q221

◎　④

⑦四　歴訪
Q223　　Q224

2cm

ヒ＝二＿←二∃

番号 種別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　調 焼成 手　 法　 の　特　 徴 出土位置 備　 考

206 土師器 杯 ［12．1］ 6．1 5．5 長石・雲母 にぷい褐 普通 口綾部横ナデ，休部外面ナデ・輪積み痕，内面へラ磨き。貯蔵穴内 55％

207 土師器 椀 13．1 10．1 5．4 長石・石英・雲母 赤 普通
口綾部横ナデ，休部外面へラ磨き，内面へラナデ，底部

へラ削り。

北壁床面・貯
蔵穴内 95％　PL24

208 土師器 土甘 9．7 （10．5） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通
口綾部横ナデ，体部内・外面へラナデ。 北壁寄り床面45％

209 土師器 埋 ［7．6］ 8．1 4．4 長石・石英・雲母 にぷい橙 普通 休部外面へラ磨き，内面ナデ・輪積み痕 南壁寄り床面40％

210 土師器 甑 ［18．5］ 15．9 4．0
石英・雲母・赤色

粒子
橙 普通 口縁部外面指頭痕，休部外面へラ削り後，ヘラ磨き，内

面へラナデ後，ヘラ磨き。

南西コーナー

部下層
40％

番号 器　 種 径 孔　 径 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q a 9 臼玉 0．41 0．14 0．22 0，07 滑石 側面は太鼓状，片面穿孔。 北壁寄り床面

臼玉 0．58 0．15 0．34 0．16 滑石 側面は太鼓状，片面穿孔。
南西コーナー

部床面

Q 221 臼玉 0．52 0．15 0．24 0．1 滑石 側面は太鼓状，片面穿孔。
南西コーナー

部床面

臼玉 0．54 0．18 0．2 0．07 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。
南西コーナー

部床面

Q 臼玉 0．42 0，16 0．22 0．05 滑石 側面は円筒状，片面穿子し 覆土

Q 22 臼玉 0．52 0．16 0，3 0．15 滑石 側面はやや太鼓状，片面穿孔。 覆土

第27号住居跡（第86～88図）

位置　調査3区南部のE4j6区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　長軸6．43m，短軸5．33mの長方形で，主軸方向はN－300TWである。壁高は19～24cmで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，出入り口付近から中央部にかけてよく踏み固められている。壁溝は，東コーナー部を除いて

ー90



巡っている。また，間仕切り溝が南東壁・南西壁・北西壁から各1条ずつ確認され，長さ65～100cm，幅15～

25C皿の溝状で，深さ8～10cmである。いずれも壁際から中央に向かって延びている。また，北東壁と平行に炭

化材が出土し，南東壁際付近には焼土塊が認められる。

3

第86図　第27号住居跡実測図
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炉　2か所。炉1は中央部の北西寄りに位置している。長径94cm，短径80cmの楕円形で，床面を6cmほど皿状

に掘りくぼめた地床炉である。炉2はほぼ中央部に位置している。径40cmほどの円形で，床面を4cmほど皿状

に掘りくぼめた地床炉である。炉1の炉床は，火熱を受け赤変硬化し，長期間使用していたと思われる。炉2

の炉床は，わずかに赤変している程度である。

炉1・2土層解説

1　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量

3　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

ピット　5か所。Plは深さ29cm，P2～P4は深さ48～59cmで，配列から主柱穴と思われる。P5は深さ34

cmで，南西壁の貯蔵穴寄りに位置していることから，出入り口施設に伴うピットと思われる。

貯蔵穴　東コーナー部に位置している。長軸97cm，短軸73cmの長方形で，深さ62cmである。底面は平坦で，壁

は直立している。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

覆土　5層に分層され，不自然に堆積した人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
5　褐　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片476息　須恵器片1点，双孔円板1点，刀子1点，炭化米1粒が出土している。こ

れらの遺物は，主に北西壁から南西壁の壁際から出土している。211・214・215・220・Q225・M5は，覆土

下層から床面にかけてそれぞれ出土している。212・213・217～219・224は，212・218・219が逆位の状態で，

213が斜位の状態で，217・224が横位の状態でそれぞれ床面から出土している。221・225は貯蔵穴の底面から

出土している。

所見　本跡は，覆土の状況や床面に炭化材及び焼土塊が認められることから，焼失住居と考えられる。時期は，

床面及び貯蔵穴から出土した土器から判断して，中期（5世紀後薬）と思われる。

⑳

ノ胤
第87図　第27号住居跡出土遣物実測図（1）
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第88図　第27号住居跡出土遺物実測図（2）

第27号住居跡出土遺物観察表（第87・88図）

＿「「　二

219

10cm

L＋＋＋I　　．」

番 口 種 別 器 種 口径 器 高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

2 11 土師器 杯 13．4 5．4 3．7 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ロ縁部横ナデ，休部外面・底部へラ削り，内面ナデ。 南東壁際下
層 100％ P L24

2 12 土師器 杯 14．7 5，8 4．1 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口緑部横ナデ．体部外面ナデ・輪積み痕，内面へラナデ。南東壁際下
層 95％

213 土師器 杯 ［14．4］ 5．3 4．3 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面剥脱 東コーナー部
床面 65％

2 14 土師器 杯 ［15．0］ 4．6 5．0 長石・雲母 にぷい橙 普通
口綾部横ナデ，休部外面へラ削り，内面ナデ，底部へラ
書き有り。

北西壁寄り下
層

40％
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番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼可　　 手 法 の 特 徴　 i 出土位置
備　 考

2i5 土師器 椀 1．私4 リ．† 4。1 長石の石英の雲母 赤 普通　 口縁部横ナデ，体部外面へ到鵬誹 面剥離。 東側下層から
床面 70％　 f・〕1．24

216 土師器 高杯 － 6．6 †1．二 長石 の石英e雲母 橙 普通 桓 外面へラ磨き湖 面へラ轄 舶 轄
中央部下層 40％

217 土師器 高坪 － 絡9） － 長石も石英 8雲母 赤褐 普通 桓 外面ナデ潤 へラ轄 3つの途中孔酌 。 極 東寄 媚 面
30％

218 土師器 川 （脇 0） 4．6
石英の雲母の赤色
粒子 赤褐 普通　 体部外面へラ磨き誹 面ナデタ底部へラ削り。 東 コーナー部

床面 70％

21．9 土師器 壷 17．3 （14．5） － 表有・石英・実母 にぷい橙 普通　 口縁部横ナデ，休部外面ナデ誹 面剥敵
東 コーナー部
床面 30％

220 土師器 ーここ土ご互E 18．8 （12．7） － 長石 の石英0雲母 にぷい橙
普通 口舶 横轄 体部外面へラ削り，内面へラげ 〇　 露 ナ 部 20％

221 土師器 小形婆 13。4 16．0 6．8 長石の石英の雲母 にぷい橙 普通 語 璧㌫ 志 讐部外面へラ削り後，ヘラ磨き湖 面へラ貯蔵穴底面 95％　 pL 24

222 土師器 小形餐 15．4 11．2 ［4．1］長石。雲母 赤 普通　 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラナデ。 東 コーナー部

下層
55％

22∠隻 土師器 甑 20．0 30．5 ＆0 長石 。石英0雲母 にぷい赤褐
普通 譜 讐 霧 舶 外面へラ削り歓 へラ磨き載積城 北コーナー部

床面
90％　 pL24

22 5 土師器 甑 22．4 18．8 5．8 長石の石英 の雲母 にぷい橙 普通 欝 横ナデ誹 部外面へラ削摘 面へラナデ戦 貯蔵 穴底面 100％ pL24

番号 器　 種 長 さ（径） 幅（孔径） 厚 さ ！ 重 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 225 双イL廿板 2．8 3．0
0・3 i 3・96

滑石 孔径載2 。両面斜位 の研磨。 南西壁際下層 PL32

M 5 刀子　 カ （7。5） 1．0
Oeト 003 日 507）

鉄 刃先部欠損。刀身部に木質付着。 北東壁際下層

第28号住居跡（第89◎90図）

位置　調査3区南部のE射8区に位置しタ　平坦な台地上に立地している。

規模た形状・…一辺208mほどの方形で，主軸方向はNつ40…Wである。壁高は9～23cmでタ各壁とも緩やかに

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

炉　中央部の北寄りに位置している。長径72cm，短径50cmの楕円形で床面を3cmほど皿状に掘りくぼめた地床

炉である。炉床面はやや凹凸で，火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化物微量 2　暗赤褐色　焼土ブロック中亀　炭化物微量

ピット　主柱穴及び出入り［「ピットの配列を考えて床面と遺構の外側を精査したが，確認できなかった。

覆土　3層に分層されタ　不自然に堆積した人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ロームブロックe焼土ブロックの炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，廃土粒子。炭化粒子微量

3　暗褐色　廃土ブロック少亀　ローム粒子の炭化粒子微量

遺物出立状況　土師器片50息礫1点が出土している。遣物の出土量は少なく，ほとんどが嚢の細片である。

226は逆位の状態で227とともに床面から出土している。

所見　本跡は，屋内に柱穴を振り込まない小形の住居跡である。時期は，床面から出土した土器から判断して，

中期（5世紀後菓）と思われる。
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第89図　第28号住居跡実測図
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第90図　第28号住居跡出土遺物実測図

第28号住居跡出土遣物観察表（第90図）

0　　　　　　　　　　　1m
．－　　　－・－一一　　　　一　　　　　・－　　一一－1　　　　　1

番月種別 器種 口径 器高底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

226 土師器 椀 10．7 7．1 6．3 長石・石英・雲母 赤 普通口縁部横ナデ，体部外面ナデ，内面へラナデ。北東コーナー
部床面 95％　PL25

227 土師器 小形襲［12，6］5．4 － 長石・石英・雲母 にぷい橙 普通口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ。
南西コーナー
部床面 10％

第29号住居跡（第91・92図）

位置　調査3区南部のF4b8区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　長軸3．4m，短軸2．61mの長方形で，主軸方向はN－160－Wである。壁高は8～14cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，南東コーナー付近から中央部にかけてよく踏み固められている。

炉　中央部のやや北寄りに位置している。長径82cm，短径69cmの楕円形で，床面を32cmほど皿状に掘りくぼめ

た地床炉である。炉床は火熱を受け，赤変硬化している部分が厚いことから，長期間使用していたと思われる。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量 2　暗赤褐色　焼土ブロック中量
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ピット　3か所。Plは深さ20cmで北東コーナー部に位置している。壁際に位置していることから壁柱穴と思

われる。P2は深さ32cm，P3は深さ14cmで，どちらも性格は不明である。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は西壁際中央部に位置している。長径90cm，短径46cmの楕円形で，深さ40cmである。

底面は平坦で，西側の壁はやや内傾している。貯蔵穴2は北西コーナー部に位置している。長径69cm，短径61

cmの楕円形で，深さ61cmである。底面は平坦で，壁は直立している。

貯蔵穴1土層解説
1　黒褐色　ロームブロック微量

2　極暗褐色　ローム粒子微量
貯蔵穴2土層解説
1　極暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子微量
5　灰褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　暗褐色　ロームブロック少量

覆土　5層に分層される。覆土全体に土器の破片が散在していることから，人為堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片653点，二枚貝片が出土している。これらの遺物は，全体の覆土から破片が重なり合

うように出土している。土器片は壷・襲類の体部片が多く，出土状況から一括投棄されたとみられる。228～

231はそれぞれ床面から出土し，投棄時のものと思われる。228は第30号住居跡の床面から出土した破片と接合

している。また，貯蔵穴2の灰状の覆土中から二枚貝片が出土している。

所見　本跡は，屋内に柱穴を掘り込まない小形の住居跡である。288のように南側に近接する大形の第30号住

居跡から出土している破片との接合関係から，両者はほぼ同時期に廃絶されたものと推測される。時期は，床

面から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。

④
＿旦＿

第91図　第29号住居跡実測図
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第92図　第29号住居跡出土遺物実測図

第29号住居跡出土遣物観察表（第92図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

228 土師 器 杯 ［12．1］ 4．8 長 石 ・雲母 赤褐 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラ磨き。 南東部床面・

SI－30
10 ％

2 29 土師 器 互巨 （11．5） 9．0 長石 ・石英 ・雲母 にぷい黄橙 普通 休部外面・底部へラ削り，内面へラナデ。
貯蔵穴 1 ・2 底
面

40％

230 土師器 呈E ［14．2］ （8．5） － 石英・雲母 黄橙 普通 口縁部横ナデ，休部外面ナデ，内面へラナデ・輪積み痕。中央部床面 5 ％

2 31 土 師器 甑 ［23．4］ （9．4） －
石 英・雲母・赤色

粒子
にぷい赤褐 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り・輪積み痕 内面へラ

ナデ。 中央部床面 15％

第30号住居跡（第93～95図）

位置　調査3区南部のF4e7区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　北壁一部を，第84・86号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸7．96m，短軸7．7mの方形で，主軸方向はN－210－Wである。壁高は30～45cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，出入り口付近と炉の周囲がよく踏み固められている。壁溝は，南壁際と西壁際の一部に認め

られる。また，間仕切り溝が東壁に1条，南壁に1条，西壁に3条確認され，いずれも壁際から中央に向かっ

て延びている。長さ55～145cm，幅15～20cm，深さ9～12cmである。南壁の間仕切り溝はP3と連結している。

また，東壁付近から広範囲に広がる焼土と，中央部に向かって倒れている炭化材が出土している。

炉　2か所。どちらも中央部の北寄りに位置している。炉1は長径94cm，短径77cmの楕円形で，床面を7CⅡlほ

ど皿状に掘りくぼめた地床炉である。炉2の長径は現存で60cm，短径52cmの楕円形で，床面を5cmほど皿状に

掘りくぼめた地床炉である。炉床は火熱を受け，赤変硬化している。

炉1・2土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
2　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

3　暗赤褐色　焼土ブロック中量

4　暗赤褐色　焼土ブロック中量
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第鍼園　第3号住居跡実測図は）

⑳　　　　　　　　頂m

l　一　一　、－＿＿l

9　　　　　　　　　　　　　　　　2m』

ピッ睦　7か所。P且～P射ま深さ53～63cmでタ配列から主柱穴と思われる。P5は深さ37cmでタ南壁の貯蔵

穴寄りに位置していることからプ出入り口施設に伴うピットと思われる。P6ほ深さ18cmでP7は長径2関。mタ

短径38cmの長楕円形で，深さ15cmである。どちらも性格は不明である。

ビット土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ロームブロック微量
3　暗褐色　ロームブロック少量

貯蔵飛　南東コーナー部に位置している。長径摘艶m短径は玩mの楕円形で深さ飢cmである。底面は平坦でタ

壁は緩やかに外傾している。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ロームブロック微量

2　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物も焼土粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子の焼士粒子少量，炭化物微量
5　黒褐色　ローム粒子微量

覆土10層に分層されク第1層～6層はレンズ状に堆積した自然堆積である。第7層～9層はタ炭化材や焼士

ブロックを多く含んだ層でプ不自然に堆積した人為堆積である。第用層は　P7の覆土である。

土層解説

1　黒　　色　廃土ブロック0ローム粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック微量
3　黒褐色　ロームブロックの廃土ブロック微量
4　暗褐色　ロームブロック少量，焼士ブロック微量
5　黒褐色　ローム粒子少量

6　極暗褐色　ロームブロック少量

7　黒褐色　炭化材中量，廃土ブロック少量
8　暗赤褐色　炭化材の焼土ブロック中量

9　暗褐色　ロームブロック中量，廃土粒子の炭化粒子微量
用　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

遺物出羞状況　土師器片吊弧蕪，須恵器片2息　臼玉7息双乳閂板且息砥石2息球状士錘4点が出土

している。こられらの遣物は，全体の覆土下層から床面にかけて破片の状態で出土している。破片の多くは壷魯

婆類である。貯蔵穴の覆土上層から下層にかけてタ土器片が重なり合うように出土していることから一括投棄
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されたとみられる。233～237・Q226～229・Q233・234・DP18～21は覆土下層から床面にかけて出土してい

る。232は貯蔵穴の底面から正位の状態で出土している。また，235は第29号住居跡の床面から出土した破片と

接合したものである。

所見　本跡は，一辺が8mほどの大形の住居跡である。土器や焼土の堆積状況から，住居廃絶時に土器片を投

棄し，その後焼却していると推測される。第29号住居跡出土の土器との接合関係から，両者は同時期に廃絶さ

れたものと考えられる。時期は，覆土下層及び床面から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思

われる。

‾‾「l「‾＿

ヽ

OC：＝⊃〇

三l t＿＿＿＿十＿＿jM

第95図　第30号住居跡出土遣物実測図

三二二圭二
［コ　　。2。5

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一　一l十I lll」

◎◎⑬◎㊥◎◎
四（国昭狙皿　園　⊂エコ万国
Q226　Q227　Q228　Q22g Q230　　Q231　Q232

9　　　　　2㌣

ー100－



第30号住居跡出土遣物観察表（第95図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出十位置 備　 考

232 土 師器 杯 15．4 5．0 － 長石 8石 英や雲母 にぷい橙 普通 日録部横ナデ誹 部外面へラ削り，内面へラ磨き。 貯蔵穴底面 100％　 P IJ25

233 土師 器 杯 14．2 （5．1） － 長石ゆ石英。雲母 赤 普通 目線部外面8体部内を外面へラ磨き，体部外面へラ削り。中央部下層 90％　 pL 25

234 土師 器 林 ［11．2〕 賂 0） 長石 e雲 母 0赤 色
粒 子

明赤褐 普通 臼腐部横ナデブ体部外面へラ削り，内面ナデ。 北西コーナー
部下層 15％

2 35 土師器 高坪 ［2 1．2］ （14．5） 長石も石英。雲母 赤褐 普通 日録部横ナデ，玉柏β外面ナデ誹 面へラ磨き，脚部外面

へラ磨き誹 面ナデ。
中央部下層 30％

23 6 土 師器 川 〔9．31 （9．0） － 長石の雲母 赤褐 普通 口線部横ナデ藩 部外面へラ磨き，内面ナデさ輪積み痕。東壁寄 り下層 20％

237 土 師器 餐 ［13湖 （6．7） － 長石 0雲 母 にぷい黄橙 普通 口縁部外面横ナデ，体部外面パケ澗 整 内面ナデ・輪
積み痕。

北東コーナー

部下層
10％

番号 器　 種 長さ（径） 幅（孔径） 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

D P18 球 状土錘 2．3 0．5 2．1 10 ．9 土 製 ナデ，片面穿孔。 南西部下層

DP 19 球 状士錘 2．5 0．7 2．7 1生6 土 製 ナデ誹 一面穿孔。 北西部下層

DP20 球 状土錘 2．6 0．5 2．7 14．2 土 製 ナデ誹 面穿孔。 北西部下層

DP21 球 状土錘 （2．6） 0．4 2．7 （7．15） 土製 ナデ，片面穿孔言／2欠損。 東壁寄 り床面

Q 22 臼玉 0．4 2 0．18 0．2 0．06 滑石 側面は円筒軋 片面穿娠 南東コーナー
部下層

Q 227 臼玉 私4 0．2 0．3 0．07 滑石 側面は円筒軋 片面穿孔 東壁寄り下層

Q 2尋
臼玉 0．48 0．2 0．4 0．14 滑 石 側面は円筒状，片面穿孔。 東壁寄り下層

Q 2尋
臼玉 0．45 0．15 0．2 0．0 6 滑 石 側面はやや太鼓晩 片面穿孔。

南東 コーナー

部下層

Q 3 4
日工 私4 0el＿6 私3 0．0 5 滑 石 側面は円筒状，片面穿孔 覆土

Q 3 1 臼玉 0．71 0．18 私28 0．26 滑石 未製品 片面穿孔。 覆土

Q 232 臼玉 0．6 5 0。18 0．28 0」」 滑石 未製品。片面穿孔。 覆土Q 232 臼玉
l

0．6 5
i

0。18
l

0．28
i

0」」
！

l 滑石 ！未製品〇片面穿孔〇 l覆 土
！

Q 23 双孔円板 （2．1） 2．5 0．35 ほ 42） 滑石 孔径 0．2。両面斜位の研凰 一部欠鑑 中央部下層 P L32

Q 4
砥 石 軋8 3．0 1．4 3私2 凝灰岩 孔径 0．3～ 0．4。断面は長方形で，2孔を穿っ8 提げ砥カ。 北西コーナー

部 卜層 P L32

Q 2滋 砥 石 （4．0） （2．3） （2．1） （27．4） 凝灰岩 断面は四角形。砥面4面。 覆土

第別号住居跡（第96◎97図）

位置　調査3区南部のF4g5区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　北壁と東壁のほとんどは削平されている。床面の広がりから判断して，長軸3。33恥　短軸2。59m

の長方形と推定され，主軸方向はN－90－Wである。南壁と酋壁の壁高は8～11cmで，ともに緩やかに外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦でタ　中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に位置している。遣存状態が悪く，火床面とその周囲の床面から粘土粒子をわずかに確認した。

火床面は北壁の中央部に位置し，わずかに赤変している。

ピット　主柱穴及び出入り口ピットの配列を考えて床面と遺構の外側を精査したが，確認できなかった。

覆土　2層に分層される。覆土は薄く明確に断定できないが，含有物から判断して自然堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック。廃土粒子・炭化粒子微量　　　　　2　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　出土遺物は少なく，土師器片29点が出土している。238は土圧でつぶれた状態で，239は横位の

状態で，いずれも床面から出土している。

所見　時期は，床面から出土した土器から判断してタ　後期（6世紀後半）と思われる。
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第96図　第31号住居跡実測図

第97図　第31号住居跡出土遺物実測図

第31号住居跡出土遺物観察表（第97図）

番号・種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

238 土師 器 壌 － （9．1） 7．9 長 石 ・雲母 明赤褐 普通 休部外面・底部へラ削り，内面ナデ。 中央部床面 4 0％

239 土師 器 甑 29．4 25．7 8 ．5
長 石 ・石英・雲母

・赤色粒子
にぷい橙 普通

ロ縁部横ナデ，休部外面へラ磨き後，ヘラ削り，内面へラ
ナデ。 西壁寄り床面 70％　 PL2 7
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第32号住居跡（第98・99図）

位置　調査3区南部のF410区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　長軸3・74m，短軸3・12mの長方形で，主軸方向はN－180－Wである。壁高は5～12。mで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から北西壁側がよく踏み固められている。

炉　2か所。炉1は中央部の北東寄りに位置している。長径62C恥短径52cmの楕円形で，床面を3。mほど皿状

に掘りくぼめた地床炉である。炉2は中央部のやや南寄りに位置している。径30cmほどの円形で，床面を2。m

ほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。どちらも炉床は火熱を受け，赤変硬化している。

炉1土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炉2土層解説

1暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量　　　　　　　1暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量

ピット　3か所。Plは深さ31cm，P2は深さ35cmで，壁際に位置していることから主柱穴と思われる。P3

は深さ33cmで，東壁寄りの中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと思われる。Pl・P2の配列

を考えて床面と遺構の外側を精査したが，対応するピットは確認できなかった。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は南東コーナー部に位置している。長径138cm，短径70cmの楕円形で，深さ60。皿である。

底面は平坦で，壁は緩やかに外傾している。貯蔵穴2は南西コーナー部に位置している。長径108cm，短径62

cmの楕円形で，深さ42cmである。底面は平坦で，壁は外傾している。

可YU！Q／

l
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第98図　第32号住居跡実測図
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貯蔵穴1土層解説
1黒　　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化物微量
3　黒褐色　ローム粒子微量

貯蔵穴2土層解説
1　黒　　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ロームブロック中量
5　暗褐色　ロームブロック微量
6　黒褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量
5　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

覆土　5層に分層される。覆土は薄く明確に断定できないが，ローム粒子を主体とした自然堆積と思われる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

3　黒褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量
5　褐　　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片165点，礫2点が出土している。これらの遺物は，全体の覆土下層から床面にかけて

出土している。土器は，壷・餐類の破片が多い。240・241は床面から出土している。242は貯蔵穴1の底面か

ら出土している。

所見　本跡は，複数の炉と貯蔵穴をもつ長軸が4mほどの小形の住居跡で，出入り口施設は東壁側に位置して

いる。時期は，床面及び貯蔵穴から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。

0　　　　　　　5cm

l＿＿　＿；＿＿＿」

第99図　第32号住居跡出土遣物実測図

第32号住居跡出土遺物観察表（第99図）

番 ロ 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

240 土 師器 杯 14．4 6 ．6 － 長 石 ・石 英 ・雲 母
にぷ い橙 普通 ロ緑部横ナデ，体部内・外面へラ磨き，底部へラ削り。 北 壁 寄 り床 面 95％　 PL25

24 1 土 師器 餐 ［17．2］ （23．2 ） － 長 石 ・石 英 ・雲 母 灰 褐 普通
ロ縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラナデ ・輪積

み痕

西 壁 ・東 壁 床
面

35％ 外 面煤
付 着

242 土師 器 嚢 ［16 ．4］ （23．9 ） 長 石 ・石 英 ・雲 母 にぷ い赤 褐 普通
口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ後，ヘラ

磨き。
貯 蔵 穴 1底 面

35％ 外 面煤
付 着
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立ち上がっている。

床　ほぼ平坦でタ　竃の手前から出入り口施設にかけてよく踏み固められている。壁溝は東壁から南壁にかけて

認められる。

竃　北壁中央部に位置している。規模はタ　楽日部から煙道部まで1蟻cm　両袖部幅粥cmである。壁外への振り

込みは34cmである。袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は床面と同じ高さ

の平坦面をそのまま使用し，火熱を受けて赤変硬化している。煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がっ

ている。

竃土層解説
1　褐　　色　ローム粒子の廃土粒子少量
2　暗赤褐色
3　暗褐色

4　暗赤褐色
5　にぷい赤褐色

（う　暗　勘　色

7　暗褐色

焼土プロ

焼土プロ

廃土粒子

廃土プロ

焼士プロ

焼士粒子

ック少量，炭化物微量

ックぁ炭化物中量夕　粘土粒子の砂粒少量
ゆ粘土粒子の砂粒少量，ローム粒子微量
ックの粘土粒子e砂粒少量夕　炭化物微量
ックe粘土粒子さ砂粒微量
凋占士粒子ゆ砂粒微量

8　極暗褐色　焼土ブロック少量，粘土粒子ゆ砂粒微量

9　暗褐色　焼土ブロックゆ粘土粒子0砂粒少量

用　にぷい赤褐色　焼土ブロック中暴き　炭化粒子微量

il　にぷい黄褐色　粘土粒子の砂粒軒鼠　焼土ブロック微量

12　灰褐色　粘土粒子e砂粒中量男　ローム粒子微量

13　にぷい黄褐色　粘土粒子の砂粒多義ク　ローム粒子少量

l、　　　‥、一　、　．　　′　　、J・　　－　′ノー　ノ・・　　　　　　－　・′　　　・・　′、　、　．jl　　　′

中央部に位置していることから，出入り仕施設に伴うど、ソトと思J）れる。

覆豊　5層に分層される。レンズ状に堆積した自然堆積を基本とする。第3層はプ　炭化物や焼土ブロックを多

く含む不自然な堆積状況であることからタ　投棄されたものと思われる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロックの炭化物の焼士粒子少量

2　黒褐色　ロームブロック中量，炭化物の焼土粒子少量
3　黒　　色　炭化物多量，焼土ブロック中毒しロームブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
5　暗褐色　ロームブロック8廃土粒子少量

遺物出藍状況　土師器片器息　須恵器片6点　臼玉6点　土製小玉は点　土製支脚1点　礫用点き　炭化米温

粒のほかき　流れ込んだ縄文土器片6点が出土している。これらの遺物はタ　主に全体の覆土中層から床面にかけ

てと竃内から出土している。24～銅は　竃付近の床面からそれぞれ出土している。247は北西コーナー部の

床面から斜位の状態で出土している。248◎249啓Q236～239e DP22はタ　覆土下層から床面にかけてそれぞれ

出土している。DP23～33（土製小玉）はタ竃内の覆土下層から出土している。またタQ240⑳Q2射（臼玉）

と炭化米は，床面付近の覆土を水洗選別し検出したものである。、

所見　本跡は，竃内から土製小玉は点が出土し資　住居廃絶に伴い意図的に廃棄したか竃祭祀的な行為があった

ことが推測される。また，南東コーナー部の炭化材は，覆土中層から下層にかけての出土で，住居廃絶後に投

棄されたものとみられる。時期はプ竃付近及び壁際の床面から出土した土器から判断して　後期　摘世紀後半）

と思われる。
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第100図　第33号住居跡・出土遣物実測図
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第101園　第33号住居跡出土遣物実測図

第33号住居跡出土遺物観察表（第100・101図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

243 土 師器 杯 ［13．2 ］ 4．4 － 長 石 ・石 英 ・雲 母 にぷ い褐 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ。 竃 付 近床 面 90％　 PL 25

244 土 師器 ゴ不 ［13．6 ］ 4．5 －
長 石 ・石 英 ・雲 母 黒 褐 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ。 竃 付 近床 面 40％

245 土 師器 杯 ［11．4 ］ （4．9 ） － 長 石 ・雲 母
にぷ い黄 褐 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ。 竃 付 近床 面 45％

246 土 師器 杯 14 ．2 4．7 － 長 石 ・石 英 ・雲 母 にぷ い褐
普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラ磨き。 竃 付 近床 面 100％　 p L25

247 土 師器 杯 12．6 4．7 － 長 石 ・石 英
にぷ い橙 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラナデ。

北 西 コーナ ー
部 床 面

100％

248 土 師器 高杯 ［13．4 ］ （7．6 ） － 長 石 ・石 英 ・雲 母
にぷ い橙 普通

口縁部横ナデ，師部・脚部外面へラ削り，杯部内面へラ

ナデ。

南 東 コーナ ー
部 床 面

30塊

249 土 師器 小 形 嚢 ［16．0］ （8．9 ） － 長 石 ・石 英 ・雲 母 灰 褐 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラナデ。
北 東 コーナ 二

部 下 層
40％

番 号 器　 種 長 さ（径 ） 幅 （孔 径 ） 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

D F2 2 支 脚 （18．1） （7．1） （5．4 ） （656．2 ） 土 製 ナ デ ，被 熱 痕 有 り。 中央 部 床 面

Df）23 小 玉 0．7 0．15 0．6 0．37 土 製 ナ デ ，片 面 穿孔 。 竃 内

DP24 小 玉 （0．7） （0 ．2） 0．6 （0．16） 土製 ナ デ ，片 面 穿 孔。 1／2 欠 損 。 竃 内

DP 25 小 玉 （0．7） （0．18） 0．65 （0．15） 土製 ナ デ ，片 面 穿孔 。 1／2 欠損 。 竃 内

肝瓢 小 玉 0．7 0 ．1 0．65 0 ．3 土 製 ナ デ ，片 面 穿孔 。 竃 内

DI習7 小 玉 0．75 0 ．1 0．58 0．36 土 製 ナ デ ，片 面 穿孔 ，上 下へ ラ削 り。 竃 内

DP28 小 玉 0．7 0 ．1 0．6 2 0．35 土製 ナ デ ，片 面 穿 孔，上 下へ ラ削 り。 竃 内

肝盟 小 玉 0．63 0 ．1 0．52 0．23 土製 ナ デ ，片 面 穿孔 。 竃 内

DP30 小 玉 0．6 0 ．1 0．5 0．18 土 製 ナ デ ，片 面 穿 孔。 竃 内

－107－



番号　 器 種 ！長さ雁） 轡 周 巨 畑 中 重 量
材　 質 特　　　　　　 徴 出土髄 つ　 備 考

的　 中玉　 巨 滅 0・l i o・58 ！ 0・19
土製 ナデ，片面穿孔。 竃内　 ！

胴 2　 小玉　 巨 ・7 鋸 8 i oも中 ・24－
土製 ナデ，片面穿孔。 竃内　 i

甑　 小玉　 巨 ・9 0や1 日 ・02　 日 ・53
土製 ナデブ片面穿孔。 竃内　 ！

Q 2蔦　　 臼玉　　　　 且7 0。21　　　　 0。55　　　　 私3 滑石 側面はやや太鼓状ク片面穿孔。 北東コーナー
部床面

Q 3 7　　 臼玉　　　　 私8 0．2　　　　　 0．61　　　　 私4 滑石 側面はやや太鼓状ク片面穿孔。 北東コーナー
部床面

Q隷　 臼玉　 巨 ・7 0。ほ　 い ・6　 日 ・34
滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 中央部如 月

Q 3 9　 臼玉　 巨 065 や2　 日 ・4日 ・24
滑石 側面はやや太鼓状，片面穿孔。 南壁寄り床面

Q 24司　 臼玉　 「 齢 紅2日　 0・6　 巨 細
滑石 側面は腎筒状「片面穿孔。1／2欠損。 覆土

Q 241 臼玉　 「 柄 i o・48　 日 哺 滑石 側面は円筒状。1／3遺存。 覆土　 ！

第鍼考住居跡（第102⑳且03図）

位置　調査4区南部のH射1区に位置しタ　平坦な台地の南端部に立地している。

規模藍形状・良鍬日独恥短軸3も44mの長方形でタ　主軸方向はN…30－Eである。壁高は14～35服でタ　各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦でタ　中央部がよく踏み固められている。

炉　中央部の東寄りに位置している。長径76cm，短径62cmの楕円形で，床面を2cmほど血状に振りくぼめた地

床炉である。炉床は，わずかに赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量 2　赤褐色　廃土ブロック中亀　炭化物のローム粒子微量

ぽッ睦　2か所。P　は深さ2翫mで　南壁の貯蔵穴寄りに位置していることから，出入り口施設に伴うピット

と思われる。P2は深さ50cmで，性格は不明である。

ピット土層解説

1褐　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量 2　褐　　色　ロームブロック中量

貯蔵宍　南東コーナー部に位置している。長径74cm，短径52cmの楕円形で，深さ購cmである。底面は皿状でプ

壁は外傾している。

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　ロームブロックや焼土粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量プ　炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土　6層に分層されプ　レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1・黒褐色　焼士粒子e炭化粒子少量，ロームブロック微量
2　黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロックe焼士粒子微量
3　暗褐色　ロームブロックの炭化物少量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック少量，焼士粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物少量，焼士粒子微量
6　暗褐色　ロームブロック少量，廃土粒子の炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片目29息礫24点のほか，流れ込んだ縄文土器片6点が出土している。これらの遣物は，

主に東側部分の覆土上層から床面にかけ出土している。覆土上層の土器は，内◎外面が黒色処理された杯の破

片などで，後世の流れ込みとみられる。250～254は覆土下層から床面にかけて出土している。

所見　本跡は，南東コーナー部に貯蔵穴を有する小形の住居跡である。時期は，覆土下層及び床面から出土し

た土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。
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第103図　第34号住居跡出土遣物実測図
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第34号住居跡出土遣物観察表（第103図）

番号 種 別 器 種 日経 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

250 土 師器 杯 12．4 6．3 － 長石 e石 英・雲母 橙 普通 ［磯部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラナデ。 中央部床面 80％　 P L25

251 土師 器 高坪 － （8．5） － 長石も石英 の雲母 にぷい橙 普通 脚部外面へラ磨き。 中央部下層 ！25％

桓2 52 土師器 こ土ご互E 1＆8 （説9） － 長石・石英・礫 にぷい赤褐 普通 日録部横ナデ。 東壁際床面

2 53 土師器 窺
－ （23．7） 7．1 石 英 8雲 母 褐 普通 体部外面き底部へラ削り後，ヘラ磨き誹 面へラナデ。 南東部床面 35％

25∠窒 土師器 小形婆 ［11。5］ 13．1 4。5 長 石 0石 英の雲母 にぷい赤褐 普通 口縁部横ナデ，体部外面8底部へラ削り誹 面へラナデ。 中央部下層か
ら床面 30％

第請考住居跡（第用～用図）

位置　調査4区南部のI3g6区に位置している。台地の南端部に立地し，遺構の西側は傾斜している。

規模と形状　長軸5。07mタ短軸4・67mの方形でタ主軸方向はN－160…Wである。壁高は45～75cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，出入り口付近から中央部にかけてよく踏み固められている。出入り口部分にはタ馬蹄形に構

築されたローム土の高まりがある。壁溝は，北東コーナー部に認められる。また，各壁際から中央部に向かっ

て広がる焼土と，不規則に倒れている炭化材が出土している。

炉　2か所。炉1は中央部の北寄りに位置している。長径102cm，短径58cmの楕円形で，床面を4。mほど皿状

に掘りくぼめた地床炉である。炉2はほぼ中央部に位置している。長径34cmタ短径27cmの楕円形で，床面をH

Cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。どちらも，炉床は火熱を受けて赤変硬化している。

炉1土層解説

1暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化物少量，ローム粒子微量　　2　暗赤褐色　焼土ブロック中亀炭化粒子微量
炉2土層解説
1　暗赤褐色　廃土ブロック少量，炭化粒子微量

だット　7か所。Pl～P4は深さ57～64cmでタ配列から主柱穴と思われる。P5は深さ16。m，P6は深さ24

cmで，南壁寄りの中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと思われる。P7は深さ10cmで，

性格は不明である。

貯蔵宍　3か所。貯蔵穴1は北西コーナー部に位置している。長軸1舶cm，短軸93cmの長方形で，深さ45。mである。

底面は平坦で，壁は緩やかに外傾している。貯蔵穴2は東壁際の中央部に位置している。長軸1糾C恥短軸119

cmの長方形で，深さ57cmである。底面は平坦で，壁は直立している。貯蔵穴3ほ南西コーナー部に位置する。

径62cmほどの円形で，深さ46cmである。底面は皿状で，壁は外傾している。

貯蔵穴1土層解説

1黒褐色　ロームブロックe焼土ブロックe炭化物少量
2　暗褐色　ロームブロック・焼士ブロック。炭化物少量

3　暗褐色　焼士ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
貯蔵穴3土層解説

l　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子。炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，廃土粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物8焼土粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック少量

覆土16層に分層される。第1の2層はレンズ状に堆積した自然堆積である。第3～H層は，焼士ブロック◎

炭化物を多く含み，不自然に堆積した人為堆積である。第12～16層は貯蔵穴2の覆土である。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック。焼士ブロック微量

2　暗褐色　ロームブロック少量，焼士ブロック・炭化物微量
3　黒褐色　焼士ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック・炭化物・焼土粒子中量

5　極暗褐色　焼土ブロックe炭化物中量，ロームブロック微量
6　褐　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量

7　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
8　暗褐色　ロームブロック・焼士ブロック中量

9　暗褐色　ロームブロック中量，焼士粒子少量
10　暗褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
11暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子少量

12　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
13　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
14　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
15　暗赤褐色　廃土ブロック中量，炭化物少量
16　褐　色　ロームブロック中量，焼士粒子・炭化粒子微量
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第104図　第35号住居跡実測図（1）
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第105図　第35号住居跡実測図（2）
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遺物出土状況　土師器片603点，須

恵器片1点，臼玉1点，石製紡錘車

1点，砥石1点，炭化米5粒が出土

している。これらの遺物は，全体の

覆土上層から床面にかけて出土して

いる。覆土上層の土器は，内・外面

が黒色処理された杯などで，後世の

流れ込みとみられる。覆土下層から

床面にかけては，土器片とともに焼

土と炭化材が広がっている。255・

256・258～260・Q243・Q244は，

覆土中層から床面にかけてそれぞれ

出土している。257・261は床面から

正位の状態で出土している。また，

炭化米とQ242（臼玉）は焼土及び

覆土下層の土を水洗選別し検出した

ものである。

所見　本跡は，覆土の状況や床面から炭化材及び焼土が認められることから，焼失住居と思われる。炭化材は，

屋根に使用した垂木材や梁または桁の部材と考えられる。時期は，覆土下層及び床面から出土した土器から判

断して，中期（5世紀末葉）と思われる。

「．＝‘＿‘‾

第106図　第35号住居跡出土遣物実測図（1）
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第107図　第35号住居跡出土遺物実測図（2）

第35号住居跡出土遺物観察表（第106・107図）

一院－
「二コ．［；ニフ

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

2 5 5 土 師 器 杯 1 4 ．6 6 ．4 長 石 ・石 英 ・雲 母 赤 普 通 口縁 部横 ナデ，体部外 面ナデ，内面へ ラナデ。 北 西 コー ナ ー
部 床 面

10 0 ％　 P L 2 5

2 5 6 土 師 器 杯 1 3 ．8 5 ．4 石 英 ・雲 母 明 赤 褐 良 好 口縁部 ・休部内面へラ磨き，休部外面へ ラ削り。 北 西 コ ー ナ ー
部 床 面 8 0 ％　 P L 2 5

2 5 7 土 師 器 杯 ［15 ．2］ 5．6 長 石 ・石 英 ・雲 母 黒 褐 普 通 口縁酢 休 部内 面へ ラ磨き，休部外面へ ラ削り。 北 西 コ ー ナ ー
部 床 面 7 5 ％　 P L 2 5

2 5 8 土 師 器 褒 ［2 3 ，2］ （17 ．5） 長 石 ・石 英 ・雲 母 に ぷ い 橙 普 通 口綾部横ナデ，体部内 ・外面ナデ，内面輪積み痕。 中 央 部 中 層 15 ％

2 5 9 土 師 器 小 形 療 1 1．7 （7．5） 長 石 ・石 英 ・雲 母 に ぷ い 赤 褐 普 通 口綾 部横 ナデ，体部外 面ナデ ，内面へ ラナデ。 南 壁 際 ・貯 蔵

穴 2 2 0 ％

2 6 0 土 師 器 ミニチュア 8．0 4 ．4 長 石 ・石 英 ・雲 母 明 赤 禍 普 通 椀形。口縁部横 ナデ，休部外 面へ ラ磨き，内面へ ラ削り。 北 壁 際 下 層 9 5 ％

2 6 1 須 恵 器 杯 10 ．4 4 ．6 － 長 石 ・石 英 ・雲 母 オ リー ブ 灰 普 通 口綾部 ・体部ロクロナデ，底 部左 回転 へラ削り。 北 西 コー ナ ー
部 床 面 10 0 ％　 P L 2 6

番 号 器　 種 長 さ （径 ） 幅 （孔 径 ） 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

Q 2 臼 玉 （0．5 8 ） （0．2 ） 0．2 1 （0 ．0 6 ） 滑 石 側 面 は 円 筒 状 ， 片 面 穿 孔 。 1／2 欠 損 。 貯 蔵 穴 2 覆 土

Q 2 紡 錘 車 4 ．6 0 ．8 1 ．0 3 3 ．2 滑 石 円 錐 台 形 。 表 面 に 鋸 歯 文 の 線 刻 。 西 壁 寄 り床 面 P L 3 2

Q 2 筋 砥 石 （6 ．5） 4．3 4 ．3 （10 0 ．3 ） 安 山 岩 断 面 は 四 角 形 。 砥 面 1 面 。 凹 石 転 用 。 南 壁 際 床 面

第36号住居跡（第108・109図）

位置　調査5区南部のI4fl区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。また，本跡の東側部分が調

査区域外に延びている。

規模と形状　東側部分が調査区域外に延びているため，南北軸3．28m，東西軸は最大で4．43mだけ確認され，

長方形と推定される。主軸方向はN－150－Wである。壁高は32～42cmで，各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，南壁から竃の手前にかけてよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に位置している。規模は，焚口部から煙道部まで98cm，両袖部幅104cmである。壁外への掘り

込みは23cmである。袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。床面から9cmほど掘り込

んで，ローム土を主体とした褐色土を充填し火床面としている。その上面は火熱を受けて赤変硬化している。

－113－



煙道は，火床部から外傾した後，急に立ち上がっている。

竃土層解説
1　灰褐色
2　明赤褐色
3　黒褐色
4　暗褐色
5　赤褐色

6　明赤褐色

粘土粒子
焼土プロ
焼土プロ
焼土プロ
焼土プロ

焼土プロ

・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
ック少量，炭化物微量
ック・粘土粒千・秒粒少量，炭化粒子微量
ック中量，炭化物少量

ック中量，炭化粒子微量
7　褐　　色　ロームブロック多量

8　にぷい褐色　焼土ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量
9　黒褐色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量

10　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量
11にぷい褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック少量

12　暗褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒微量
13　灰褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土粒了‥砂粒微量
14　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・炭化粒子微量

ピット　主柱穴及び出入り口ピットの配列を考えて床面と遺構の外側を精査したが，確認できなかった。

覆土　8層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

5　灰褐色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック・焼土ブロック・
炭化粒子少量

6　黒褐色　ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
7　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

8　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　出土遣物は少なく，土師器片61点，支脚1点が出土している。これらの遺物は，主に竃付近の

覆土下層から床面にかけて出土している。262は竃の西側の床面から正位の状態で出土している。263は竃の東

側の床面から，264は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。DP34は竃内から破片の状態で出土して

いる。

0　　　　　　　　　　　　　2m
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第108園　第36号住居跡実測図
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所見　本跡は，東側が調査区域外に延びているため全容はとらえられなかった。時期は，竃付近の床面から出

土した土器から判断して後期（6世紀後半）と思われる。

上　十＿．．当m
第109図　第36号住居跡出土遺物実測図

第36号住居跡出土遺物観察表（第109図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

262 土 師器 坪 ［14 ．8］ 6．4 長 石 ・雲 母 黒褐 普 通 口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ。 電西 側 床 面 60 ％　 PL 26

263 土師 器 杯 13 ．5 4．9
長 石 ・雲 母 ・赤 色
粒 子

黒褐 普 通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ。 竃 東 側 床 面 60％　 PL 26

26 4 土師 器 襲 19．0 （19 ．4） － 長石 ・石英 ・雲 母 にぷ い橙 普通
口縁部横ナデ，内面輪積み痕，休部外面へラ削り，内面

へラナデ。
中央部 下 層 90％

番 号 器　 種 長 さ（径 ） 幅 （孔径 ） 厚　 さ 重　 畳 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

DP 34 支 脚 （11．5 ） （5．5） （4．0） （234 ．2） 上 製 ナ デ，被 熱 痕 有 り。 竃 内下 層

第37号住居跡（第110～112図）

位置　調査5区南部のI4bl区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。また，東側部分が調査区域

外に延びている。

規模と形状　東側部分が調査区域外に延びているため，南北軸6．39m，東西軸は最大で4．21mだけ確認され，

主軸方向をN－270－Wとする方形または長方形と推定される。壁高は12～21cmで，各壁とも外傾して立ち上

がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際以外はよく踏み固められている。壁溝は，確認できた部分の南西壁の一部を除いて全周

している。

竃　北西壁中央部に位置している。規模は，焚口部から煙道部まで142cm，両袖部幅125cmである。壁外への振

り込みは28cmである。袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は床面から8cm

ほど皿状に掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変硬化している。煙道は，火床部から緩やかに外傾した後，

急に立ち上がっている。
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竃土層解説
1　黒褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
2　にぷい赤褐色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロッ

ク微量
3　赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
4　にぷい褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック少量
5　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量

6　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
7　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量

8　暗赤褐色　焼土ブロック・ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量

9　暗赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量
10　にぷい褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック微量
11暗赤褐色　焼土ブロック中量，粘土粒子・砂粒少量
12　にぷい褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子微量
13　にぷい褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック少量

14　暗赤褐色　粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロック微量
15　にぷい褐色　粘土粒子・砂粒・ローム粒子少量

ピット　5か所。Pl～P3は深さ74～87cmで，配列から主柱穴と思われる。P4は深さ39cm，P5は深さ29

cmで，南壁際の中央部に位置し，竃に向かって一列に並んでいることから，出入り口施設に伴うピットと思わ

れる。

ピット土層解説（各ピット共通）

1　黒褐色　ロームブロック少量
2　暗褐色　ロームブロック中量
3　暗褐色　ロームブロック少量

5　暗褐色　ロームブロック中量
6　褐　　色　ロームブロック中量
7　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量　8　暗褐色　ロームブロック中量

貯蔵穴　竃の東側に位置している。長径86cm，短径46cmの楕円形で，深さ36cmである。底面は平坦で，壁は外

傾している。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量 2　暗褐色　ロームブロック少量

覆土　5層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量
2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量

4　褐　　色　ロームブロック少量
5　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片233点，臼玉1点，土製品26点（球状土錘7，裏玉6，丸玉7，土玉1，切子玉1，

小玉4），礫4点が出土している。これらの遣物は，主に遺構の壁際付近の覆土下層から床面にかけて出土し

ている。265・269・271は竃の位置している北西壁際の床面からそれぞれ出土している。266・268・270は床面

から，267・272は壁寄りの覆土下層からそれぞれ出土している。DP46はP3内から，DP35～45・DP48～

53・DP56は，西コーナー部付近を中心とする覆土下層から床面にかけて散在している。また，Q245・DP

54・DP55・DP57～60は，床面近くの覆土を水洗選別し検出したものである。

所見　本跡は，竃の東側に貯蔵穴が位置し，主軸方向や規模が第41号住居跡とほぼ同様の住居形態である。時

期は，竃付近の床面から出土した土器から判断して後期（6世紀後半）と思われる。

第111図　第37号住居跡出土遣物実測図（1）
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第112図　第37号住居跡出土遣物実測図（2）

第37号住居跡出土遣物観察表（第111・112図）

267

10cm

t＝±一十二±∃

⑦◎⑦①一〇④◎㊥

◎①①　①
DP41　　DP42　　DP43　　　DP44　　DP45　　　DP46　　DP47　　DP56

0　　　　　　　　　3cm

L＿＿＿＿一二二L　　」

空ク　㊥㊨㊥㊥◎

DP54　　　DP55

5cm

L－　　　！　　＿＿＿二∃

①　◎　G〕⑬　膠
DP57　DP58　DP59　DP60　　Q245

0　　　　　　　　　2cm
ト　＿　‥＿＿⊥＿　　」

番号種別 器種 口径器高底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

265 土師器 坪 13．9 5．0
長石・石英・雲母

・赤色粒子
にぷい赤褐普通

口縁部横ナデ，体部外面へラ削り・輪積み痕，内面へラ
磨き。 北西壁際床面75％

266 土師器 坪 12．8 4．1
石英・雲母・赤色
粒子

にぷい褐普通口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ。 中央部床面 70％

267 土師器 杯 ［14．0］（4．4） 石英・雲母 にぷい褐普遍口縁部痍ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ。
南コーナー部

下層
40％

268 土師器 高杯 15．0 12．1 12．3 長石・石英・雲母にぷい橙 普通口縁部・裾部横ナデ，師部・脚部外面へラ磨き。
南コーナー部
床面
80％　pL26

269 土師器 高杯 16．1 （9．3）－長石・石英・雲母
灰黄褐 普通口縁部横ナデ，坪部内・外面，脚部外面へラ磨き。 北西壁際床面60％
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番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出十位置 備　 考

270 土師審 壷 ［20．3］ （25誹 長石や石英e雲母 にぷい褐 普通 目線部横ナデ，休部外面上位へラ削りの下位

へ ラ磨き，内面へラナデ。
中央部下層 60％

271 土師審 婆 26．2 （21．5） 長石 ゆ石英 ゆ雲母 にぷい黄橙 普通 口綾部横ナデ，体部外面へラ磨き，内面へラ
ナデ。 北西壁際床面 70％

272 土師器 小形餐 ［12．8］ la 9 6。7 長石の雲母 にぷい赤褐 普通
目線部横ナデ，体部外面へラ磨き，内面へラ

ナデ。
南西壁寄り下
層 60％

番 号 器　 種 径 孔　 径 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

DP35 裏玉 1．1 0．18 1．3 5 1．6 土 製 ナ デ ，片面 穿 孔。 南東 壁 寄 り床 面 P L30

DP 36 嚢 玉 1．2 私3 1．2 1．88 土 製 ナ デ 言両面 穿 孔。 南西 壁 際床 面 P L30

DP 37 嘉 玉 1．1 0．15 1．3 2 1 土 製 ナ デ ブ片 面 穿孔 。 酋 コー ナー 部床 面 P L30

BP38 嘉 玉 1．3 0 ．15 1．3 2．4 土 製 ナ デ，片 面 穿孔 。 西コー ナー 部床 面 PL 30

DP39 嚢 玉 1．28 0．18 1．5 2．7 土製 ナデ ，片 面穿 孔 。 西 コーナ ー 部床 面 PL 30

＝P－10 嚢 玉 1．3 0．2 1．36 2．44 土製 ナデ ，片 面穿 孔 。 P l 内 PL3 0

DP41 丸玉 t．い 0．15 0．7 0．74 土製 ナデ ，片 面穿 孔。 西 コーナ ー部 床 面 PL30

DP 42 丸 玉 1．0 0 」 0．7 0．8 1 土製 ナ デ ，片面 穿 孔。 西 コー ナ ー部 床 面 P上30

DP 43 丸玉 1．0 0．2 0．8 2 0．93 土 製 ナ デ ，片 面 穿 孔。 西 コー ナー 部 床 面 P L30

DP44 丸 玉 0．95 0 ．12 私7 0 ．63 土 製 ナ デ ，片 面 穿孔 。 西 コー ナー 部床 面 P L30

DP45 丸 玉 0 ．95 0 ．15 0．75 0 ．83 土 製 ナ デ，片 面 穿孔 。 西 コー ナー 部床 面 PL 30

DP46 丸 玉 1．0 0．15 0 ．82 0．86 土製 ナデ ，片 面穿 孔 。 P 3 内 PL 30

DP47 丸 玉 1．0 5 0．15 8 82 0．9 8 1 土製 ナデ ，片 面穿 孔。 覆 土 Pl．3 0

I〕P48 球 状土 錘 1。8 私4 1．4 3．96 土製 ナデ ，片面 穿 孔。 酋 コーナ ー部 下 層 PIJ30

OP 49 球 状 土 錘 2．1 0 ．3 2．1 7．1 土製 ナ デ ，片 面穿 孔 穿 孔 面 は長方 形 。 西 コー ナ ー部 床 面 Pl．30

DP 50 球 状 土 錘 2．3 私6 1．8 6．55 土 製 ナ デ ，片面 穿孔 。 竃付 近 床 面 P L30

D P51 球 状 士錘 2 ．0 0．3 L 7 5．55 土製 ナ デ ，片 面 穿孔 穿 孔面 は長 方 形。 竃付 近 床 面 P L30

BP52 球 状 土錘 （2 ．1） 0。6 1．7 （3 ．22） 土 製 ナ デ，片 面 穿孔 。1／2 欠 損。 竃 内 中層

I）P53 球 状 土錘 2 ．1 0．4 2 ．5 10．4 土製 ナデ ，片 面穿 孔 。 竃 内下 層 PL 30

D P54 球 状士 錘 （1．5） （0．3） 1。8 （1．72） 土製 ナデ ，片 面穿 孔。 1／3 遣 存。 覆 土

I）P55 上玉 （1．4） 0．1 1．3 （1．36） 土製 ナデ ，片 面穿 孔。 1／2 欠 損。 覆 土

DP 56 切 子 玉 1．0 0．15 1．35 0．82 土 製 ナ デ ，中央 にふ くらみ をもつ 。 竃 付近 床 面 PL30

DP57 小 玉 0 ．5 0 」 0．36 （0．05） 土 製 ナ デ ，片 面 穿 孔。一 部 欠 損。 覆 土

DP58 小 玉 0 ．45 0．1 0．32 0 ．07 土 製 lナ デ ，片 面 穿孔 。 覆土

DP59 小 玉 0 ．48 0．1 0．35 0 ．08 土 製 ナ デ，片 面 穿孔 。 覆 土

D P60 小玉 0．4 8 0」 0 ．32 0．0 7 土製 ナデ ，片 面 穿孔 。 覆 土

Q 24 臼玉 0 ．41 私2 0 ．32 私0 7 滑石 側 面 は 円筒状 ，片 面穿 孔 。 覆 土

第38鷺住居跡（第日3◎H　図）

位置　調査5区南部のH3i6区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　北西壁の竃上面を，第104号士坑に振り込まれている。

規模と形状　一辺4．5mはどの方形で，主軸方向はN－460－Wである。壁高は48～60cmで，各壁とも外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃の手前から出入り口施設にかけてよく踏み固められている。壁溝は，北西コーナー付近を

除いて巡っている。

竃　北西壁中央部に位置している。規模は，焚口部から確認できた煙道部まで109C恥　両袖部幅93cmである。

壁外への掘り込みは20cmほどである。袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面

は床面から5cmほど皿状に掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変硬化している。煙道は，火床部から緩や
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かに外傾している。

竃土層解説

1暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量　　　　　　　6　暗赤褐色　焼上ブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量　7　暗褐色　焼土ブロック・ローム粒子少量
3　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子微量　　　　　　　8　極暗褐色　焼土ブロック少量，炭化物微量

4　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量　　　　　　　9　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロック微量
5　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

ピット　5か所。Pl・P3・P4は深さ40～51cm，P2は深さ35cmで，配列から主柱穴と思われる。P5は

深さ38cmで，南東壁寄りの中央部に位置し，竃と対する位置にあることから，出入り口施設に伴うピットと思

われる。

覆土　9層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
5　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

6　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
8　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
9　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片151点，須恵器片1点が出土している。これらの遺物は，床面全体に散在している。

274・275は正位の状態で，276は横位の状態でそれぞれ床面から出土している。273はPl内から，TP29は北

壁際の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，床面及びPl内から出土した土器から判断して後期（6世紀後半）と思われる。

」L

A

E
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第113図　第38号住居跡実測図
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第114図　第38号住居跡・出土遺物実測図

第38号住居跡出土遺物観察表（第114図）

10cm

l　　　；　　　！

番号種別器種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

273土師器杯11．6 4．7 長石・雲母 にぷい橙普通口綾部横ナデ，体部外面へラ削り後，ヘラ磨き，内面へラ
ナデ。 Pl内 100％　PL26

274土師器坪［12．9］4．7 －長石・雲母 ．　黒普通口縁部横ナデ．体部外面へラ削り，内面ナデ。 北東壁際床面70％

275土師器杯12．5 3．6 －長石・石英・雲母黄褐普通口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面ナデ。 中央部床面100％　PL26

276土師器褒17．2 15．0［8．0］長石・石英・雲母にぷい黄橙普通
口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ後，ヘラ
磨き。

東コーナー部
床面 85％

TP29須恵器意 （7．8）－長石 灰普通外面斜位の羽子叩き，内面同心円状の当て具瓦 北東壁際上層
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第39号住居跡（第115図）「第22集」参照

位置　調査4区南部のH4gl区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。今回は西壁部分のみの調査

であり，大部分は昭和57年度に第4号住居跡として調査されている。

重複関係　西壁寄りの中央部を第105号土坑に，昭和57年度の調査では北壁から中央部にかけて第1～7号土

坑に振り込まれている。

第115図　第39号住居跡実測図
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規模藍形状　長船　m　短軸8摘mの方形で芦　主観方向はN＋ぱ－Wである。壁高は購～鮒cmで　西壁は緩

やかに外傾しぎ　その他の壁は外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦でタ　西壁付近は踏み固められている。壁溝は全周している。

覆豊　9層に分層されタ　レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック少量

2　黒褐色　ロームブロック微量

3　褐　　色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック少量

5　褐　　色　ロームブロック少量

6　暗褐色　ロームブロック少量

7　黒褐色　ローム粒子微量

8　極暗褐色　ロームブロック微量

9　暗褐色　ロームブロック中量

遠輸出量状況　土師器片鮮点夕礫2点が出土している。土師器はグ　婆の小破片と捧車高杯の破片が5点ほど出

、　ノ、　、　′　′　　　　．　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴　′

図示できなかった。

所恩　前回の調査でヲ　北壁のやや東寄りの竜と主柱穴が嶺か所確認されている。時期はタ　出土した師勝高棒の

細片及び前回の調査で出土した輝魯餐等から判断して　後期　は世紀後半）と思われる。

第爛考住居跡（第m　砂且描図）

位置　調査5区南部の‡3e4区に位置している。平坦な台地の南端部に立地しタ　遺構の西側は傾斜している。

二、　　　　、・，　　　　：　′　　　　　－′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二

も外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦でプ　竜から南西壁付近を含めた出入り口施設にかけてよく踏み固められている。壁溝は　南西壁

を除いて巡っている。

竃　北西壁中央部に位置している。規模は　楽日部から煙道部まで且撤m　両袖部幅1蟻cmである。壁外への揺

り込みは25cmである。袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は床面とほぼ同

じ高さの平坦面をそのまま使用しタ　火熱を受けて赤変硬化している。煙道は男　火床部から緩やかに外傾して立

ち上がっている。

義士層解説

l　暗褐色　ロームブロックの廃土粒戸や炭化粒子少量　　　　　6　暗褐色　焼土ブロックの粘土粒子の砂粒少数　炭化物微量
2　暗褐色　炭化粒子少数　ロームブロックの廃土粒子微量　　　7　黒褐色　粘土粒子の砂粒少数　廃土粒子微量
3　にぷい赤褐色　焼土ブロック中鼠　炭化粒子の粘土粒子の砂粒微量　8　暗赤褐色　焼圭ブロック中量　炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック中亀　焼土ブロック0炭化粒子少亀　9　暗褐色　焼士ブロックのローム粒子少量

粘土粒子0砂粒微量　　　　　　　　　　　　　　は　暗赤褐色　廃土ブロック少数　炭化粒子微量
5　にぷい黄褐色　粘土粒子0砂粒中亀　ローム粒子の炭化粒子少数　ii　にぷい褐色　粘土粒子き砂粒多量芦　廃土ブロック少量

焼士粒子微量

だ撃睦　7か所。P　は深さ媚cm P2～㌘射ま深さ鍋～捕cmで　配列から主柱穴と思われる。㌘5ほ深さ描

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

伴うピットと思われる。㌘7は深さ膵cmで　ほぼ中央部に位置している。性格は不明である。

覆豊　摘層に分層され　レンズ状に堆積した　然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック少量診　炭化物も焼土粒子微量

3　褐　　色　ロームブロック少量ク　焼士ブロック微量

4　極暗褐色　ロームブロック少量

5　褐　　色　ロームブロック中量

6　褐　　色　ロレ∴ムブロック少量

7　褐　　色　ロームブロック少量

8　黒褐色　ロームブロック微量

9　褐　　色　ロト∴ムブロック少量，廃土ブロック微農

相　暗赤褐色　廃土ブロック少量ク　ローム粒子微量

ノー一一　1二三：う　ーV－
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遺物出土状況　土師器片964点，礫16点が出土している。これらの遣物は，全体の覆土下層から床面にかけて

出土している。床面の土器は，土圧でつぶれたものやほぼ完形のものが多いことから，住居廃絶のときに放置

されたものと考えられる。277・282は横位・正位の状態で，278～281とともに床面から出土している。283は

P4の覆土上層から逆位の状態で出土している。

所見　本跡の時期は，床面及びP4内から出土した土器から判断して後期（6世紀後半）と思われる。

第117図　第40号住居跡出土遣物実測図

第40号住居跡出土遣物観察表（第117図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

番号種別器種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

277土師器j不13．4 4．5 －長石・石英・雲母黒褐普通口綾部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ磨き。南東壁際床面95％　pL26

278土師器坪［13．6］（4．3）－長石・雲母 黒褐普通口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面ナデ。 南西壁際床面40％

279土師器杯12．8 3．5 －長石・雲母 明赤褐普通口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ磨き。中央部床面70％　PL26

280土師器廿［14．6］（3．3） 長石・石英・雲母黒普通口綾部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ磨き。北東壁寄り床
面 20％

281土師器杯［11．6］（5．0） 長石・石英・雲母にぷい橙普通口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラナデ。竃東側床面5％

282土師器嚢－（19．2）8．4長石・石英・雲母にぷい橙普通体部外面へラ削り後，ヘラ磨き，内面へラナデ。中央部床面75％

283土師器甑27．428．510．3長石・石英・雲母にぷい橙普通口綾部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ。P4内 90％　PL27
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第那考住居跡（第m8のは9図）

位置　調査5区北部のG3誹区に位置し平坦な台地上に立地している。東側部分は調査区域外に延びている。

規模藍形状　東側部分が調査区域外に延びているため　南北軸。舶m　東西軸は最大で後。62mだけ確認されタ

主軸方向をN…250－Wとする方形または長方形と推定される。壁高は55～60cmでプ　各壁とも外傾して立ち上

がっている。

床　ほぼ平坦でグ竃付近から出入り口施設にかけてよく踏み固められている。壁溝はプ確認できた壁下を巡っ

ている。

竃　北壁中央部に位置している。規模はブ焚日部から煙道部まで142cmタ　両袖部幅113cmである。壁外への振り

込みは35cmである。袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は床面と同じ高さ

の平坦面をそのまま使用し，火熱を受けて赤変硬化している。煙道はプ火床部から緩やかに外傾した胤　急に

立ち上がっている。

竃土層解説

1にぷい朗色　粘土粒子の砂粒少亀廃土ブロックe炭化粒子微量　6　にぷい褐色　粘土粒子も砂粒多亀焼士ブロックの炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼士ブロック少量，炭化物eローム粒子微量　　　7　にぷい褐色　粘土粒子の砂粒多亀焼士ブロック少量，炭化粒子
3　極暗赤褐色　焼士ブロック中量夕　炭化物のローム粒子少量　　　　　　　　　　微量

4　暗褐色　ロームブロック少数　焼土ブロックも炭化粒子微量　8　褐　色　粘土粒子の砂粒ゆ焼士ブロックの炭化物少量
5　赤褐色　炭化物中量，焼土ブロック少量誹占土粒子e砂粒微量

だッ睦　6か所。Pl～P3は深さ50～64cmでタ　配列から主柱穴と思われる。P射ま深さ31cm，P5は深さ62

cmで，それぞれ主柱穴と壁との間に位置していることから補助柱穴と思われる。P6は深さ38cmで，南壁寄り

の竃と対する位置にあることから，出入り口施設に伴うピットと思われる。

ビット土層解説

P2　1　褐　　色　ロームブロック中量プ　炭化粒子微量

2　褐　　色　ロームブロック中量

3　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

5　褐　　色　ロームブロック少量

P3　1褐　　色　ロームブロック中量，焼土ブロックの炭化粒
子微量

2　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
3　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
4　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

貯蔵穴　竃の東側に位置している。長径102cm，短径78cmの楕円形で，深さ44cmである。底面は平坦で，壁は

緩やかに外傾している。

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
3　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
5　暗褐色　ロームブロック中量

覆土　8層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　炭化物。ローム粒子e焼士粒子微量　　　　　　　5　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

2　黒　色　炭化物少量，ロームブロック・焼士粒子微量　　　6　暗褐色　ロームブロックの焼士粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色ロームブロック少量，炭化物・焼士粒子微量　　　　7　暗褐色　ロームブロックe炭化粒子少鼠焼士粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック少亀　焼土粒子0炭化粒子微量　　　8　褐　色　ローム粒子中鼠炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器片713息　須恵器片1息　土玉1息　礫5点のほか，流れ込んだ縄文土器片3点が出土

している。これらの遺物は主に南西コーナー部と貯蔵穴付近の覆土下層から床面にかけて出土している。284魯

288◎289◎291は，南西コーナー部の覆土下層から床面にかけて破片の状態で出土している。DP61は南東壁

際の覆土下層から出土している。285は横位の状態で，286。290とともに貯蔵穴付近の床面から出土している。

287はPl内から出土している。

所見　本跡は，竃の東側に貯蔵穴が位置し，主軸方向や規模が第37号住居跡とほぼ同様の住居形態である。時

期は，覆土下層及び床面から出土した土器から判断して，後期（6世紀後半）と思われる。
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第118図　第41号住居跡実測図
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第119図　第41号住居跡出土遺物実測図
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第射号住居跡出土遺物観察表第1摘図）

雛 極 別 恒 摘 口径　 器高　 底径　　 胎　 土　　　 色　 謂　 焼成 手 法 の 特 徴　 i 出土位置 備　 考

璃 部横輯 舶 肺 ＼ラ帥 誹 面げ 〇　　 欝 義一ナー
40％284　土師器　　 坪 ［13。0］　 4．2　 …　 長石も石英の雲母 にぷい黄褐十普通

285　土師器　　 捧 10・4　 机 上 溌 ㌢ 練 親 にぷい褐 普通 口縁部横ナデ牒 部外面上位へラ磨き，下位へラ削りタ貯蔵穴付近
内面へラ磨き。　　　　　　　　　　　　 床面

85％　 PL27

286　土師器　　 鉢 ［24。8］ 15．2　 ～　 長石の石英の雲母　 にぷい橙　 普通 漸 減轄 体酢 楠 へラ削り〇　　　 賢慧穴付近
40％

28車 師可 高庫 餌 中 融 十 ㍉ 桓 鴻 母　 恒 僻 目 馳 臓 臓棺 桶鵬 へラ磨き瀾 隣面へラ校 区爛
50％　 pL27

288　土師器　　 壷 2046 3208　 8や3 雷 菟 英濱 母 にぷい赤褐 普通 磯 部積丹 舶 蠣 轄 碑 ラ帥誹痛楓 雷撃義一ナー
80％　 pL27

289　土師器　 小形襲 ユ2。8 （12．7）　 …　 長石e石英e雲母　　 赤褐　　 普通 ［磯部横ナデ牒 部外面へラナデ欄磯み痕滴面へラ南西コーナー
ナデ。　　　　　　　　　　　　　　　 部床面 65％

290 上土師器　 小形餐 ［1＆4］ 14。9　 転9　長石。石英や雲母　 にぷい褐　 普通 ［舶 横輯 体部外面へラ削摘 面げ 〇　　 崇 穴付近
65％

291 土師器　　 甑 ［27．0］（22．3） …　 長石の石英　　　 にぷい橙　 普通 臓 臓轄 舶 外面へラ削り後タへラ磨きク内面げ 0霊竿義一ナー 40％

番号i 器 種 径　 巨 L 径 厚　 さ 重 量　 材 質 i　 特　　　 徴　 ！出土位置 備　 考

DPm　　 十十 1・中　 02 L7 5・85 「 土製　 匝 墾　　　　　　 匝東壁際下層

．、．‾一一．ノ‾＿　　一二一．一　　言！、：、　′つ！

位置　調査5区北部のG3h8区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　北西壁の一部を　第且ほ号土坑に掘り込まれている。

規模藍形状　一辺紋短はどの方形で「主観方向はN三好⊥Wである。壁高は52～62cmでタ各壁とも外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦でタ出入り口付近から中央部にかけてよく踏み固めらている。出入　口部分と貯蔵穴付近はきロー

ム士の高まりがある。壁藩は全周している。またプ間仕切り溝が北東壁と南西壁から各1条ずっ確認され，長

さ138～142cmタ　幅20～2細で　深さ挽mほどである。壁際から中央に向かって延びている。

炉　3か所。炉招ま北西壁寄りに位置している。長径68cm，短径娩mの楕円形でき床面を4cmほど皿状に掘り

くぼめた地床炉である。炉2◎3は中央部の北寄りに位置している。炉2は径54cmほどの円形でタ床面を射m

ほど皿状に放りくぼめた地床炉である。炉3は長径mm　短径的孤の楕円形でタ床面を7cmほど皿状に擦りく

ぼめた地床炉である。いずれも，炉床は火熱を受けタ　赤変硬化している。

炉1土層解説

1極暗赤褐色　焼士ブロック少量，炭化粒子微量
炉2土層解説

1　暗赤褐色　廃土ブロック中量，炭化粒子微量

炉3土層解説

1極暗赤褐色　焼士ブロックを炭化粒子少量
2　暗赤褐色　焼士ブロック中亀　ローム粒子微量

ぽッ紅　7か所。P温⑳P2ほ深さ30cm P3は深さ鋸cm P射ま深さ娩mでタ配列から主柱穴と思われる。

P5は深さ33cmでタ主柱穴の間に位置していることから補助柱穴と思われる。P6は深さ21cmでタ南東壁の貯

蔵穴寄りに位置していることから，出入り口施設に伴うピットと思われる。P7は深さ34cmで，性格は不明で

ある。

貯蔵飛　2か所。貯蔵穴招ま南東壁際に位置している。長軸95cm，短軸80cmの長方形で　深さ鋸cmである。底

面は平坦でタ壁は直立している。貯蔵穴2は南西壁寄りに位置している。長軸127C恥短軸83cmの隅丸長方形で，

深さ38cmである。底面は平坦で，壁は外傾している。
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貯蔵穴1土層解説
1　暗褐色　ロームブロック中量
2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

貯蔵穴2土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
2　褐　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック微量
4　褐　　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

3　褐　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

J
＿　2
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第120図　第42号住居跡実測図
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覆土13層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　褐　　色

5　褐　　色

6　褐　　色

7　暗褐色

ロームブロック・焼土ブロック微量

ロームブロック・焼土ブロック微量

ロームブロック少量，焼土ブロック微量
ローム粒子中量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック少量，焼土粒子微量

8　褐　　色

9　暗褐色
10　褐　　色
11褐　　色
12　褐　　色
13　褐　　色

ロームブロック少量

ロームブロック少量，焼土粒子微量

ロームブロック少量，焼土粒子微量
ロームブロック少量

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片1，117点，須恵器片1点，臼玉54点，勾玉2点，砥石1点，磨石1点，台石1点，炭

化米123粒が出土している。これらの遣物は，全体の覆土中層から床面にかけて出土している。292・294・296

は床面から，295は南東側の覆土下層からそれぞれ出土している。293は床面から土庄でつぶれた状態で出土し

ている。Q303・Q304は貯蔵穴1と南東壁際の間の床面から並んで出土している。Q246～255（臼玉）は全体

のほぼ床面に散在している。また，Q265～299（臼玉）と炭化米は，主に第3・4層の覆土を水洗選別し検出

したものである。

所見　本跡は，一辺が8mを超える大形の住居で，複数の炉と貯蔵穴をもつこの時期の典型的な住居形態であ

る。時期は，床面から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。

第121図　第42号住居跡出土遺物実測図（1）
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第122図　第42号住居跡出土遺物実測図（2）

第42号住居跡出土遺物観察表（第121・122図）

＿＿ここ二、
Q303

0　　　　　　　10cm
害　　　　し　　」

番ロ種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

292 土師器 杯 14．5 5．6 4．5 長石・石英・雲母 赤 普通口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面剥敗
北西壁寄り床
面 80％

293 土師器 杯 14．3 5．6 5．4 長石・雲母 にぷい赤褐普通口縁部横ナデ，体部外面ナデ・輪積み痕，内面へラナデ。
南東壁寄り床

面

80％　PL27

294 土師器 杯 ［13．7］ 5．4 5．1 長石・石英・雲母 赤 普通 口緑都横ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ。 南西壁際床面65％
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番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 士 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

295 土師器 高杯 ［15．0］ 路6） － 長石 ・石英・雲母 赤褐 普通 口縁部横ナデ誹 部外面ナデ，内面剥敵 南東側 下層 25％

296 土師器 壷 ［16．8］ 27．6 7．6 長石・石英 e雲母 にぷい橙 普通 口縁部横ナデ，体部外面・底部へラ削り，内面へラナデ。東コーナー部
床面 85％　 pL 27

TP30 須恵器 餐 － （6．7） － 長石 灰 普通 外面縦位の平行叩き，内面同J摘 状の当て具痕。 覆土

番司　 器 種 序 さ（径）巨 離 し径）i 厚 さ ！ 重 量 ！ 材 質 ！　 特　　　 徴 l 出土位置 ！ 備 考

Q 2
4　 臼玉 ！ 0・56 ！ 0・24 ！ 0・31 ！ 0・1 ！ 滑石 匝 面は太鼓状誹 面穿孔 匝 西壁寄 り床面 桓

Q 24
4　 臼玉 ！ 0・41 ！ 0・16 ！ 0・4 i o・13 ！ 滑石 匝 面は円筒状，片面穿孔。 匝 東壁寄 り床面 桓

Q 2
司　 臼玉 ！ 0・41 ！ 0・18 ！ 0・13 i o・04 l 滑石 匝 面はやや太鼓状，片面穿孔。 匪 西壁寄り床面

PL31

Q 24
司　 臼玉 i o・48 ！ 0・21 ！ 0・3 ！ 0・08

滑石 側面は太鼓状，両面穿孔。 南西壁寄り床面 PIJ31

Q 250
i 臼玉

0．53 0．2 0．25 0．13 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 中央部床面 PL3 1

Q 251　　 臼玉 0．43 0．18 0．32 0．1 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 中央部床面 PL3 1

Q 252　　 臼玉 0．51 0．21 0．2 0．06 滑石 側面は太鼓状，片面穿孔。 中央部床面 PL31

Q 盟 臼玉 0．5 （0．15） 0．1 （0．02） 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。一部欠損。 中央部床面

Q 尋
臼玉 0．4 0．13 0．2 0．07 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 南西壁寄り床面 PL31

Q 5 5 臼玉 0．4 0．15 0．22 0．06 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 南西壁寄り床面 PL3 1

Q 256 臼玉 0．55 0．22 0．3 0．日 滑石 側面は太鼓状，片面穿孔。 覆土

Q 257　　 臼玉 0．51 0．16 0．2 0．01 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 芝退 臼玉 0．4 0．16 0．18 0．05 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 259 臼玉 0．5 0．18 0．38 0．09 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 2可
臼玉 0．4 0．18 0．4 0．1 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 261 臼玉 0．4 0．18 0．18 0．03 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 262 臼玉 0．4 0．15 0．25 0．07 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 263 臼玉 0．5 0．25 0．18 0．09 滑石 側面はやや太鼓状，片面穿孔。 覆土

Q 24
臼玉 0．41 0．15 0．25 0．07 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 265 臼玉 0．5 0．17 0．23 0．09 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 2司 臼玉 0．41 0．13 0．22 0．05 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 267 臼玉 0．48 0．15 0．3 0．08 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 2尋
臼玉 0．5 0．18 0．41 （0．14） 滑石 側面は太鼓状，片面穿孔。一部欠損。 覆土

Q 26司
臼玉 0．41 0．16 0．32 0．09 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 270 臼玉 0．41 0．12 0．31 0．09 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 271 臼玉 0．5 0．18 0．28 0．09 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 272 臼玉 0．45 0．15 0．2 0．06 滑石 側面はやや太鼓状，片面穿孔。 覆土

Q 273 臼玉 0．5 0．18 0．18 0．04 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 274 臼玉 0．41 0．15 0．2 0．05 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q ㌫巧 臼玉 0．38 0．3 0．15 0．08 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 276 臼玉 0．4 0．13 0．2 0．06 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

覆 土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

Q 277 臼玉 0．42 0．16 0．3 0．06 滑石 側面は太鼓状，片面穿孔。

Q 278 臼玉 0．38 0．2 0．14 0．05 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。

Q 279 臼玉 0．49 0．13 0．2 0．05 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。

Q 尋
臼玉 0．52 0．18 0．24 0．09 滑石 側面はやや太鼓状，片面穿孔。

Q 281 臼玉 0．5 0．15 0．32 0．1 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。

Q 282 臼玉 0．39 0．15 0．24 0．04 滑石　　 イ則面は太鼓状，片面穿孔。

Q と猟3
臼玉 ！

0．52 0．22 0．32 0．09 滑石　　 イ則面は太鼓状，片面穿孔。

Q 尋 臼玉 ！ 0・48 l
0．16 0．2

0・08 ！ 滑石 ！ィ則面は太鼓状，片面穿孔。　 lス

Q 25 i

Q 尋

Q 尋

臼玉 ！ 0・4 ！ 0・16 ！ 0・15 i 0・04 ！ 滑石 ！ィ則面は円筒状，片面穿孔。　 l

臼玉 i 0・41 i 0・16 i 0・22 ！ 0・04 ！ 滑石 ！ィ則面は円筒状誹 面穿孔0　　 ！メ

臼玉 ！ 0・52 ！ 0・17 l 0・31 ！ 0・13 ！ 滑石 lィ則面はやや太鼓状，片面穿孔0　 ！
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番号 器　 種 長さ（径） 幅（孔径） 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 臼玉 0．42 0．17 0．25 0．08 滑石 側 面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 臼玉 0．3 0．12 0．2 0．03 滑石 側面はやや太鼓状，片面穿孔。 覆土

Q 臼玉 0．4 0．15 0．2 0．06 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 291 臼玉 0．38 0．15 0．29 0．07 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 292 臼玉 0．4 0．18 0．26 0．09 滑石 側面はやや太鼓状，片面穿孔。 覆土

Q 293 臼玉 0．48 0．19 0．28 0．09 滑石 側面は太鼓状，片面穿孔。 覆土

Q 29 臼玉 0．4 0．18 0．2 0．07 滑石 側面はやや太鼓状，片面穿孔。 覆土

Q 295 臼玉 0．45 0．13 0．25 0．08 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 臼玉 0．45 0．15 0．22 0．08 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q 297 臼玉 0．4 － （0．09） （0．04） 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。1／2 欠損。 覆土

Q 298 臼玉 0．4 － （0．09） （0．02） 滑石 側面は円筒状，片面穿孔カ。1／3 遺存。 覆土

Q 臼玉 （0．31） （0．12） （0．02） 滑石 側面は円筒状，片面穿孔カ。1／4 遣存。 覆土

Q 3 勾玉 2．9 1．5 0．4 2．18 滑石 孔径 0．1。三日月形。両面縦位の研磨。 北西壁寄り床面 PL3 2

Q 301 勾玉 （1．8） （2．1） 0．4 （2．02） 滑石 孔径 0．1。基部のみ遣存。 中央部床面

Q 302 砥石 （11．0） 5．0 2．8 （158．5） 安山岩 断面は四角形。砥面3 面。 北西壁寄り床面

Q 303 台石 21．6 20．4 8．4 4，519．2 砂岩 断面は台形。表面は平坦。 南東壁際床面

Q 3 敲石 14．3 10．0 5．6 1，189．4 砂岩 断面は三角形。長軸方向の一端に敲打痕。南東壁際床面

第43号住居跡（第123図）

位置　調査6区北部のClaO区に位置し，平坦な台地上に立地している。本跡は，北壁の一部だけを確認し

たもので，大部分は南側の調査区域外に延びている。

規模と形状　南側部分が調査区域外に延びているため，南北軸は最大で1m，東西軸は最大で3・8mだけ確認

された。形状及び主軸方向は不明である。壁高は4cmほどで，緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，西側によく踏み固められた部分が認められる。

ピット　北壁の一部のため，主柱穴及び出入り口ピットは確認できなかった。

覆土　3層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量，焼士粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

3　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

＝
」

▲

日

第123図　第43号住居跡実測図
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遺物出土状況　遣物は少なく，土師器片25点，須恵器片1点が出土している。これらの遣物は，覆土下層から

出土している。土師器は嚢の破片で，いずれも細片のため図示できなかった。

所見　本跡は，北壁の一部を確認できたのみで，遺構全体の形状は不明である。覆土の状況や，付近の住居跡

の時期から判断して，中期の可能性が高いと思われる。

第44号住居跡（第124・125図）

位置　調査5区北部のG3j6区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　表土除去の際，北側の大部分は床面まで削平され，南コーナー部がわずかに遺存しているだけで

ある。また，遺構の西側全体は撹乱されていることから，規模及び形状は不明である。壁高は南コーナー付近

が10cmほどで，緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，炉の南側と北側の一部がよく踏み固められている。

炉　長径89cm，短径42cmの楕円形で，床面を4cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。炉床は火熱を受け，

わずかに硬化している。

炉土層解説
1　赤褐色　焼土ブロック少量 2　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック微量

ピット　Plは深さ21cmで，性格は不明である。主柱穴及び出入り口ピットの配列を考えて，北側を精査した

が，確認できなかった。

覆土　覆土が薄く，堆積状況は不明である。

土層解説

1暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量　　　2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

ー135－

第124図　第44号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片117点が，床面から散在した状態で出土している。297・298は炉の北東側の床面から

それぞれ出土している。

所見　本跡は，遺構確認の際に床面まで削平されているため，炉と床面を確認したのみである。時期は，床面

から出土した土器から判断して中期（5世紀後葉）と思われる。

第125図　第44号住居跡出土遣物実測図

第44号住居跡出土遺物観察表（第125図）

、．恩こ」⊥
番 号 ・ 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

2 9 7 土 師 器 椀 － （6 ．8 ） 長 石 ・石 英 ・雲 母 赤 禍 普 通 休 部 外 面 へ ラ 削 り ，内 面 ナ デ 。 炉 の 北 東 側 床
面

7 5 ％

2 9 8 土 師 器 椀 － （8 ，8 ） 6 ．7
長 石 ・石 英 ・雲 母

・赤 色 粒 子
赤 褐 普 通 体 部 外 面 ・底 部 へ ラ 削 り，内 面 へ ラ ナ デ 。 炉 の 北 東 側 床

面 4 5 ％

第45号住居跡（第126・127図）

位置　調査5区北部のH3cO区に位置し，平坦な台地上に立地している。南側部分は土取りされている。

規模と形状　南側部分が土取りされているため，南北軸は最大で0．86m，東西軸2．96mだけが確認されたもの

で，北側部分の竃の位置及び西側壁から，主軸方向をN－240－Wとする方形または長方形と推定される。壁

高は10cmほどで，確認できた壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。暗褐色のローム土でややしまりはあるものの，硬化した部分はない。

竃　北壁中央部に位置している。規模は，焚口部から煙道部まで89cm，袖部幅105cmである。壁外への振り込

みは35cmである。袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は床面から3cmほど

皿状に掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変硬化している。煙道は，火床部から緩やかに外傾して立ち上

がっている。

竃土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

4　暗赤褐色　焼土ブロック少量
5　にぷい褐色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量
6　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

ピット　主柱穴及び出入り口ピットの配列を考えて床面と遺構の外側を精査したが，確認できなかった。

覆土　覆土は薄く，ローム粒子を少量含んだ自然堆積と思われる。

土居解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量 2　暗褐色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片61息　支脚1点，礫1点が出土している。土器は賓・甑の破片で，竃の西側に集中し

ている。299～301は竃の西側の床面から，土圧でつぶれた状態で重なり合うように出土している。DP62は竃

の東側の床面から出土している。
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所見　本跡は，覆土が薄く遺構の南側が土取りされているが，嚢・甑が良好な状態で出土している。時期は，

床面から出土した土器から判断して，後期（6世紀後半）と思われる。

」L23．2m

第126図　第45号住居跡実測図
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第127図　第45号住居跡出土遣物実測図
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第45号住居跡出土遺物観察表（第127図）

番号・ 種 別 器 種 口径 器 高 底径 胎　 十 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

299 土師器 襲 ［22．2］ （30 ．2） － 長 石 ・石 英 ・雲 母 にぷ い 橙 普 通 口緑都債ナデ，休部外面へラ磨き，内面ナデ。
竃 西 側 床面 50％

300 土師器 襲 － （24．4） 8．5 長 石 ・石 英 ・雲 母 にぷ い 橙 普 通
体部外面へラ磨き，内面へラナデ・輪積み痕，底部へラ
削り。

奄 西 側 床面 45％

30 1 土 師器 甑 ［24．2］ 23．2 9 ．2 長 石 ・石 英 ・雲 母 にぷ い 褐 普 通
口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ ・輪積

み軋
竃 西 側床 面 75％

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

D P62 支 脚 （11．3 ） （7．7） （5．9） （452．0 ） 土製 ナ デ ，被 熱 痕 有 り。 電 東 側床 面

第46号住居跡（第128・129図）

位置　調査5区北部のG4il区に位置し，平坦な台地上に立地している。東側部分は，調査区域外に延びて

いる。

規模と形状　東側部分が調査区域外に延びているため，南北軸3．45町　東西軸は最大で1．57mだけ確認され，

主軸方向をN－80－Wとする方形または長方形と推定される。壁高は8cmほどで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

炉　中央部の北寄りに位置している。長径86cm，短径64cmの楕円形で，床面を7cmほど皿状に掘りくぼめた地

床炉である。炉床面は凹凸で，火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

ピット　主柱穴及び出入り口ピットの配列を考えて床面と遺構の外側を精査したが，確認できなかった。

覆土　単一層で，土器片を多量に含む層であることから，人為堆積と思われる。

土屠解説
1暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片656点，勾玉1点，礫1点が出土している。これらの遺物は，床面全体に散在した状

岩．

第128園　第46号住居跡実測図
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態で出土し，土器は細片のものが多いことから，投棄されたものとみられる。302・Q305は床面から，303は

覆土から出土している。

所見　本跡は，東側が調査区域外に延びているため，全体をとらえることができなかった。時期は，出土した

土器から判断して中期（5世紀後菓）と思われる。

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－　i

第129図　第46号住居跡出土遣物実測図

第46号住居跡出土遣物観察表（第129図）

Q305

0

L t E　　加ml

番号・種 別 器 種 口径 器 高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

302 土師器 杯 ［13．4］ 4．5 － 長石・石英・雲母 赤 普通 口縁部横 ナデ，体部外面へ ラ削り，内面ナデ。両壁寄り床面 40％

303 土師器 小形椀 抱8］ 5．1 4，4 長石・石英・雲母 赤褐 普通 口綾部横ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ。覆土 55％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 司
勾玉 2．8 1．8 0．4 3．16 滑石 孔径 0．2 。C 字形。両面斜位の研 磨。 中央部床面 PL32

第47号住居跡（第130～132図）

位置　調査5区北部のG2f9区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　一辺7．8mはどの方形で，主軸方向はN－360TWである。壁高は22～46cmで，各壁とも外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除く全体がよく踏み固められている。出入り口部分には，馬蹄形に構築されたローム

土の高まりがある。壁溝は，南西壁の一部を除いて巡っている。また，北東壁で，壁際から中央に向かって延

びている間仕切り溝を1条確認した。長さ140cm，幅18cmで，深さ10cmである。北西壁際から北東壁際にかけ

ての床面から，焼土塊と炭化材の小片を検出した。

焼土塊土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化物少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

炉　中央部の北西寄りに位置している。長径128cm，短径69cmの楕円形で，床面を7cmほど皿状に掘りくぼめ

た地床炉である。炉床は火熱を受け，赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化物微量

ピット　6か所。Pl・P2は深さ30cmほど，P3は深さ59cm，P4は深さ52cznで，配列から主柱穴と思われ

る。P5は深さ37cmで，南東壁の貯蔵穴寄りに位置していることから，出入り口施設に伴うピットと思われる。

P6は深さ35cmで，性格は不明である。

ピット土層解説（各ピット共通）
1　褐　　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック中量

3　褐　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　ロームブロック少量
5　褐　　色　ロームブロック少量
6　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
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貯蔵穴　東コーナー部に位置している。長軸93cm，短軸79cmの長方形で，深さ74cmである。底面は平坦で，壁

は外傾している。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

⊥22．2m

l
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第130図　第47号住居跡実測図
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覆土10層に分層され，不自然に堆積した人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　6　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物・焼士粒子微量　　　7　褐　色　焼土ブロック少亀　ロームブロック・炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　8　褐　色　ロームブロック中畳，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量　　　　　　　9　暗褐色　ロームブロック・炭化材・焼士粒子中量
5　暗褐色　ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量　　　　10　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量

遺物出土状況　土師器片499点，須恵器片1点，臼玉10点，鉄鉱1点，礫31点が出土している。これらの遺物は，

主に各壁際の覆土下層から床面にかけて出土している。304・307・308・Q306は覆土下層から床面にかけて出

土している。305・311は斜位の状態で，306は正位の状態で，309は土圧でつぶれた状態でそれぞれ床面から出

土している。また，Q307～315は覆土下層から床面にかけて出土した焼土を水洗選別し検出したものである。

所見　本跡は，北西壁際から北東壁際にかけての床面から焼土塊や炭化材が出土していることから，焼失住

居と考えられる。一辺が8mほどの大形の住居跡で，東コーナー部に貯蔵穴をもつこの時期の典型的な住居形

態である。時期は，覆土下層及び床面から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。

ノ
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第131図　第47号住居跡出土遺物実測図（1）
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第132図　第47号住居跡出土遺物実測図（2）

第47号住居跡出土遣物観察表（第131・132図）

9　　　　2fm ？；5㌣

番ロ 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

304 土師器 杯 15．1 5．0 5．8 長石・石英・雲母 赤褐 普通
口綾部横ナデ，体部外面・底部へラ削り・輪積み痕，内
面ナデ。

北東壁寄り下
層

60％

305 土師器 坪 12．5 6．2 5．7
長石・石英・赤色

粒子
にぷい赤褐 普通

口縁部横ナデ，休部外面・底部へラ削り，内面ナデ・下
位剥敗

東コーナー部
床面

95％　 PL28

306 土師器 杯 12．6 5．8 5．4 長石・石英・雲母 橙 普通
口綾部横ナデ，休部外面・底面へラ削り，内面へラナデ，

砥石転用痕。

東コーナー部
床面 90％

307 土師器 杯 ［16．0］（5，1）［7．5］長石・石英・雲母にぷい黄褐 普通 口縁部横ナデ，休部外面・底面へラ削り，内面ナデ。
北コーナー部

床面
40％

308 土師器 高杯 18．6 （6．7） － 長石・石英・雲母 赤 普通
口縁部横ナデ，杯部内・外面ナデ。 北コーナー部

床面
50％　 PL28

309 土師器 褒 ［17．8］29．4 7．7
長石・石英・雲母にぷい黄橙 普通

口縁部横ナデ，体部外面・底部へラ削り，内面ナデ・輪北西壁下層 60％

・赤色粒子 積痕。 から床面 外面煤付着

311 須恵器 j不 9．8 4．7 長石・石英 灰 良好 口縁部・体部ロクロナデ，底部左回転へラ削り。
酉コーナー部

床面
100％　PL28

番号 器　 種 長さ（径） 幅（孔径） 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 臼玉 0．51 0，22 0．38 0．17 滑石 側面は円筒帆片面穿孔。 床面 PL31

Q潔） 臼玉 0．41 0，2 0．28 0．05 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土 PL31

Q 臼玉 0．42 0．18 0．21 0．06 滑石 側面は太鼓状，片面穿子し 覆土 PL31

Q 臼玉 0．4 0．18 0．22 （0．04） 滑石 側面は太鼓状，片面穿孔。一部欠損。 覆土

Q310 臼玉 0．42 0．2 0．22 0．03 滑石 側面は円筒帆片面穿孔。 覆土 Plj l

Q 311 臼玉 0．45 0．16 0．23 0．05 滑石 側面は円筒帆片面穿孔。 覆土 PL31

Q 312 臼玉 0．43 0．18 0，28 0．07 滑石 側面は太鼓状，片面穿孔。 覆土

Q313 臼玉 0．4 0，2 0．2 0．05 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q314 臼玉 0．5 0．18 0．35 0．09 滑石 側面は太鼓状，片面穿子し 覆土

Q315 臼玉 0．58 0．2 0．31 0．13 滑石 側面は太鼓状，片面穿子し 覆土

M 6 鍍 （6．1） （3．6） 0．4 （7月） 鉄 長三角形の短頭嫉。腸挟有。箆被部に木質付着。
西コーナー部

床面
PL32

第48号住居跡（第133図）

位置　調査5区北部のG3el区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　北東部を，第112号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　表土除去の際，北側の大部分は削平され，南側部分がわずかに遺存している。南東壁は3・68m，

北西壁は3．6mと推定され，主軸方向は不明である。南東壁の壁高は4cmほどである。

床　ほぼ平坦で，炉と貯蔵穴の間がよく踏み固められている。

炉　中央部の南西寄りに位置している。長径87cm，短径52cmの楕円形で，床面を4cmほど皿状に掘りくぼめた

地床炉である。炉床は火熱を受け，わずかに硬化している。

炉土層解説
1　赤褐色　焼土ブロック中量
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ピット　主柱穴及び出入り口ピットの配列を考えて床面と遺構の外側を精査したが，確認できなかった。

貯蔵穴　南コーナー部に位置している。径76cmほどの円形で，深さ29cmである。底面は皿状で，壁は緩やかに

外傾している。

貯蔵穴土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　炭化物少量，ロームブロック微量

3　褐　　色　ロームブロック中量

覆土　わずかに遣存する単一層である。

土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片233点，礫1点が出土している。これらの遺物は，床面及び貯蔵穴から破片の状態で

出土してる。312は貯蔵穴の覆土下層から出土している。

所見　本跡は，遺構の北側が削平されているが，炉・貯蔵穴・硬化面を検出することができた。時期は，貯蔵

穴から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。
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第133図　第48号住居跡・出土遣物実測図

第48号住居跡出土遺物観察表（第133図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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番可種別器種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

312土師器坪［15．2］6．1 5．8長石・石英・雲母明赤褐普通口縁部横ナデ，体部外面・底面へラ削り，内面ナデ。貯蔵穴下層40％
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第爛考住居跡（第134図）

位置　調査6区北部のBl摘区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　西側部分が調査区域外に延びているためタ　南北軸。狙m　東西軸は最大で1．78mだけ確認され，

主軸方向をN－40－Wとする方形または長方形と推定される。壁高は6～9cmでタ　壁は緩やかに外傾して立

ち上がっている。

床　平坦である。暗褐色のローム士でややしまりはあるものの，硬化した部分はない。炉跡は確認できなかった。

ぽッ睦　確認できた東側部分をタ　主柱穴の配列を考えて床面と遺構の外側を精査したが確認できなかった。

覆土　6層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。、

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ロームブロック少量
3　黒褐色　ロームブロック微量

4　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
6　暗褐　色　口恥∴ムブロック少量

遺物出立状況　土師器片21点のみが出土している。いずれも細片で図示できなかった。棒の破片には赤彩が施

されたものもみられる。

所農　本跡は，遺構の西側が調査区域外に延びており，全容をとらえられなかった。時期はタ　覆土から出土し

た土器の特徴や周囲の遺構から判断して　中期　摘世紀複葉）の可能性が高い。

第柑図　第49号住居跡実測図
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第醐考住居跡（第135昏136図）

位置　調査6区北部のC2C2区に位置し　平坦な台地上に立地している。また　酋コーナー部分はタ　調査区

域外に延びている。

規模藍形状　長軸10。22mタ　短軸蟻目性mの方形で，主軸方向はN…280…Wである。壁高は膵～鍋cmで　各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められている。貯蔵穴の周りにはタ　馬蹄形に構築されたローム士の

高まりがある。また，壁溝は，南東壁の一部を除いて巡っている。床面全体には焼士が広が畑　炭化材が北東

壁際と南東壁際から中央に向かって倒れた状態で出土している。

炉　中央部の北西寄りに位置している。長径鋸cm　短径舶cmの楕円形夕　床面を4cmほど皿状に掘りくぼめた地

床炉である。炉床は火熱を受け，赤変硬化している。

炉土層解説

1　時赤褐色　焼士ブロック中量，炭化粒子微量

だッ睦　3か所。P且～P3は深さ84～99cmで，配列から主柱穴と思われる。

ツピ　
1
　
り
】

ト土層解説　路ビ、、′卜技適）

黒
暗
褐色　ロームブロック。炭化粒子微量
褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　褐　　色　ロームブロック中量

貯蔵流　南東壁際の中央部に位置している。長軸131cm，短軸100cmの長方形で，深さ77cmである。底面は平坦

でタ　壁はほぼ直立している。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ロームブロック中亀炭化粒子微量　　　　　　　3　褐　色　ロームブロック中亀廃土粒子の炭化粒子少量
2　褐　色　ロームブロック少亀　焼士粒子を炭化粒子微量　　　4　暗赤褐色　焼士ブロック中亀炭化粒子微量

覆豊　路層に分層され，廃土ブロックや炭化物を含みタ　不自然に堆積した人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量，焼士ブロック微量

2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
3　褐　　色　ロームブロックの焼士ブロック中量，炭化粒子微量
4　褐　　色　ロームブロック。焼士粒了や量，炭化物微量
5　暗褐色　ロームブロック。炭化物e焼土粒子少量

6　極暗褐色　ロームブロックの焼土ブロックの炭化物少量

9　黒褐色
10　極暗褐色
11極暗褐色
12　暗褐色
13　褐　　色

14　暗赤褐色

炭化物少量，ロームブロック0焼土粒子微量

ロームブロックの焼土ブロック少量

ロームブロック少量，焼士粒子微量
ロームブロック少量

ロームブロック。焼士ブロック中量，炭化物微量

焼土ブロック中量，ロームブロックe炭化物少量

7　極暗褐色　焼士ブロック少量，ロームブロック0炭化物微量　15　暗褐色　ロームブロック少量，焼士粒子微量
8　褐　色　ロームブロック中鼠焼士ブロック・炭化物微量　16　暗赤褐色　焼士ブロックe炭化粒子中量，ロームブロック微量

遺物出藍状況　土師器片609息　須恵器片14息　臼玉7息　勾玉1息　双孔円板1点のほか，混入した縄文土

器片16点が出土している。これらの遺物は，全体の覆土下層から床面にかけて散在している。315は斜位の状

態でき　313¢314の316◎Q316（臼玉）のQ324（双孔閂板）とともに床面から出土している。Q317（臼玉）◎Q

323（勾玉）は覆土下層から出土している。また，Q318～322伯玉）は焼士及び貯蔵穴の覆土を水洗選別し

検出したものである。

所見　本跡は，覆土の堆積状況や床面の焼士及び炭化材の存在から，焼失住居と思われる。炭化材は屋根に使

用した垂木材と思われる。また，一辺が10mを超える大形の住居跡で，貯蔵穴が南東壁際の中央部に位置して

いるなど，第1号住居跡と類似した住居形態である。時期は，壁寄りの床面から出土した土器から判断して，

中期（5世紀後菓）と思われる。
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第135図　第50号住居跡実測図
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第136図　第50号住居跡出土遺物実測図

第50号住居跡出土遺物観察表（第136図）
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番号・種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

313土師器杯15．16．04．3
長石・雲母・赤色
粒子
赤普通口縁部横ナデ，体部内・外面へラ磨き，底部へラ削り。南東壁際床面70％

314土師器杯［15．2］5．73，6長石・雲母赤褐普通口縁部横ナデ，体部外面・底部へラ削り，内面へラ磨き。南西壁寄り床

面
60％

315土師器杯13．75．13．5長石・石英・雲母明赤褐普通口綾部横ナデ，体部外面・底部へラ削り，内面剥晩東コーナー部
床面
85％　PL28

316土師器椀［14．5］（9．3）長石・石英・雲母赤普通口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面ナデ。
南西壁寄り床

面 35％

番号器　種長さ（径）幅（孔径）厚　さ重　量材　質 特　　　　　　 徴 出土位置備　考

Q316臼玉 0．4 0，16 0．3 0．05 滑石側面は円筒状，片面穿孔。 南東壁寄り床面

Q317臼玉 0．41 0．15 0．19 0．05 滑石側面は円筒状，片面穿孔。 北東壁寄り下層

Q318臼玉 0．5 0．18 0．28 0．08 滑石側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q319臼玉 0．4 0．18 0．38 0．14 滑石側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q3 臼玉 0．43 0．14 0．2 0．08 滑石側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q321臼玉 0．5 0．2 0．4 0．16 滑石側面は円筒状，片面穿子し 覆土

Q3 臼玉 0．32 0．14 0．2 0．02 滑石側面は太鼓状，片面穿孔。 覆土

Q3 勾玉 1．9 0．5 1．2 1．34 滑石孔径0．1。C字形。全面丁寧な研磨。北東壁寄り下層P132

Q32双孔円板（2．2）（1．2）0．3 （0．89）滑石表面斜位の研磨。1／3遣存。 東コーナー部床面

第51号住居跡（第137～139図）

位置　調査6区北部のC2i2区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　長軸7・5m，短軸5．56mの長方形で，主軸方向はNr130－Wである。壁高は40～55cmで，各壁と

もほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，出入り口付近から中央部にかけてよく踏み固められている。出入り口部分には，馬蹄形に構

築されたローム土の高まりがある。
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第137図　第51号住居跡実測図（1）
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第柑園　第51号住居跡実測図（2）

炉　北壁寄りに位置している。長径飢cm　短径57cmの楕円形で，床面を4cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉で

ある。炉床は火熱を受け，わずかに赤変硬化している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　廃土ブロック少量，ローム粒子の炭化粒子微量

だッ匝　4か所。Pl～P射ま深さ42～61cmで，配列から主柱穴と思われる。

ピット土層解説（各ヒ、ソト具通）

1暗褐色　ロームブロック少乳　焼土粒子の炭化粒子微量　　　4　褐　色　ロームブロック0炭化粒子微量

2　褐　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　5　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　褐　　色　ロームブロック少数　炭化粒子微量　　　　　　　　6　褐　　色　ロームブロック少量

貯蔵飛　南壁際の西寄りに位置している。長車的2cmタ短軸60cmの長方形で，深さ64cmである。底面は平坦で，

壁は直立している。

貯蔵穴土層解説

1極暗褐色　ロームブロック少亀　炭化粒子微量　　　　　　　　3　暗褐色　ロームブロック少量
2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子の炭化粒子微量　　　4　褐　色　ロームブロック中量

覆土10層に分層され，大部分はレンズ状に堆積した自然堆積であるが，南東コーナー部と南西コーナー部の

壁際の覆土中層から下層にかけてタ　投棄されたとみられる焼士粒子を多く含んだ層が堆積している。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロックの焼土粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，焼士粒子の炭化粒子微量
3　黒　　色　ロームブロック・焼士粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック。焼士粒子少量，炭化粒子微量
5　褐　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

6　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
7　暗赤褐色　焼土ブロック8ローム粒子。炭化粒子少量
8　黒褐色　ロームブロック。焼士粒子・炭化粒子微量

9　暗褐色　ロームブロック少量，焼士粒子・炭化粒子微量
10　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器片813点，臼玉8息　ガラス小玉1点が出土している。これらの遺物は，全体の覆土中

層から下層にかけて散在した状態で出土している。317◎320は斜位の状態で，318◎319◎32巨322とともに覆

土下層から出土し，Q325は床面から出土している。Q326～333（臼玉◎ガラス小玉）は，最下層の覆土を水

洗選別し検出したものである。

所見　本跡は，南北方向に長い長方形の住居跡で，南壁際の中央部に位置する出入り口部分には馬蹄形の高ま

りがあり，南西コーナー部に貯蔵穴を配置した住居跡である。時期は，覆土下層から出土した土器から判断し

て，中期（5世紀後菓）と思われる。
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第139図　第51号住居跡出土遣物実測図

第51号住居跡出土遣物観察表（第139図）

0　　　　　　　　　　　10cm

［　　l　　－」

◎　㊥　⑥　◎　◎

CD　圏　四　征I q功
Q325　　Q326　　Q327　　Q32g

田

Q328　◎　⑦　◎　◎

四　囲　呟詔　C）

Q330　　Q331　Q332　　Q333

9　　　　　2㌣

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

317 土師器 杯 15．0 5．2 4．2 長石・石英・雲母 赤 普通 口縁部横ナデ，体部外面・底部へラ削り，内面へラナデ。 南西コーナー
部下層 95％　 PL2 8

318 土師器 杯 14，1 5．4 4．2 長石・石英・雲母 赤褐 普通 休部外面へラ削り，内面ナデ，底部へラ書き有り「∃。 中央部下層 65％

319 土師器 杯 ［13．4］ 5．6 5．4
長石・雲母・赤色
粒子

赤 普通 体部内・外面へラ磨き，底部へラ削り・ヘラ書き有りと」。中央部下層 45％

320 土師器 椀 ［10．4］ 8．2 4．7 長石・石英 ・雲母 赤褐 普通 口綾部横ナデ，体部外面・底部へラ削り，内面へラナデ。東壁際下層 50％

321 土師器 互E 19．0 （10．1） 長石・石英 にぷい橙 普通
口綾部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ・輪積

み痕。
南西コーナー
部下層 25％

322 土師器 甑 16．0 28．9 9．0 長石・石英・雲母 にぷい橙 普通 口縁翻黄ナデ，体部外面へラ磨き後，ヘラ削り，内面ナデ。南西コーナー
部下層 80％

番 ロ 器　 種 径 孔　 径 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 白玉 0．49 0．12 0，25 （0．08） 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。一部欠損。 南壁寄り床面 P13 1

Q 臼玉 0．5 0．18 0．28 （0．1） 滑石 側面はやや太鼓状，片面穿孔。一部欠損。 覆土 PL3 1
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番 口 器　 種 径 孔　 径 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

Q 3 臼玉 0．4 0．12 0．3 0．05 滑石 側 面は 円筒状 ，片面 穿 孔。 覆 土 PL3 1

Q 3 臼玉 0．42 0．18 0．24 0．07 滑石 側 面 は 太鼓 状 ，片 面 穿 孔。 覆 土 PL31

Q 3 臼玉 0．4 2 0．16 0．22 0 ．07 滑 石 側 面 は円筒 状 ，片面 穿孔 。 覆 土

Q 臼玉 0．48 0 ．16 0 ．3 0．09 滑 石 側 面 は円筒 状 ，片 面 穿孔 。 覆 土

Q 3 1 臼玉 0．35 0 ．12 0．2 0．0 3 滑 石 側 面 は円筒状 ，片 面穿 孔 。 覆 土

Q 33 臼 玉 0 ．39 0．18 0．2 0．0 3 滑石 側 面は 円筒汎 片 面穿 孔。 覆 土

Q 小 玉 0．42 0．13 0．3 0．0 7 ガ ラス ブル ー。 側 面は 楕 円状 。 覆 土 PL3 1

第52号住居跡（第140・141図）

位置　調査6区北部のClf8区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　南東コーナー部付近を，第120号土坑に振り込まれている。

規模と形状　長軸5・16m，短軸3・64mの長方形で，主軸方向はN－170－Wである。壁高は8～14cmで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。出入り口部分には，馬蹄形に構築されたローム土の高ま

りがある。

炉　中央部の南寄りに位置している。長径88cm，短径54cmの楕円形で，床面を4cmほど皿状に掘りくぼめた地

床炉である。炉床は火熱を受け，わずかに赤変硬化している。

2

第140図　第52号住居跡実測図
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炉土層解説
1暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量 2　赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量

ピット　主柱穴及び出入り口ピットの配列を考えて床面と遺構の外側を精査したが，確認できなかった。

貯蔵穴　北西コーナー部に位置している。長径58cm，短径52C皿の惰円形で，深さ27cmである。底面は皿状で，

壁は外傾している。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量 2　褐　　色　ロームブロック中量

覆土　3層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

遺物出土状況　土師器片1，340点，須恵器片3点，臼玉1点が出土している。これらの遺物は，全体の覆土下

層から床面にかけて散在している。323・326は覆土下層から，324・TP31・Q334は床面からそれぞれ出土し

ている。325は床面から逆位の状態で出土している。

所見　本跡は，炉が南壁寄り，貯蔵穴が北西コーナー部に位置する長方形の住居形態で，出入り口部分は西壁

側と推測される。時期は，覆土下層及び床面から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。

0　　　　　　　　　　　　10cm
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第141図　第52号住居跡出土遺物実測図



第52号住居跡出土遺物観察表（第1射図）

番号 種 別 器 種 「1律 器 高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出十位 置 備　 考

323 土 師審 杯 14．0 5。9 3．7 長 石。石英 。雲母 にぷい赤褐 普通 日録部横ナデ誹 部外面へ封鵬，内面剥離。 北西部下層 85％

324 土 師器 捧 15．6 6」 3．4 長 石の石英も雲母 明赤褐 普通 日録部横ナデ，体部外面ナデ，内面剥敵 底部へラ削り。北酋部床 面 60％

325 土 師審 鉢 31」 20．9 8．0 長 石 0石 英 にぷい責褐 普通 口縁部外面へラ庄痕 体部外面き底部へラ削軋 内面へ

ラナデ。

南西コーナー

部床面 65％　 pIJ28

326 土師 器 小形鉢 11．0 5．2 5．5
長 石 e石 英の赤色
粒子 黒褐 普通

口縁部横ナデ，体部外面へラナデ，内面ナデ適 部へラ
削り。

南西コーナー
部下層 70％

TP 31 須 恵 器 餐 － （10．1） － 長石 灰 良好 外面縦位ゆ斜位の平行叩き誹 面同心円状の当て具痕。 中央部床面
外面 自然粕付
着
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第53号住居跡（第1426摘図）

位置　調査6区北部のり2bl区に位置しプ　平坦な台地上に立地している。

重複関係　東壁の…一部をタ　第122号土坑に揺り込まれている。

規模と形状　長軸6823m，短軸5。23mの長方形で，主軸方向はN…20…Eである。壁高は30～3花mで　各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦でブ　南西コーナー部付近から中央部にかけてよく踏み固められている。

炉　中央部の北寄りに位置している。長径88cm，短径72cmの楕円形でブ　床面を3cmほど皿状に掘りくぼめた地

床炉である。炉床は火熱を受け，赤変硬化している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，炭化粒子微量

ぽッ紅　PHま深さ27cmで，南壁際の貯蔵穴寄りに位置していることから，出入り口施設に伴うピットと思わ

れる。

貯蔵飛　南西コーナー部に位置している。長軸83cm，短軸73cmの長方形でタ深さ63cmである。底面は平坦でプ

壁はほぼ直立している。

貯蔵穴土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　極暗褐色　ロームブロック少量，廃土粒子。炭化粒子微量

4　暗赤褐色　焼土ブロック中量
5　暗褐色　ローム粒子少量

覆土　8層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説
1　極暗褐色　ロームブロック。炭化粒子少量

2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　褐　　色　ロームブロック少量
4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

5　暗褐色　ロームブロックe焼士粒子微量
6　褐　　色　ロームブロック微量

7　暗褐色　ロームブロック少量，焼士粒子e炭化粒子微量
8　褐　　色　ロームブロックe炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片射9息　須恵器片1点のほか，流れ込んだ縄文土器片5点が出土している。これらの

遣物は言主に北壁際と貯蔵穴付近の覆土下層から床面にかけて出土している。327は逆位の状態で，331～333◎

335とともに北壁際の床面から出土している。328は南壁寄りの床面から逆位の状態で出土している。329の330

は貯蔵穴内から出土している。

所見　本跡は，北壁際の床面から完形のものを含め多くの土器が出土している。出土状況から炉と北壁の間あ

るいは北壁の上には土器の保管場所があったものと推測される。時期は，北壁際の床面及び貯蔵穴から出土し

た土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。
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第142図　第53号住居跡・出土遺物実測図
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第143図　第53号住居跡出土遣物実測図

第53号住居跡出土遺物観察表（第142・143図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

327 土師 器 杯 13．5 5．6 4．7 長 石 ・石 英 ・雲 母 赤 普 通 口縁部横ナデ，体部外面・底面へラ削り，内面ナデ。 北 壁 寄 り床 面 100％　 pL28

32 8 土師 器 」不 13．0 6．3 － 長 石 ・石 英 ・雲 母 にぷ い橙 普 通 口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ。 南壁 寄 り床 面 95％　 p L28

32 9 土 師 器 椀 13．7 8 ．2 4．3 長石 ・石 英・雲 母 明赤 褐 普通 口縁部横ナデ，内 ・外面へラ磨き，底面へラ削り。 貯 蔵 穴 中層 70％

330 土 師器 椀 11．3 6 ．2
長 石 ・雲母 ・赤色
粒 子 赤褐 普 通 口縁部横ナデ，休部外面へラ削り・輪積み痕，内面ナデ。 貯 蔵 穴 下層 95％

33 1 土師 器 高杯 ［20 ．6］ 15．2 9．0 長 石 ・石 英 ・雲 母 にぷい 橙 普 通 口縁部横ナデ ，杯部ナデ ，脚部外面へラ磨き，内面輪積
み痕。 北 壁際 床 面 6 5％　 PL2 8

332 土師 器 互E 12 ．8 （9，5） －
長 石 ・雲 母 ・赤 色
粒 子 赤褐 普 通 口綾部横ナデ，体部内・外面ナデ，頸部隆帯貼り付け。 北壁 際 下 層 15％

33 3 土 師 器 互E ［16．3 ］ （18 ．4） － 長 石 ・雲 母 にぷ い赤 褐 普 通 口綾部傾ナデ，体部外面へラ削り，内面へラナデ。 北壁 際 下層 35％

334 土 師器 宜E 14．0 （13．7） － 長石 ・石 英 にぷ い橙 普通 口縁部横ナデ，休部外面ナデ，内面へラナデ ・指頭痕。 東 壁 寄 り床 面 25％

335 土 師器 小形 窺 13．7 13．5 6．2 長石 ・石 英 ・雲母 にぷ い褐 普 通
口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ ・輪積

み痕。 北 壁 際床 面 70％
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第54号住居跡（第144・145図）

位置　調査6区北部のD2a3区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　一辺2．9mほどの隅丸方形で，主軸方向はN－16。－Wである。壁高は19～21cmで，各壁とも外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，南壁際から中央部にかけてと北東コーナー部付近がよく踏み固められている。

炉　ほぼ中央部に位置する。長径68cm，短径58cmの楕円形で，床面を9cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉であ

る。炉床面は凹凸であり，火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量 2　暗赤褐色　焼土ブロック中量

ピット　主柱穴及び出入り口ピットの配列を考えて床面と遺構の外側を精査したが，確認できなかった。

覆土　9層に分層され，不自然に堆積した人為堆積である。

土層解説
1　極暗褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

4　暗褐色　ロームブロック微量
5　褐　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック微量

6　黒褐色　ローム粒子微量
7　暗褐色　炭化物・ローム粒子微量
8　暗褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

9　暗褐色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片513点が出土している。これらの遺物は，主に壁寄りの覆土中層から床面にかけて破

片の状態で出土している。337・340は逆位の状態で，339は横位の状態で338・341・342とともに床面から出土

している。また，これ以外にも土師器杯2個体分，壷3個体分の破片が出土している。

所見　本跡は，柱穴を掘り込まない小形の住居跡である。時期は，床面から出土した土器から判断して，中期

（5世紀後菓）と思われる。

」し22．6m

‾二塁：
．－．－　－　　　　　　　　　　　　．一　　　一　　－－　　　．．．　t　－．－　－　　　．

第144図　第54号住居跡・出土遺物実測図
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第145図　第54号住居跡出土遣物実測図

第54号住居跡出土遺物観察表（第144・145図）

0　　　　　　　　10cm

トー：　　一一一」

番 ロ 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

337 土師器 坪 ［13．7］ 6．6 5．3
長石・石英・雲母

・赤色粒子
橙 普通 ロ縁部横ナデ，体部外面・底部へラ削り，内面へラ磨き。中央部床面 40％

338 土師器 高坪 － （3．1） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 師部外面ナデ・砥石転用痕 内面剥晩 東壁寄り床面 15％

339 土師器 互E 16．9 （21．0） 長石・石英 にぷい赤褐 普通 口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ・指頭痕・
輪積み痕。

南西コーナー

部床面 50％

340 土師器 ヨ互 17．0 （22．8） 長石・石英・雲母 にぷい橙 普通 口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ・ヘラ磨き・
指頭痕。

南西コーナー

部床面 50％

341 土師器 小形壷 9．2 13．6 4．2
長石・石英・赤色
粒子

にぷい橙 普通 口綾部横ナデ，休部外面・底部へラ削り，内面ナデ。 中央部床面 100％　 PL29

342 土師器 褒 24．7 （17．1） － 長石・石英・雲母 にぷい橙 普通 口縁部横ナデ，休部外面ナデ，内面へラナデ・輪積み痕。
南西コーナー
部床面 35％
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第55号住居跡（第146～149図）

位置　調査6区南部のD2C6区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　長軸4．45m，短軸4．37mの方形で，主軸方向はN－100－Wである。壁高は15～18cmで，各壁と

も緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。また，炭化材が各壁から中央部に向かって倒れた状態で

多量に出土している。

炉　2か所。炉1は中央部の南東寄りに位置している。長径73cm，短径67cmの不定形で，床面を6cmほど皿状

に掘りくぼめた地床炉である。炉2は中央部の南西寄りに位置している。長径98cm，短径53cmの楕円形で，床

面を7cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。どちらも炉床は火熱を受け，赤変硬化している。

炉1土層解説
1暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量　　　　　　　　　　2　赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
炉2土層解説
1暗赤褐色　焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量　　　　2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化物微量

ピット　Plは深さ29cmである。主柱穴及び出入り口ピットの配列を考えて床面と遺構の外側を精査したが，

Pl以外は確認できなかった。Plは南壁寄りに位置しているが，炉の位置に近いことから性格は不明である。

岡

A22．4m

！　　　；　　　！

第146図　第55号住居跡実測図（1）

－158－

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

】　　　「－‥！



0　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿　　！

第147図　第55号住居跡実測図（2）

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は東壁際の北寄りに位置している。長軸77C恥短軸67cmの長方形で，深さ58cmであ

る。底面は平坦で，壁は外傾している。貯蔵穴2は西壁際の北寄りに位置している。径50cmほどの円形で，深

さ27cmである。底面は平坦で，壁は外傾している。

貯蔵穴1土層解説
1　黒褐色　炭化物少量，ロームブロック・焼土粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

3　黒褐色　ロームブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子微量

貯蔵穴2土層解説

1暗褐色　ロームブロック少量，炭化物・ローム粒子微量　　　2　暗褐色　ロームブロック少鼠焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　4層に分層される。第3層は焼土や炭化材を多く含み，不自然に堆積した人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　3　黒　色　炭化材多量，焼土ブロック中量，ローム粒子微量
2　黒褐色　炭化物少量，ロームブロック・焼土粒子微量　　　　4　暗褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片980点，須恵器片8点，双孔円板1点，鉄鍍1点が出土している。これらの遣物は，

主に西壁寄りの覆土下層から床面にかけて多量に出土し，土圧でつぶれた状態のものが多い。344～346は，床

面から正位の状態で出土している。349・350・352～354・TP32は，覆土下層から床面にかけて出土している。

343・347・348・351は，貯蔵穴内からそれぞれ出土している。また，Q335・M7は床面から，355は覆土から

出土している。これ以外にも，土師器杯・椀類6個体分，襲6個体分の破片が出土している。

所見　本跡は，床面全体から垂木材とみられる炭化材が多量に出土し，遺物の多くは土庄でつぶれた状態であ

ることから火災による焼失住居と考えられる。時期は，床面及び貯蔵穴から出土した土器から判断して，中期

（5世紀後葉）と思われる。

第148図　第55号住居跡出土遺物実測図（1）
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第149図　第55号住居跡出土遺物実測図（2）
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第5号住居跡出土遣物観察表第摘　の摘図）

番号 種 別 器 神 ［］径
器高 極 径 i 船 上 色 調 い摘 手　 法　 の　 特　 徴 出十位置 備　 考

343 土師器 庫 12．7
4・8 巨 2 区 石碩 英受 母 橙 i普通 璃 部横ナデ牒 部内の外面ナデブ底部へ溺軋 貯蔵穴1 下層 85％

34∠皇土師器 杯 17．2 6．6　　 軋4　長石の石英の雲母
項 普通

日録部横ナデ，体部外面へラ削りタ内面ナデ遽 部へラ
書き有り。

中央部床面 80％

345 土師器 坪 15．1
6十 桓 石英朝

赤　　 普通 日録部横ナデ牒 部外面へ矧 炬輪積み痕誹 面ナデ。西壁寄り床面
95％　 PL29

346 土師器 輝 1鼠6 6．3　　 …　 長石の石英の雲母
頼 褐 i 普通

口縁部横ナデ，体部外面へラ師 ，内面ナデ含
南西コーナー
部床面

90％　 pL29

347 土師器 杯 13。2
机 巨 0 恒 石菟 英督 母 にぷい赤軒 鍼 口綾部横ナデ牒 部外面を底部へラ削り誹 面剥敵 貯蔵穴1 下層 80％

348 土師器 杯 12。6
6年 凍 ㌍ 幌

明赤褐　 普通 日録部横ナデ，体部外面の底部へラ削り，内面へラ磨き。貯蔵穴1内 70％

349 土師器 高杯 ［は 2］ 払 1 圧払 2］長石の石英の雲母
にぷい尋 普通 日録部瑠璃横ナデ頭部外敵瀾部内面へラナデ瀾

部外面へラ磨き。 中央部床面
70％　 pL29

350 土師器 高輝 18。5 （15。8）　 …　 長石を石英 にぷい赤褐　 普通
口縁部横ナデ，捧部外面へラ削り，内面ナデ牒 部外面

へラ磨き。
酋壁寄り床面 70％　 PL29

351 土師器 壷 ［13．1］
勉 4）！ にぷい褐 i 普通

日録部横ナデ牒部外面へラ削畑内面へラナデの輪積
み痕。 貯蔵穴 1下層 35％　 PIJ29

352 土師器 Wニ土ご・互E 16．0 （1且8）　 一　 長石の石英も雲母 にぷい橙　 普通
口綾部横ナデタ体部外面へラ削り，内面へラナデき輪積
み痕

南西コーナー
部床面 35％

353 土師器 甑 ［18潮
2 車 庫 薇 赤色

にぷい橙　 普通
日録部横ナデ牒 部外面へラ削畑内面へラナデの輪積
み痕。

中央部床面 60％

354 須恵器 魂 ［8．7］ 氾 7　　 －　 長石 灰　　　 良好 頸部に7本の櫛歯状工具による波状文。 中央部床面 55％　 PL29
自然粕付着

355 須恵器 魂 ［12湖
（168）「 桓 石名 英 黒褐　 極 道

口縁部には誹本の櫛歯状工具による波状文。 覆土 5 ％

TP32 土師器 椀 －
（107）！つ 長石0石英 にぷい橙 匝 適 底部へラ削りOへラ書き有り。 北壁寄り下層

番号 器　 種 長さ（径） 幅（孔径） 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　 徴　　 ！出土位置 備　 考

Q 335 双孔日枝 （2．7） （3。1） （0．2） （2．48） 滑石 孔酎 2 0 両面縦位の研凰 1／3 欠損。　 匡 央部床面 ！

！
M 7 鍛 （3．2） （2も4） 私3 （2．9） 鉄 長三角形の有頸鉱カ。　　　　 桓 壁寄り床面

第開場住居跡（第摘～路図）

位置　調査6区南部のD216区に位置しタ　平坦な台地上に立地している。

規模と形状　長軸7。81mタ　短軸7。52mの方形でタ　主軸方向はN二賭∵Wである。壁高は23～38cmでタ　各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦でプ　出入り口付近から中央部にかけてよく踏み固められている。出入り口部分は，ローム土で

やや高くなっている。壁溝は全周している。また，間仕切り溝が北東壁に3条夕　南東壁に且条，南西壁に1条

確認され，長さ78～110cm，幅12～20cm，深さ6～Hcmである。いずれも壁際から中央に向かって延びている。

北東壁中央の間仕切り溝は，P5と連結している。

炉　4か所。．炉1つま北西壁寄りに位置している。長径97elll，短径85elllの楕円形で，床面を5cnlほど皿状に掘り

くぼめた地床炉である。炉2はほぼ中央部に位置している。長径鮮cm　短径49cmの楕円形で，床面を4cmほど

皿状に振りくぼめた地床炉である。炉3は中央部の東寄りに位置している。長径83撒，短径65cmの楕円形で，

床面を3cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。炉射ま中央部の北寄りに位置している。長径44cm，短径33

cmの楕円形でタ　床面を3cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。炉1と炉3は炉床面に凹凸があり，火熱を

受け，赤変硬化している。炉2と炉4の炉床は，火熱を受け，わずかに赤変硬化している。

炉1土層解説

1　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
炉2土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック少量

炉3土層解説
1　にぷい赤褐色　焼士ブロック少量，炭化粒子微量
炉4土層解説
1　にぷい赤褐色　廃土ブロック少量
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第150図　第56号住居跡実測図（1）
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第151図　第56号住居跡実測図（2）
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ピット　7か所。Pl～P4は深さ56～67cmで，配列から主柱穴と思われる。P5は深さ48cm，P6は深さ30

cmで，主柱穴の間に位置していることから補助柱穴と思われる。P7は深さ42cmで，南東壁のやや貯蔵穴寄り

に位置し，中央部に向かって斜めに振り込まれていることから出入り口施設に伴うピットと思われる。

ピット土層解説（各ピット共通）
1　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック少量

6　暗褐色　ロームブロック少量

貯蔵穴　南コーナー部に位置している。長軸92cm，短軸86cmの方形で，深さ72cmである。底面は平坦で，壁は

直立している。

貯蔵穴土層解説
1極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　黒褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック微量

覆土　8層に分層され，不自然に堆積した人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
3　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物微量
4　褐　　色　ロームブロック中量

5　褐　　色　ロームブロック中鼠　炭化粒子少量
6　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
7　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
8　褐　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片906点，須恵器片1点，臼玉2点が出土している。これらの遺物は，全体の覆土下層

から床面にかけて散在している。356は南コーナー部の床面から正位の状態で出土している。357・358・360～

363は，各壁寄りの覆土下層から床面にかけて，359は中央部の床面からそれぞれ出土している。また，Q336・

Q337（臼玉）は，床面近くの覆土を水洗選別し検出したものである。これ以外にも，土師器杯3個体分，嚢

3個体分の破片が出土している。

所見　本跡は，壁溝と間仕切り溝をもち，複数の炉と南コーナー部に貯蔵穴が位置する住居形態で，第21号住

居跡と類似している。時期は，覆土下層及び床面から出土した土器から判断して中期（5世紀後菓）と思われる。

第152図　第56号住居跡出土遣物実測図（1）
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第153図　第56号住居跡出土遣物実測図（2）

第56号住居跡出土遺物観察表（第152・153図）
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番号種別器種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

356土師器杯13．1 4．5 4．5長石・石英・雲母にぷい黄褐普通口綾部横ナデ，休部外面・底部へラ削り，内面へラナデ。
南コーナー部

床面
90％

357土師器杯［13．8］5．4 －石英・雲母 にぷい赤褐普通
口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラ磨き。北西壁寄り下

層 85％

358土師器坪12．8 6．0 3．3長石・雲母 赤褐普通ロ縁部横ナデ，体部外面・底部へラ削り，内面剥敗
南コーナー部
床面 60％

359土師器杯［16j］6．7 5．4長石・石英・雲母赤普通口緑部横ナデ，休部外面へラ削り，内面ナデ。 中央部床面40％

360土師器杯［13．8］6．6 3．8長石・石英・雲母にぷい赤褐普通口線部横ナデ，休部外面・底部へラ削り，内面剥敗
北西壁寄り床
面
50％

361土師器椀［14．0］8，2 5．4長石・石英 にぷい赤褐普通口縁瓢横ナデ，体部外面・底部へラ削り，内面へラ磨き。
北西壁寄り下
層 40％

362土師器高杯 （5．5） 長石・石英 明赤褐普通師部外面へラ削り，内面ナデ。 北東壁際下層20％

363土師器聾15．625．0 長石・石英・礫にぷい橙普通日録部横ナデ，休部外面ナデ，内面へラナデ・輪積み痕。
北西壁寄り床

面
70％　外面
煤付着

番号器　種 径 孔　径厚　さ重　量材　質 特　　　　　　 徴 出土位置備　考

Q 臼玉 0．48 0．2 0．4 0．16 滑石側面は円筒状，片面穿孔。 覆土

Q一臼玉 0．32 0．15 0．24 0．03 滑石側面は円筒状，片面穿子し 覆上

第57号住居跡（第154・155図）

位置　調査6区南部のD2d8区に位置し，平坦な台地上に立地している。西壁部分だけの確認で，大部分は

東側の調査区域外に延びている。
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規模と形状　東側部分が調査区域外に延びているため，南北軸6．46m，東西軸は最大で1．12mだけ確認され，

主軸方向をN－10－Eとする方形または長方形と推定される。西壁の壁高は63～74cmで，外傾して立ち上がっ

ている。

床　確認できた部分は平坦で，貯蔵穴の北側がよく踏み固められおり，壁溝が巡っている。

ピット　西壁部分のため，主柱穴及び出入り口ピットは確認できなかった。

貯蔵穴　南西コーナー部に位置している。長軸87cm，短軸は80cmだけ確認された方形で，深さ63C皿である。底

面は平坦で，壁は外傾している。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量　　　4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量　5　暗褐色　ロームブロック少量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

覆土　9層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒　　色　ロームブロック・焼土粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

第154図　第57号住居跡実測図

6　暗褐色
7　暗褐色
8　暗褐色

9　暗褐色
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ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子
微量

ロームブロック中量
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遺物出土状況　土師器片119点が出土している。これらの遺物は，南西コーナー部の覆土下層から床面にかけ

て出土している。364は床面から正位の状態で，365は壁際の覆土下層から斜位の状態でそれぞれ出土している。

図示した以外にも，土師器嚢1個体分の破片が出土している。

所見　本跡は，調査できた西側部分から南西コーナー部に位置する貯蔵穴と壁溝が確認されただけである。時

期は，覆土下層及び床面から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。

第155図　第57号住居跡出土遺物実測図

第57号住居跡出土遺物観察表（第155図）

ヨ二二：名。33

執
0　　　　　　　　　　　　10cm

l l＿　　　」

番号－種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　考

364土師器坪［15．4］6．4長石・石英・雲母赤普通口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ。西壁際床面70％

365土師器無頸壷9．010．36．0長石・石英・雲母にぷい橙普通
ロ縁部横ナデ，休部外面・底面へラ削り，内面ナデ・輪

積み痕。
西壁際下層95％　PL29

TP33土師器杯（1．4）長石・雲母にぷい褐普通底部へラ削り，ヘラ書き有り「‡」。覆土

第58号住居跡（第156・157図）

位置　調査6区南部のDlfO区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　西壁の一部を，第1号方形区画溝と第119号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．11m，短軸2．65mの長方形で，主軸方向はNr160－Wである。壁高は10～33cmで，各壁

とも緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，出入り口付近から中央部にかけてよく踏み固められている。

炉　中央部の東寄りに位置している。長径63cm，短径52cmの楕円形で，床面を3cmほど皿状に撮りくぼめた地

床炉である。炉床は火熱を受け，わずかに赤変硬化している。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量

ピット　Plは深さ13cmで，南壁際に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと思われる。主柱穴

の配列を考えて床面と遺構の外側を精査したが，確認できなかった。

ピット土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量 2　暗褐色　ロームブロック少量

貯蔵穴　南東コーナー部に位置している。長径53cm，短径43cmの楕円形で，深さ30cmである。底面は平坦で，

壁は外傾している。

貯蔵穴土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量 2　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

覆土　4層に分層される。第1・2層は，焼土粒子や炭化材を多く含む人為堆積である。第3・4層はローム

粒子を主体とした自然堆積である。
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土層解説

1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ロームブロック微量　　　3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　炭化材・焼土ブロック中量，ロームブロック微量　　4　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片141点が出土している。覆土上層から中層までの遣物は，焼土と炭化材とともに細片

の状態で散在している。覆土下層から床面にかけての遣物は，破片の状態で出土している。366は貯蔵穴の底

面から，367は床面から，368・TP34は覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，屋外に柱穴を掘り込まない小形の住居跡である。覆土上層から中層までの遺物は，住居廃絶後

ある程度埋没したのちに，その窪地を利用して投棄したことが推測される。時期は，床面及び貯蔵穴内から出

土した土器から判断して，中期（5世紀後葉）と思われる。

F
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第156図　第58号住居跡実測図

第157図　第58号住居跡出土遣物実測図

第58号住居跡出土遺物観察表（第157図）
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番号・種別器種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

366土師器杯［13．1］6．2 －長石・石英・雲母にぷい橙普通口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ。 貯蔵穴底面60％

367土師器椀10．2 7．1 4．0長石・石英・雲母赤褐普通口綾部横ナデ，休部外面・底部へラ削り，内面へラナデ。中央部床面80％

ー167－



番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

368 土師器 高杯 － （3．3） － 石英・雲母 赤 普通 杯部内 ・外面ナデ。
南西コーナー

部下層
20％

TP34 土師器 杯 （1，4） － 長石・雲母 黒 普通 底部へラ削り・ヘラ書き有り 「≡」。 覆土下層

第59号住居跡（第158・159図）

位置　調査6区南部のD2i8区に位置し，平坦な台地上に立地している。北西コーナー部分だけを確認した

もので，大部分は東側の調査区域外に延びている。

規模と形状　東側部分が調査区域外に延びているため，西壁は最大で5．54m，北壁は最大で1・53mだけ確認さ

れた。形状及び主軸方向は不明である。壁高は31～41cmで，緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。暗褐色のローム土でややしまりはあるものの，硬化した部分は確認できない。

ピット　北西コーナー部のみのため，主柱穴及び出入り口ピットは確認できなかった。

覆土　5層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
5　褐　　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片525点，須恵器片4点が出土している。これらの遺物は，確認できた西壁寄りの覆土

下層から床面にかけて出土している。369・370・TP35は覆土下層から，371は覆土から出土している。

所見　本跡は，北西コーナー部から西壁の一部を確認できたのみで，全体の形状は不明である。時期は，覆土

下層から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。

第158図　第59号住居跡実測図
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第159図　第59号住居跡出土遣物実測図

第59号住居跡出土遺物観察表（第159図）
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番号種別 器種 口径 器高底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

369 土師器 高杯 － （8．6）11．7 石英・雲母 にぷい赤褐普通脚部外面へラ磨き，内面へラナデ，裾部横ナデ。西壁寄り下層20％

370 土師器 高杯 （6．8） 長石・雲母 赤 普通脚部外面へラ磨き，内面へラナデ。 西壁寄り下層15％

371 土師器 甑 （3．8）7．2 長石・石英・雲母にぷい橙 普通休部外面・底部へラ削り，内面ナデ。 覆土 5％

TP35土師器 杯 － （2．6）－ 長石・雲母 にぷい褐 普通底部へラ削り・ヘラ書き有り「≡」。 西壁寄り下層

第60号住居跡（第160・161図）

位置　調査6区南部のE2b8区に位置し，平坦な台地上に立地している。西コーナー部分だけを確認したも

ので，大部分は東側の調査区域外に延びている。

規模と形状　東側部分が調査区域外に延びているため，南西壁は最大で2．95m，北西壁は最大で2．64mだけ確

認された。形状及び主軸方向は不明である。壁高は20cmほどで，緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　確認できた部分は，ほぼ平坦である。暗褐色のローム土でややしまりはあるものの，硬化した部分は確認

できない。

ピット　西コーナー部のみのため，主柱穴及び出入り口ピットは確認できなかった。

貯蔵穴　南西壁際に位置している。長径78cm，短径58cmの楕円形で，深さ42cmである。底面は皿状で，壁は外

傾している。

貯蔵穴土層解説
1　極黒褐色　ローム粒子微量 2　暗褐色　ローム粒子少貴

覆土　2層に分層され，ローム粒子を少量から微量含む自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量 2　暗褐色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片151点が出土している。これらの遺物は，覆土下層から床面にかけて出土している。

土器は細片が多く，図示できるものはほとんどなかった。372は西コーナー部付近の覆土下層から出土している。

所見　本跡は，西コーナー部と貯蔵穴を確認できたのみで，遺構全体の形状は不明である。時期は，覆土下層

から出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。
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④

第160図　第60号住居跡実測図

二一

第161図　第60号住居跡出土遺物実測図

第60号住居跡出土遣物観察表（第161図）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　「　＿　！

番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

372土師器杯［14．8］（屯5）
長石・石英・赤色

粒子
明赤褐普通口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面ナデ。

西コーナー部
下層
10％

表3　古墳時代住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模 （m）

長軸（径）×短軸（径）

壁高

（cm）
面壁1

内　 部　 施　 設
覆土 主　 な　 出　 土　 遺　 物 時　 期

備 考

（旧→新）主柱穴出入口ビット炉億貯蔵穴

1 B 3 f4 N －130－W 方形 10．22　× 10．04 15～24 平田 3 炉 1 1 自然
土師器（杯・椀・壷），須恵器（施・把手付椀），
臼玉，石製紡錘車，砥石，鎌

5 世紀後菓 本跡→SK2

2 C 4 C 4 N －70－E 長方形 5．33　×　 4．52 2 1へノ35 平土日 － 3 － 炉3 1 自・人 土師器 （杯・椀・軌 臼玉炭化泉尉ヒ種子 （ひし）5 個二紀後菓

3 C 3 aO N －6 8－E 長方形 5．6　×　 4．26 15（一19 平土日 － 1 炉2 1 自然 土師器 （坪・東），須恵器 （襲），管玉 5 世紀後薬

4 C 4 d2 N －120－E 方形 5．8　×　 5．8 29～34 平土日一部 4 1 炉2 1 人為
土師器 （坪・壷九日も ガラス小玉，砥石，炭化
米

5 世紀後薬

5 C 3 j2 N －22㌧E 長方形 5．57　×　4．36 16～20平土日 － 炉2 － 自然 土師器 （坪・褒），須恵器 （聾），臼玉 5 世紀後菓 本跡→SK3

6 A 5 fo ［N －11。一一一E ］［方長方形］ 4．08　× （2．29）27～35平土日 － － 炉1 1 自然 土師器 （壷・襲・甑），炉石 5 世紀後菓

7 B 3 e7 N －32 0－W 長方形 3．36　×　 2．68 10～21平土日 － 炉1 自然 土師器 （坪・壷） 5 世紀後莫

8 C 4 a2 ［N －280－W ］〔隔丸長方形］（5．96）×　ほ2） － ほぼ会同 土師器 （壷・聾） 5 世紀後薬
カ

9 C 3 g9 N －280－W 長方形 6．89　×　 5．86 17～35 平坦 4 1 炉1 1 自然
土師器（杯・椀・聾），須恵器 （賓），臼玉，石製

紡錘諷 砥石
5 世紀後薬 本跡→SK4

10 B 4 16 N －2 0－W 方形 6．02　×　 5．99 14～27 平土日 4 － － 炉1 1 人為
土師器 （杯・柑・題・壷），臼玉 双孔円板，砥石 5 世紀後菓

11 C 4 f7 N －10－W 方形 7．55　×　 7．28 26′・、44 平土日 4 1 炉3 3 自然
土師器 （坪・椀・高杯・朴 小形鷺・甑），臼玉，

ガラス小玉
5 世紀後薬
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番号 藁葺！童顔戊満目平面形
規模扉

長軸潅錘短軸催

壁高

）（cm）
床面壁書二
巨 狛 部　施　設 Li覆土

主　な　出　土　遺　物 時　期
備考

（旧→新）位置　 主軸方向つ平面形 葺
主柱穴
出入日ピッー 恕

13 閥 車 用 欄 潅 方形 連濁　×　3．58 4′、ノ9 平坦 酌 i l 人為、土師器輝き椀さ壷）誹玉 5世紀複葉本跡→S佗6

14 C 3i車 淵 哉 匪方形 3．42　×　2．47 12ノ、ノ19平坦 炉1 1 人為、土師器牌の高坪の壷0襲う邁化米 5世紀複葉

15 錮 強 M ll可 長方形 5．71 ×　4．31 21へノ25問凸 2 炉3 2 自然毒土師器軒椀灘0壷）属恵器機建玉潤子（桃）5世紀後薬

16
腑 軽 狛 棒 方形

6。56　×　5。3 20～36平坦 4 炉1 1 入 土師器軒の椀の壷を婆）筑恵器彿誹玉 5世紀複葉

17
C 4i中 庸 ノ茂 序 形

3．05　×　2．74 8（－ノ9 平坦 1 炉1 1 人為土師器機ラ 5世紀後菓

18 順 序 拍 車 形 8せ64　×　8．24 1∠皇′＼ノ34平坦 4 1 炉2 1 自然・土師器瀬を椀の高酌 須恵器機）誹も双、孔円板 5世紀後菓

20 撒 車 碓 可 長方形 4．62　×　3．18 6′）16 平坦 2 － 1 自然氾強請碑欄頼数 日も双孔礪諸化米 5世紀後菓

21
撒 車 痛 覚 棒 形

9．99　×　9す98 43／㌦68平坦全周 4 1 2 炉4 1 自然接師器脾0婆）プ須恵器楢や題圧］も勾玉、ガラス小も新L円板 5世紀複葉SK18→本跡

23 I〕5j2区 90－W 匪方形 5．76　×　4．35 22′鴫－40平坦 炉2 1 自然喜土師器酎 筑恵器機）渦状土錘 引数絶後莫

24 E 5C車 酔 顔 方形 5。66　×　3．82 34／㌧41平坦 － 1
炉車 自然土師器腕を窺㌔球状土錘，臼も勾亙鉄嫉 5世紀後薬

25
紺 車 庸 一W 棒 形

8．04　×　7．58 44へ・・ノ54平坦…一部 4 上 3 炉3「 仕入土師器酢働儲詳毯 双孔円晩ガラス小五炭化米 5世紀後薬本跡→SK87

26 蟻 車 宥 可 雄 6．88　×　6．85 35へノ53平坦一部 中 炉車 仕入土師器脾e椀推断甑‖韮 5世紀後薬

27
輔 車 一鮮 可 紡 形

6．43　×　5．33 19′一）24 平坦
4 巨 炉車 人為土綱鋸軒掛満恥軒数甑）新L円晩刀子，炭化米 5世紀複葉

28 輔 車 融 鴻 匝 形 2．86　×　2．85 9′㌦23平坦 」 一 翻 上 人為土師器腕の小形聾） 5世紀複葉

29 棚 桓 射 棒 方形 384　×　2滴1 8ヘノ14平均 …巨 2 炉車 人為再巾器在・壷・漣・軒 5世紀複葉

30
閥 序 2摘 車 形

7瀾「×　′＝ 30′㌦′45平坦 」Lや一昔
4 巨
2
炉車 自0人土輌侶軒橘華朝里軋球状土観臼も双孔円舷砥石 5世紀複葉本跡→SK鋸

の86
3ユ瑚 序 輌 漣 方形 3も33　×　2．59 8′㌦′11平坦 」 一 叡 上 自然土師器（椀き甑） 6世紀後半

32 相 棒 射 棒 方形 3674　×　3。12 5′～12 平坦 2 巨 炉車 自然土師岩瀬巨覿 5世紀複葉

33
欄 車 ≠ 可 雄

4。82　×　4．8 42ノ㌦′57平坦 」　」I｛十∴P
4 巨 竃車

・人土椚狛軒滴軒小形餐主文縮小も臼も炭化米 6世紀後半

34 腑 車 敷 津 灘 3．99　×　3。44 14′画）35 平出 …巨
1
炉車 自然土師器輝の高杯の壷機） 5世紀複葉

35
撒 中 … 摘 汗 繍

5淵7　X ・か野45′㌔ノ75平坦 ′′′L一昔
4 巨
1 料車 ・人土師器軒婆）牒恵器碑誹も石製紡錘亀砥石炭化米 5世紀末葉

露36 撒 汗 附 拍可 長方形］F（4．43）×　3．28 32～42平坦i 日 当

3

回 目 自然

自然

然i

然i

然i

然i

然i

然i

、明i

麿i

為i

為i

然i

然i

為i

・人i

然i

然！

為i

為に

為i・

然i－

0人i

然i

然iu

土師器脾の餐主文脚 6世紀後半i

i

桓 拍 馳

37 捕 汗 糟 粕 軸 融 形］6瀾　〉く　絶餌12～21司 3 巨 回 国 土綱狛軒滴軒茂男軋嘉卦丸玉e小玉き
球状土錘 6世紀後半

38 順 序 4摘 車 形 4．5　×　4．47 48～′輔司 まぼ全周4 巨 郵 」 土師器錘巨鷺日和鰻自身 6世紀後半

39 瑚 圧 納 車 形 9，4　×　9。16 40ノへノ60平坦全周 4 －
」 つ 土師器輝き高杯を嚢） 6世紀後半本跡→SKl払

慧7度SKユ～7
40
臨 車 ば 瀾 棒 形

6993　×　6や46 47へ′55平璃…まぼ全周中 i i竃1 つ 土師器酢0聾。甑） 6世紀後半本跡→SYl

本跡→乳13

本跡→SⅢ＿12

本跡→g泌

射 略 小 路 欄 車 緋 6－44　×（4．62ラ55′叫細平坦 中 小 項 目 土師器輝き鉾鴻杯0壷り楢葉を甑「上玉 6世紀後半

42 … 軽 納 車 形 8．14　×：鼠瞞52へ補2平ヰ全周 4 巨 2 廟 回 璃鳩胸凍掛憑‖紙器膿は蟻 勾玉
砥石炭化米 5世紀複葉

43
C laOi 不明　 序 明響 ×南護軸

4 平坦 －
…日 日 」 」 土師苦杯e聾） 古墳時代

中期ヵ

44 G 3j6！ 欄　 序 明 不明　×　不明 10 平坦 －
つ つ ‖可 つ 土綱狛優 5世紀後菓

45 登仙 車 融 鴻 車 潮 2瀾　〉く　級顧 tO 平坦 …
つ つ 」 可 つ 土師器機の甑）読郷 6世紀後半

46
繍 車 ≠ 可 方顔形］3逓　〉く　は頸 項

22～46！
項

6～9 i‾．

i・7～39！

掛 可

8～14！、

平坦 －
」 つ 」 可 」 土師器輝き椀ラタ勾玉 5世紀複葉

47 ！路 車 庸 一W 棒 形
7。86　×　7，82 平率ぼ全局可 1 回 炉1回 土師器碑雄渾増結衡繍拍動 日義鉄

藤 5世紀複葉
48 iG 3e車 …29湖 匝方形］3．68 ×［3。6〕 平坦 つ つ 」 項 目 二浦器聞 5世紀後菜
49 i紺 中 庸 凍 車 頑 4湖　X　は堀 平坦i 斗 十 十 日 土師器彿 5世紀後薬

カ
50 iC 2C2恒 摘 車 形 i10。22　×：絶14 平車 ぼ全周汗 」 つ 項 目 土師器輝の椀）誹も勾亙双孔礪 5世紀複葉
可 C 2i車 … 欄 事 方形i 7．5　×　5．56 璃 4 日 －恒 車 守 胡礪雄か椀頂再紋日もガラス小玉 5世紀後菓
52 i… 軽 銅 棒 方形i

5．16　×　3．64
司 」 …「幸 司 月 土師器胚を鉾や小形鍼 筑恵器億）誹玉 5世紀複葉

53 i油 圧 融 瀕 方形i
6．23　×　5．23 30へノ37号

平坦i 」 1 「幸 可 月 土師器掴め椀を高杯の壷を／j灘婆） 別路紀後薬本跡→労㌶芝

本跡→S組19
第躇方形区画溝

54 iり2a車 庸 一W 桓 方形i 2．9　×　2．84 19へ一21、平尋 つ つ つ 炉車 i 満車器林・高林・壷・舟 5世紀後薬
55 iD 司 醐 摘 車 形！4。45　×　4．37 15～18 、平尋 」 」 ‖ 炉2回 太 土師器酵0椀。高炉壷を甑），須恵器纏軋双

孔円舷刀子 5世紀複葉
56 ！ほ 車 摘 掬 棒 形！7．81 ×　7．52 23へノ38、平坦匝全周 4 巨 巨 匠車 区 土師器輝。椀8高棒を婆）誹玉 5世紀後薬
57 i路 車 鉦 瀾 匝 方形］！6ヰ46　× （1．12）63′、ノ74、

平辣 全席 斗 斗 斗 つ 凍 土師器輝の無頸蓋う 5世紀後菓

58 im 車 繍 可 新 形i 3．11 ×　2．65 10へノ33、平坦i 一同 一回 凍 土師器杯の椀8高姉 5世紀後某
59 iD 2i8！ 不明 ！不明 i漂 ×漂 ）

31／）41、
平坦i 斗 斗 斗 斗 凍 土師器軒の高杯e甑） 5世紀後菓

祝車 三2は　 不明　 不明 i南漂 ×慣 20　、司 つ 斗 斗 斗 つ 凍 土輌狛輔 5世紀後発

一一一一一一一一171ll‥l



（2）方形周溝墓

第1号方形周溝墓（第162・163図）

位置　調査5区南部のH3g3区を中心に位置し，西側に西谷田川を望む平坦な台地の縁辺部に立地している。

東側に第2・3号方形周溝墓が隣接している。

規模と形状　北側半分は撹乱を受けている。周溝を含めた規模は，東西方向9．72m，南北方向は最大で5．24恥

主軸方向はN－25。－Wである。方台部は，東西方向8．32m，南北方向は最大で4．2mで，方形と推定される。

方台部の南東・南西部及び西溝は，重機等による撹乱を受けている。また，主体部は確認できなかった。

周溝　周溝は，方台部に沿って巡っている。周溝の幅は，上幅58～106cm，下幅49～64cmである。深さは東溝・

南溝が25～30cmであるのに対して，西溝は40～54cmと，東溝・南溝と比べて深く掘り込まれている。底面は平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。覆土は6層からなり，ローム粒子を主体とした自然堆積と思われる。

周溝土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック少量
6　暗褐色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片3点，鉄剣1息　鉄鉱1点のほか，流れ込んだ縄文土器片5点が出土している。M8

は南西コーナー部の覆土上層から出土している。388は酋溝の覆土から，M9は方台部の撹乱から出土したも

のである。

所見　本跡は，北側が撹乱されているため，全体をとらえられなかった。また，遣物は，出土位置等から考え

ると，確実に伴うものとは判断できない。本跡の東側に，小形の方形周溝墓2基が隣接していることから，3

基で墓域が形成されていたと思われる。時期は，前期末から中期初頭（4世紀後菓～5世紀初頭）と考えられる。

凧。88

第162図　第1号方形周溝墓出土遺物実測図

第1号方形周溝墓遺物観察表（第162図）

‾＠‾M≡

正調M8　　0　　　　　　　　　10cm

「　　；　　－」

番号種別 器種 口径 器高底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

388 土師器 高杯 － （5．1）－ 石英・雲母 赤褐 普通脚部外面へラ磨き，内面ナデ・輪積み痕。西構内 10％

番号 器　種 長　さ 幅 厚　さ 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

M8 剣 ［13．9］ 2．8 （重ね）0．7 （32．4） 鉄 刀身部一部欠損。両関有。刀身部に木質付着。
南西コーナー
部上層 PL32

M9 鍍 （4．5） 2，3 0．2 （2．8） 鉄 柳菓式。嫉身一部及び箆被部欠損。
方台部撹乱
部分
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第2号方形周溝墓（第163図）

位置　調査5区南部のH3f5区を中心に位置し，西側に酋谷田川を望む平坦な台地の縁辺部に立地している。

南側の第3号方形周溝墓と周溝が結合し，西側の第1号方形周溝墓と隣接している。

規模と形状　北側は撹乱を受けている。東西方向5．32m，南北方向は最大3。02mで，主軸方向はN－160－W

と推定される。方台部は，東西方向4．06m，南北方向1．8mの長方形である。主体部は確認できなかった。

周溝　北側が撹乱されているため明確ではないが，周溝は2条確認されている。北港の南東コーナー部は言ヒ

側に向かって延びている。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。北溝の幅は，上幅52～68C恥　下幅

30～38cmで，深さは15～28cmである。南港は，方台部に沿ってコの字状に巡り北溝と連結している。南溝の幅

は，上幅50～67C恥下幅26～40cmで，深さは30～35cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

第1の2層は北溝，第3～6層は南溝の覆土で，ローム粒子を主体とした自然堆積と思われる。

周溝土層解説
1　暗褐色　ロームブロックe炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック少量

5　褐　　色　ロームブロック中量

6　褐　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　後世の流れ込みの縄文土器片2点，土師器片4点が出土し，本跡に伴う遣物は出土していない。

所見　本跡の南側と北西側に同時期とみられる方形周溝墓が隣接していることから，墓域が形成されていたと

思われる。時期は，前期末から中期初頭（4世紀後薬～5世紀初頭）と考えられる。

第3号方形周溝墓（第163図）

位置　調査5区南部のH3g4区を中心に位置し，西側に西谷田川を望む平坦な台地の縁辺部に立地している。

北側の第2号方形周溝墓と周溝が接し，西側の第1号方形周溝墓と隣接している。

規模と形状　東西方向6．03恥　南北方向6．78mの隅丸長方形で，主軸方向はN－170－Wである。方台部は，

東西方向4．92m，南北方向6．14mである。方台部の中央部や西溝には，木の根による撹乱があり，主体部は確

認できなかった。

周溝　西溝は第2号方形周溝墓の周溝と連結し，東溝は南東コーナー部から3．42mほど延び，緩やかに立ち上

がっている。幅は，上幅40～62cm，下幅25～38cmで，深さは21～33cmである。東溝の底面は皿状で，壁は緩や

かに立ち上がっている。南港e西溝の底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。覆土は3層からなり，ロー

ム粒子を主体とした自然堆積と思われる。

周溝土層解説
1　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量

3　褐　　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片3点，土師器片4点が出土している。いずれも後世の流れ込みとみられ，本跡に伴

う遺物は出土していない。

所見　本跡の北側と西側に同時期とみられる方形周溝墓が隣接していることから，墓域が形成されていたと思

われる。時期は，前期末から中期初頭（4世紀後菓～5世紀初頭）と考えられる。

表4　方形周溝墓一覧表

番

。7テ

位置 主軸方向
外径（m ）

東西 ×南北

方台部（m ）

東西×南北

周溝 壁面 深 さ（cm） 主な出土遺物
備　　 考

（時期・新→旧）

1 H 3 g3 N －250－W 9．72 ×（5．24） 8．32 ×（4．2） ［全周］ 外傾 25へ′54 鉄剣，鉄鉱 古墳前期末～中期初頭

2 H 3 f5 N －160－W 5．32 ×甘 02） 4．06 ×（1．8） ［全周］ 外傾 15へノ35 古墳前期末～中期初頭

3 H 3 g4 N －170…W 6．03 ×　6．78 4．92×　6．14 ほぼ全周 緩斜 21′～33 古墳前期末～中期初頭
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（3）古　墳

第頂考墳（第164の165図）

位置　調査6区南部のD2g3区を中心に位置している。西側に西谷田川を望む平坦な台地の縁辺部に立地し

ている。

重複関係　第32e135号士坑の南壁側を掘り込み，第133号士坑に擦り込まれている。

規模と形状　東西方向13．9叫南北方向12．7mの方墳で，主軸方向はN－00である。方台部は，東西方向10．9m，

南北方向10．8mの方形である。現況は篠薮であったが，以前に畑地として耕作されていたため墳丘は削平され

ていた。

周溝　周溝は，方台部に沿って全周している。幅は，上幅110～158cm，下幅64～96cmで，深さは27～34cmであ

る。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる逆台形を呈している。覆土は5層からなり，ローム粒子を主体と

した自然堆積と思われる。

周溝土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子中量

4　黒褐色　ロームブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

埋葬施設　埋葬施設は横穴式石室で，方台部の中央部からやや南側に位置している。遺構確認の際に，埋葬施

設部分の上面から南側周溝部にかけて，石室に使用したと考えられる雲母片岩の板石が散乱していた。側壁部

分の東側と西側には撹乱された痕があり，板石はすべて抜き取られていたことから，盗掘や耕作によるものと

みられる。よって，埋葬施設の板石の配置は不明であるが，側壁の石を据えた掘り方とみられる方形の溝を確

認した。溝の幅は，22～27cnlで，深さは10～15cmのU字状を呈している。側壁に位置する部分からは，雲母片

岩の破片や裏込めの粘土塊が確認されている。石を据えた振り方を含めた規模は，外法で長さ2．48m，幅1．16

mである。玄室は長さ1．83m，幅0。65mの長方形で，底面は平胆でローム土をそのまま使用している。羨道は

長さ1。86m，上幅85cm，下幅60cmで周溝まで延びている。掘り方は，確認面で長さ3．52m，幅工98mの長方形

で，深さ55cmである。また，遣存する北西側の形状から，幅34cm，深さ25cmのテラス状の段をもち，さらに30

cmほどに掘り下げて側壁を設置していたと考えられる。

埋葬施設士層解説
1　黒褐色　ローム粒子。焼土粒子。粘土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・粘土粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，粘土粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子中量
6　黒褐色　ロームブロック・粘土粒子少量
7　黒褐色　ロームブロック少量

8　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量
9　暗褐色　ローム粒子微量
10　暗褐色　ロームブロック少量

11暗褐色　粘土粒子中量，ロームブロック微量
12　黒褐色　ロームブロック・粘土粒子微量

13　黒褐色
14　黒褐色
15　暗褐色
16　暗褐色
17　黒褐色
18　黒褐色
19　暗褐色
20　暗褐色
21暗褐色
22　暗褐色
23　黒褐色

ロームブロック・粘土粒子微量

ロームブロック・粘土粒子少量

ロームブロック・粘土粒子少量

ロームブロック少量

粘土粒子中量，ロームブロック少量

ロームブロック微量

ローム粒子少量，粘土粒子微量

ローム粒子・粘土粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子・粘土粒子中量

ロームブロック少量，粘土粒子微量

遺物出土状況　土師器片2，023点，雲母片岩片29点，臼玉4点，双孔円板1点が出土している。本墳に伴う遣物は，

散在している雲母片岩片のみである。埋葬施設内の覆土を水洗選別し，臼玉4点を検出したが，撹乱されたと

きの流れ込みと考えられる。

所見　本墳は，横穴式石室の埋葬施設をもつ一辺13mはどの方墳である。時期を決定する出土遺物はないが，

古墳の形態や横穴式石室の規模から考えて，7世紀末頃と推定される。
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第165図　第1号墳主体部実測図
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（4）土　坑

第5号土坑（第166図）

位置　調査2区西部のB3j9区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　北壁側を第1号土坑に振り込まれている。

規模と形状　径4．5mはどの円形で，深さは84cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。南

側の壁際に長径45C恥　短径33cmの楕円形で，深さ24cmのピットが掘り込まれている。

覆土　6層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　黒　　色　ロームブロック・焼土粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量

4　褐　　色　ローム粒子中量
5　暗褐色　ローム粒子少量
6　暗褐色　ロームブロック少量



遺物出豊状況　土師器月つ猶息礫温点のほかプ流れ込んだ縄文土器片4点が出土している。これらの遺物はプ

覆土中層から下層にかけて投棄された状態で出土している。373⑳37拇覆土中層から出土している。

所恩　時期は，出土した土器から判断してタ　中期（5世紀複葉）と思われる。

第柑園　第5号土坑砂出土遣物実測図

第5号圭坑出土遺物観察表（第摘図）

：－　　　こ

彗㌻

㌫－‾－F㍗

9　　　　　　　　　　　　　　2m』

の　　　　　　　　　　　　　　瑠Ocm

・　l1－　　　　　1　：

番司種別器種拉径器高恒可　胎士i色可焼可　　手法の特徴　　恒土位置！備考

37車師器高坪「佃上中静雲母i赤　匝適匝外面へラナデ湖面げ〇　　　匝壁際中層i15％

37車師器壷　巨4・0（融巨匠稲英凛母匡ぷい赤褐i普通主潮臓輯休部外面へラ削り湖へラナデ擁部中層極

予：．＿　　′第・七一、

位置　調査2区東部のA5d7区に位置しプ　平坦な台地上に立地している。

規模藍形状　径1079mほどの円形で　深さは狙cmである。底面は平坦でタ壁は外傾して立ち上がっている。

覆豊　5層に分層されプ　長一ムプロッタを多く含んだ人為堆積である。

1－17ボー一一一



土層解説
1　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック微量
3　暗褐色　ロームブロック・炭化物少量

4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
5　褐　　色　ロームブロック中量，炭化物微量

遺物出土状況　土師器片55点，礫2点が出土

している。これらの遺物は覆土下層から出土

し，嚢の破片がほとんどである。いずれも細

片で図示できなかった。

所見　時期は，出土した土器から判断して，

中期（5世紀後葉）と思われる。
第167図　第6号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　i

第14号土坑（第168図）

位置　調査2区西部のC3b7区に位置し，平坦な台地上に立地している。また，第20号土坑と隣接している。

規模と形状　長径2．48m，短径2．3mほどの円形で，深さは42cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上

がっている。

覆土　4層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量　　　3　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　4　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片15点のほか，流れ込んだ縄文土器片17点が出土している。これらの遣物は，覆土下層

から底面にかけて出土している。375は底面から破片の状態で出土している。

所見　時期は，出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

［－＿」＿＿　　　！

第168図　第14号土坑・出土遣物実測図

第14号土坑出土遣物観察表（第168図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

Ll　　　！

番号種別器種口径器高底径胎　士色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

375土師器土甘－（8．0）長石・石英・雲母赤褐普通休部外面へラ磨き，内面ナデ，内・外面輪積み痕。西壁寄り底面30％

－179－



第臓考量琉（第蟻図）

位置　調査2区西部のC3d9区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模藍形状　径1856mほどの円形で，深さは50cmである。底面は平坦でプ壁は外傾して立ち上がっている。

覆豊　4層に分層されタ　レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック少鼠廃土粒子の炭化粒子微量　　　3　暗褐色　ロームブロック少鼠炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロックも焼土粒子ゆ炭化粒子微量　　　　4　暗褐色　ロームブロック中鼠炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器片15点のほかタ流れ込んだ縄文土器片4点が出土している。これらの遺物はブ覆土下層

から底面にかけて出土している。3閥はほぼ完形でプ　覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土した土器から判断して　中期は世紀複葉）と思われる。
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第相聞　第19号土坑⑳出土遺物実測図

第19号土坑出土遺物観察表（第ま69図）

9　　　　　　　　　　　　19cm

：∴　‥一　二　　＿．・

番号種別器種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置！備考

376土師器 杯 16．9 6．4 4．6長石e石英e雲母 赤 普通［磯部横ナデ体部外面せ底部へラ削り，内面ナデ。東壁寄り下層i90％

第邦鷺豊坑（第170図）

位置　調査2区西部のC3C8区に位置し，平坦な台地上に立地している。また，第摘号士坑と隣接している。

規模と形状　長径3・34m，短径3言5mのほぼ円形で，深さは88cmである。底面はやや凹凸でプ壁は外傾して立

ち上がっている。

覆土　5層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　黒　　色　ロームブロック少量

2　黒褐色　ロームブロック少量，廃土ブロック微量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　褐　　色　ローム粒子中量
5　黒褐色　ロームブロック微量

遺物出藍状況　土師器片9息須恵器片5点が出土している。これらの遣物は，覆土中層からまとまって出土

していることから，投棄されたとみられる。377はほぼ完形で，TP36は破片の状態で出土している。

所見　時期は，出土した土器から判断して，中期（5世紀後薬）と思われる。
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377

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　」

第170図　第20号土坑・出土遣物実測図

第20号土坑出土遣物観察表（第170図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

377 土師 器 小形 椀 10 ．3 5．4
長 石 ・石 英 ・雲 母

・赤 色粒 子
にぷ い橙 普 通 口縁部横ナデ，休部外面へラ削り・輪積み痕 ，内面ナデ。 東壁 寄 り中層 90 ％

TP3 6 須 恵 器 襲 － （17．6） － 長 石 灰 オ リー ブ 良 好 外面斜位の羽 子叩き，内面同心円状の当て具痕。 中央部 中層

第47号土坑（第171図）

位置　調査2区中央部のD4C3区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　長軸0・96m，短軸0・82mの不定形で，長軸方向はN－560rwである。深さは46cmで，底面はや

や皿状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　3層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子微量
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遺物出土状況　土師器片5点，須恵器片3点が出土している。これらの遣物は，覆土中層から底面にかけて破

片が重なった状態で出土している。TP37は覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。

第171図　第47号土坑・出土遣物実測図

第47号土坑出土遺物観察表（第171図）
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番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

TP37 須恵器 襲 － （4．5） － 長石 灰 良好 頚部に15本の櫛歯状工具による波状文。 中央部中層

第52号土坑（第172・173図）

位置　調査2区東部のC5h6区に位置し，平坦な台地上に立地している。第60・64号土坑は，半径5mほどの

位置に隣接している。

規模と形状　長径2．36m，短径2．22mのほぼ円形で，深さは60cmである。底面はやや凹凸で，壁は外傾して立

ち上がっている。

覆土　4層に分層され，第3層は焼土ブロックを中量含み，土器が含まれていることから人為堆積，第1・2

層は，レンズ状に堆積した自然堆積である。

④　　　I

0　　　　　　　　　　　　　　2m

i　　＿＿」　　　」

第172図　第52号土坑実測図
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土層解説
1　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック少量

3　極暗褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量
4　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片18点のほか，流れ込んだ

縄文土器片1点が出土している。これらの遣物は，

覆土下層から底面にかけて出土している。南壁際

に焼土が堆積し，同じ層位に土器が含まれている

ことから投棄されたものとみられる。378は正位

の状態，379は破片の状態で覆土下層から出土し

ている。

所見　時期は，出土した土器から判断して，中期

（5世紀後薬）と思われる。



第173図　第52号土坑出土遺物実測図

第52号土坑出土遣物観察表（第173図）
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番号種別器種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

378土師器椀13，8 7．1 長石・石英・雲母にぷい赤褐普通
口縁部横ナデ，休部外面上位へラ磨き，下位へラ削り，
内面ナデ。 中央部下層95％　PL29

379土師器婆 （26．8）6．2長石・石英・雲母にぷい赤褐普通休部外面ナデ，下位へラ削り，内面剥離・輪積み痕。中央部下層70％
外面煤付着

第60号土坑（第174図）

位置　調査2区東部のC5h4区に位置し，平坦な台地上に立地している。第52・64号土坑とは，半径5mほ

どの位置に隣接している。

規模と形状　南壁側は撹乱を受けているため，径3．8mほどの円形と推定され，深さは70cmである。底面は平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。北側の壁際に，径32cmほどの円形で，深さ15cmのピットが振り込まれ

ている。

覆土　3層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック少量

3　黒褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片100点，礫1点のほか，流れ込んだ縄文土器片3点が出土している。これらの遺物は，

覆土中層から底面にかけて破片が散在した状態で出土している。380は正位の状態，381は破片の状態で底面か

ら出土している。382は覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。
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第174図　第60号土坑・出土遺物実測図

第60号土坑出土遺物観察表（第174図）

番号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

380 土 師 器 杯 ［賂 2］ 5 ．7 4．5 石 英 ・雲 母 にぷ い 橙 普 通 日録部横ナデ，休部外面・底部へラ削り，内面へラ磨き。 中央部底面 65％

38 1 土 師 器 高峰 16．7 （5 ．6） 長 石 ・雲 母 赤褐 普 通 口綾部横ナデ，師部外面ナデ，内面へラナデ。 中央部底面 50％

382 土 師器 襲 － （7．6） 8．8
長 石 ・石 英 ・赤 色

粒 子
灰 黄 褐 普 通 体部内・外面・底部へラ削り。 中央部中層 35％

第64号土坑（第175図）

位置　調査2区東部のC5i5区に位置し，平坦な台地上に立地している。第52・60号土坑が，半径5mほどの

位置に隣接している。

規模と形状　北壁側は撹乱を受けているため，径3mほどの円形と推定され，深さは36cmである。底面は平坦

で，壁は外傾して立ち上がっている。東側の壁際に長径44cm，短径38cmの楕円形で，深さ13cmのピットが掘り

込まれている。

覆土　3層に分層され，ローム粒子を主体とした自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片17点のほか，流れ込んだ縄文土器片6点が出土している。これらの遺物は，覆土下層

から底面にかけて出土している。383は正位の状態，384は破片の状態で底面から出土している。

所見　時期は，出土した土器から判断して，中期（5世紀後菓）と思われる。
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第175図　第64号土坑・出土遣物実測図

第64号土坑出土遺物観察表（第175図）
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番号種別器種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

383土師器杯13．4 4．9 3．8
長石・石英・赤色
粒子 赤褐普通口縁部横ナデ，休部外面・底部へラ削り・ヘラ書き有り「O」。中央部底面80％

384土師器高杯－（9．5）－
長石・雲母・赤色
粒子
明赤褐普通脚部外面へラ磨き，内面ナデ・輪積み痕 中央部底面30％

第117号土坑（第176・177図）

位置　調査6区南部のD2d5区に位置し，平坦な台地上に立地

している。

規模と形状　径0．88mほどの円形で，深さは14cmである。底面は

平坦で，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　ロームブロックを主体とした単一層である。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片124点，須恵器片1点が出土している。

385～387は，破片が重なり合う状態で，覆土上層から出土してい

る。

所見　時期は，出土した土器から判断して，中期（5世紀後葉）

と思われる。

ー185－
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第176図　第117号土坑実測図



第177図　第117号土坑出土遺物実測図

第117号土坑出土遺物観察表（第177図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 上 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　 考

385 土 師器 杯 13．5 5．4 4 ．4 長 石 ・石英 暗 赤 普 通 休部外面へラ削り，内面剥離，底部へラ書き 「≡」。 覆 土 上層 80％

386 土 師器 坪 13，0 6 ．1 5．2 長 石 ・石 英 ・礫 赤 褐 普 通 口緑部横ナデ，休部外面 ・底部へラ削り，内面へラ磨き。 覆 土 L層 75 ％

387 土師 器 宝E 10，3 （17．6） 長 石 ・石英 ・雲 母 赤 褐 普 通
口縁部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ・輪積

み痕。
覆 土 ヒ層 4 0％

第135号土坑（第178図）

位置　調査6区南部のD2g5区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　南壁部分を第1号墳に振り込まれている。

規模と形状　長軸1．93m，短軸は推定で1．72mほどの隅丸長方形で，

52cmで，底面は凹凸で，壁は外傾して立ち上がっている。

第178図　第135号土坑実測図
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主軸方向はN－600－Eである。深さは

覆土　上面は削平され，確認できたのは

最下層だけである。

土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片9点が出土して

いる。これらの遣物は，覆土下層から底

面にかけて出土している。賓の破片や赤

彩された杯の破片で，いずれも細片のた

め図示できなかった。

所見　時期は，出土した土器から判断し

て，中期（5世紀後菓）と思われる。



第柑考量坑（第179図）

位置　調査6区北部のD2a5区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　長径0。7m，短径0．64mのほぼ円形で，深さは24cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっ

ている。

覆土　2層に分層され，ロームブロックを含む人為堆

積である。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出立状況　土師器片36点が出土している。これら

の遣物は，覆土下層から底面にかけて出土している。

いずれも賓の破片で，細片のため図示できなかった。

所見　時期は，出土した土器から判断して，中期（5

世紀後菓）と思われる。

表5　古墳時代土坑一一覧表
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第柑園　第136号土坑実測図

番号 位　 置
長径方向

（長軸方向）
平面形

規模 （m）

長径㈱ ×短径側）
深 さ（cm） 壁面 底面 覆土 主　 な　 出　 土　 遣　 物

備　　 考

（時期・新→旧）

5 B 3 j9 － 円形 4．4 8　×　4．46 84 外傾 平坦 自然 土師器 （高杯 や壷） 5世紀後東
本跡→SK l

6 A 5 d7 － 円形 1．79　×　 1．75 5∠隻 外傾 平坦 人為 礫 5世紀後菓

14こ C 3 b7 … 円形 2．48　×　2．3 42 外傾 平坦 自然 土師器 （堵） 5世紀後薬

19 C 3 d9 － 円形 1。56　×　1．52 50 外傾 平坦 自然 土師器 （杯） 5世紀後菓

20 C 3 C8 － 円形 3．34　×　 3．15 88 外傾 凹凸 自然 土師器 （小形椀），須恵器 （襲） 5世紀後葉

47 D 4 C3 N …560…W 不定形 0．96　×　 0．82 4 6 外傾 皿状 自然 土師器片，須恵器 （餐） 5世紀後菓

52 C 5 h6 － 円形 2．36　×　 2．22 6 0 外傾 凹凸 白・人 土師器 （椀 e餐） 5世紀後菓

60 C 5 h4こ － ［円形］ 3．83　× ［3．5］ 70 外傾 平坦 自然 土師器 （杯 の高杯 e餐 ），須恵器片 5世紀後菓

64 C 5 i5 － ［円形］ 2．9 8　× ［2．84］ 36 外傾 平坦 自然 土師器 （杯 。高杯） 5世紀後菓

117 D 2 d5 － 円形 0．88　×　0．8∠婁 14 緩斜 皿状 自然 土師器 （杯 ・壷）言須恵器片 5世紀後菓

135 D 2 g5 N →弧㌧ゼ ［隅丸長方形］ 1．93　× 江72］ 52 外傾 凹凸 自然 土師器片 5世紀後菓
本跡→TM l

136 D 2 a 5 － 円形 0．7　　×　 0．64 24 外傾 平坦 人為 土師器片 5世紀後莫

4　中世の遺構と遣物

今回の調査で，中世の遺構は方形区画溝1条と溝跡1条を検出した。以下，検出した遺構と遺物について記

載する。

（1）方形区画溝

第1号方形区画溝（第180弓81図）

位置　調査6区南部のDle8区を中心に位置している。西側に西谷田川を望む平坦な台地の縁辺部に立地し，

ほぼ同時期の第3号溝が南西側に近接している。

重複関係　第58号住居跡の北西部を振り込み，南東溝の端部を第119号土坑に振り込まれている。方形区画内

…187－



に第124～126号土坑が存在するが，覆土の状況から本跡との関連性及び新旧関係は不明である。

規模と形状　溝は南側を除きコの字状に巡っている。東西方向仕5m，南北方向10．9mの長方形で，主軸方向

はN－230－Wである。方台部の規模は，東西方向8．32m，南北方向8．24mの方形である。

溝　東溝は，上幅0．74～1．1m，下幅0．3～0．68mで，深さは15～20cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立

ち上がっている。北港は，上幅1．02～L76m，下幅0．27～0．38mで，深さは20～39cInである。底面はV状で，

壁は緩やかに立ち上がっている。西濃は，上幅工36～工44m，下幅0。3～0．48mで，深さは30～35cmである。

底面はV状で，壁は緩やかに立ち上がっている。溝の底面は，東溝から西溝に向かって40cmほど傾斜している。

l‾Ll⊥一ノ－
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第柑図　第1号方形区画溝実測図
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覆豊　5層に分層されタ　レンズ状に堆積した自然堆積である。

溝土層解説
1　暗褐色
2　褐　　色

3　暗褐色
4　暗褐色
5　暗褐色

ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック中量，炭化粒子微量

ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック0炭化粒子微量

ロームブロック少量夕　炭化粒子微量

（3層よりもやや明るい）

遺物出藍状況　陶器片2点，石造物温点のほか，埋没時の流れ込み

とみられる縄文土器片　点　土師器片器点き礫3点が出土している。

Q338の五輪塔はプ　酋溝の覆土上層から出土している。酋溝の覆土

中層から出土した陶器片は，第3号溝から出土した389と接合して

いる。

所見　本跡昧　方形に区画された溝で，西構内から五輪塔と陶器片

が出土している。また，近接する第3号溝と合わせて，中世の墓域

を形成していたと考えられる。時期は，出土した五輪塔から判断し

てタ15世紀後半と思われる。

第選考方形区画溝出土遣物観察表（第181図）

第柑図　第且号方形区画溝
出土遣物実測図

番号 種別 新 中 全可 空輸可 風輪高 桓 輪径 くびれ部径 風輪径 材可　 特　　 徴 出十位置 備考
Q尋
五輪塔 空風輪　 （18．9） （11．0） （7．9）　 15．6 11．4 14．3 花崗岩 翳 慧 豊 風輪部逆台形潮 ヒ酋溝上層 100％　pL32

（2）溝跡

第3号溝跡（第182◎183図）

位置　調査6区南部のり且i7区～Fm4区に位置し，斜面部にさしかかる台地の縁辺部に立地している。ほ

ぼ同時期の方形区画溝が北東側に近接している。

規模と形状　確認できた長さは5408mである。南西部の調査区域外のFlb4区から北東方向（N－350－E）に

直線的に35・2m延び，Eld8区で屈曲してDli7区の調査区域外まで，北西方向（Ⅸ「…70－W）に直線的に

延びている。溝は，上幅1・05～工56m，下幅0．32～且7mで，深さ32～54cmである。底面はV状で壁は緩やか

に立ち上がっている。

覆豊　8層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロックe炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロックe炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック微量
4　暗褐色　ロームブロック中量

5　暗褐色　ロームブロック少量

6　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
7　暗褐色　ロームブロック。炭化粒子微量
8　黒褐色　ローム粒子e炭化粒子微量

遺物出土状況　陶器片2息砥石1点のほか，流れ込みの土師器片姓氏勾玉1点が出土している。389は底

面から出土し「方形区画構内から出土した陶器片と接合したものである。TP38は覆土下層から出土している。

Q339は覆土中層から出土したもので，埋没時の流れ込みと考えられる。

所見　本跡は，近接する第3号溝と合わせて，中世の墓域を形成していたと考えられる。時期は，溝の覆土下

層及び底面から出土した陶器片（常滑）から判断して，15世紀後半と思われる。
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第182図　第3号溝実測図

第183図　第3号溝出土遺物実測図

第3号溝出土遣物観察表（第183図）

2nl

－1∴71－

」闇「

「号．∴∴‾

トー1－十一　…一一一lll」

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

389 陶器 要 － （5．6）［16．1］長石・石英りト礫にぷい赤褐 普通 体部内・外面ナデ。内面自然粕・溶胎付着。底面 10％　常滑系

TP38 陶器 嚢 － （5．9） － 砂粒 にぷい赤褐 普通 外面斜位のヘラ削り，内面輪積み痕。 上層 常滑系
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番号 器　 種 長 さ（径） 幅（孔径） 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 勾玉 2．9 2．4 0．55 6．0 滑石 孔径 0．15 。C 字形。両面横位の研磨。 中層 PL32

Q 砥石 （12．7） 2．2 2．0 （71．7） 凝灰岩 断面は四角形。砥面は4 面。 覆土

5　近代の遺構と遺物

今回の調査で，近代の遺構は炭焼き窯跡1基と，炭化材や焼土ブロックを含んだ長方形の土坑16基を検出

した。以下，検出した遺構と遺物について記載する。

（1）炭焼き窯跡

第1号炭焼き窯跡（第184・185図）

位置　調査5区南部のI3d4区を中心に位置している。西側に西谷田川を望む平坦な台地の縁辺部に立地し

ている。

重複関係　第40号住居跡の北東コーナー部上面に構築されている。

規模と形状　長径3．98m，短径2．38mの楕円形で，主軸方向はN－140－Wである。

前庭部　平面形は長径1．05m，短径0．61mの楕円形で，底面は平坦である。

団

可　Ul

7

第184図　第1号炭焼き窯跡実測図
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炭化室　平面形は長径2．02m，短径1．31mの楕円形で，天井部は崩落している。遣存する壁高は70～83cmで，

奥壁と東壁はほぼ直立し，西壁は崩れているため緩やかに外傾している。壁は，山砂と粘土で構築され，瓦片

や石片で補強されている。窯底は前庭部より14cmほど低くなり，ほぼ平坦で地山面上に構築されている。西壁

側と前庭部付近には，補強材に使用したと思われる石片が出土している。壁面及び窯底は，熱を受けて赤変硬

化している。

煙道部　奥壁の中央部に位置している。煙道は窯底から8cmほど高い位置にあり，ほぼ直線的に外傾して立ち

上がっている。口径は25cmほどで，厚さ3～5cmの山砂と粘土で円筒状に構築している。

覆土11層に分層される。第1層は崩落後に堆積した層，第2～5・7～9層は天井部の崩落した層，第6層

は窯底に堆積していた層，第10・11層は壁の構築材の層である。

炭焼き窯跡土層解説

1暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子　6　赤褐色　焼土ブロック多量，炭化物少量
微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗赤褐色　焼土ブロック中量，山砂・粘土粒子少量

2　にぷい赤褐色　焼土ブロック・山砂・粘土粒子中鼠炭化物微量　　　　8　暗赤褐色　焼土ブロック・山砂・粘土粒子中量，炭化粒子微量
3　赤褐色　焼土ブロック多量，山砂・粘土粒子中量　　　　　　9　暗赤褐色　焼土ブロック・山砂・粘土粒子中量

4　暗赤褐色　焼土ブロック・山砂・粘土粒了ヰ量，炭化物少量　　10　赤褐色　山砂・粘土粒子多量，瓦片・石片少量
5　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化物・山砂・粘土粒子少量　　　11にぷい赤褐色　山砂・粘土粒子多量，焼土ブロック少量

遺物出土状況　本跡の構築材に使用したと思われる瓦片多数，石臼片1点が出土している。Tl・T2は，天

井部が崩落した覆土から出土している。Q341は袖部から出土し，袖部の構築材と思われる。

所見　本跡は，窯の構築材と思われる瓦片から，近代と考えられる。

0　　　　　　　5cm

富　　；　＿；

嘲錮嘘癖癖酵

確論読癖盛砂

第185図　第1号炭焼き窯跡出土遺物実測図

第1号炭焼き窯跡出土遺物観察表（第185図）

番号 種 別 器 種 長 さ 幅 厚 さ 胎　 土 色　 調 焼 成 特　　　　　　 徴 出 土位 置 備　 考

T l 瓦 桟 瓦 （14．2） （19．8 ） 1．5 砂 粒 褐 灰 普 通 側 面に 「清 高」の 刻印 有 り。 覆 土

T 2 瓦 桟 瓦 カ （9．4） （10．4 ） 1．5 砂 粒 にぷ い橙 普 通 側 面に 「活高 」の刻 印 有 り。 覆 土
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番義・巨 … 隼 軽 墜 幅拝し径） 摩 中 極 量 材　質 特　　　 徴　　 i 出土欄 備　考
Q凱1 着臼　 「錮 （1滴 6elつ （86609） 安山岩 土日の破片3 上面にくぼみ有り。　　　　　 袖部

は　士坑

ここではタ　形状が長方形で覆土や底面から焼土とともに炭化材や炭化物が出土している士坑を取り上げる。

蟻基の土坑の中からタ　特徴的な3基について記載しき　その他は実測図と士層解説及び一覧表で掲載する。

第堵考量坑　第摘図）

位置　調査2区西部のC3e9区に位置しタ　平坦な台地上に立地している。

重複関係　第9拙駐居跡の北東コ一一ナ一部を据年込んでいる、、

規模藍形状　長軸3。93mタ短軸』犯mの長方形で主軸方向はN…げ…Wである。深さは張cmで底面は平坦でブ

壁は外傾して立ち上がっている。

覆豊　4層に分層されタ　炭化物や廃土ブロックを含む層でタ　埋め戻された堆積状況である。

土層解説

1暗赤褐色　焼士ブロック中量，ロームブロックさ炭化材少量　　3　暗赤褐色．ロームブロックの焼土ブロック0炭化材中量
2　暗赤褐色　ロームブロック中亀　廃土ブロックの炭化物少量　　4　黒褐色　炭化物多鼠　焼土ブロック中亀　ローム粒子微量

遺物出土状況　炭化材や焼上が底面から検出されている，．、、

所恩．本跡はヲ　地権者鵜の聞き取り調査からプ　戦前から戦後にかけての炭焼き圭坑と考えられる。

工　′　．．‘．∴ト㌦∴

位置　調査3区南部の斑5m区に位置しタ　平坦な台地上に立地している。

く、！′．‡ミ′一子、一、－．・＼‘！－．　　　∴　′ノ　三、：．′ノ・、′、、‥　、　・∴　．、′，、‥　，・－・’．．∴二、

壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土　焼上プロ、ソクや炭化物を含んだ単　一屑である、二、

土層解説
1　黒褐色　焼士ブロックの炭化物中量ク　ロームブロック微量

遺物出土状況　炭化物や焼士が底面から検出されている。、

所農　本跡はタ　地権者への聞き取り調査からき　戦前から戦後にかけての炭焼き土坑と考えられる。

第99考量坑（第186図）

位置　調査」＝うqヒ部のG5F5区に位置し，平出な台地f二に立地している。）

規模起形状　長軸2言拍虻右短軸2。29mの長方形でタ主軸方向はN－椚㌔」私である。深さは40cmで，底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　用層に分層され　炭化物や焼士ブロックを含む層でタ　埋め戻された堆積状況である。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　6　極暗褐色　炭化物少鼠　ロームブロックe焼土ブロック微量
2　黒褐色　ロームブロック中量，廃土ブロック微量　　　　　　7　暗褐色　ロームブロックの炭化物少量
3　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量　　　　　　　　　　8　黒褐色　ロームブロック少量

4　極暗褐色　ロームブロックの炭化物中量，焼士ブロック微量　　9　極暗褐色　炭化物のローム粒子や廃土粒子微量
5　黒褐色　炭化物中量，ロームブロックの焼士ブロック少量　10　極暗褐色　炭化物ゆ廃土ブロック中量

遺物出土状況　炭化物や焼上が底面から検出されている。、．
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所見　本跡は，地権者への聞き取り調査から，戦前から戦後にかけての炭焼き土坑と考えられる。

‾＼＿＿＿＿＿一／‾

SK71

第186図　第4・71・99号土坑実測図

第1号土坑土層解説
1　黒褐色　炭化粒了ヰ量，ローム粒子少量

第11号土坑土層解説

1黒褐色　炭化材中鼠　ロームブロック少量，焼土粒子微量

第17号土坑土層解説

1　黒褐色　炭化物中量，焼土ブロック・ローム粒子少量

第44号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒了少量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

第50号土坑土層解説

1極暗褐色　炭化物多量，ローム粒子・焼土粒子微量

第51号土坑土層解説

1暗褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化材少量

第72号土坑土層解説

1極暗褐色　炭化物中鼠　ロームブロック少量，焼士粒子微量

第73号土坑土層解説

1黒褐色　炭化物中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量

第74号土坑土層解説

1極暗褐色　ロームブロック・焼上ブロック・炭化物少量
2　暗褐色　焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量

3　極暗褐色　炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量

第76号土坑土層解説

1黒褐色　炭化材・焼土粒子中量，ローム粒子微量

第85号土坑土層解説

1暗赤褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

第112号土坑土層解説

1　暗褐色　炭化粒子少量，ロームブロック微量
2　暗褐色　ロームブロック・炭化材少量

第120号土坑土層解説

1暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

Ll－ト　▼＿＿＿」

2　極暗褐色　炭化粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量

2　黒褐色　炭化材中温ロームブロック少量，焼土ブロック微量

3　暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

2　極暗褐色　炭化物少量，焼士ブロック・ローム粒子微量

2　黒褐色　炭化材中量，焼土ブロック・ローム粒子少量

2　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量
5　暗褐色　炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子少量，炭化物微量

3　褐　　色　ロームブロック中量
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表6　近代士坑一覧表

番′蔓ふ位　 置
長径方向 規模（m）

平面形　　　　　　　　　 深さ（C汀i） 壁面 底面 覆土
備　　 考

主　 な　 出　 土　 遺　 物
（長軸方向） 長径蘭鋳短径輔 （略掛漸→悌

1 B 3 j9 N …30…W
長方形　 巨 8 X i・25 日 8

外傾 平坦 人為 土師器片夕炭化物　　　　　　　　　 SK5→本跡

4 C 3e9 Ⅳ＋げ⊥W 長方形　 巨 盤 × ・52 日 5
緩斜 平坦 人為 土師器片言靴 物　　　　　 桓 →本跡

H B 3cO 紺1 ぽ⊥W
楕円形　 巨 22 × 1・16 i 17

緩斜 平坦 人為 炭化材　　　　　　 i

17 8 4 d6 N 一組L w
長方形　 巨 77 × le鵬巨 0

緩斜 平坦 人為 炭化物　　　　　　 i

44 D 3蔚 N ＋酪㌧ゼ
隅丸長方形 巨 3 × ・掩い 0

緩斜 平坦 人為 炭化物　　　　　　 i

50 C 5 a7 N …200－W
［隅丸長方形車 5］× 1・15 日 6

外傾 平坦 自然 炭化物　　　　　　 i

51 C 5cS N ∴好一E
隅丸長方形 巨 24 × 1可　 30

緩斜 平坦 自然 炭化材　　　　　　 i

71 E 5m N …680－W
長方形　 巨 8 × 1933 日 2

緩斜 平坦 人為 炭化物

72 E 4 hO N …320－E
最方形　 巨 遇 × 1625 日 0

緩斜 平坦 人為 炭化物　　　　　　 i

73 E 4 f7 N …770…E
隅丸長方形 巨 85 × 且・2 「 10

外傾 平坦 人為 炭化物　　　　　　 i

74 E 4 i8 N ⊥露㌧ゼ
隅丸長方形 巨 5 × 1可　 42

緩斜 平坦 人為 炭化物　　　　　　 i

76 E 4g5 N ∵賂㌧恩 隅丸長方可 2637 × 101 日 0 緩斜 平坦 人為 土師器片き炭化材　　　　 i

85 F 4 h9 N …620…E
長方形 i 2p59 × 1・02 巨 7

外傾 平坦 人為 土師器片

99 G 5f’5 N ＋鮮㌧虻
長方形　 巨 を71 × 2029 日 0

外傾 平坦 人為 炭化物　　　　　　 i

H 2 G 3dl N －560…E
長方形　 巨 09 × lo可　 ヱ9

緩斜 平坦 人為 炭化物　　　　　　　 桓 8→本跡

120 C if9 Ⅸ「十㍍上＋E
長方形　 巨 52 × 0696 日 8

外傾 平坦 自然 炭化物　　　　　　　 桓 2→本跡

6　その他の遺構と遺物

今回の調査で，時期不明の士塚は用鼠溝4条　ピッ　群　か所を検出した。以下夕記述したもの以外昧

実測図及び一覧表で掲載する。

（1つ　十坑

今回の調査で，139基の士坑を確認しタそのうち時期の判断できる29基（縄文時代温鼠古墳時代12鼠近

代16基）以外は，時期及び性格が不明なものである。ここでは，時期不明の土坑は基について実測図及び一

覧表で記載する。
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番号 位　 置
長径方向

（長軸方向）
平面形

規模（m）

長径（軸）×短径（軸）
深さ（cm） 壁面 底面 覆土 主　 な　 出　 土　 遺　 物

備　　 考

（時期・新→旧）

1 B 3j9 N －30－W 長方形 3．8　×　 1．25 28 外傾 平坦 人為 土師器片，炭化物 SK5→本跡

2 B 3g5 N －270…W 楕円形 1．95　×　 1．42 72 外傾 凹凸 人為 土師器片 SIl→本跡

3 C 3j8 N …440…W 不定形 1．93　×　 1．5 64 緩斜 凹凸 人為 土師器片 SI5→本跡

7 C 3a7 N －76㌧虻 楕円形 1．85　×　 0．94 87 直立 平坦 自然

8 B 3 d8 N －440…E 楕円形 0．5　×　 0．45 15 外傾 平坦 自然

9 B 3 i7 N －220－E 楕円形 1．74　×　 1．51 40 緩斜 平坦 自然

10 B 3e8 － 円形 1．6　×　 1．58 40 外傾 平坦 自然

12 B 4 d2 － 円形 2．06　×　 1．92 56 外傾 平坦 人為 土師器片

13 C 3b5 N －…670…E 隅丸方形 1．74　×　 1．69 69 外傾 平坦 自然 土師器片

15 C 3 b8 － 円形 1．86　×　 1．72 36 緩斜 平坦 自然

16 B 4 e5 － ［円形］ 江24］× （1．22） 28 緩斜 平坦 人為

18 D 4 g2 － ［円形］ 1．74　× （0．97） 58 緩斜 平坦 自然 本跡→SI21

21 B 4e6 － 円形 0．43　×　 0．42 30 緩斜 皿状 自然

22 B 4 e6 － 円形 0．42　×　 0．42 15 緩斜 皿状 自然

23 B 4 e6 － 円形 0．4　×　 0．37 17 外傾 平坦 自然

24 B 4 b7 － ［円形］ ［1．93］× （1．8） 20 外傾 平坦 人為 SK33→本跡

25 C 3 b5 － 円形 1．02　×　 0．91 33 外傾 平坦 自然

26 C 4 i4 N －500－W 隅丸長方形 1．62　×　 1．18 42 外傾 平坦 人為 土師器片 SI13→本跡

27 C 4 j5 － 円形 2．93　×　 2．68 85 外傾 平坦 自然 土師器片

28 C 4j6 N －640－E 楕円形 1．7　×　 1．2 44 外傾 平坦 自然 土師器片

29 D 4 a5 － 円形 1．42　×　 1．4 37 外傾 平坦 自然 土師器片
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番号 位　 置

長径方向

（長軸方向）

平面形
規模 （m）

長径（輔×短径㈲
深 さ（cm） 壁面 底面 覆土 主　 な　 出　 土　 遺　 物

備　　 考

（時期・新→旧）

30 D 4 a4 N …53㌧も 隅丸方形 2．08　×　 2 70 直立 平坦 人為 土師器 片

31 D 4 b4 N －330－W 楕円形 0．9∠呈　×　 0．82 4 6 外傾 平坦 人為 土師器片

32 D 2 f－3 － ［円形］ 2．39 × （2．35） 73 外傾 平坦 自然 土師器片 本跡→TMl

33 B 4 b 7 N …190…E 楕円形 1．08　×　 0．83 18 外傾 平坦 人為 本跡→SK2 4

34 B 4 e9 － 円形 4．52　×　 4．11 42 直立 平坦 人為 縄文土器 片，土師若井

35 B 5 b l N －820－E 楕 円形 1．38　×　 1．2 40 直立 平坦 人為

36 B 5 a l － ［円形］ 0．82 × （0．54） 38 外傾 平坦 人為 本跡→SK38

37 B 5 a2 N …700…E 楕 円形 1」8　×　 0．94 23 緩斜 皿状 自然

38 B 5 b l N …32 0…W 不定形 1．6　 ×　 1．2 45 外傾 平坦 自然 SK36→本跡

39 B 5 f l N －220－W 長方形 2．05　×　 0．57 53 外傾 凹凸 人為

40 B 5 f2 － 円形 0．57　×　 0．52 29 緩斜 平坦 自然

41 B 5 e2 － 円形 0．48　×　 0．43 24 外傾 平坦 自然

42 B 5 f－4 N …300…E 楕円形 1．88　×　 1．31 206 直立 凹凸 人為 土師器片

43 B 5 d5 N －83。－W 楕円形 1．86　×　 1．34 25 緩斜 平坦 人為

45 D 4 g4 N …150…E 楕円形 1．58　×　 0．65 84 外傾 平坦 自然 土師器片

46 C 5 h2 N …00 楕円形 1．88　×　 1．45 50 外傾 平坦 自然 本跡→SK53

48 D 4 f5 － ［円形〕 （3．12）× ［3．1．］ 10（1 外傾 平坦 人為 土師器片，礫

49 C 5 g5 N －870…E 不定形 2．36　×　 1．91 28 緩斜 平坦 自然

53 C 5 h2 N ∵接しゼ 楕円形 1．65　×　 1．05 ．140 外傾 皿状 自然 土師器 片 SK46→本跡

54 C 4 bO N …750…W 楕円形 1．43　×　 1．16 4 7 外傾 平坦 自然

55 C 5 g7 N －390…W 楕円形 1．49　×　 1．26 17 外傾 平坦 人為

56 D 4 e7 N －14 0－W 隅丸方形 0．53　×　 0．48 16 外傾 平坦 自然 土師器片

57 D 4 e7 － 円形 0．82　×　 0．77 14 緩斜‘ 平坦 自然

58 D 4 f7 N －37㌧宅 楕 円形 0．67　×　 0．59 16 緩斜 平坦 自然

59 D 4 f7 N －69 0－W 楕 円形 1．08　×　 0．76 22 緩斜 平坦 自然 土師器片

61 B 3 i9 －
円形 1．2　 ×　 1．1 30 緩斜 平坦 自然

62 B 4 il － 円形 0．73　×　 0．7 16 外傾 平坦 人為 礫

65 D 5 f 5 N …820－E 隅丸方形 1．87　×　 1．3 30 緩斜 平坦 人為

66 D 5 f．8 N －270－1 V 楕円形 1．14　×　 0．99 24 緩斜 平坦 自然

67 D 5 h6 － 円形 1．38　×　 1．27 16 緩斜 平坦 自然

土師器片

SI30→本跡

68 E 5 a6 N …64。…E

i

i

N …63。－可

楕円形 0．86　×　 0．76 64 外傾 皿状 自然

69 E 4 aO 円形 1．19　×　 1，1 24 緩斜 平坦 人為

70 D 4 j6 円形 0．7　 ×　 0．69 20 外傾 凹凸 自然

75 D 4 h2 ［長方形］ （2．18）× 1．74 12 外傾 平坦 人為 土師器片

土師器片，礫

77 F 4 j6 N r げ⊥W 楕円形 1．23　×　 0．98 36 緩斜 平坦 人為

78 F 4 b9 － 円形 1．46　×　 1．45 60 外傾 平坦 人為

79 F 4 cO N －60 0－E 楕円形 1．16　×　 1 50 外傾 平坦 人為 土師器片

80 F 4 cO N …62。－E 隅丸方形 1．36　×　 1．25 22 緩斜 平坦 人為 土師器片

81 F 4 dO N －310－W

N －340－E ，

隅丸長方形 1．53　×　 0．96 16 緩斜 平坦 人為 縄文土器片，土師器 片

82 F 4 f－0 円形 1．3　 ×　 0．98 4 0 外傾 平坦 人為 土師器片

土師器片

土師器 片，礫

83 F 5 e2 円形 1．85　×　 1．78 4 2 外傾 平坦 人為

84 F 4 d8 円形 1．68　×　 1．53 103 直立 平坦 自・人

86 F 4 d 8 円形 0．99　×　 0．92 36 外傾 平坦 人為 SI30→本跡

87 E 4 C3 円形 2．71 × ［2．7］ 69 外傾 平坦 人為 SI25－→本跡

88 G 5 g 6 楕 円形 0．98　×　 0．73 50 緩斜 皿状 自然

89 G 5 h 6 N －80－W 長方形 5．88　×　 1．08 19 緩斜 平坦 人為
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番号ぶ位　 置

長径方 向

（長軸方向）
平面形

規模 （m）

長径軸）×短径㈲
深さ（cm） 壁面 底面 覆土 主　 な　 出　 土　 遺　 物

備　　 考

（時期・新→旧）

90 H 5 d4 N …50。－E ［楕円形］ 仕44）× 1．3 11 緩斜 平坦 人為

91 H 5 d6 － 円形 1．25　×　 1。21 53 外傾 凹凸 人為

92 H 5 fち N －48。…W 楕円形 1．24　×　 0．98 62 外傾 凹凸 人為

93 H 5 d5 … ［円形］ 1．12　× （1．15） 69 外傾 凹凸 人為

94 H 5 g 2 N …270～W 楕円形 1．45　×　 1．21 50 外傾 凹凸 人為 土師器片

95 H 4 i9 N …670…E 楕円形 1．42　×　 1．27 10 外傾 平坦 人為 土師器片

96 H 4 g9 － 円形 1．51 ×　 1．4 83 外傾 皿状 人為 土師器片

97 モー一一壬4 f9 N …560－W 楕 円形 1．18　×　 1．07 52 外傾 皿状 人為

98 G 5 h3 － ［円形］ （1．24）×　 ＿1．18 14 緩斜 平坦 人為

100 H 5 a 4 N －860～W 楕円形 1．7　 ×　 1。36 78 緩斜 皿状 人為 土師器片

101 H 3 h 8 N －67㌧も 楕円形 0．74　×　 0．66 17 外傾 平坦 人為

102 H 3 ．jO N …340－1V 楕円形 1．49　×　 1．16 117 外傾 平坦 人為 土師器片

103 H 3 i9 N …50…W 楕円形 1．04　×　 0．63 42 外傾 皿状 自然 土師器片言礫

104 H 3 i5 － ［円形］ ［0．8］×　 0．79 47 外傾 平坦 人為 SI38→本跡

105 H 4 g l － ［円形］ 0．97　× （6．9） 16 緩斜 平坦 自然 土師器片 SI39→本跡

106 H 3 f6 … 円形 1　　 ×　 l 29 緩斜 皿状 人為

107 rI 3 b 8 － 円形 0．92　×　 私9 18 緩斜 川し状 人為

108 H 3 e6 － 円形 1．17　×　 1．14 40 外傾 平坦 人為 土師器 片

109 H 3 b6 － 円形 0．57　×　 0．57 tO O 外傾 平坦 自然 土師器片

110 H 3 b6 N …80㌧も 楕円形 0．42　×　 0．32 45 外傾 平坦 自然

111 H 3 b6 － 円形 0．5　×　 0．46 25 外傾 皿状 自然

113
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‖4 B 2 g2 … 円形 L63　×　 1．6 12 緩斜 凹凸 自然 土師器片

115 I〕2e5 … 円形 1．78　×　 1．74 4 9 外傾 平坦 人為

116 D 2 f6 － 円形 1．72　×　 1や68 8 7 直立 平坦 人為

118 D 2 a3 － 円形 1．61 ×　 1．6 49 直立 平坦 人為 土師器片

H 9 I）＿1g 9 N …520…E 楕 円形 5．86　×　 1．24 15 緩斜
一
人為 SI58→本跡→

SD4

12．1 C 2 g 4 … 円形 2．2　 ×　 2」8 38 外傾 平坦 人為 土師器片

122 D 2 a 2 N …2 。－W ［楕円形］ 2．65 × ［2．38］ 50 直立 平坦 人為 土師器片 SI53→本跡

124 D l f9 － 方形 1，04　×　 1．03 24 外傾 平坦 人為

125 I‾‾〕lf8 N …560－W 楕円形 l。95　×　 0．6ユ 64 外傾 凹凸 人為 土師器片

126 D l e8 N －240…W 楕円形 0．94　×　 0．73 27 外傾 平坦 自然

127 D l j9 N …150－W 長方形 2．43　×　 1．37 62 外傾 平坦 人為 土師器片

128 D 1 i9 N …630－うV 楕 円形 0．68　×　 0．57 32 緩斜 皿状 人為

129 E 2 C6 － 円形 1．4　 ×　 1．2 47 直立 平坦 人為 土師器片

130 E 2 C7 － 円形 1．32　×　 1．26 18 外傾 平坦 人為 土師器片，礫

131 E 2 C3 N －800－E 楕円形 3．68　×　 2．03 55 緩斜 」此状 人為 土師器片

132 D 2 e7 N －86㌧ゼ 楕円形 1．62　×　 1．42 35 直立 皿状 人為

133 D 2 g2 N －67㌧菅 隅丸長方形 3．23　×　 1．58 66 外傾 凹凸 人為 土師器 片 TM l→本跡

134 E 2 h 8 N －36㌧ゼ 隅丸長方形 2．76　×　 1．61 67 緩斜 平坦 人為 土師器片

137 D 2 d4 － 円形 0．77　×　 0．71 9 緩斜 皿状 人為

138 D 2 b6 － 円形 0．69　×　 0．64 28 外傾 平坦 不明 土師器片

139 E 2 b8 － 円形 0．95　×　 0．94 16 外傾 平坦 自然 土師器片

140 D 4 j5 N －55 G…E 楕円形 1．36　×　 0．9 22 緩斜 凹凸 人為
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（2）溝跡

今回の調査で，5条の溝を確認し，そのうち中世の1条以外は時期及び性格が不明なものである。これらの

遺構については，平面図は全体図に示し，文章と士層断面図を掲載する。

第1号溝跡（第194図）

位置　調査3区北部のD5d5区～D6C3区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　確認できた長さは32。5mで，調査区域外のD5d5区から東方向（N－800－E）に直線的に延び，

D6C3区で調査区域外へ延びている。溝は，上幅0．89～1言恥　下幅0。22～0．38mで，深さ74～85cmである。

底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　5層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ロームブロックe炭化物微量
2　暗褐色　ロームブロック・炭化物少量
3　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

4　極暗褐色　ローム粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子少量

所見　本跡は，出土遣物がなく時期及び性格は不明である。

第2号溝跡（第194図）

位置　調査5区南部のI3dO区～I4d2区に位置し，台地の縁辺部に立地している。

規模と形状　確認できた長さは7．5mで，D5d5区から東方向（N－740－E）に北向きの弧状を呈し，I4d2

区で調査区域外へ延びている。溝は，上幅0．33～0．7m，下幅0．1～0．24mで，深さ25～72cmである。底面はU

字状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　3層に分層され，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量

2　黒褐色　ロームブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子中量

遺物出土状況　流れ込みとみられる土師器片4点が出土している。

所見　本跡のものと判断できる出土遣物はなく，時期及び性格は不明である。

第4号溝跡（第194図）

位置　調査6区南部のDlf9区～Dlg9区に位置し，西側に近接する第5号溝跡と同様の形状である。

重複関係　第119号士坑の中央部を振り込んでいる。

規模と形状　長さは7．3mで，Dlg9区から北西方向（N－330－W）に，北西向きの弧状を呈している。溝は，

上幅0．48～0．74m，下幅0．24～0．38mで，深さ40～65cmである。底面はU字状で，壁は外傾して立ち上がって

いる。

覆土　単一層である。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　本跡は，出土遺物がなく時期及び性格は不明である。
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第5号溝跡（第摘図）

位置　調査6区南部のD鼠g8区～Dlh8区に位置し，東側に近接する第4号溝跡と同様の形状である。

重複関係　第123号士坑の上面を振り込んでいる。

規模と形状　長さはmmで3　m接8区から北西方向（N…280－W）にプ北西向きの弧状を呈している。溝は，

上幅乱43～0ゆ64mタ　下幅0。25～0。32mで，深さ20～30cmである。底面はU字状でタ　壁は外傾して立ち上がって

いる。

覆豊　2層に分層され，。ーム粒子を少量から微量含む自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量 2　暗褐色　ローム粒子微量

遺物出藍状況　遣物は出土していない。

所見　本跡は，出土遺物がなく時期及び性格は不明である。

第相聞　第1◎2◎射5号藩士層断面図

表8　構一覧表

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

と∴＿…　＿＿＿二十．‥二＿一　∴二一

番号 位　 置 方　 向 形状
規　　 模（m ） i壁面

底面 覆土 主な出土遣物 時　 期
備考

（旧→新）確認長 上　 幅 下　 幅 深さ（cm）

1 D 5d5～D 6 d 東～西 直線状 （32。5） 私89～1．1 0．22へノ0．38 74′～85 外傾 平坦 自然 不明

2 I3 dOへノI4 d2 東～西 弧状 （7．5） 0．33′㌦′0．7 0．1 ～0．24 25へ．′72 外傾 U 字状 自然 不明

3 D li7′・）F lb4 北東～北西 直線状 （54．8） 1．05～1．56 0．32～0．7 32～54 緩斜 皿状 自然 陶器，勾玉，砥石 15世紀後半 中世に記載

4 D lf．9／㌦D lg9 南～北西 弧状 7．3 0．48′）0．74 0．24′、0．38 40～65 外傾 U 字状 自然 不明 SKl19→本跡

5 D lg8～D lh8 南～北西 弧状 7」 0．43～0．64 0．25～0．32 20′～30 外傾 U 字状 自然 不明 SK123→本跡

（3）ピット群

今回の調査でタ　4か所のピット群を確認し，そのうち3か所は縄文時代のピット群である。ここでは，時期

及び性格が不明な1か所について記載する。
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第2号ピット群（第195図）

位置　調査2区西部のC3d8区～C3f9区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　遺構確認調査の際，不規則に並ぶピットを確認した。床面及び炉跡は認められない。ピット群の

範囲は，南北8m，東西8mである。

ピット　5か所。Pl～P5は，深さ25～30cmである。配列は不規則であり，竪穴住居跡や撫立柱建物跡とし

て推定するには困難である。

ピット土層解説（各ピット共通）

1　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量 2　褐　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　P3内から，流れ込みとみられる土師器片2点が出土している。

所見　本跡のものと判断できる出土遺物はなく，時期及び性格は不明である。

七。9

旦◎。1一　旦22伽　＿
‾‾竃7‾

旦22，6m
「くロト．

旦◎p。一

Ⅰ◎了旦㊦2、

旦㊧言
第195図　第2号ピット群実測図

‾‾▽‾‾

旦

「∈≡≡7‾‾‾

‾て三二7‾

2m

L＿＿＿＿＿　」　＿　　　！

（4）遺構外出土遺物

今回の調査で出土した遺構に伴わない主な遺物について，実測図及び遣物観察表で掲載する。

．‾‥三

第196園　遺構外出土遺物拓影図（1）
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第197図　遺構外出土遺物拓影図（2）
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第198図　遺構外出土遺物実測図（3）
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第199園　遺構外出土遣物実測図（4）
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Q355　　Q356　　　Q357　　Q358　　Q359
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Q363　Q364　Q365　囲　喝
Q360　　　Q361

第200図　遺構外出土遺物実測図（5）

遺構外出土遣物観察表（第196～200図）

⑳

Q365　9　；SFm

、くこ∋′

㊥

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

TP39 縄文土器 深鉢 － （4．8） － 長石・石英
橙 普通 横位の沈線文。 C 2区確認面 早期中葉 P130

TP40 縄文土器 深鉢 （7．2） 長石 灰褐 普通 横位の擦痕文。 II3区確認面 早期後菓 P13 0

TP41縄文土器 深鉢 － （3．7） － 長石 にぷい褐 普通 横位の擦痕丸 G 3iO区確認面 早期後菓

TP42 縄文土器 深鉢 － （3．6） － 長石・石英 橙 普通 横位の条痕丈 D 2区確認面 早期後薬

TP43 縄文土器 深鉢 （5．5） － 長石・石英 にぷい黄褐 普通 横位の条痕文。 D 5区確認面 早期後薬

TP44 縄文土器 深鉢 （3．6） 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 地文は，L Rの単節縄文を縦方向に施文。 G 5区確認面 中期中英

TP45 縄文土器 深鉢 － （4．7） － 長石・石英・雲母
明赤褐 普通 口唇甜二は角押文，胴部には半裁竹管による押引文。 G 3iO区確認商 中期中葉

TP46 縄文土器 深鉢 （19．7） 長石・石英・雲母 黒 普通 隆帯に沿って爪形丸 B 4 i9区確認面 中期中葉

TP47 縄文土器 深鉢 －
（3．9） 長石・石英・雲母 赤褐 普通 口唇部直下の隆帯に沿って爪形文。 B 4 区確認面 中期中葉

TP48 縄文土器 深鉢 － （7．2） －
長石・石英・雲母 橙 普通 口唇部直下の隆帯に沿って爪形文。 B 4 区確認面 中期中葉

TP49 縄文土器 深鉢 － （84．9） －
長石・石英・雲母 にぷい橙 普通 口唇部直下に沈腺文。 H 5区確認面 中期中葉

TP50 縄文土器 深鉢 （5．3） － 長石・石英・雲母
にぷい橙 普通 半裁竹管による平行沈線文。 F 4 区確認面 中期中葉

TP51縄文土器 深鉢 － （4．2） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯に爪形文と沈腺文。 H 4 区確認面 中期中葉

TP52 縄文土器 深鉢 － （4．4） －
長石・石英・雲母 橙 普通

R Lの単節縄文を地文として，半裁竹管による平行沈
線文を施す。

D 2区確認面 中期中葉

TP53 縄文土器 深鉢 （7．0） 長石・石英・雲母 橙 普通
爪形文を施した隆帯で区画し，区画内に半裁竹管によ

る押引文。
H 5区確認面 中期中葉

TP54 縄文土器 深鉢 － （4．8） －
長石・石英・雲母 明赤褐 普通 棒状工具による沈線丸 B 4区確認面 中期中葉

TP55 縄文土器 深鉢 － （6．9） － 長石・石英・雲母
橙 普通 Lの無節縄文を地文とし，口縁部には，縦位の沈線。 B 4区確認面 中期中葉

TP56縄文土器 深鉢 － （6．7） － 長石・石英・雲母 橙 普通 胴部には，R Lの単節縄文を縦方向に施文。 B 4j2区確認面 中期中葉

TP57縄文土器 深鉢 － （7．9） － 長石・石英・雲母
にぷい黄橙 普通 胴部には，RLの単節縄文を横方向に施文。 I3区確認面 中期中葉

TP58縄文土器 深鉢 － （5．6） 長石・石英 暗灰黄 普通 RLの単節縄文を縦方向に施丸 C 6区確認面 中期中葉

TP59縄文土器 深鉢 －
（5．3） － 長石・石英・雲母 にぷい黄橙 普通

RLの単節縄文を縦方向に施文。 I3区確認面 中期中葉
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番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 士 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

TP6 0縄文 土器 深鉢 … （4．3） － 長石の石英の雲母 黄灰 普通 胴部には誹 Lの単節縄文を縦方向に施文。 B 5区確認面 中期中葉

TP61縄文土器一　深鉢 （4．1） 長石e石英。雲母 にぷい黄橙 普通 LR IJの複節縄文を地文とし，2条単位の沈線を縦位
に施す。 E 2区確認面 中期中英 PL30

TP62 縄文土器 深鉢 （6．0） 長石・雲母 にぷい黄 普通
RLの単節縄文を地文とし，沈線による懸垂文問を磨
り消し。 H 3C7区確認面 中期中葉

rrP63縄 文土器 深鉢 （5．8） 長石の雲母 にぷい黄橙 普通
R Lの単節縄文を地文とし，洗練による懸垂文間を磨

り消しジ H 3gO区確認面 中期中葉

TP64縄文土器 深鉢 … 絶 0） － 長石e雲母 灰 黄 普通 地文は，LRの単節縄文を縦方向に施丈 I4区確認面 中期後薬

TP65縄文土器 深鉢 － （3．1） － 長石e雲母 灰黄 普通 地文は，LRの単節縄文を縦方向に施文。 I3区確認面 中期後葉

TP66縄文土器 深鉢 － （7．2） － 長石や石英e雲母 にぷい橙 普通 胴部には，櫛状工具による縦位の条線丸 SI16覆土上層 後期前葉

TP67縄文土器 深鉢 － （3凍 － 長石・石英の雲母 にぷい橙 普通 波頂部の下に円形刺突文。 D 6区確認面 後期前葉 PL30

TP68 縄文土器 深鉢 － （6．9） … 長石e石英 。雲母 橙 普通 渦巻き状の沈線で文様を構成。 F 4区確認面 後期前葉

TP69 縄文土器 深鉢 － （3．7） － 長石e石英。雲母 赤褐 普通 LRの単節縄文を地文とし誹 縁部には，下向弧線文。H 4区確認面 後期前菜

TP70縄 文土器 深鉢 （7．5） 長石の石英0雲母 明赤褐 普通 R Lの単節縄文を地文とし，口縁部には渦 線で区画
された磨り消し軋 C 4区確認面 後期後菓 Pl．30

TP7 1縄 文土器 深鉢 － （5．4） … 長石ゆ石英。雲母 にぷい赤褐 普通 横方向のLR の単節縄文を地文とし，日録部には沈線。H 3区確認面 後期後薬

TP72縄文土器 深鉢 － 仕 9） － 長石・石英の雲母 褐 普通 横方向のLRの単節縄文を地文とし誹 縁部には沈胤 H 3区確認面 後期後菓

TP73縄文土器 深鉢 － （4．1） － 長石も石英も雲母 にぷい黄橙 普通 口唇部直下にキザミを有する隆帯。 I3区確認面 後期後薬

TP7 1l縄文土器 深鉢 … （5．6） … 長石e石英の雲母 明赤褐 普通 口緑部には，キザミを有する縦長の突起を貼り付け。 C ユ＿区確認面 後期後薬 PL30

TP7 5縄文土器 深鉢 … （4．5） － 長石 。石英 e雲母 明黄褐 普通 口縁部には，キザミを有する横長の突起を貼り付け。 り2a7区確認面 後期複葉

TP76 縄文土器 深鉢 － （2．8） － 長石e雲母 にぷい赤褐 普通 口唇部直下に，縦位のキザミ。 D 5区確認面 後期後莫

TP77 縄文土器 探鉢 － （3．1） … 長石 橙 普通 口唇部直下に，縦位のキザミ。 I4区確認面 後期後葉

TP78 縄文土器 深鉢 … （6。8） － 長石の石英の雲母 にぷい橙 普通 胴部には，縦位0斜位の沈線。 G 3区確認面 後期後薬

390 土師器 杯 14．8 5。0 5ぁ5 石英を雲母 にぷい黄褐 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面へラ磨き，底部へラ削り。第1号墳周構内 80％

39 1 土師器 椀 12．5 私3 4．3 長ノ石e雲母 赤褐 普通 口縁部横ナデ，体部外面・底面へラ削り，内面ナデ。 第1号墳周構内 100％

392 土師器 高捧 （7．5）［15。3］石英の雲母 にぷい赤褐 普通 脚部外面へラ磨き瀾 部内面へラナデ瀾 部外面へラ
磨き，内面ナデ。 第1号墳周構内 20％

393 土師器 壷 ［9．日 （14．5） i

i

i

i

i

i

i

長石 の石英e雲母 にぷい赤褐 普通 目線部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラナデ。 D 4e8区確認面 70％

39∠皇 土師器 壷 2．7 3。6 長石の雲母 にぷい橙 普通 ミニチュア。口縁部ナデ，体部か 外面指頭痕。 I3C4区確認面 100％

39 5 土師器 坪 14．0 4．8 長石e雲母 黒褐 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ。 SI34覆土上層 70％

396 土師器 杯 1軋8 3．8 長石e雲母 にぷい黄橙 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ。 SI34覆土上層 70％

TP79 須恵器 餐 （3．6） 長石 灰 オリーブ 良好 頸部に12本の櫛歯状工具による波状文。 D 5区確認面

TP80 須恵器 蛮 賂4） 長石 灰 普通 外面斜位の平行叩き，内面同心円状の当て具痕。 C 2区確認面

TP81 須恵器 寮 （3．6） 長石。黒色粒 子 灰 普通 外面斜位の平行叩き，内面同心円状の当て具痕。， H 3区確認面

番号 器　 種 長さ（径） 幅（孔径） 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 342 剥片 6．8 1．9 1．2 4．62 貢岩 縦長剥片。主要剥離面に向かってやや攣曲。S Ill覆土

Q M 3 剥片 2．6 3．3 0．4 2．42 黒曜石 薄手の横長剥片。 I3区確認面

Q 司 剥片 4．1 2．8 1．4 8．95 璃璃 自然面を残す横長剥片。 I3区確認面

Q 345 鉱 2．5 1．6 0．28 0．73 チャー ト 無茎，押圧剥離。 S I34覆土 PL32

Q 司 鈷 2．1 1．75 0．54 0．72 チャー ト 無茎，押圧剥離。 C l区確認面 PL32

Q 謹呈7 鉄 2．0 1．5 0．4 0．86 チャー ト 無茎，押圧剥離。 SI55覆土 PL32

Q 3 48 鉄 2．0 1．7 0．4 0．95 チャー ト 無茎，押圧剥離。 SI9覆土 PL32

Q 司
鉱 （1．98） 1．3 0．22 （0．38） チャー ト 無茎，押圧剥離。 SI30覆土 PL32

Q 蕊0 錬 2．0 1．7 0．4 0．74 チャート 無茎，押圧剥離。 C 3a8区確認 面 PL32

Q 351 鉱 （2．27） 1．6 0．4 （0．92） 安山岩 無茎，押圧剥離。 S I24覆土 PL 32

Q 352 尖頭器 （4．4） 2．3 0．5 （4．88） チャー ト 木葉形。押圧剥離。基部欠損。 S I53覆土 PL 32

Q 思 磨製石斧 （5．6） （4．0） 3．1 （111．4） 安山岩 刃部欠損。 B 5区確認面

DP63 土玉 1．7 0．4 1．4 12．6 土製 ナデ，両面穿孔。 SK lO9覆土

川N 土玉 （2滴 （0．4） 2．3 （9消） 土製 ナデ，1／3 遣存。 F 4区確認面
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番号 器　 種 長さ（径） 幅（孔径） 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 脱 四着 （12．7） （7．9） （5．2） （40 5．2） 安山岩 断面Ⅴ字状のくぼみが7 か所。 H 4区確認面

Q ∬ 臼玉 0．5 0．2 0．3 0．11 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 第1号墳覆土

Q 舗 臼玉 0．45 0．18 0．3 0．07 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 第1号墳覆土

Q 357 臼玉 0．5 0．2 0．4 0．11 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 第1号墳覆土

Q こ櫛 臼玉 0．55 0．2 0．45 0．19 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 第1号墳覆土

Q ：5 9 臼玉 0．5 0．18 0．4 0．11 滑石 側 面は円筒状，片面穿孔。 H 3C7区確認面

Q 謝 臼玉 0．5 0．2 0．35 0．13 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 H 3C7区確認面

Q 361 臼玉 0．5 0．18 0．25 0．11 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 H 3C7区確認面

Q 罰2 臼玉 0．52 0．2 0．28 0．1 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 H 3C7区確認面

Q 湘 臼玉 0．5 0．2 0．3 0．09 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 I3区確認面

Q 脱 臼玉 0．5 0．22 0．4 0．1 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 I3区確認面

Q 365 臼玉 0．48 0．18 0．34 0．11 滑石 側面は円筒状，片面穿孔。 I3区確認面

Q 366 剣形品 2．7 1．8 0．3 2．18 滑石 孔径 0．2 。表面横位∴裏面縦位 の研磨。 D 5区確認面

Q 367 双孔円板 2．8 3．5 0．5 8．5 滑石 孔径 0．2 。表面斜位，裏面横位 の研磨。 第1号墳覆土

Q 368 双孔円板 2．1 （1．2） 0．2 （0．59） 滑石 孔径 0．1。1／3 遣存。両面斜位 の研磨。 D 4e8区確認面

Q 369 紡錘車 5．1 （0．7） 1．1 （12．7） 滑石 1／3 遣存。無文。 C 5区確認面

M u 飾り金具 4．8 1．2 0．1 1．5 銅 隅丸長方形で，3 孔を穿っ。 I3d4区確認面

番号 銭　 名 径 孔　 径 厚　 さ 重　 量 初鋳年 特　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

M lO 豊栄通貨 2．4 0．7 0．1 2．12 10 38年 北宋銭。円体方形の無背銭。 B 4 区確認面 100％

第4節ま　と　め

当遺跡で確認した遺構は，昭和57年度の調査分と合わせると竪穴住居跡69軒，方形周溝墓3基，古墳1基，

陥し穴1基，士坑150基，方形区画溝1条，溝跡5条，炭焼き窯跡1基，ピット群4か所である。確認された

遺構の大半を占める古墳時代を中心に概要を述べ，まとめとしたい。

1　旧石器時代から縄文時代

調査区内において旧石器の遺構は確認されていない。旧石器時代の遣物は，H3i7区の確認面から出土し

たナイフ形石器と，I3区の確認面から出土した剥片のみである。文化層を確認するため，出土した地点を中

心に調査区を設定し調査をしたが，石器や剥片の出土は認められなかった。

縄文時代の遺構としては，早期の竪穴住居跡2軒，中期の竪穴住居跡2軒，フラスコ状土坑1基，陥し穴1

基，ピット群3か所を確認した。当遺跡において，生活が営まれ始めたのはこの時代からである。早期の竪穴

住居跡は，調査4区の南端部に位置し，最も水源に近い台地上にあったものとみられる。中期の竪穴住居跡は

加曽利El式期に，フラスコ状士坑とピット群は阿玉台Ⅲ式期に比定される。中期中葉頃は，調査2区の北部

を中心に単独あるいは小規模単位の生活の痕跡が認められる。

2　古墳時代

この時期は，集落跡として竪穴住居跡56軒，墓域として方形周溝墓3基と古墳1基が確認されている。遺構

の形態や土器の特徴1）から4期に区分することができる。以下，各時期ごとに特徴を述べる。
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拍）各時期の特徴

第醐胡l前期

方形周溝墓3基が該当する。これらは「西谷琵柳腰望む遺跡の南端部に位置している。第且号方形周溝墓はタ

周溝を含めた規模が摘mほどでタ　3基の中で最も大きい。第2魯3号方形周溝墓はタ　第温号方形周溝墓と並ぶ

ように東側に隣接している。第且号方形周溝墓の周溝からはタ　現存の長さ路牒淵の鉄剣が出土している。方形

周溝墓が隣接して墓域を形成している遺跡としてプ土浦市の原出口遺跡2）やひたちなか市の三反田下高井遺跡3）

などが挙げられる。時期を明確にできる遣物は出土していないがタ　近年の調査類例から前期最終末期の4世紀

複葉から5世紀初頭と考えられる4）。

第髪期　中期（第20且～203図）

49軒が該当する。この時期の住居はタ　大形住居を中心にプ調査区の北部から中央部にかけて広がっている。

測定可能な竪穴住居跡の規模は，長軸上辺）が7mを超える大形住居が12軋　4～7mの中形住居が21

軋　4m以下の小形住居がⅢ軒である。大形住居は，4か所の主柱穴を有するものがほとんどでタ　第21の56号

住居跡のように柱穴間に補助柱穴を有する住居もみられる。出入り口施設はタ馬蹄形の高まりとピットをもちタ

南壁側のコーナー部に配置された貯蔵穴寄りに位置している。貯蔵穴はタ　方形や長方形で一定の規格性が認め

られる。炉は北壁寄りに位置し，複数もつものがほとんどである。中形住居はプ　嶺か所の主柱穴を有するもの

が全体の約半分である。貯蔵穴はタ　円形や楕円形のものが多い。炉は，住居の規模が大きいほど複数になる傾

向があり，規模が5mほどの住居の炉は1か所である。小形住居は，住居内に柱穴を持たないものがほとんど

でタ　炉は長軸方向の壁寄りにlか所のものが多い。その中で，第7⑳17⑳29⑳48号住居跡軋　それぞれ第且⑳

11魯30ゆ47号の大形住居と同じ軸線で隣接し，壷砂嚢類が多く出土する傾向がみられる。第29魯30号住居間で

はタ　遣物の接合関係が確認された。以上のことから，大形住居と小形住居のセット関係が認められる。

竪穴住居跡の配置から想定すると，大形住居跡は約20～50m間隔で点在し，それを中心に2～3軒を単位と

する小集団の世帯共同体をつくり，それらが集まって集落を構成していたと考えられる。また，一辺が10mを

超える第1号住居跡からは，須恵器の大形盛砂把手付椀，土師器の手捏土器が出土していること，鉄製の鎌が

出土していること，石製紡錘車に関しては全体で8個のうち3個が出土していることなどから，他の住居とは

異なる特徴をもち，集落の中心的役割を果たしていたと想定される。

出土土器の様相はタ　土師器の杯砂椀◎壷砂嚢¢甑を主体としタ　高棒や増は少ない。この時期に比定される須

恵器は，表1からもわかるように破片も含めて坪4点言鳴6点，把手付椀1息嚢の破片10点が出土している。

遺構全体図をみると住居間が接近しているものもあり，すべてが同時期に存在していたとは考えにくい。そこ

で，土器の特徴から1～3の3段階に細分化できる。

1段階は，第15◎10砂47魯48◎52～55号住居跡の8軒が該当する。坪は，平底が主体で，日録部の内面に稜

をもつものと，日録部が内攣しながら立ち上がる須恵器捧蓋模倣が認められる。体部外面下位はへラ削りが施

され，赤彩率は約半分である。椀は，平底で目線部が強く外反するものと，体部が内攣しながら立ち上がるも

のがみられる。高杯は，師部外面下位に稜をもち，脚部はハの字状に広がっているものと，師部外面下位に段

をもつものが認められる。増は，体部が楕円形で目線部は直線的に立ち上がる。体部外面はへラ削り，目線部

はヘラ磨きが施されている。壷は，日録部が内攣するもので，同時期の周辺遺跡ではみられない器形である。

また，形骸化された有段目縁の壷も出土している。甑は体部がほぼ球形で，無底式である。須恵器の坪は，日

録端部に丸みを帯び，体部の2／3の高さまでへラ削りが施されている。須恵器の魂（166）は，目線部中位に明

瞭な段をもち，日録端部の内側に段を有している。胎士は，長石を少量含み器面には黒色の斑点がみられる。
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須恵器の砲（354）は，口径は体部径より小さく，口縁部中位に明瞭な段をもち，頸部には波状文が施されている。

胎土は，長石を含んでいる。どちらも，TK208併行のものと考えられる。

l：二二一トト：二二二ロ
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第201図　第2期1段階の土器群

2段階は，第1～9・11・13・14・16～18・20・21・23～30・32・34・43・44・46・49～51・56～60号住居

跡と前回調査した第5・9号住居跡の40軒が該当する。杯は，平底と丸底が認められる。口縁部は内攣しなが

ら立ち上がる須恵器坪蓋模倣と，体部と口縁部の境に稜をもち，直立あるいはやや外反するものがみられるよ

うになる。体部外面はヘラ削りされているものが多く，内面はヘラ磨きされているものもある。赤彩率は高く

なり，全体の7割を超える。椀は，丸底で口縁部が内攣するものと，やや突出した平底で口縁部が直線的に外

傾するものがみられるようになる。高坪は，中実柱状とハの字に開くものがあり，どちらも短脚化の傾向にあ

る。坤は，体部が強く張り出し，頸部に沈線を巡らすものも出土している。壷・嚢は，体部がやや長胴化して

くる。甑は，嚢形の単孔式である。須恵器の大形砲（34）は，口縁部中位に明瞭な段をもち，やや肩が張って

いる。頸部と体部の中央に波状文，体部外面下位には平行叩きが施されている。胎土は，長石を微量含み，器

面には黒色の斑点がみられる。TK208併行のものと考えられる。前段階の土器と比較して，杯は口縁部内面

に稜をもつものが極めて少なくなり，口縁部外面に稜をもつものがみられるようになる。椀は，口縁部内面に

稜をもつものが残るが，やや突出した平底の器形がみられるようになる。整形は，杯・椀ともに変化はみられ

ない。高杯は，出土数が少なく明確ではないが，体部外面下位に弱い稜を残しながらも，短脚化の傾向にある。

相は，体部の形が楕円形から強く張ったソロバン玉状に変化している。

3段階は，第35号住居跡が該当する。杯は丸底が主体で，口縁部外面に稜をもち，外方へ直線的に開くもの

と，外反するものがみられる。口縁部と体部内面はヘラ磨き，体部外面はヘラ削りが施されている。嚢は，口

縁端部をわずかに摘み上げている。須恵器の杯は，口縁部内面に段を有するもので，TK23～47併行のものと

考えられる。土器の特徴から，住居内に竃が付設されてくる時期とみられるが，住居内に複数の炉と貯蔵穴を

もつ住居であることから，ここでは中期に属するものとして判断したい。
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第202図　第2期2段階の土器群
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第203図　第2期3段階の土器群
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以上の特徴からプ　中期の土器を第亙～Ⅳ期に区分した樫村宣行地福年5）を基準にするとタ　且段階は第Ⅲ期と

第Ⅲ期にまたがる時期にタ　2段階は第Ⅲ期にタ　3段階は第Ⅳ期に相当すると思われる。業年代はタ1段階を5

世紀複葉の青段階にタ　2段階を5世紀後薬の新段階にプ　3段階を5世紀末葉の時期に比定される。

表且　島名ツバタ遺跡から出土した須恵器一覧表

土器番号 住居番号 出十位置 器種 （部分） 恒 ・竜 併行形式 土器番号 住居番号 出土位置 器種 はβ分） 恒 ・竜 併行形式

33 1 号住 床面 杷手付椀
圧］～体部）

炉 TK208 併行
TP27 23 号住 下層 餐 （体部） 炉

［ 261 35 号住 床面 杯 炉 TK47 併行ヵ

34 1 号住 床面 大型旗 炉 TK208 併行 TP29 38 号住 下層 餐 （体部） 望蜃：国見
TP 用 3 号住 下層 寮 （体部） 炉 TP30 42 号住 覆土 餐 （休部） 炉

TP21 9 号住 床 op2 餐 （体部） 炉 311 47 号住 床面 杯 炉 TK208 よ り古ヵ

TP22 9 号住 床面 餐 （体部） 炉 TP31 52 号住 床面 寮 （体部） 炉

166 15 号住 床面 施 （口緑部） 炉 TK208 併行 354 55 号住 床面 盛 炉 TK208 併行

167 15 号住 床面 魂 （目線部） 炉 TK208 併行 355 55 号住 覆土 施 （目線部） 炉 TK23 ′～ 47 カ

TP23 15 号住 覆土 餐 （体部） 炉 TP36 20 号 士 中層 婆 （体部） 炉 TK216 併行

177 16 号住 下層 杯 は 縁部） 炉 TP37 47 号士 中層 寮 （口縁部） 炉 TK216 併行

TP24 18 号住 下層 襲 （体部） 炉 TP79 遼構外 餐 （口縁部）

191 21 号住 P3 内 杯 （口縁部） 炉 TK208 併行 ヵ TP冊 遺構外 餐 （体部）

192 21 号住 床面 砲 （日録部） 炉 TK23 ～ 47 カ TP81 遺構外 餐 （体部）

またタ　土師器の坪や椀からはプ　底部に記号のような印をヘラ書きされたものも出土している。ほとんどは底

部外面であるがタ　第25号住居跡の202◎203は「＋」のヘラ書きが内面に記されている。へラ書きのある土器が

出土している遺跡は，県内では牛久市のヤツノ上遺跡6㌦東山遺跡7），他県では新潟県板倉町の南原遺跡8）が

挙げられる。この時期には，銘々具として坪や椀が使用されていたという説もあり，個々の所有を表す記号と

も考えられるが，今のところ断定はできない。

第3期　後期前半（第2掴図）

15軒が該当する。大形住居はi軒，中形住居ほほ軒　小形住居は2軒である。♭ザれも，北壁のほぼ中央部

に竃を付設し，主軸方向はほぼ同じである。この時期の住居はタ　調査区南部の台地縁辺部に位置し　約蟻mの

間隔で集落を形成している。当遺跡の台地から一段下がった南部には，島名榎内遺跡が隣接しておりプ　昭和33

年にこの時期の竪穴住居跡1軒を調査していることから9），集落は西谷田川により近い台地の縁辺部に広がっ

ていると想定される。

杯は，丸底で器高の1／3に稜を有する須恵器杯身模倣と，丸底で目線部が短く直立するものがみられ，内外

面黒色処理されたものが多い。整形は，体部外面へラ削りされたものが主体で，体部内面はへラ磨きが施され

ている。高杯はタ　短脚でラッパ状に開き師部径は脚部径よりやや大きいものとプ　脚部が長脚で杯部内面に黒色

処理が施されているものがみられる。整形はタ　へラ磨きやへラナデが施されている。嚢は，日録端部をわずか

に摘み上げる常総型賓で，体部外面にヘラ磨きが施されている。甑は，目線部と体部の境にくびれをもち，体

部からそのまま外反するものでタ　縦方向のへラ磨きやヘラ削りが施されている。

以上の特徴から，後期の土器を第I～Ⅶ期に区分した樫村宣行編年10）の第Ⅳ期に相当すると思われる。実年

代は，6世紀後半の時期に比定される。

第4期　後期後半

方墳1基が該当する。西谷田川に面する台地縁辺部に位置し，主体部の主軸はほぼ真北を向いている。墳丘

は既に削平されており，玄室を形成する石材はすべて抜き取られ，原位置をとどめているものはなかった。石

材は雲母片岩で，筑波山麓の平沢付近の岩石を使用している。主体部の掘り方から横穴式石室と思われ，箱形

に近い小形の石室で，被葬者はひとりであった可能性が高い。羨道は，石室の幅とほぼ同じである。当遺跡か

ら谷津を挟んだ1kmほど北側に存在する高山古墳群の1号墳11）とプ規模や主体部の形状が似ている。どちらも

盗掘を受け，副葬品等の遣物は出土していない。時期は，方墳であることや横穴式石室の規模からしか判断で
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きないが，7世紀末頃のものとみられる。

（2）炭化米と炭化種子について

旧谷田部町の地名表で「ツバタ」とは，小字名で「津畑」と書き，湧水の豊富な場所であったことを読みと

ることができる。現在でも，西谷田川流域では，広大な低地に水田が広がっている。当遺跡では，14軒の焼失

住居が検出されていることから，当時の生活を知る手がかりをつかむため，焼失住居の覆土下層を中心に水洗

選別を行った。その結果，第2号住居跡から炭化種子（ヒシ）と炭化米が，第4・11・14・20・27・30号住居

跡から炭化米が出土している。種子同定の結果　ヒシはヒシ属の中のヒシに分類され，池沼に生育する水生植

物であること，炭化米は，長粒系と単粒系の混種であることが明らかになった。

収穫方法は，弥生時代には石包丁による穂摘みが一般的とされている。古墳時代中期頃の収穫方法は，穂摘

みか根刈りかについては解明されていない。関連する遺物としては，第1号住居跡から長さ15．2cmの直刃鎌12）

が1点出土しているだけで，石包丁といえる石器類は出土していない。収穫方法については，今後の資料の蓄

積が必要であるが，根刈りをしていた可能性が高いと考えられる。いずれにせよ，当時の西谷田川流域は水に

恵まれた豊かな環境にあり，ヒシを採取できる沼と稲作に適した水源を確保できたことが想定される貴重な資

料といえる。なお，ヒシ・炭化米の分析については付章を参照されたい。

（3）石製模造品と集落について

土師器や須恵器のほかに，石製模造品の臼玉302点・勾玉6点・管玉1点・双孔円板13点とガラス小玉5点

が出土している。勾玉と双孔円板は，第21・50号の大形住居跡から一緒に出土しているが，出土数も少なくそ

の他は単独である。臼玉は，31軒の住居跡から出土している。形状は，円筒状と太鼓状に分類でき，そのほと

んどは円筒状で，片面から穿孔されている13）。

未製品の臼玉は，第30号住居跡から2個出土している。臼玉製作にかかわる，滑石等の原石や破片，筋のあ

る砥石などは出土していない。臼玉の出土状況は，第18号住居跡でまとまって出土している以外，覆土下層や
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床面から散在した状態で出土している。樫村民はプほぼ同時期と考えられるヤツノ上遺跡の集落について言住

居から細かく破砕された須恵器や臼玉が床面にばらまかれた状態で出土しき住居跡のほとんどはタ　人為堆積で

ある。集落廃棄に伴う土地神に対する祭祀が行われた可能性がある。」と指摘しているi弟。当遺跡でも，臼玉

の出土状況が同様である住居跡が多いこと，人為堆積の住居跡は飢軒ありき　その中で焼失住居跡が14軒確認さ

れていること，住居跡や士坑から須恵器の婆の破片が出土していること，そしてこの時期をもって集落が一時

途絶えることからも，集落廃棄に伴う祭祀行為があったことが想定される。

（4）集落の変遷と性格について

ここで古墳時代を総括しタ　集落の変遷についてふれてみたい。集落は，調査区内の台地縁辺部に形成されて

いる。第2期1段階の5世紀複葉はタ　調査区の北部と南部の一部に出現しプ　やがて大形住居を中心とする小規

模な単位集団が中央部へ展開し最盛期をむかえる。そしてプ　5世紀末葉の住居を最後に集落は途絶える。6世

紀後半の集落はタ　調査区の南部にまとまって形成されるが，その後は継続することなく衰退していく様相をみ

ることができる。またタ　集落が台地の縁から路mの範囲内にある点に注目すると，生活用水の利便から酋谷

田川とさほど離れない位置に集落を形成していたと考えられる。中期には陶邑窯産の可能性をもつ須恵器が出

土していることから芦　近畿地方との交流のあった集落といえる。またタ　確認された遺構には，裾立柱建物跡等

の倉庫的役割を果たす施設が認められないことタ　鉄製品では前回調査時の鋤先に加え直刃鎌が出土しているこ

とを含めて考えるとタ　この地域を開墾していった一般的な集落であると推察される。

4　中世以降

中世はタ　方形区画溝鼠条と溝鼠条が該当する。どちらも隣接した位置で確認されている。方形区画溝の酋構

内からはタ　花崗岩製の空風輪が出土している。またタ　丙遺構から出土した常滑の陶器片が接合している。空風

輪の出土から墓域と考えられるが，遺構の形態については不明である。時期は，遺物の特徴から，15世紀後半

と考えられる。近代は，炭焼き窯跡1基と土坑16基が該当する。炭焼き窯跡は，天井部が崩落し全体が土に埋

もれた状態で確認されている。構築材には，石片のほかに着日片や「活高」と刻印された瓦片が使用されてい

る。炭焼き窯は，地権者もその存在は知らなかったことから，戦前には廃棄されていたとみられる。

註

1　古墳時代中期から後期にかけての杯と椀，壷と婆の分類基準は次のようにした。
杯：器高二口径×1／3以下　　　　　　椀：器高二口径×1／3以上
壷：頸部径＝体部最大径×2／3以下　　餐：頸部径＝休部最大径×2／3以上

2　江幡良夫「土浦北工業団地造成地内埋蔵文化財調査報告書」『茨城県教育財団文化財調査報告』第94集1995年3月
3　田所則夫他「一般国道6号東水戸道路改築工事地内埋蔵文化財調査報告書」『茨城県教育財団文化財調査報告』第128集
1998年3月

4　山岸良二編「茨城県の方形周溝墓」『関東の方形周溝墓』同成社1996年
5　樫村宣行他「茨城県における5世紀の動向」『東国土器研究5号』1999年5月

6　小高五十二「牛久北部特定土地区画整理事業内地埋蔵文化財報告書（I）」『茨城県教育財団文化財調査報告』第81集1993
年3月

7　松浦　敏「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（Ⅲ）」『茨城県教育財団文化財調査報告』第101集
1995年3月

8　大平理恵　「南原遺跡」『新潟県板倉町埋蔵文化財調査報告』第2集　板倉町教育委員会　2001年3月
9　谷田部町教育委員会　　谷田部の歴史編さん委員会『谷田部の歴史』1975年9月

10　樫村宣行「茨城県南における鬼高式土器について」『研究ノート2号』茨城県教育財団1993年7月
H　佐野　正「科学博関連道路谷田部明野線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書」『茨城県教育財団文化財調査報告』第22
集1983年3月
12　松井和幸『日本古代の鉄文化』雄山間　2001年2月
13　篠原祐一「臼玉研究私論」『研究紀要』第3号　栃木県文化振興事業団埋蔵文化財センター1995年3月

14　樫村宣行「茨城県の概要」『古墳時代の祭祀…祭祀関係の遺跡と遣物…＜第Ⅲ分冊…東関東編一関東地方＞』東日本埋蔵文
化財研究会1993年3月

ー218－



柑＿コ塑こしTL

島名ツバタ遺跡の炭化米粒特性と稲作起源
佐賀大学　和佐野　喜久夫

1　はじめに

島名ツバタ遺跡は茨城県つくば市大字島名字戸面山に所在し，東谷田川と西谷田川に挟まれた台地から西谷

田川の沖積低地に向かう台地の縁辺部に位置している。遺跡の北側は東西方向に谷津が入り込んでおり，台地

際は湧水が豊富で現在でも水田の潅漑に利用されている。今回の発掘調査で，古墳時代中期から後期にかけて

の集落跡を中心とする遺構と遺物が検出されている。その中で，焼失住居の第2◎4号竪穴住居跡から出土し

た炭化米について計測調査し，当遺跡の古代稲の粒特性と稲作起源について考察する。

2　材料及び方法

当遺跡の炭化米資料は，財団法人茨城県教育財団によって発掘されたもので，焼失した第2号竪穴住居跡か

らは246粒，第4号竪穴住居跡からは5607粒が出土した。どちらも100粒ずつ任意抽出し，計測調査を行った。

計測は粒の平面及び側面を接写し，約4．5倍太にプリントしたものからデジタル表示式ノギスを用いて行った。

炭化米の形態的特性は，粒長，粒幅，および粒厚の測定値および計算によって求めた長／幅比の4項目とし，

北部九州の6遺跡のものと比較した。

炭化米粒の形態的特性の粒形◎大および粒型の分類◎表現法は，既報（文献ユ，2，3）の方法に準じた。な

お，日本の古代稲を対象とした長粒系と短粒系の分類は，およそ粒長4．4mm以上（4．6mm前後）を長粒系，4．2

皿以下（4．0mm前後）を短粒系としているが，4．2～4．4I皿の境界領域には長e短粒系の混種とみなされるもの

が多く分布する。

また，弥生時代の遺跡それぞれから出土する炭化米粒は，粒特性それぞれがかなりの変異幅を示すが，発掘

資料が他と区別できる異なる粒特性値をもつものは，一つのイネ品種として特性を示すものとみなしているが，

同じ特性値を示すものがすべて同じ品種になるとは限らない。

3　結果及び考察

表1には当遺跡の炭化米粒の4形質の平均値，標準偏差及び調査粒数を，北部九州11遺跡の13資料（縄文

時代晩期～弥生時代中期）のものと比較して示した。当遺跡から2軒の炭化米資料が提供されたが，表1に示

されるように四つの粒形質の平均値及び標準偏差は両資料問にはわずかの差がみられるが，全体的によく類似

していることから単一品種とみなし2つのデータは一つにした。当遺跡の炭化米の粒長平均値をみると，短粒

系の最大境界域をわずかに超え，さらにその標準偏差が大きいことから，長◎短粒系の複数品種が混種した可

能性が考えられる。

図1には，粒長e幅平均値（付95％の信頼区間）の分布を，18遺跡（20資料）の北部九州及び韓国の比較基

準遺跡のものと比較しながら示した。図から明らかなように，当遺跡の炭化米粒は唐津市の菜畑遺跡（縄文時代）

のものとは両計質の平均値間には有意差はみられない。

図2に示した粒長の度数分布図は，当遺跡の炭化米資料の一つのイネ品種としての遺伝的純粋性の有無を判
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断するために示したものである。図に示されるように，当遺跡の炭化米粒の粒長変異は3言～5．2mmの間に広く

分布し，3．6m恥4言加恥　および4．7mmなどの多くのピークをもつ多頂的分布を示すことから，長◎短粒系のいく

つかの品種が混種したものを栽培したか，あるいは埋没時に数品種が混合したかのいずれかの可能性が考えら

れる。

表1に示した粒厚平均値については，本資料の1．89mmは全北部九州の平均値（1．88mm）とほぼ同じ値を示し，

米粒の充実度も平均的であったことから，古墳時代中期頃の当遺跡周辺域での稲作技術および水田◎土壌環境

もかなり改善されていたと考えられるが，もし品種の混合があったとすれば稲作に関する知識は，まだ十分で

はなかったとも考えられる。また，長／幅比工83については，粒形指数では中形粒の平均値でジャポニカ品

種ではやや大きい数値（やや狭長）になる。

表2は遺跡それぞれの炭化米粒個々の粒型分布を示しているが，比較遺跡は表1のものと同じである。当遺

跡の粒型分布は，全体的には菜畑遺跡（縄文時代）のものに類似するが，それと比較すると7◎5型（広◎中◎

長粒）が多く，5◎1型および563型の極短◎短粒がやや少なくなっている。このことは，図2の粒長度数

分布図をみるとよくわかるように，長粒域に4．7mmにモードをもつ長粒系のやや大きな集団があり，一方その

反対側に極短粒の集団も存在するのがわかる。

図3の炭化米粒の接写写真は，上段右上から整形粒を選んで粒長の長いものから順次に全体を反映するよう

に配列している。写真の最上段一列と最下段一列の炭化米粒を比べると，両者が同一品種に所属するものでな

いことは明らかである。

以上に述べたように，当遺跡は広大な関東平野の東北部にあって，その炭化米は長粒系を混種とする短粒系

品種に属することから，当遺跡のイネ品種の由来及び伝播ルートについてはいろいろな可能性が考えられる。

最も参考となる情報源は，関東平野周辺域の弥生時代後期の炭化米のデータ及び発掘遣物の地域的関連性の有

無であるが，炭化米についてはほとんど未発表であるので詳細な比較検討はできない。炭化米の形態調査はす

でに完了している近県の遺跡は，埼玉県の池上遺跡，神奈川県の真田北金目遺跡，山梨県の東山北遺跡，上の

平遺跡，平野遺跡，金の尾遺跡，茨城県つくば市の水守荒神遺跡などが挙げられる。

今後に考古学的遣物の地域的関連性の有無のさらなる検証が発展することを期待したい。
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表1　比較標準遺跡および島名ツバタ遺跡の炭化米粒特性表

遺跡名　菓畑（縄文）菜畑（弥生）　有田 板付　　　瑞穂　　　松本　　　金場1　　金場2

時代　　縄文晩期　弥生前期　弥生前期　弥生前期　弥生前期　弥生前期　弥生中期　弥生中期

所在地　　唐津市　　唐津市　　前原市　　福岡市　　福岡市　北九州市　朝倉郡　　朝倉郡
長（m皿）　　4．11

S．D．　　　0．35

幅（mm）　　2．45

S．D．　　　0．23

厚（mm）　1．93

S．D．　　　0．22

長／幅比　1．69
S．D．　　　0．17

3．93　　　　　4．01

0．28　　　　　0．22

2．38　　　　　2．33

0．20　　　　　0．15

1．95　　　　1．59

0．24　　　　　0．11

1．66　　　　1．72

0．12　　　　　0．11

4．19

0．24

2．64

0．18

1．80

0．13

1．59

0．11

4．17　　　　3．41

0．24　　　　0．56

2．77　　　　　2．11

0．19　　　　　0．31

1．86　　　　1．59

0．15　　　　0．29

1．51　　　1．62

0．11　　　　0．17

3．73　　　　4．45

0．36　　　　0．30

2．32　　　　2．69

0．23　　　　0．17

1．56　　　　1．74

0．21　　　　0．17

1．61　　　1．66

0．14　　　　0．11

調査粒数　155　　　　38　　　107　　　120　　　100　　　　46　　　104　　　101

遺跡名　　須川　　　空前　　津古牟田　　安永田 吉野ヶ里　ツバタ1　ツバタ2　　ツバタ

時代　　弥生前期　弥生前期　弥生中期　弥生中期　弥生中期　　古墳　　　古墳　　　古墳
所在地　　朝倉郡　　小郡市 小郡市　　鳥栖市　　佐賀県　　つくば市　つくば市　っくぼ市
長（m皿）　　4．65

S．D．　　　0．41

幅（mm）　　2．95
S．D．　　　0．22

厚（mm）　　2．16
S．D．　　　0．18

長／幅比　1．58

S．D．　　　0．17

4．59　　　　　4．70

0．22　　　　　0．28

2．77　　　　　2．67

0．17　　　　　0．22

1．95　　　　1．92

0．20　　　　　0．17

1．66　　　　1．77

0．11　　　　0．16

4．50　　　　4．60　　　　4．25

0．34　　　　0．19　　　　0．41

2．51　　　　2．83　　　　2．49

0．18　　　　0．13　　　　0．28

1．86　　　　1．98　　　　1．87

0．16　　　　0．13　　　　0．24

1．80　　　　1．63　　　　1．72

0．15　　　　0．10　　　　0．17

4．18　　　　4．21

0．45　　　　0．43

2．49　　　　2．49

0．26　　　　0．27

1．91　　　1．89

0．20　　　　0．22

1．68　　　　1．70

0．15　　　　0．16

調査粒数　　39　　　100　　　100　　　110　　　180　　　106　　　109　　　　215
S．D：標準偏差 ツバタ1：SI－2，ツバタ2：SI－4

題 喜 喜 喜 喜
3　　3．2　3．4　3．6　3．8　　4　　4．2　4．4　4．6　4．8　　5　　5．2　5．4

粒長（mm）

図1　島名ツバタ遺跡の炭化米の粒長度数分布図
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表2　　比較基準遺跡および島名ツバタ遺跡の炭化米の粒型分布表

1 菜畑 （縄文） 1 5 5 粒 計％ 菜畑 （弥生） 3 8 粒　 l計叫　　　 有田 1 0 7 粒 計％
i　　　 粒長指数 粒長指数　　　 1 1　　　 位長指数
i 1　 3 5　　　 7　　　 9 1　 3 i 5　　 7　 9 i i 1　 3 i 5　　 7　　 9

粒 1
幅　 3　 8　　 5
指　 5　 摘　 47

2 15

1。 言　　　　 蟻　 6　 9

15
19 80 18　　 53　 11　　　　　　　　 82　 10　　 m　　 3 84

数　 7　　　　 5

9
1 6 3　　　　　　　　　　　　　 3　　　　　　 1 1

計％ ！22　 57 22 101 31　 59 i ll　　　　 i 10日 16　 81 i 3 †00
l　　 板付 1 2 0 粒 計％ 瑞穂 1 0 0 粒　　 1計叫　　 金場 1 1 0 1 粒 計％

粒 1

1
1

幅　 3 1　　 29　　 2 31
指　 5　 5　　 58 15 78 4　　 45 8　　　　　　　　　 57　　 29　　 37　　 2 68
数　 7　　　 13

9
8 21 35 7　　　　　　　　　 42　　　　　 1　 1 2

計％　　 5　　 71 i 23 99 5　　 80 15　　　　　 1 100 1 58　 亜 l 3 101
l　　 須川　 3 0 粒 計％ 空前　 1 0 0 粒　　　 計％　　 津古牟田　 1 0 0 粒 蔑⊥00慧 封＋ ！

1 1
指　 5　　　　 8　　 8　　 3 19 12 4 4　　 1　　　　　 57　　　　　　 9　　 50　 13 72
数　 7　 3　 13　　 49　 18 83 4 38　　 1　　　　　 4 3　　　　　　 2　　 2 3　　 2 27

9 ■l■ll■l■■■■■¶－ 1 ■■題書■題S S S S 〇〇〇〇r l
計 ％ ！ 3　 親　 日 7　 飢 102 16 82　 2　　　 日 0 0 i　 12 ！7 3　 15 100
l　 安永 出　 1 1 0 粒 計 ％ 吉野 ヶ里 1 8 0 粒　 1計 ㍉ l　 島名 ツバ タ　 2 1 5 粒 計％

粒 1

幅　 3　　　　 2 3 5

！ 7　 9 1

17
指　 5　 3　　 30　　 5 3　　 6

数　 7　　　　 1　　 3

9

9 2 6　　 33　　 1　　　　　 40　　 8　　 38　　 24 70

4 7　　 54　　　　　　　　　 鋸　　　　　　 3　　 9　　 1 13

計％ ！ 3　　 33　日 9　 6 10 1 13　再 7　 1　 ！相月 15　 5両　 鍼　 1 10 0 i

比較基準遺跡名

1・琴坤（嘩宴上手菜坤J弥隼）3㌧有甲4．．板付5．．瑞穂6．松本7．金場1．8．金培2，9．里田原10．空前11．津古牟田
12．須川13．安永日14．吉野ヶ里15．岩崎16．吉田17．立岩18．川め上19．松癒皇卸．面識

図2　島名ツバタ遺跡及び比較基準遺跡の炭化米の粒長◎幅平均値の分布図
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島名ツバタ遺跡の自然科学分析
バリノ。サーヴェイ株式会仕

且　はじめに

島名ツバタ遺跡は∴茨城県つくば市大字島名に所在し，西谷田川左岸の台地縁辺部に立地している。当遺跡

の過去の発掘調査ではタ古墳時代中期や古墳時代後期の竪穴住居跡や士坑などが検出されている。今回の発掘

調査ではタ縄文時代中期プ古墳時代中期から後期の竪穴住居軌方墳言溝跡夕炭焼き窯軌土坑などが検出さ

れている。

今回の分析は，古墳時代中期に比定される第2号竪穴住居跡から出土したヒシの実と想定される炭化種実遺

体に関して，ヒシ以外の種実の有無や植物学的なヒシの種類について資料を得るためタ種実遺体同定を実施す

る。

2　試料

試料は，古墳時代中期に比定される第2号竪穴住居跡から出土した炭化種実遺体である。

3　分析方法

双眼実体顕微鏡でその形態的特徴から種類を同定する。

J　結果

炭化種実遺体はタすべてヒシ属（Trapa叩言の破片とみられタ他の種実の混入は確認されなかった。ヒシ

属の破片で原型をとどめているのは麻の部分のみであり，胚乳が多く詰まった中央部の破損が著しくタ人為的

に割られたことなどが想定される。

邦産のヒシ属は，北村◎相田（1981）によれば，ヒシ（Trapa bispinosa Roxb．var。IinumaiNakan0㌦　オ

ニビシ（Trapa natans L varも　japonicaNakai），ヒメビシ（Trapaincisa Siぬ　et Zucc。）の3種に分類さ

れるが，形態の変異が太きくさらに細分する考えもある。

ヒシ属のオニビシとヒシはプ麻が2本（ヒシ）か4本（オニビシ）であるかによって区別できる。また，オ

ニビシは子房突起が突出しないが，ヒシは突出するという違い（角野，1994）からも区別が可能である。しか

しタ　同定を行ったヒシの実と想定される炭化種実遺体はいずれも破片であったためタ麻の本数から区別するこ

とはできない。また，完全な形状を留める個体は少なかったが，子房突起が一部残る個体の観察によればタ子

房突起の突出が確認されている。またぎ麻の大きさがkm程度であることや，麻の太さが細いことからチ形状

的にはヒシに近いと考えられる。

オニビシはタ　ヒシに比べ大型で5cm以上になる個体もある。ヒシは，これより小さく5cm以下である。ヒ

メビシほ果実の大きさが2cm程度とこれらに比べてかなり小さい。今回検出された個体を麻の大きさから推

定すると約4～5cm程度とみられプ　大きさもヒシが最も近い。

以上の結果から，麻が残っているものや子房突起の突出が確認できた個体はいずれもヒシ（Trapa

bispinosa Roxbe var。Iinumai Nakano）と考えられる。ただし，遺跡から出土するヒシ属種実は，現在のも

のより多様性に富むという見解もあり（南本車中胱　2000），古代のヒシ属種実を現在の種に直接当てはめて

良いかは今後の検討課題である。

5　考察

同定の結鼠　麻や子房突起の突出が確認された炭化種実遺体はヒシ（Trapa bispinosa Roxb．var。Iinum。i

－224－



Nakano）と判断された。ただしタ　これら特徴が確認されない細片についてはク　ビシとオニビシほ生育環境が同

じで同じ集団内に混在することが多い　角野夕　摘錮　ことや　ヒシ属の中には大きさや形状がヒシに近い4麻

をもつコオニビシ（Trapa natans L var。Pumila Nakano）という種類も認められている（角野言994）ことからタ

これらが混在している可能性もある。

ヒシやオニビシはタ　池沼に生育する水生植物でタ　生食が可能で収量も多いことから食用として利用されてき

た。民族事例等によれば，アク抜きが不要なことから，そのまま食する場合もあるが，通常は茹でて食べてい

たとされる（柴乳など）。遺跡周辺の台地を開析する河川周辺には，湿地や河跡湖などが数多く存在してお頃地

図資料編纂会鼠198郎　また　低地のポーリング結果などでは，ヒシの生育に適した泥炭地が各地に分布し

ていたことが確認できる（宇野沢ほかタ1988）。したがってプ　台地縁辺に立地する当遺跡では，周辺の低地か

らヒシを採取し利用していた可能性が考えられる。

なお，ヒシの実の出土例は，関東地方各地の低湿地に立地する遺跡を中心にみられる。千葉県の九十九里地

域では，宮田下泥炭遺跡（パリノ⑳サーヴェイ株式会私198の　矢摺泥炭遺跡（山内ブ1984；パリノ会サーヴェ

イ株式会社1995），倍当川流域泥炭層遺跡（パリノ◎サーヴェイ株式会私1987）などで認められている。またタ

埼玉県南部ではタ　寿能泥炭層遺跡（邑田タ1982）をはじめ複数の遺跡から出土例があるが，いずれも泥炭地か

ら検出された未炭化種実である。

ヒシの種実が遺構から破棄された状態で出土した例は芳滋賀県の粟津湖底遺跡で検出された縄文時代早期の

「クリ塚」とされる遺構からクリに混じって出土した例がありヲ破損状況から利用後の残漆が破棄された可能

性なども指摘されている　南本車中胱　舗掴。なお　現段階では　ヒシの実が遣構内から利用⑳破棄された

状態で検出された例が少ないためタ周辺地域で情報を収集の蓄積しタ　あらためて評価したいと考えている。
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図版1　種実遺体

1．ヒシ（Sト2）

3．ヒシ（Sト2）

1cm　　　1cm
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿二

（1，2）　（3）
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